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突 厥 ・ウ イ グ ル ・モ ン ゴ ル 時 代 の 遺 蹟 出 土 瓦 と レ ン ガ

TilesandBricksfromtheS髭esinMongolia

三 辻 利 一 ・村 岡 倫

(ToshikazuMITSUJIlHitoshiMURAOKA)

1998年 度 収 集 記 録(村 岡 倫)ReportontheCo且1㏄tionof1998(Hit〔 油iMURAOKA)

1996年 ・1997年 の瓦 ・レ ンガの サ ンプル収 集 につ いて は,行 動記 録 を参 照 され たい.本 処 で は1998年 度 のサ ンプル

収集 につい て のみ 報告 す る.

各 遺蹟 の 特定 の 場所 ご と に,瓦 ・レ ンガの 断片 を収集 した.lcm角 の サ イ コロ型 の破 片 を最低10個 ず つ(数 が そろ

わ ない こ とも多 か っ た),な るべ く地 中 に埋 まって い る もの を採 集 し,採 集 した遺 蹟 と遺 蹟 内 の場 所 を 明記 した カ ー ド

と共 に ビニー ル袋 に入 れ て分類 し,帰 国後,奈 良教 育大 学 ・三 辻 利 一教授 に分 析 を依 頼 した.

また,レ ンガ採 集 に 際 して は,白 石 が カ ラ コル ムの遺 蹟 の レン ガのサ イズが 時代 に よ って異 な る こ とを明 らか に して

い る(白 石1998)こ とか ら,厚 さ に よっ て分類 した.白 石 に よれ ば,カ ラ コル ム万安 宮 で は4.0,45,5.0,5.5,6.Ocmの

5種 類 の厚 さの レンガ が使 用 されて い る ので,我 々 もほ ぼ0.5cmご とに分類 した.た だ し,胎 土 分析 の結 果,そ の化 学

特性 と厚 さの 相違 とに は相 関 関係 はみ られ なか っ た.

① ツ ァ ガ ン;バ イ シ ン(8月1日):村 岡が 通訳 の バ トジ ャル ガル に協 力 して もらい,瓦 ・レン ガ を城 内 と城 外周 辺 に

分 けて収 集 した.そ の他,ツ ァガ ン=バ イ シ ン南 西 ・南 東 の 角 か ら南 へ37mの 窯 跡 の 焼 け カス の 断片 もい くつ か採 集

した.

② バ イバ リク遺蹟(8月4日):全 員 で手 分 け して瓦 ・レンガ の収 集 に あた る.第1城 址 で は レンガ の厚 さ ・材 質 に よ っ

て11の タイ プ に分 け て採 集,第2城 址 で は5つ の タイ プに分 け て採 集,瓦 につ いて は 第1・2・3城 址 ご とに収 集

した.

③釈 迦 院遺 蹟(8月6日):全 員で 手 分 け して釈 迦 院遺 蹟 内 の13の マ ウ ン ドか ら瓦 を集 め,マ ウ ン ドご とに分類 した.

レ ンガはマ ウ ン ドご とで はな く,釈 迦 院遺 蹟 全 体 か ら収 集 し,厚 さ ・材 質 に よっ て7つ の タ イ プに分 類 した.ま た,

オチ ル ・ダシバ トラフが デ ル ゲ ル=ム レ ン河対 岸 の遺 蹟 の調 査 の 際 に,持 ち帰 った レン ガの断 片(厚 さ不 明)も サ ン

プル に加 えた.

④ ハ ル ポル=ハ ン城 址(8月8日 ～11日):村 岡が 各城 址 を回 り瓦 を収 集 した.元 代 に特 有 の緑 釉 瓦 も多 く散 乱 してお

り,そ の ため,こ こで は,城 址 ご と,城 址 内 の特 定 の場 所 ご とに分 類 す るだ けで な く,さ らに緑釉 瓦 とそ の他 の 瓦 に

分類 した.そ の後,全 員 で 手 分 け して各 城 址 か ら レンガ を集め た.第1城 址 とそ の他 の城址 に分 け,さ らに厚 さに よっ

て分 類 した.ま た,第3城 址 鹿 石 北 西側100mほ どに発 見 され た窯 跡 の焼 け カス の断 片 もい くつ か採 集 した.

⑤ カラ コル ム万安 宮 跡(8月16日):緑 釉 瓦 とそ の他 の瓦 に分 けて 収集.

⑥ バ ヤ ン=ゴ ル遺蹟(8月17日):加 藤 の報 告(Katol997,pp.23-24)に あ る城 址(C)と 新 た に発 見 した城址(A)に

分 け(こ の点 に つ い て は松 田孝 一 担 当 「モ ン ゴル時代 遺 蹟 ・遺 物 現況 」 を参 照),瓦 を採集.A城 址 で は緑 釉 瓦 も見

つ か った.ま た,レ ンガ も採 集 し厚 さに よって分 類 したが,A城 址 で は4.0,4.5,5.0,5.5cmの4種 類 の レ ンガが 採集

で きたが,C城 址 で は5.5cmの もの1種 類 だけ しか 発 見で きた なか っ た.

⑦ カ ラ=バ ル ガス ン(8月17日)二 瓦 は カ ラ=バ ル ガス ン南 の礎 石 が 散乱 して い る場所 と北 の 集落 址 で 発見.村 岡が採

集 した.レ ン ガにつ い て は全 員 で手 分 け して,城 内 と城 外 南 側 に分 け て収 集,さ らに厚 さ に よって 分類 した.

⑧ ハ ラテ ィ ン=ド ル ベ ル ジ ン=バ ル ガス(8月17日):中 央 マ ウ ン ドに瓦 が 散乱,レ ンガ は厚 さ不 明 の2断 片 の み を発

見,と もに採 集.

⑨ ドイ テ ィ ン=バ ル ガ ス(8月17日):レ ンガ を採 集,厚 さに よっ て分類.青 い釉 薬 の つい た ものが 多 数 あ り.瓦 は 発

見 で きなか った.

⑩ メル ヒー=ト ル ゴイ(8月18日)=松 田 ・村 岡 が瓦 と レ ンガ を収 集,レ ンガは厚 さ に よって 分類.

⑪ カ ラ コル ムの 東 亀趺 付 近(8月18日):宇 野 ・松 川 ・中村 ・オチ ル ・ガル サ ンッ ェ レンが 緑釉 瓦 とそ の他 の瓦 に分

けて収 集.

⑫ 宣 威 軍城址,多 羅尊 廟 遺 蹟 内(8月21日):中 村 ・村 岡 が瓦 ・レ ンガ を採 集,レ ン ガ を厚 さに よって 分類.

⑬ オ ンギ遺 蹟(8月21日):オ チ ル ・村 岡 が瓦 ・レ ンガ を採 集,レ ンガ を厚 さ に よって 分類.

⑭ シ ャーザ ン=ホ ト(8月23日):オ チ ル ・宇 野 ・村 岡 ・が瓦 ・レ ンガ を採 集,瓦 は緑釉 瓦 とそ の他 の 瓦 に分 け,レ ン

ガ を厚 さ に よって分 類,
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突 厥 ・ウ イグル ・モ ンゴル時代 の遺 蹟出 土瓦 とレンガ

モ ン ゴ ル 瓦 の 胎 土 分 析(三 辻 利 一)

X・rayFluorescenceAnalysisofTilesand3r薑cksfromMongoha(ToshikazuMITSUJI)

1)目 的

モ ン ゴル には突 厥 時代(6～8世 紀),ウ イ グル 時代(8～9世 紀),モ ン ゴル時代(13～14世 紀),モ ン ゴル時代

以 後の 遺蹟 か ら大 量 の瓦 片 が 出土 してい る.こ れ らの瓦 の生 産 と供 給 の 関 係 を調 査 研 究す るた め,瓦 胎 土 の蛍 光X線 分

析 が行 わ れ た.

2)分 析 法 とデ ー タ 解 析 法

瓦 小 片 は タ ングス テ ン カーバ イ ド製(硬 度9.5)の 刃 を もつ 小 型研 磨機 で表 面 を研 磨 し,付 着汚 物 を除去 した.こ う

して処理 され た瓦 小片 は タ ング ステ ンカ ーバ イ ド製乳 鉢 の 中 で100メ ッシ ュ以 下 に粉 砕 された.瓦 小 片 を粉 砕 す る のは

試料 を均 質化 す るた め と,粉 末 試 料 を再 度 固 め,一 定形 状 の測 定 試料 を調 製 す る た めで あ る.

粉 末試 料 は塩 化 ビニ ー ル製 リン グ を枠 に して約13ト ンの圧 力 を加 えて プ レス し,内 径20㎜,厚 さ5mmの 錠剤 試 料

を作 成 した.一 定 形状 の測 定試 料 を作 成 す る の は蛍光X線 分 析 に よる定量 分 析 は相 対 分析 で あ り,試 料 と同質 で 同 じ形

状 の標準 試 料(既 に,元 素 含有 量 が 計測 され た試 料 で,学 会 で 公認 され て い る試料 を使用 す るの が普 通 で あ る)の 各 元

素 の蛍 光X線 強度 との比 較 の上 に元素 含 有 量 が求 め られ るか らで あ る.

筆 者 は岩 石標 準 試料(日 本地 質 調査 所 で20種 類 近 い 種 々 の岩石 標 準 試料 が 調整 され て い る)の うち,JG-1(Japan

Granite,No.1の 略)を 標 準 試料 と して使 用 してい る,JG-1は 粘 土 と同様,A1203,SiO2を 併 わせ て80%以 上 を含有 し,

そ の他 の主成 分 元 素 の含 有量 も類 似 してお り,粘 土 の蛍 光X線 分析 の標 準 試 料 と しては最 適 で あ る.

蛍 光X線 分析 には波 長 分散 型(理 学 電 機 製,3280型 機)の 装 置 を使 用 した.こ の装 置 に は6列8行,48個 の試 料 が

同 時 に搭 載 で きる 自動 試 料 交換 機 が 連結 され て い る.

分析 装 置 は3種 類 の分 光 結 晶 と,比 例 計 数管,シ ンチ レー シ ョンカ ウ ンタ ーの2種 類 の検 出機 を有 し,Na,K,Ca,Fe,

Rb,Srの6元 素 を選択 的 に測 定 で きる ように な って い る.測 定,デ ー タの打 出 し,試 料 の交 換 が すべ て 自動 化 され てお

り,迅 速 に分析 が 可 能 であ る.48試 料(こ の うち一個 は必 ず,JG-1で あ る)の 分析 の所 要 時 間 は55時 間 であ る.も

ちろ ん,バ ック グ ラ ウ ン ドも測 定 し,全 ピー ク面積 か ら差 し引 き,正 味 の ネ ッ ト強 度 も打 ち 出 され て くる.』

幾 種類 もの岩 石 標準 試 料 を使 って,前 もっ て,検 量 線 を作 成 してお き,こ の検 量 線 を使 って 未知 試 料 の分 析 デ ー タか

ら元 素含 有 量(%ま た はppm表 示)を 求 め る のが 普通 の 分析 法 で あ る.

しか し,土 器 の 産地 問 題 の研 究 で は大 量 の試 料 の分析 デ ー タが必 要 なので,標 準 試 料,JG-1の 各 元 素 の蛍 光X線 強

度 で標 準 化 した値 で十 分 地域 差 はみ れ るの で,筆 者 はい ちい ち,%やppm濃 度 に変換 せず,JG-1に よ る標 準 化 を使 っ

て デー タ解析 を行 っ てい る.

デー タ解析 は通 常,K-Ca,Rb-Srの 両 分布 図 を作 成 し,大 雑把 な地 域差 を確 認 した 上 で,ク ラス ター分析 や 判別 分析

な どの統 計学 の手 法 を使 っ て き ちん と整 理 され るのが 普 通 で あ る.Na,Fe因 子 は補足 的 に使 用 され てい るのが 現状 で あ

る.

今 回 は1000点 を越 え る試料 を分析 した.デ ー タ解 析 にはか な りの時 間 がか か る ので 地域 差 が もっ とも よ くみ れ るK-

Ca分 布 図 を使 用 した.各 時代 ご との地 域 差,同 時代 で の 地域 差 を把 握 す る こ とに した,

3)分 析 結 果

一般 的 に 日本 の 瓦 に比べ て
,モ ンゴル の瓦 胎 土 に はK,Ca,Na量 が 多 い とい う特 徴 が あ る.と くに,Na量 は多 く,日

本 の瓦 の胎土 には これ ほ ど多 くのNa量 は含 まれ てい ない.こ れ はモ ンゴ ルの風 土 の た めで,十 分 に風 化 が 進 ん でい な

い粘土 が 瓦 の素 材 とな った こ と に よる と考 え られ る.つ ま り,モ ン ゴル の 瓦 の化 学特 性 は素材 粘 土 が モ ンゴ ルの もの で

あ る こ とを示 唆 して い る.

それ に もかか わ らず,瓦 の胎 土 の化 学 特性 は年代 に よ り,ま た,地 域 に よって異 な って いた.ま ず,年 代 ご とに分 け

て分析 結 果 を説 明 す る.

①突厥時代の瓦

ブグ ト遺蹟出土瓦のK-Ca分 布図を図1に 示す.Ca量 が大きくばらつくので,両 軸には対数スケールをとってある.
一般に

,モ ンゴルの瓦にはCa量 のばらつきは大きい.日 本に比べてモンゴルでは岩石の風化が十分に進んでおらず,

岩石の破削粒が残存しているためと考えられる.

ブグト遺蹟の瓦の分析値を包含するようにして,A領 域を長方形で描いてある.本 来,こ の領域 は試料の分析データ

を統計学的に処理し,等 確率楕円で描かれる.こ こでは描き易さを考慮に入れて,と くに,統 計学的な処理をせず,全

試料を包含するようにして長方形に描いた.し たがって,そ の領界はとくに,統 計学的な意味をもたないが それでも,

他の瓦の分布領域との比較は十分できるので,長 方形の領域を描いた.

ブグ ト遺蹟は6世 紀代の遺蹟であり,今 回,こ れと比較される同時期の遺蹟出土瓦はない.8世 紀代の多くの瓦が分
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布 す るB-1領 域 と図1で は比 較 して ある.Ca量 に明 らか な違 いが あ り,ブ グ ト遺蹟 の瓦胎 土 は8世 紀代 の多 くの遺蹟

出土瓦 の胎 土 と は異 な るこ とが わ か る.粘 土 を焼成 して も,化 学 特 性 に は 変動 が 起 こ らない こ とが 実験 デ ー タで確 認 さ

れて い るか ら,瓦 胎 土 の化 学 特 性 の違 い は素 材 粘土 の違 い を示 す.そ して,一 般 的 に,素 材 粘土 の違 い は粘 土 の産 出地

の 違 いで あ り,多 くの場 合,瓦 の生 産 地 の違 い を示 す もの と考 え られ てい る.し た が って,6世 紀代 の ブ グ ト遺 蹟 の瓦

の 生産 地 は8世 紀 の瓦 の生 産 地 とは異 なる と考 え られ る.

次 に,8世 紀代 の遺 蹟 出土 瓦 の化 学 特性 を逐 次説 明 す る.

図2に は イ フ=ホ シ ョー トゥ遺 蹟 出土 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.B-1領 域 とB。2領 域 の2ヶ 所 に分 か れ て分布 す る.

B-1領 域 に分 布す るの は灰 色 瓦 で あ り,B-2領 域 に分布 す るの は黒 色瓦 で ある.こ の こ とは灰 色 瓦 と黒色 瓦 の 生産 地 は

別 々 であ る こ と を示 して い る.さ らに,レ ン ガは灰 色 瓦 と同 じ領 域 に分 布 し,レ ン ガ と灰 色 瓦 は 同 じと ころで 生 産 され

た もので あ る こ とを示 して い る.

図3に は トニ ュ ク ク遺蹟 か ら出土 した瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.瓦 と レン ガが と もにA領 域 に分 布 す るこ とは注 目さ

れ る.8世 紀 代 の瓦 の 中 にA領 域 に分 布 す る もの は他 にな い.モ ンゴル 時 代 の瓦 に もな い.そ うす る と,6世 紀代 には

瓦 の生 産 地 は少 な く,ト ニ ュ ク ク遺蹟 の近傍 に あ り,こ こか ら,瓦 をブ グ ト遺 蹟へ 運 び込 んだ こ と も考 え られ る.そ の

場合 に は何 らか の理 由 で工 人が トニ ュ ク ク遺 蹟 の周 辺 に集 め られ,瓦 を生 産 した もの と思 われ る.も う 一 つ注 目す べ き

点 は トニ ュク ク遺 蹟 の 瓦 と レン ガの化 学特 性 が 必 ず しも,ぴ た りとは一致 して い ない 点 で あ る.瓦 もレ ンガ もと もにA

領 域 に分 布 し,同 じ地 域 内 で作 られ た もの で は あっ て も,同 じ場所 では な く,少 しず れ た場 所 で作 られ た もので あ る.

そ の ずれ が,図3で はA領 域 内 で のず れ とな って現 われ て い る と考 え られ る.

図4に は ビル ゲ=カ ガ ン廟 出土 瓦,レ ンガ のK-Ca分 布 図 を示 す 。 と もに,B-1領 域 に分 布 す るこ とが わ か る.

図5に は キ ョル=テ ギ ン廟 出土 瓦,レ ン ガのK-Ca分 布 図 を示 す.い ず れ も,B-1領 域 に分 布 す る.図4と 比較 す る

と,キ ョル=テ ギ ン廟 の 瓦,レ ン ガは ビル ゲ=カ ガ ン廟 の もの に比 べ る と,同 じB4領 域 で も,少 し右 側 に片 寄 って分布

して お り,も しか した ら,両 廟 の 瓦 は必 ず し も同 じ場 所 で生 産 され た もの で はな い可 能性 が あ る.し か し,同 じ地 域 内

で製作 され た とい う点 で は相 違 あ るま い.

図6に は ホ シ ョー=ツ ァイ ダム第 三 ・第 四 遺蹟 か ら出土 した瓦,レ ンガのK-Ca分 布 図 を示 す.大 部 分 の もの はB-1

領 域 に分 布す る こ とが わ か る.こ こで,第 四遺 蹟 か ら出土 した黒色 瓦 がB-2領 域 に分 布 す る こ とが注 目され る.図2に

示 した イ フ=ホ シ ョー トゥ遺蹟 出土 の黒 色 瓦 も同 じB-2領 域 に分 布 した.つ ま り,両 黒 色 瓦 は 同 じ生産 地 で作 られ た瓦

で ある可 能性 が 出て来 たの で あ る.

こ こで,同 じ黒 色瓦 が 出土す る オ ンギ遺 蹟 の もの の分 析 デ ー タ を調べ た.オ ンギ遺 蹟 出土 の黒 色 瓦 のK-Ca分 布 図 を

図7に 示 す.オ ン ギ遺 蹟 の 黒色 瓦 もB-2領 域 に分 布 す る こ とが わか る,し か も,オ ンギ遺 蹟 に はB-1領 域 に分布 す る瓦

は出土 してい な い.

これ らの こ とか ら,も しか した ら,オ ンギ遺蹟 の 周辺 にB-2領 域 に分 布 す る黒 色瓦 の 生 産地 が あ り,イ フ=ホ シ ョー

トゥ遺 蹟 やホ シ ョー=ツ ァイ ダム 第 四遺 蹟へ 黒色 瓦 を供給 した可 能性 が あ る.他 方,B4領 域 に分 布 す る灰色 瓦 の 生産

地 は ホシ ョー=ツ ァ イ ダム地 区 内 に あ っ た可 能性 が あ る.そ うす る と,イ フ=ホ シ ョー トゥ遺 蹟 へ はホ シ ョー;ツ ァイ ダ

ム地 区で生 産 さ れ た地 元産 の瓦 と,オ ンギ遺 蹟 周辺 で作 られ た搬 入 瓦 が供 給 され た こ とに なる.ま た,カ ラ コル ムか ら

約350kmも 離 れた トニ ュ ク ク遺 蹟 か らはA領 域 に分布 す る瓦 しか存 在 して い ない が,こ れ は在 地 産 の瓦 で あ る可 能性

が 高い.

そ して,6世 紀 には 未 だ,瓦 は あ ち こちで は作 られ て お らず,ト ニ ュ ク ク遺蹟 が あ る地 域 内 で作 られ た瓦(A領 域 に

分布 す る瓦)が は るば る ブ グ ト遺 蹟 まで 運 ばれ た と推 察す るこ と もで きよ う.6世 紀 代 の瓦 の生 産 と供給 を考 える には,

ブグ ト遺蹟 以外 に,い くつ か の遺 蹟 出土瓦 の分析 デ ー タが必 要 で あ る.

これが突 厥 時代 の瓦 の生 産 と供 給 に関 す る一 つ の構 図 で あ る.今 後,さ らに徹 底 して瓦 片 の分 析 を進 め る と,も う一

つ 別の構 図が 出 来 るか も しれ ない が,こ こで は今 回分析 した瓦 の デ ー タか らの 一試 案 と して提 出 してお く.

② ウイ グル時 代 の瓦

図8に は カ ラ=バ ル ガス ンの宮殿 か ら出 土 した瓦,レ ン ガのK-Ca分 布 図 を示 す.大 部 分 の 試料 を包 含 す る よ うに し

てC4領 域 を描 い た.比 較 のた め に,B-1領 域 を描 い て あ るが,両 領域 は近 接 す る こ とが わか る.も し,B-1領 域 に分

布 した瓦 が ホ シ ョー=ツ ァイ ダ ム地 区 で作 られ た もの だ とす れ ば,C-1領 域 に分 布 す る瓦 もそ れ程 遠 く離 れ てい ない と

こ ろ,つ ま り,カ ラ=バ ル ガ ス ンの周 辺 で作 られ た可 能 性 が高 い.図9に は カ ラ=バ ル ガ ス ンの市 街 区 内 か ら出土 した

瓦 のK-Ca分 布 図 を示 して あ る.C-1領 域 に分 布 す る こ とが わか る.

図10に は ツ ァガ ン=バ イ シ ンの 城 内,城 外 か ら出土 した緑 釉 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.大 部分 の もの は城 内,城 外 を

問 わず,C4領 域 に分 布 し,カ ラ=バ ル ガス ンの 瓦 と同 じ地域 内 で作 られ た瓦 で あ る こ と を示 して い る.一 部 に,B-2

領 域 とA領 域 の 間 に分 布 す る もの が あ るが,目 下 の と ころ,こ れ と同 じ胎 土 の瓦 は外 に は見 当 らな いの で,こ こで は考

察 せず にお く.

図11に は ツ ァガ ン=バ イ シ ン出 土 の灰 色瓦 と赤色 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.C-1領 域 に は分布 せ ず,新 た に,C-2領

域 に分 布 し,カ ラ=バ ル ガス ンの 瓦 とは 別 の ところ で作 られ た瓦 で あ る こ とを示 して い る.な お,灰 色 瓦 と赤 色瓦 の胎
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土 に は と くに,差 異 は認 め られ な か った.

以上 の こ とか ら,ウ イ グ ル時代 に は カラ=バ ルガ ス ン周辺 と,バ イバ リク周辺 に瓦 の生 産 地 が あ り,前 者 はG1領 域

に,後 者 はC-2領 域 に分布 し,そ れぞ れ,至 近 距離 にあ る遺 蹟 に瓦 を供 給 して い た こ とに なる.

前述 した よ うに,古 い 時代 には瓦 の 生産 地 は 限定 され た所 に しか な く,遠 距 離 を瓦 を運 ぶ場 合 が あ るが,ウ イ グル 時

代(9世 紀 代)に 入 る と,至 近距 離 で瓦 を生 産 し,遠 距 離 を運 ば な くな る傾 向が あ る こ とが わ か る.

③モンゴル時代の瓦

今回分析対象となった遺蹟はモンゴル時代のものが多い.そ れにもかかわらず,胎 土の種類は以下に示すように少な

い.

図12に は カ ラコ ルム 地 区の カラ コル ム都 城,万 安宮,バ ヤ ン=ゴ ル の緑釉 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.こ こで もモ ンゴ

ル時代 の比 較 対照 領 域 の一 つ と してD-1領 域 を描 いた.D-1領 域 はC-1領 域 に含 まれ てお り,ウ イ グ ル時代 の カ ラ=バ

ルガ ス ン や ツ ァガ ン=バ イ シ ンの瓦 の胎 土 に類 似 す る.し た が って,こ れ らの瓦 もカ ラ コ ル ム に生 産地 が あ る もの と思

われ る.図13に も,万 安 宮 と東 門 の亀 か ら出土 した緑釉 瓦胎 土 のK-Ca分 布 図 を示 す.C-1領 域 に分 布 す る こ とが わ か

る.

図14に は カラ コル ム都 城南 の メ ル ヒー=ト ル ゴイ出土 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.D-1領 域 に分 布 す る こ と を示 す.

図15に は カラ コ ルム都 城西 北 のバ ヤ ン=ゴ ル 出土 瓦 の,ま た,図16に は緑 釉 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.瓦 も緑釉 瓦

も同 質の粘 土 を素 材 と して使 った とみ られ るが,い ず れ も,D-1領 域 の右 端領 域 に分布 す る.図12～16を 比 較す る と,

いず れの瓦 もD-1領 域 に ほぼ 対応 して い るが,分 布 す る位 置 は微 妙 に ずれ るこ とが わ か る.D-1領 域 はC-1領 域 に含 ま

れ る こ とか ら,こ れ らの瓦 は カ ラ コル ム地 区 で製 作 した もの で ある こ と に は相 違 な いが,作 っ た場 所 は 必 ず し も,同 じ

ところで は な く,少 しず れた とこ ろで 別 々 に作 られた 可 能性 が あ る こ とを示 す.

図17,18に は シ ャーザ ン=ホ ト出土 の瓦 と緑 釉 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.や は り,D-1領 域 に対応 す る と ころ に分 布

す るが,他 の遺 蹟 出 土 の もの とは微 妙 にず れ た位 置 に分 布 す る こ とが わか る.メ ル ヒ ー=ト ル ゴ イの瓦 と も微 妙 にず れ

て分 布 す る.な お,瓦 と緑 釉 瓦 の胎 土 に は差 異 は認 め られな い ので,同 じとこ ろで製 作 した可 能 性 もあ る.

次 に,カ ラ コル ムか ら400㎞ も離 れ た所 に在 る釈 迦 院遺 蹟 出土 瓦 の胎 土 に つい て説 明 す る.

図19に は,釈 迦 院遺 蹟 か ら出土 した瓦 のK-Ca分 布 図 を示す.D-1領 域 とは 明 らか に異 な る と ころ に分布 す るこ と

が わ か る.つ ま り,カ ラ コル ム の瓦 とは別 ② とこ ろで製 作 され た瓦 で あ る.こ れ らを包 含 す る よ うに して,D-2領 域 を

描 い てみ た.

図20に は,釈 迦 院遺 蹟 か ら出土 した瓦 と緑 釉 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.や は りD-2領 域 に分 布 し,図19に 示 した瓦

と同 じ胎 土 を もつ こ とが わ か る.さ らに,緑 釉 瓦 の胎 土 も同 じで あ る こ と がわ か る.し たが って,緑 釉 瓦 の製 作 に は特

別 な粘土 を使用 した訳 で は な い こ とが わか る.緑 釉 で瓦 の表 面 を固 め る とい う特 殊 技術 が使 われ た ので あ る.

次 に,カ ラ コルム の北 西,約100㎞ の と ころ に在 るハ ル ホ ル=ハ ン遺 蹟 出土 瓦,緑 釉 瓦 の分 析 結 果 を示 す.

図21に はハ ル ポル=ハ ン第1城 址 出土 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.D-2領 域 にほ ぼ対 応 した ところ に分 布 す る もの の,

釈 迦 院遺 蹟 の瓦 とは少 しず れ て分布 す る こ と が わか る.こ の こ とは釈 迦 院 遺 蹟 の瓦 とは 別 の ところ の製 品 で あ る こ とを

示 してい る.図22に はハ ル ポ ル=ハ ン第1城 址 出土の 緑 釉 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.D-2領 域 に分布 す るが,瓦 とは少

しず れ て分 布す る点 が注 目され る.こ の場 合 は瓦 と緑 釉 瓦 は別 々の ところ で製 作 され た可 能性 が あ る.

図23に はハ ルホ ル=ハ ン第4城 址 出土 瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.や は り.,D-2領 域 に分布 す る.第1城 址 の瓦 と同 じ

胎 土 とみ られ る.図24に は,緑 釉瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す.そ の分 布 位 置か ら,第1城 址 の緑 釉 瓦 と同 じ胎 土 とみ られ

る.

図25に は 第3城 址 の瓦 のK-Ca分 布 図 を示 す が,第1・ 第4城 址 の 瓦 と同 じ胎 土 で あ る こ とが わ か る.図26に は緑

釉 瓦 のK。Ca分 布 図 を示 す が,こ れ も,第1・ 第4城 址 の緑 釉 瓦 と同 じ胎 土 で あろ う.

した が って,そ れ ぞれ 同 じ と こ ろで製 作 され た瓦 と緑釉 瓦が ハ ル ホ ル=ハ ン第1・ 第3・ 第4城 址 へ 供 給 され た こ と

が わか っ た.

最 後 に,ド イ テ ィ ン=バ ル ガ スの 緑釉 瓦 と レ ンガのK-Ca分 布 図 を図27に 示 す.い ず れ も,D-2領 域 に分 布 す る.そ

して,そ の 分布 位置 か ら,ド イ テ ィ ン=バ ル ガ スの緑 釉 瓦 もハ ル ポ ル=ハ ン第1・ 第3・ 第4城 址 の緑 釉 瓦 と同 じ胎 土 で

あ る とみ られ る.ま た,レ ンガ も第1・ 第3・ 第4城 址 の 瓦 と同 じ胎 土 で あ る とみ られ る.し たが っ て,ド イ テ ィ ン=

バ ル ガス の 瓦 と緑釉 瓦 はそ れ ぞれ,ハ ルポ ル=ハ ン第1・ 第3・ 第4城 址 城 の 瓦,緑 釉 瓦 と同 じ生 産地 の製 品で あ る可

能性 が あ る.

この結 果,モ ン ゴル時 代 の瓦 は大 き く分 け て2種 類 あ り,一 つ はD4領 域 に,ま た,他 の一 つ はD-2領 域 を 中心 に分

布す る.前 者 は カ ラ コル ムの諸 遺 蹟 か ら出土 し,カ ラ 白ル ム に産 地が あ る もの と思 われ る.後 者 はカ ラ コル ム を離 れ た

釈 迦 院遺 蹟,ハ ルポ ルニハ ン遺 蹟,ド イ テ ィ ン=バ ル ガス な どの 遺蹟 か ら出土 す る.し た が っ て,カ ラ コル ム 以外 の 地で

製作 され た瓦 で ある.し か し,胎 土 が2種 あ る とは い え,2種 類 に大 別 さ れ る とい うだ け で,胎 土 は遺 蹟 に よって微 妙

に異 なっ てお り,瓦 の製 作場 所 はい くつ もあ っ た こ とを示 唆 してい る.そ して,製 品の 瓦 は至 近 距 離へ の供 給 が一 般 的

で あ った と推 察 され る.

(109)



TnesandBricksfromtheSitesinMongo且ia

D・1領 域 に分布 す る瓦 の生 産 地 は カ ラ コルム に あ る もの と推定 され る.こ れ に対 してD-2領 域 に分布 す る瓦 は カ ラ コ

ルム の北西 部 の ドイテ ィ ン=バ ル ガス,ハ ルポ ル=ハ ン,釈 迦 院遺 蹟 か ら出土す る.し たが っ て,こ れ らの瓦 の生 産 地 は

カラ コル ムの 北 西 部 に あ る こ とは ほぼ 間違 い な いが,こ の よ うな化学 特 性 を もつ 粘土 が カ ラ コルム の北 西 部 に広 く分 布

してお り,こ れ らの遺 蹟 の 近 くでそ れ ぞ れ,別 個 に瓦 を製 作 してい る のか,そ れ と も,少 数 の場 所,例 え ば,釈 迦 院

ハ ル ポル=ハ ン遺 蹟 を中心 に して瓦 を製作 してい るの か,ま だ,判 断 は下 せ な い.

上 述 して来 た よう に,K-Ca分 布 図 で の分 布 の位 置 の比 較 だ けで 十分,瓦 胎 土 の化 学 特 性 お よび,地 域 差 は認 め られ

る.

そ の地域 差 を地 域 ご とに,ま た,時 代 ご とに分 けて 整理 して い くと,モ ン ゴルの 瓦 の生 産 と供 給 に関 す る情報 が得 ら

れ る.こ の情 報 は これ まで に考古 学 に提 示 さ れ な か った胎 土 分析 に よる新 しい情 報 で あ り,今 後,瓦 の 型式,模 様 な ど

の 考古 学 的情 報 とかみ 合 わせ る こ とに よっ て,さ らに有効 に生 か されて い くもの と期待 され る.
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ル ー ン 文 字 碑 文 凡 例

Exp1anatoryNotesonTurk量cTextsinRunicScript

翻 字(Transliteration)

本書 の ル ー ン文 字 の翻 字 は 『内陸 ア ジ ア言語 の研 究』12,1997,pp.44-45の 森安 方 式 に拠 る.た だ し次 の1点 の み変 更

す る.す なわ ち,後 舌 とみ な し大 文字 で 表記 した § を,両 舌 とみ な して 蓉で 表記 す る.
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転 写(Transcription)

母音Vowels a1OU 子 音Consonants b6dgγklmnηnypqrs蓉tvyz

e

ai6麺

テキス トの破損 ・摩滅部分や翻訳に関しては,以 下の凡例に従う.

翻 字(Transliteration)

#

[aB司

(aB己)

///

碑 石 が 折 れ て い る そ の 破 断 部 を 明 示.Severedpointoftheinscdption.

句 読 点.Punctuation.

完 全 に破 損 して い る 文 字 を推 定 で 補 っ た もの.Letterswhollyrestored.

残 画 が 見 え る の を補 っ た も の.Letterspartlydamagedbutrestoredwithcertainty.

完 全 に 破 損 し て い る 文 字.Damagedandillegibleletters.

残 画 が 見 え る 文 字.Illegibleletterswithsometraces.Number㎞own,indicatedbypoints.

転 写(Transcription)

#

【aBこ】

〈aB乙 〉

///

碑 石 が 折 れ て い る そ の 破 断 部 を 示 す が,1つ の 単 語 が2断 片 に 跨 が る 場 合 は そ の 単 語 の 後 に こ

れ を入 れ る.Severedpointoftheinscription(placedaherawordwhenitextendsovertwoffagme騰 〉

単 語 全 体 が 破 損 して い る も の を 推 定 し て 復 元 した も の.Wordswhollyresto疋ed.

本 文 に 破 損 は な い が,碑 刻 者 が 彫 り忘 れ た た め に脱 落 した と思 わ れ る 部 分 を推 定 補 足 した も の.

LettersomittedbyIn童stake,butrestoredbytheeditors.

復 元 不 能 の 破 損 個 所.Damagedandillegibleparts,

※転 写 テ キ ス トの 下 線 部 は,そ れ に 対 す る 訳 注 の あ る こ と を 示 す.

Underlininginthetransdptionindicatesthanhepartinquestionisdiscussedinthecommentary.

翻 訳(Translation)

[aBこ】

(aB己)

単 語 全 体 が 破 損 し て い る もの を推 定 し て 復 元 し た も の.wordswholly爬sto釦ed.

訳 文 の 補 足 説 明.WordsnotinthetextbutaddedtoimprovelheEnglish,orexplanatolyremarksbythe

translator.
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ブ グ ト遺 蹟SiteofBugut

森安 孝夫 ・林 俊雄

(TakaoMORIYASUlToshioHAYASHD

調 査 場 所:ア ルハ ンガ イ=ア イマ ク の イ フタ ミル=ソ ム,ブ グ ト(ブ ガ トByraT)=ブ リガ ド,ハ ール ガテ ィ ン=ア ム

(Xa闘ra珊HAM)に ある遺 蹟 名ハ ール ガ テ ィ ン=ヘ レク ス ル.北 緯47度4g分,東 経101度16分.

調 査 日時=1997年8月26日.

調 査 者=森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:瓦 と フ リン ト石 の破 片採 集.バ ルバ ル の数 と列 の 長 さの計測.写 真 ・ビデ オの 撮影.

遺 蹟 の 現 況:長 方 形 の土 塁 は縦横40×50mく らい で,そ の 内側 に周溝 あ り.中 心 部 のマ ウ ン ドの 高 さは1mも な

い.こ れ は突厥 第 一可 汗 国 時代 の もの であ る こ とが,出 土 した ソグ ド語 の 碑 文 か ら判 明 してい る .遺 蹟 は道 路 のす ぐ傍

に あ る.

かつ て のモ ンゴル隊 ない しロ シア 隊 に よる発 掘 の跡 が痛 々 しい.掘 りっ ぱな し とい う感 じ.柱 の礎 石が い くつ も発見

され た と言 わ れ る 中心 部 は掘 り窪 め られ,そ の周 辺 に た くさんの大 小 の積 石 や何 枚 もの板 石 が 散乱 して い る.長 方 形 の

土塁 と周 溝 は な ん とか確 認 で きる程 度.バ ル バ ルは か な りよ く残 っ てお り,吉 田 と片 山 が数 えた とこ ろ,土 塁 の外 側 に

あ るの は276個 で,そ のバ ルバ ル列 の長 さは,約300m.お お まか に言 え ば,や は り東 の低 い ほ うへ 伸 び てい る.し か

し正確 に見 れ ば,始 めの ライ ンは真 東 よ り南 へ 約30度 ず れ,160mく らい の ところ に 曲が り角 が あ り,そ れ か ら北へ

そ れ てい る.土 塁 の 内側 に もバ ルバ ル が6個 認 め られ,そ の列 の 長 さは9mで あ る.も しか した らこれ ら土 塁 内部 の バ

ルバ ルは,突 厥 第 二可 汗 国 時代 の キ ョル=テ ギ ン廟 や ビル ゲ可 汗廟 にあ る 臣下 た ち の石 人 の先駆 か も しれ な い(ヴ ォイ

トフ ・メ ネス や林 の 意見).

レンガ は見 つか らな か ったが,瓦 は大 量 に散 らば っ てい た の で,成 分分 析 用 に破 片 を採 集.用 途 不 明 の 白い フ リン ト

石 もた くさん散 らばっ て いた の で,こ れ も採 集.

遺 蹟 の 景 観:東 西 が5～6㎞,南 北 が10～14㎞ く らい の盆 地状 草 原.草 原 は緩 斜 面 で,西 が 高 く,東 が低 い.東 の

方1㎞ 弱 の とこ ろにバ ヤ ン=ッ ァ ガ ン河 が あ り,そ の向 こ うに山 が あ る.四 方 の 山 に1まいず れ も森 林 が あ る.バ ヤ ン=

ッ ァガ ン河 は南 流 し,後 で ホ イ ト=タ ミル 河 に合 流す る.ゲ ル 群 は西 の 山 方 の 山 の合 間 に も,東 の河 方 の河 に沿 って も

点在 してい る.

遺 蹟 の 図 面 ・写 真=Bo㎞B1996に 平面 プ ラ ン(p.33,fig.7)と 断面 図(p.105,fig.64)あ り.全 体 の写 真 はKlja忌tomyj

/Liv蓉ic1972,五g」.

考 察:次 節 で 見 る よう に,ブ グ ト碑 文 の解 釈 が従 来 とは大 き く変 わ る こ と にな るの で,そ の碑 文 の あ った ブ グ ト遺蹟

の性 格 や主 人公 につ い て も,ク リ ャシ ュ トル ヌ ィや護 雅 失 の見 方(cf護1972,pp.79-83=護1992 ,pp.204-210)を 大 幅 に

変 え る必 要 が 出 て きた.し か しこれ は大 問題 なの で,今 後 の課 題 と した い.た だ少 な く と も,突 厥 第 一 可 汗 国 の なん ら

か の記念 建造 物 と して,瓦 屋 根 を持 つ 中国風 の 木造 建 築物 が,盆 地 状草 原 の真 ん 中に建 て られ て いた こ とだけ は事 実 で

あ り,そ れ だ け で もこれ まで の草 原帝 国 に対 す るイ メ ージ が変 わ るで あ ろ う.し か もそ こ に建 て られ た 碑 文 は,亀 趺 を

持 つ 点 で 中国 の 影響 を示 しなが ら,書 か れ た 文 章 は漢 文 で は な く,ソ グ ド文 とブ ラー フ ミー文 で あ り,碑 頭 には 中国 的

な龍 で は な く,突 厥 の象徴 と もい うべ き狼 が配 され てい た.

参 考 文 献:B醗roB1996,pp.27-30,104-105,他 は ブ グ ト碑 文 の参 考 文献 と重 複 す るの で省 略.
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ブ グ ト碑 文Bugutlnscription

吉 田 豊 ・森 安孝夫

(YutakaYOSHIDAlTakaoMORIYASU)

調 査 場 所:ッ ェ ッェ ル レ ク市 の ア ルハ ン ガイ県博 物 館 の 中庭.

調 査 日時=1997年8月27日.

調 査 者=森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:拓 本 を作 成 す る とと もに写 真 ・ビデ オ の撮 影 を行 な う.写 真 ・ビデ オ は各 自が 撮 影.な お碑 頭 部 の2断 片

を接 合 した写真 も撮 影 した.拓 本 は ソグ ド面 につ い て2セ ッ ト,ブ ラ ー フ ミー面 につ い て は下 半分 のみ を2セ ッ ト採 拓

した.

そ の後,作 成 した拓 本 を使 って,ク リャシ ュ トル ヌ ィ と リ フシ ッの 読 み と翻 訳 を確 認す る作業 を 行 な っ た.碑 文 そ の

もの を見 て も,彫 りが浅 く小 さい文 字 を読 む こ とは ほ とん ど不 可 能で あ る ので,こ の 方法 が碑 文 を読 む 最 も良 い方 法 の

一 つで あ る
.

碑 文 の計 測.バ ヤ ル ・吉 田 ・片 山が ス ケ ッチ.

碑 文 の 現 況:亀 趺 を含 む 全体 の高 さは245cm,亀 趺 を除 く碑 石 は高 さ197cm,幅72cln,厚 さ19.5cm.碑 文 面 の高 さ

は123cm.

一 部破 損 して い る も のの
,亀 趺,碑 文 の本体,碑 頭 のす べ て を残す 比較 的 に保存 状 態 の 良 い碑 文 で あ る.保 存状 態 の

良 さは 地 中 に埋 まっ てい た こ とに よるが,地 表 に近 か った た めで あ ろ う,ソ グ ド面 を正面 と見 て,碑 頭 及 び碑 文 の右上

の部 分 が大 き く破 損 してい る.残 存 してい る2断 片 を合 わ せ て も,ま だ か な りの欠 損 が あ る.碑 頭 には 中 国風 の龍 で は

な く,牝 狼 が彫 られ て い るの が特 徴的 で あ る.い う まで もなく牝 狼 と人 とが交 わっ たとい うのが 突厥 の 始祖説 話 で あ る.

ス ケ ッチか ら分 か る よう に,残 存 す る碑 頭 部 に は狼 の頭 部 と胴 体 の上 部 の み な らず,人 間 の子 供 の手 足 と思 しき もの が

見 え る.お そ ら くは この碑 頭部 に は,牝 狼 が,自 分 の生 んだ人 間の赤 子 に授 乳 して いる場 面が 描 か れ てい たので あ ろ う.

ソ グ ド面 を正 面 と見 て,ソ グ ド語 の行 は縦書 きで,左 側 面 か ら始 ま り正面 に続 き,右 側面 で 終 わ っ てい る。各 面 を左

側 面か ら順 にB-1,B-2,B-3と 呼ぶ.B-1面 には5行,B-2面 に は19行,B-3面 に は4行 の ソ グ ド語 が 刻 まれ てい る.

ただ しB-3面 の第5行 は空 白で,今 は破 損 して い る碑 文の 上部 に銘 文 の最 後 の部分 が第5行 と して存 在 して い た に違 い

ない.ク リャシ ュ トル ヌ ィと リ フシ ッは,B-3面 の 下方 に第5行 の 文字 が 残 っ てい るが 判読 で き ない と して い る.し か

しそ れ は誤 りで あ り,彼 らが ソグ ド文字 だ と考 え たの は,実 際 に は花押 の よ うなデザ イ ンで あ る よ うに見 える.

B4面 と呼 ば れ る裏面 に は,ブ ラ ー フ ミー文字 の 銘 文が 刻 まれて い るが,左 か ら右 に横 書 きされ て い るの で はな く,

縦 書 きされ てい る.全 体 で24行 あ った.

ブ ラ ー フ ミー面 は一 つ一 つ の 文字 が 小 さい 上 に,彫 りが 浅 く文 字 の判 読 は 困難 で あ る.ま た碑 文 全体 につ い て,上 方

は破損 して い ない部 分 で も表 面 の風 化 が著 し く文字 の読 み を困難 に して い る.

碑 文 の ス ケ ッチ ・復 元 図 ・写 真:写 真 はK朋 ㎜[opHH最1∬MBm瓢1971cと 瑚a蓉tomyj/Liv蓉ic1972に 別 の ものが あ る

の で両 方 と も参 照 す る価 値 が あ る.亀 趺 の写真 は後 者 の み.今 回の バ ヤ ル と吉 田 ・片 山の ス ケ ッチ あ り(Hatesla・1め.

拓 本 所 蔵 機 関:ロ シ ア科 学 ア カデ ミー東 洋学 研 究 所;モ ン ゴル科学 ア カデ ミー歴 史研 究所;大 阪大 学 文学 部.

考 察:碑 文 の写 真 と解 読 及 び内容 の 研 究 は,ク リ ャ シュ トル ヌ ィ と リフ シツ に よっ て発 表 され て い る.彼 らの研 究 の

問題点 は,碑 文 の文 字 の読 み を確 認 で きる ほ ど明瞭 な写真 ある い は拓 本 を 提供 して い ない こ とで あ る.ク リ ャシ ュ トル

ヌ ィは写真 以外 に もsqueezemouldingを とっ た と言 って い るが(KUa蓉tomyj!Liv蓉icl972,p.70),そ れ も利 用 で きる よ うな

形 で は発 表 され て い ない.今 回,我 々 は和 紙 と墨 に よ る拓 本 を作 成 し,こ の拓 本 を精査 す る こ とに よっ て,ク リャ シュ

トル ヌ ィ と リフ シツ に よ るテ キス トの読 み と解 釈 に か な りの誤 解 が あ るこ とを明 らか にす る こ とがで きた.

なお縦 書 きの ブラ ー フ ミー面 につ い て は,ブ ラー フ ミー文 字 だ とす るの みで,い っ さい の説 明 が ない.K朋1皿OPH翩

/エ【MB田興1971c及 びKlj曝omiy/Liv§ig1992に,B-4面 の部 分写 真 が1枚 あ る もの の,そ れ で は決 して ブ ラ ー フ ミー文

字 で あ るか どう か判 断 で きない.従 って 今 な お学 界で 定説 として受 け 入れ られ てい る とは言 え な い.こ の問 題 につ い て

は 「ブ ラー フミー面 につ い て」 と題 して 後 で別 に考 察 す る.

参 考 文 献:碑 文発 見 の 経緯 とそ の後 の研 究 は,ク リャシ ュ トル ヌ ィ と リフ シツ に よっ て ま とめ られ て い る.Rintchen

1968(最 初 の報 告);K皿 ∬田TopH翩!∬HBm凪1971c,pp.121-146(ロ シア語 に よる最 初 の研 究);KU欲omyjlLiv蓉icl972,

pp.69-102(英 語 に よる改訂 版);KUa蓉tornyjlLiv蓉iclg78,pp.37-60;Klja舊tomyjlLiv獣clgg2,pp.201.241(KIUa勸myj/

Liv蓉icl972の トル コ語 訳).歴 史 的背 景:Baz重n1975,pp.37-45;Lバ ザ ン1989,pp141。154;護1972(=護1992,pp,

200-215);護1976,pp208-228;Roux1982;林 梅 村1994.

ソ グ ド面 テ キ ス ト・翻 訳(吉 田 豊)Sog"ianPartofBugutlnscr董ption(YutakaYOSHIDA)

今 回 の作業 に よっ て 先 行研 究 で 発表 され た テキ ス トを相 当 改 善す る こ とが で きた.そ して そ れ に よ って,こ の碑 文 の

内容 の理 解 に大 きな変 更 を加 え なけ れ ば な らな くな っ た.例 えば リフ シッ らがnwhsnk"wst「 新 しい 僧伽 藍 を建 て よ」
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ブグ ト碑文

と解 読 した とこ ろは正 し くはnwmsnk"wst「 教 法 の石 を立 て る こ と」 で あ る.こ れ まで こ の ブグ ト碑 文 に よって突 厥 第

一可 汗 国 に仏教 寺 院が 建 て られ てい た と解釈 され て きた が
,そ の根 拠 は失 われ た.「 教 法 の 石」 とは,こ の碑 文 自体 を

指 して い る可 能性大.ま た リフ シッ らが βγβwmynγYnと 読 んで突 厥 の始 祖 「ブ ミン可汗 」 に比 定 した とこ ろは,wmn'

xYnと 読 むべ きで,漢 文 史料 の 「奄 羅 可汗 」 に比 定で き よ う。 また 叫'ntykynと 読 んで 「マハ ン王 子 」 とい う人物 を

想 定 したの も,全 くの誤 りで あ る.さ らに βγ't'sp'rγ'γ'n「君 主他 鉢 可 汗」 と した と ころ は,mγ't'tp'rx'γ'n「 莫 賀他

鉢可 汗」 で あ る.そ の他 に もあ るが,こ こで はテ キ ス トと英 訳及 び和訳 を 与 え る に と どめ る.こ の訳 か らで も,ク リ ャ

シ ュ トル ヌ ィ ・リ フシ ツ らの解 釈 との違 い が理 解 され るで あ ろ う.

テキ ス ト部分 で は,【 】は完 全 な破 損 部 を,(abc)は 部分 的 な破 損 部 で文 字 の一 部 が残 って い る部 分 を示 す.+は 文

字が あ る程 度残 って い るが判 読 で きない 部分 の 文字 の数 を示 す.し か し(abc)と の 区別 は厳密 に行 なわ れて い る わけ で

は ない.翻 訳 の部 分で は,[】 は テ キス トの破損 部 を補 っ た訳 で あ る こ とを示 す.英 訳 の_......は 比較 的 に長大 な破

損部 を,...は 比 較 的 に短 い破 損 部 を,***は,文 字 が 残 っ てい る部 分 で翻 訳 が で き ない語 を示 す.和 訳 で は … は破

損 部 を示 す が,長 い破 損 部 と短 い破 損 部 の 区別 は してい な い.***の 使 い方 は英 訳 と同 じで あ る.
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】BLANKSIGNUM

Translation

<B-1:1-3>KingsoftheTurkishAshinastdbehaveestablished[this]stoneoflawwhen***MuqanQaghan'sYamka。brother

(named?)NiwarQaghan***edfbrthesakeofUrkuparcracuMaghaTatparQaghan.

<B-1:3-4>Then,God(like)MuqanQaghanandGod(like)MaghaTatparQaghanwerethe(two)rulersuponthewholeworldf士om

theeasttothewest.

<B-1:5-B-2:1>Then,afterthatGod(hke)M[uqanQaghan]HeremmedtotheGod(=died).
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Bugu重Inscription

<B-2:2-5>Then,toMaghaTat[parQaghan'spdnce]s,Shadapits,Tarxwans,Xurxapcins,Tuduns[saidtohim]:"...

YourelderbrotherMuqanQaghanpassedaway.Heruledcoun毓tiesthesevencontinents(=thewholeworld)and

飴dthepeoplewell,Now,YouGod(like)MaghaTatparQaghan,also【becomearulerand】rulethesevencontinentsinthat

wayandfbedthepeople!"

<B-2:5-7>Then,theGodGike)MaghaTatparQaghanalsolistenedtotheconsultation(or:tooktheadviceoftheconsulting

people)andbecamea㎞ngintheyearofhare.Heruledelevenyears._(his)body..._Heretumedtothegods(=died).

<B-2:7-9>A食er冊ds,Shadapits,Tarxwans,Xurxal冗ins***ed.職en,血eymadeMaghaU㎜aQaghan面ng

<B219-10>[MaghaUmnalQaghanorderedtobuidagleat_fbrthesakeof(his)fatherMaghaTatparQaghan.Andhealso

orderedtoestablishagreatstoneof重aw.

<B-2:10-14>Whenthestoneoflaw[wasestablished]God(1ike)MaghaTatparQaghan'sprinces,aswellasgrandsonsand

great-grandsons,。..__andShadapitsandXurxapcinsandrelativesandtkepeople,when(they)***edfbraweek

(altogether)with_cavalrytheykilled

<B-2:14-16>Afterthat,God(like),..[Qaghan】orderedtoesぬblish[thestoneoflaw].When血etworulers***ed

theywereinpursuit(afterhim?)upwards.

<B-2:16-18>theytookIntheyearof***Magha_[Qaghan】Chey)took***andalltheothers.

<B-2:18-19>thetwoQaghans'***Magha

<B-3:1>(he?)blessesgoodweakh(andreligious)servi㏄

<B-3:2>inthatyear(he?)blessesgoodwealth(andreligious)servi㏄.

<B-3:2-3>(there)exsist...andamanof_And,lord,Magha

<B-3:4>day_thestoneoflawU_naIriMagha

<B-3:5>

和 訳

<B-1:1-3>こ の 「法 の石 」 を突 厥 の ア シ ナス(=阿 史那)族 の王 た ちが 建 て た.***(で あ る?)ム カ ン(=木

杆)可 汗 の ヤル カ兄 弟(で あ る)ニ ワル可 汗 が ウル クパ ル=チ ュ ラチ ュ=マ ガ(=莫 賀)=タ トパ ル(=佗 鉢)可 汗 のた

め に***し た と きに.

<B-1:3-4>さ て,神 で あ る ム カ ン可 汗 と神 で ある マ ガ=タ トパ ル可 汗 は東 か ら西 まで 全 世界 にお い て支 配者 で あ っ

た.

<B-2:5-B:1>… そ れ か ら,後 に な っ て,神 で あ る,ム[カ ン可 汗 は]… 彼 は 神 の も とに帰 っ た(=

死 ん だ).

<B-2:1-5>さ て … へ ・… マ ガ=タ ト[パ ル可 汗 の テギ ン]た ち,シ ャ ダ ピ トた ち,タ ル フワ ンた ち,ク ル カ

プチ ンた ち,ト ドンた ち***た ち …[は,タ トパ ル 可汗 に申 し上 げ た]:「 あ なた の兄 で あ る ム カ ン可 汗 は な く

な られ た.彼 は … 七 州(=全 世 界)を 支 配 し,人 民 を よ く養 っ た.今 ま たあ な た,神 で あ るマ ガ ・タ トパ ル可汗 も

[支配者 にな られ よ.そ して]七 州 を支 配 し,人 民 を養 わ れ よ.」

<B-2:5-7>さ て,神 で あ る マ ガニタ トパ ル[可 汗]も … 進 言 を 聞 き(入 れ)(あ るい は:相 談役 に耳 を貸 し),

兎 の年 に王 に な った.そ して11年 間 支配[し た.](彼 の)身 体 … 神 々 の も とへ 帰 っ た.

<B-2:7-9>そ の後,シ ャダ ピ トた ち,タ ル[フ ワ ンたち],ク ル カ プチ ンた ち,… は***し た.さ て(そ れ

で),マ ガ=ウ ム ナ可 汗 を王 位 に就 けた.

<B-2:9-10>[マ ガ=ウ ムナ]可 汗 は(彼 の)父 で あ るマ ガ=タ トパ ル可 汗 の ため に大 きな … を作 る よ うに命令

した.そ して また,偉 大 な 「法 の石 」 を建 て る よう に命令 した.

<B-2:10-14>「 法 の[石 が]… した とき,… 神 で あ るマ ガ=タ トパ ル可 汗 の テ ギ ンた ち,孫 た ち も,曾 孫

た ち も,… シ ャ ダ ピ トたち も,ク ル カ プ チ ンた ち も,親 族 た ち も,人 民 も,(彼 らが)… 騎 馬 の兵 士 と と もに

7日 間***し た とき,彼 らは … を殺 した.

<B-2:14-16>そ の 後 で,神 で あ る … 彼 らは[「 法 の石」 を?]建 て る よ うに命 じた.二 人 の支 配者 が … し

た とき …(彼 らは)***し た.そ して上 の 方へ 追 い かけ て行 った.

<B-2:16-18>そ して … 彼 らは … を取 っ た.そ して***の 年 にマ ガ …[可 汗 を」…(彼 らは)**

*と 他 の すべ て を取 った.

<B-2:18-19>そ して … 二 人 の可 汗(す なわ ち)***・ マ ガ …

<B-3:1>

<B-3:2>

<B-3:3>

<B-3:4>

<B-3:5>

…[す ば ら しい]財 産(と 宗 教)儀 式 を[彼 は祝 福 す る] .そ して

… この年 に,す ば ら しい財 産(と 宗 教)儀 式 を彼 は祝 福 す る.

[そ して]… 及 び***の 人 が い る.そ して主 よ![マ ガ ・]

… の 日***「 法 の石」 を(?)ウ … ナ=イ リ=マ ガ=
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ブグ ト碑文

ブラーフミー面`こりいて(吉 田 豊)Br劭 配 飢of8uguth㏄ 咽onαu幽YOSmA)

ブ ラ ーフ ミー面 につ い て は,今 回の チ ー ムの 中 に専 門家 が い ない た め に,い か な る解 釈 も提 出す る こ とが で きな い,

は じめ肉 眼で 見 た ときに は,こ の面(B-4面)に お よそ碑 文 が刻 まれ てい る か ど うかす ら判 然 と しな か った が,拓 本 を

採 るこ とに よ って,縦 書 き され た文 字 が24行 あ るこ とが判 明 した.そ して い ちい ち の文字 は読 む こ とが で きない もの

の,ブ ラー フ ミー と して解 釈 で きる文字 が,い くつ か確 実 に存 在 す る こ と も分 か っ た.

同 じ結 論 に,ク リャ シ ュ トル ヌ ィ と リフ シ ツ も到 達 してい た わけ だが,彼 らは 明瞭 な写真 な ど に よっ て根 拠 を示 して

い なか った ため に,十 分 な信 頼 を置 くこ とが で きなか っ たの で あ る.ま た ボ ル コ フ(B.B。Bo∬KoBαp〃4B祕ToB1996 ,p.5)

に よれ ば,モ ン ゴルの 別 の 場所(モ ゴ ドニソム)で,同 じよ うに縦 書 きの ブ ラー フ ミー文 字 碑 文 が 見つ か っ てい る とい

う.こ の こと も,ブ グ ト碑 文 のB-4面 の文 字 が縦 書 き され た ブ ラー フ ミー文 字 で あ る こ との証 左 とな るで あ ろ う.非 公

式 で はあ るが,ワ シ ン トン大 学 のR.Salomon教 授 が 来 日され てい た折 りに,ブ ラー フ ミー面 の 拓 本 を見 てい た だ き,ブ

ラー フ ミー文 字で あ る こ と を確 認 して下 さ った.同 様 に非 公式 にで は ある が,ベ ル リンのL.Sander教 授 や創 価 大学 の岩

松浅 夫教 授 も,ブ ラー フ ミー 文字 で あ るこ とを確 認 して下 さっ た.な か で もSander教 授 は,書 体 が6世 紀 頃 の もの で あ

ろ う とも言 って お られ る.

B-4面 が ブ ラー フ ミー文 字 で書 か れ て いた とす る と,内 容 はサ ンス ク リ ッ ト仏 典 で あっ た可 能 性 が高 い.そ して ソ グ

ド面 で,こ の碑 文 が 「法の 石 」'と呼 ば れ てい る こ と と考 え合 わせ る と,こ の 「法」 とは,ブ ラ ー フ ミー 面 に彫 られ てい

る内容 そ の もので ある と推 論 す る こ とがで きる.吉 田 は仏 教 の教 え をこの24行 の碑 文 に ま とめ て あ るの で は ない だ ろ

うか と推 測 す る.単 な る推 論 で は ある が,仏 教 の教 えの エ ッセ ンス を説 く短 い経 典 と して 『十 二 因縁 経 』 が知 られ てお

り,サ ンス ク リ ッ ト面 はそ れ で は ない か と考 え てい る.こ の経 典 に 関 して は,敦 煙 か らは漢 文 とサ ンス ク リ ッ ト文 の経

文 を刻 ん だ碑 文 が,ト ゥル フ ァ ンか らは漢 文 の経 文 だ け を記 した碑 文(ど ち らも5世 紀)が 発 見 され て い るの で,こ の

経 文 を記 した 碑 文 を作 る こ とが 一 般 的 で あ った こ とが知 ら れ る(『 砂 漠 の美 術館 一 永遠 な る 敦煌 』朝 日新 聞社

1996,pp.126427;『 トゥル フ ァ ン古 写本 展 図録 』 朝 日新 聞社1991,図 版2及 び説 明).『 隋書 』 の突 厥伝 に よれ ば,北

斉 の恵琳 とい う仏 僧 が,佗 鉢 可汗 に十二 因縁 と因果応 報 の 理 を説 い た とい う.ま た 『唐 高僧 伝 』 巻2で は,こ の可 汗 の

ときにイ ン ドか ら来 た仏 僧 ジナ グ プ タが彼 の も とにい た と も言 う.す で に,バ ザ ンは ク リャ シ ュ トル ヌ ィと リフシ ッの

説 をふ まえ,ブ グ ト碑 文 のサ ンス ク リ ッ ト面 は ジ ナグ プ タに帰 せ られ るだ ろ う と してい る(Bazin1989,p.147).

この推 定 が正 しい とす れ ば,碑 文 の正 面 はB-4面 とい うこ とに な り,上 で訳 出 した ソグ ド面 は そ の成 立 の背 景 を説 明

した もの とい う こ とに な る.実 際,解 読 され た部 分 の内 容 はそ の推 定 と矛 盾 しな い し,ソ グ ド語 銘 文 が 側 面 か ら始 まっ

て い る とい う事 実 は む しろそ れ を支持 す る よう に思 われ る.

なおサ ンス ク リ ッ トの経 文 を縦 青 き した理 由 は分 か らな い.漢 文 ある い は ソグ ド文 が縦 書 きで あ る こ とか ら,「 碑 文

で は文字 は縦 に 刻 む」 とい うこ とが暗 黙 の前 提 で あ った の か も しれ ない.た だ し上 で も述 べ た よ うに,現 在 まで の と こ

ろそ の言 語 がサ ンス ク リ ッ トであ る こ とが確 認 され たわ け では な い.横 書 き され てい た経 典 を縦 書 きす る ときに,中 国

語の 方式 に従 って,本 来左 か ら右 に進 む文字 を右 か ら左 に進 ん で い る と解 釈 した可 能 性 も考 慮 す るべ きか も しれ な い.
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オ ンギ 遺 蹟SiteofOngi

大澤 孝 ・片 山章雄

(TakashiOSAWAlAkioKATAYAMA)

調 査 場 所=ウ ブ ルハ ンガ イ=ア イ マ ク,オ ヤ ンガ=ソ ム(か ら南 方 へ約17㎞:車 で約30分 の地 点).北 緯46度20

分,東 経102度11分,高 度2005m.

調 査 日時:1996年8月20～21日.計 測 日は8月21日.

調 査 者=森 安,片 山,大 澤,松 田,松 川,松 井,オ チ ル,ボ ル ド,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:各 自が ビデ オ と写 真撮 影.遺 蹟 の 規模 及 び東方 の バ ルバ ル 石 の 間 隔 と寸 法 を松 田,大 澤,松 川,バ ッ トル

ガが メ ジ ャーで 計測 す る.ま たバ ル バ ル石 の 北 側 へ の湾 曲 度 を磁 石 で 計測.そ の 間,他 の メ ンバ ー はマ ウ ン ドの石 堆 か

ら瓦 と赤 と黒 の 煉瓦 を採 集 す る.ま た森 安,片 山,松 井 とボ ル ドは碑 頭 部 の両 面 の タム ガ及 び右脇 の横 書 き小 銘 文 の拓

本 を2部 ず つ採 拓 し,写 真 撮 影 す る.ま た オ チ ルは本 来 石槨 のあ っ たマ ウ ン ド西 方 の 一 地点 を試掘 し,板 石 断片 を確 認

す る.森 安 は,バ ルバ ル列 石 の距 離 をジ ープ の走 行距 離 で3回 計測 し,そ の平 均値 をメ モ.ま た遺 蹟 の マ ウ ン ド東 辺 と

バ ルバ ル列最 東 端 の地 点 の 高度 差 を高度 計 で計 測 す る.

遺 蹟 の 現 況=遺 蹟 は オ ンギ河 とそ の支 流 の タ リマ ル河 の合 流 点近 くの場 所,マ ニ ト河右 岸 か ら約300m南 方 の あ ま

り広 くない谷 間の真 ん 中 に位 置 す る.谷 間 の北 側 は マ ニ ト=オ ラ山,東 側 が ホ シュ=オ ラ山 に遮 られ て い る.東 西 軸が 長

い長 方形 の マ ウ ン ドを周 溝 と外 塁 が と り囲 む.但 し,マ ウ ン ドの 裾野 ・周 溝 ・土塁 の幅 が不 鮮 明 な所 が あ り,計 測値 に

もプ レが生 じる 原 因 とな る.マ ウ ン ドのや や 南 方 に石 人4体 ・石 羊2体 ・石 槨 断片 ・碑 頭 ・亀 跌 の前 部 断 片 ・砕 石 の集

積 があ り,マ ウ ン ドの東 端 とマ ウ ン ド北 東 隅 に灰 白色 の立 石 断片 あ り.上 記 の遺物 はい ず れ も花 崗 岩製(遺 蹟 と遺物 の

配置 状 況や 寸法 はPlates2a・2cを 参 照 せ よ).

石槨 板 石:石 槨 は 本来 遺 蹟 の マ ウ ン ド西 方 に位 置 し,現 在 そ の箇所 は直径8mの 穴 の 中 に含 まれ,現 在 深 さ約60cm

掘 られ て い る.オ チ ル とボ ル ドは この片 隅 か ら石槨 の 四 辺隅 で板 石 を支 え る補強 石(高 さ57cm,両 翼 の 長 さ はそ れ

ぞ れ26cmと22cm,挿 入箇 所 の 深 さ約40cm)と 唐 草 文様 のあ る石 槨 断片 を掘 り出す.ま たマ ウ ン ド中央 か らや や

南側 にあ る4体 の石 人の 西後 方 には唐 草 文様 の縁 取 り部 分 を もち,内 部 に方 形状 の二 重 界線(77×77cm)で 区切 ら

れた 円花:文様 が 浮 き彫 りされ た板 石 断片(横190× 縦133cm,厚 さ10～13cm)が 表 面 を上 に横 倒 しされ て い る.

また石 人 東 方 の石堆 箇 所 か らオチ ル は の四 辺 隅で 石槨 を支 え てい た補 強石 の2断 片 を見 つ け る.

亀趺:堆 石 東 方 に は亀趺 の顔 部 断片(縦62× 横75cm,厚 さ11～14cm)と 亀 甲文 の あ る背 中 断片(縦58× 横4L5

cm,厚 さ12～15cm)が 放 置 され てい る.

石像:マ ウ ン ド中央 部 の やや 南 よ りの箇所 に4体 の石 人 が 置 か れ てい る.ま た堆 石 群 に は1体 の 石 人 が頭 部,胴 部,

脚 部 に分 断 され て置 か れ てい た.石 堆 の東 方 に は頭部 を欠 く二 対 の石 羊像 が あ る(cfB祕ToB1989,p.4i,fig.3;Ea∬p

l997,ppl28-129).

石 人No.1:頭 部 を欠 く胡 座 像.右 手 は肘 か ら下 は な く,左 手 は肩 下 か ら腕 上 まで の箇 所 を欠 き,腕 先 を左 膝 に置 く.

三角 状 の襟 が両 側 に開 い てい る.右 脇 と背 中 の左 よ りの腰 には丸 い革 袋 状 の ものが 見 られ る.高 さ84cm,肩 幅60

cm,厚 さ60cm.

石 人No.2:こ れ は ヴ ォイ トフ等 に よ り1987年 に石 堆 中 か ら発 見 され た.頭 部 を欠 く.両 腕 を胸 元 で 組 む.帯 は ない.

小 型 の正 座 像.高 さ56cm,肩 幅33cm,厚 さ30cm.

石 人No.3:頭 部 を欠 く.右 腕 と左 腕 を欠 く.胸 元 で両 腕 を組 んで いた の だ ろ う.正 座像.高 さ63cm,肩 幅42cm,厚

さ47cm,

石 人No,4:こ れ は ヴ ォイ トフ等 に よ り1987年 に石堆 中か ら発 見 され た.積 頭 部,胴 部,脚 部 が 切 り離 され て いた.

右手 を欠 き,左 手 が 胸 元 に あ て られて い る.お そ ら く正座 像.接 続 した状 態 で の高 さ55cm,肩 幅20cm.

石 人No.5:頭 部 を欠 く.左 腕 と右 肩下 部 を欠 く.腹 部 に大 き く突 出 した物 体 を両腕 で 抱 え る正 座像.こ の 物体 は先端

が やや しぼ んだ 形状 であ る.こ れ と同 じ物体 を抱 え る石 人 は イ フ=ホ シ ョー トゥ遺 蹟 の 石 人 に も確 認 で き る(Ba即

1997,p.107』g.43).お そ ら くは 遊牧 民 の生 活 に密 着 した馬 乳 酒 を発酵 させ る革袋 で あ ろ う.高 さ63cm,肩 幅40

cm,厚 さ47cm.

なおAtlas,pl.XIV;MSSP,p.131,pl.80に 見 られ る右 か ら2つ 目の右 手 を胸 にお い て,左 手 を左 膝 に置 く頭 部 を欠 く1

体 の石 人 とAtlas,pl.XIV-5か ら うかが える雄 ヤ ギ型 タム ガ を中 央部 に もつ 上 部 か ら斜 め に切 断 され た石 人 ら しき石 柱 は,

今 回 の調査 で は確 認 で きなか った.

石 羊1:頭 部 を欠 く.前 脚 と後 脚 を腹 部 に折 り込 んで臥 した像 頭 部 まで の高 さ43cm,全 長64cm,厚 さ28cm.

石 羊2:頭 部 を欠 く.前 脚 と後 脚 を腹 部 に折 り込 ん で臥 した像.頭 部 まで の高 さ50cm,全 長665cm,厚 さ31.5cm.

バ ルバ ル列石:マ ウ ン ド東 端 中央 部 か ら約16m離 れ て東 方 に約900m(ヴ ォイ トフ等 の調 査 で はg80m)に わ た り,

157個(ヴ ォイ トフ等 の調 査 で は166個)立 ってい る.バ ル バ ル列 の方 向 は真 東 か ら約15度 北側 に傾 い て最 東端 に

は円形 マ ウ ン ドが あ る.東 の 土 塁 の外 側 にあ る第1バ ルバ ル と第2バ ルバ ルの 間,第2バ ルバ ル と第3バ ルバ ル の
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問,第14バ ルバ ルの周 りには 円形 の くぼみ が あ る.碑 頭 正面 にあ る雄 ヤ ギ型 タム ガ と釣 り針 形 タム ガ は,第10(今

回 の新発 見)に 確 認 され る.第16(新 発 見)に は雄 ヤ ギ型 タム ガ,第28(新 発 見)に は蛇 形 タム ガ,第83(新

発見)に も線形 タム ガが あ る.な お第11バ ルバ ル は現在 は正面 が か な り剥 落 して銘 文や タム ガ は確 認 で きな い と

は いえ,Atlas,pl.LXXXIII;.MSSP,p.132,pl.83で 示 され た ル ー ン文 字小 銘 文(「 イ シ ュバ ラ ・タル カ ンのバ ルバ

ル」)と そ の左 に雄 ヤ ギ型 タ ム ガ と釣 り針 型 タム ガが刻 まれ てい たバ ル バ ル石 とは撮 影場 所 の 情景 と寸 法 が一 致す

るこ とか ら同一 視 す る こ とが 出来 る(森 安 に よる1996年8月21日 の行動 記 録).現 在 は小 銘 文 と2つ の タ ム ガが

刻 まれ た南 面部 分 は剥 落 して,確 認 出来 ない.な お松 田,大 澤,松 川,バ ッ トル ガの バ ルバ ル計 測作 業 は91個 目

までで 終了.バ ルバ ル先 端 部 の高 度 は2030～2035m,主 廟 の高 さは2040mで,そ の高 度差 は約4～10mで あ る.

また主廟 か らバ ルバ ル石 先 端 まで1ま約1㎞ あ る.マ ウ ン ドの外 側 にあ る第1番 目と第2番 目のバ ル バ ル のみ灰 白

色 の花 崗岩 製 で あ る.残 りは黒 にや や黄 色 っ ぽ い色 の交 じっ たケ イバ ン岩製 で あ る(バ ルバ ルの石 質 はKo3∬OB

1949,p.117の 記 載 に よる).ま ま倒壊 した り,横 に はみ 出 した もの もあ るが,多 くは建 造 当初 の位 置 に存 在 す る

模 様.バ ルバ ル の計 測値 は付 表(Pla¢e2・d)を 参照 せ よ.但 しヴ ォイ トフの い う平 た い亀 跌(B萌mBl989,p.37,fig.

2-7)や 小 碑 文 の石 柱 断 片(Bo洫oBl989,p.37,行gs,2-1)や,ヤ ドリンツ ェ フの報 じた雄 ヤ ギ型 タム ガ を もつ 石柱 断片

(Atlas,XIV-3)は 確 認 で きなか った.

遺 蹟 の 図 面 ・写 真:遺 蹟 の図 面 はMSSP,p.64;B萌mB1989,p。35,pL1;Tryjarskil968,fig25;Bo洫oBl996,p.41,pl.

16を 参照.ま た遺蹟 の写真 ・ス ケ ッチ はAtlas,XIV;MSSP,p.131,pls,80-81,p.132,pls.82「83;Tryjarskil968,figs.11-15;

Tryja蔦kil971,且gs.i4-21;TryjarskiI972,p.418,pl.1a,1b,p.420,pls.4-5;Tryjarski1991,pls.50,54,77.

遺 蹟 の 景 観=森 安 担 当(行 動記 録1996年 度 を参 照).

考 察 ま た は 解 説:以 下,大 澤 の 考察 を記 す.

(1)先 行調 査 の経 緯:本 遺 蹟 は オ ルホ ン調 査 隊 に参 加 したヤ ドリンツ ェ フに よ り1891年 に発 見 され る(加PKHHeB

l901,p,43).ラ ドロフ はヤ ドリン ッェ フか ら送 付 され た拓 本 ・写真 ・調 査結 果 を もと に1893年 にAtlas,p董.XIVに 遺蹟

の外 観 と付 属遺 物 の ス ケ ッチ と図版解 説 を掲載 す る.同 じ1893年 に はク レメ ンツ隊 が現 地 を訪 れ,遺 蹟 の多 数 の写真

を撮 るが,未 発表 の ままで あ る(cfATIM,p.244).1909年 に フ ィ ン ・ウ ゴー ル協 会 の ラム シ ュテ ッ トとパ ル シが 同地 を

訪 れ,遺 蹟 の規 模 や 配置 状 況 や遺 物 の寸 法 を調 査 し,発 表 す る(MSSP,p.63,64,p.130,pl.79,p.131,pls.80-81,p.132,pls.

82-83;ラ ムス テ ッ ド1992,p.229).マ ウ ン ド中央 の 地 中 か ら亀 趺 及 び煉 瓦 の層 を掘 り出 し,そ の 穴 の西 端 か ら羊 骨 を発掘

して い る.1926年 に コズ ロ フ隊 が ここ を訪 れ,花 崗岩 製 の石 人3体 と石羊2体 が破 損 して墓 に立 って い る こ と,彼 の

訪 問 よ り以前 に 掘 り出 され て穴 に放 り込 まれ た花 崗 岩製 石板 の縁 をみ た こ と,平 らな所 で保 存 状態 の良 い花 崗岩製 の装

飾板 石 が横 たわ っ てい る こ と,東 方 にケ イバ ン岩 製 のバ ルバ ルが 東 方 に延 び てい る こ と を述 べ て い る(Ko3∬OBl949,p.

117;B萌ToBl989,pp,36-38).但 し彼 が その 時撮 った遺 蹟 の 写真 は今 日まで未 発 表 で あ る.1962年 に ポ ーラ ン ド ・モ ン

ゴルの 両 ア カデ ミー の相 互 協 定 に基 づ き トリ ヤ ルス キ 隊が 現地 を訪 れ,遺 蹟 の 規模 を測量 し,配 置 図 を 発表 し,ま たマ

ウ ン ド中央 付 近 の石 人3体 と石 羊2体 の写 真撮 影 と計測 調 査 を行 ってい る(Tryjarski1966,pp.166-168,figs.11-14,23-25;

Tryjarski1972,pp.37-39,pl.1a,1b,4,5).但 し トリヤ ル ス キが ナ ムハ イ ダ グ ワか ら聞 い た所 で は,本 遺 蹟 はlgOg年 か ら

1962年 まで,特 に1920年 代 にラマ僧 らが 遺 蹟 を盗掘 し,破 壊 が 進行 した との こ とで あ る.当 時,銀 板,馬 の頭 骨,馬

具 や土 器片 が 発掘 され た.ま た1962年 よ り少 し前 に は ナムハ イ ダグ ワ 自身,オ ンギ遺 蹟 の装 飾板 石 の下 で,黒 灰 色 の

陶 器破 片37点 を見 つ け,ア ルバ イヘ ー ル博 物館 の陳列 品 に加 え た こ と も述べ てい る(cfTryjarskil966,p.167).現 在 マ

ウ ン ドに残 る8つ の穴 は先 の 時期 の 盗掘 跡 で あ ろ う.1969年 にナ ムハ イ ダグ ワ と リンチ ェ ンが ル ー ン文 字碑 文 の2断

片 の写 真 を トリヤ ルス キ に送付 す る.1987年 に ヴ ォイ トフ とバ ヤル が遺 蹟 の綿 密 な再 調 査 を行 な った(B萌ToB1989).

(2)従 来 の報 告 や 論文(ATIM,P.244;MSSP,P.63;TryjarskilAalto1973,P.417;P.418,fig.3;Bo洫oB1989,P.36)で は

バ ルバ ル列 石 の 先 頭(第1番 目)に 立 つ と記 され て きた タム ガ とル ー ン銘 文入 りバ ルバ ル 石 は今 回 の調 査 の結 果,土 塁

か ら外 側 に続 く第11番 目 に位 置 す る こ とが 明 らか に な った.大 澤 は本 バ ルバ ル石 は地 面 に 固 く固 定 され て いて,移 動

させ られ た形 跡 は見 い だ しに くい とい う印象 を持 った.そ もそ も,小 銘 文 とタム ガ入 りのバ ルバ ル石 が バ ルバ ル列 の先

頭 にあ る と記 した最初 期 の記録 は ラ ドロ フの 「全 バ ルバ ル石 の第 一番 目にあ った小 碑 文 」(ATIMp.244)と い う記 載 に

遡 る.し か しラ ドロ フは 同上書 の引 用項 の前 で述 べ て い る よ うに,オ ンギ 遺 蹟 や碑 文 情 報 はす べ て ヤ ドリ ンッ ェ フのそ

れ に負 うてい る.こ う した点 か らみ て,大 澤 は この 銘文 入 りバ ルバ ル石 の 発見 当 時 の場 所 をめ ぐる問題 につ い ては,そ

もそ もヤ ドリン ツ ェ フの報 告 が誤 って い て,こ れ を ラ ドロ フがそ の ま ま記 載 したた め か,何 らか の事 情 で ラ ドロ フが第

一 番 目と記 した ため に生 じた誤 解 と考 え てお きたい
.そ の後 の研 究者 も彼 の記 述 を踏 襲 した もの と理解 され る,例 え ば

ヴ ォイ トフ はそ の調 査 の際,「 銘 文 と タム ガ入 りの バ ルバ ル石 を発 見す る事 がで きな か った」(B祕TOB1989,p.39)と 述

べ るが,彼 もまた ラ ドロフ以 来 の記 載 をそ の まま踏 襲 して しまっ た とい う こ とが で き よう.

(3)か つ て ア トラスや パ ル シ報 告書 か ら判読 さ れ てい た 「イシ ュ バ ラ=タ ル カ ン のバ ル バ ル」 なる銘 文 と雄 ヤ ギ型

と釣 り針 の2種 類 の タム ガ を もつ(我 々 の調 査 で は第ll番 目の)バ ルバ ル石 の意 味 につ い て は,イ シ ュバ ラ=タ ル カ ン

は本碑 文 に本 遺蹟 の被 葬者 の 息子 の一 人 と して そ の名 が挙 げ られ て い る イシ ュバ ラ=タ ム ガ ン=タ ル カ ンな る人物 に比定

され る こ と,ま た これ を補 う よ うにバ ルバ ル 石 に は本碑 文 の碑 頭 両側 にあ る2種 類 の タ ム ガ と同 じタム ガが 刻 まれ て い

た こ とか らみ て,こ の バ ル バ ル は葬 儀 に際 して,息 子 た るイ シ ュバ ラ=タ ル カ ンが犠 牲 石 と して墓石 に捧 げ るべ く立て
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させ た もの と大 澤 は 考 え る(cfKbl3mcoB1964;Kbl3∬acoB藍966).

(4)石 槨 部 分 は ラ ム シ ュ テ ッ トと パ ル シ が 調 査 した1909年 時 点 に は 既 に 打 ち 壊 さ れ て い た こ と,ま た 石 槨 が 本 来

配 置 され て い た 地 点 に は 石 槨 の 隅 を 補 強 す る 石 が 立?て い た こ とが 知 られ る(MSSP,p.63).

(5)ヤ ドリ ン ッ ェ フが 本 遺 蹟 を 発 見 した 当 時,亀 趺 に 関 し て は 「碑 文 は 南 を 向 い て 立 て られ て い る … … 石 碑 の 基 部

に は 埋 め 込 ま れ て い た 板 石 が 見 え,石 碑 自 身 は 花 崗 岩 製 の,亀 の 形 と 推 測 で き る よ う な 台 石 の 上 に 立 っ て い た 」

(恥pH田eBI901,p.43;B萌ToBl989,pp.34-35).大 澤 は 発 見 当 時 の碑 文 の 向 き に つ い て,次 の オ ン ギ 碑 文 の 考 察(9)に

お い て,碑 文 は南 向 き で あ る こ と か ら,亀 趺 は南 北 方 向 に 向 い て い た こ と を述 べ た.し か しパ ル シ等 が 訪 れ た1909年

当 時 に は,本 来 の 碑 文 が 立 っ て い た と彼 が 考 え た マ ウ ン ド中央 部 で,碑 文 を掘 り出 そ う と し た 際,地 中 か ら,真 ん 中 に

方 形 の ほ ぞ 穴 を もつ 完 全 に 正 方 形 の 亀 趺 を掘 り出 した 際,亀 は 頭 を 西 方 に 向 け られ て い た と述 べ て い る(MSSP,p.63).

つ ま り,亀 趺 は 発 見 当 初 か ら パ ル シ の 訪 れ た 年 ま で の 間 に 碑 文 が3断 片 に 割 られ て 横 倒 しに な っ て い た の と 時 を 同 じ く

して,そ の 向 き も変 え ら れ て い た こ と が 判 明 す る.そ れ 故,建 造 当 初 の 亀 趺 の 向 き は 各 報 告 書 の 記 載 に 引 き ず ら れ る こ

と な く,突 厥 時 代 の 亀 趺 の 頭 の 向 き と比 較 し つ つ 考 察 す る 必 要 が あ ろ う.大 澤 自 身 は 東 方 を 前 方 と 見 な す 古 代 トル コ 人

の 方 向 観 か ら 見 て,亀 趺 は 頭 を東 向 き に して い た と 見 な して お きた い.

参 考 文 献:Atlas,pl.XIV,explanadonofplate;ATIM,PP,243-244;MSSP,PP.63-64,P.130-132,Pls.79-83;ラ ム シ ュ テ ッ ト

1992,pp228-229;Palsi1911,p。83;Ko3皿oH1949,p.167;T】ryjarskil966,pp.158-173,figs.1-27;Tryjarskil971,pp,121-135,fig.

1-26;Tryjarskil972,pp,35-43;TryjarskU974,pp629-630;Tryjarski/Aa蔓to1973,pp.413-420;Bo加oB/Ba∬pl989,Bo黄ToB

1989,PP.34-50;Bo洫oBl996,PP.28-29,32,41,pL16;Bo㎞B1986;PP.118-136;HAP田 取eB1901,P.43;林1991,PP.171-173,

179;林1996,pp212-213;Ea只p1997,pp.128一 弖29,
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大澤 孝(Takashi6SAWA)

調 査 場 所=ウ ブ ルハ ンガ イ篇ア イマ ク,ア ルバ イ ヘ ール市 郷 土博 物 館.

調 査 日時:1gg6年8月15日.

調 査 者:森 安,片 山,大 澤,ボ ル ド,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法=森 安,片 山,大 澤,ボ ル ド,バ ッ トル ガが3断 片 を各2セ ッ トずつ 採 拓 す る,ま た森 安,片 山,大 澤,ボ

ル ド,バ ッ トル ガが ビデ オ ・写 真撮 影 す る.な お オ ンギ碑 文 の碑 頭 部 は博 物館 に は な く,オ ンギ遺 蹟 に あ る,こ れに つ

い ては現 地 で碑 頭両 面 の 雄 ヤ ギ型 タム ガ とそ の左 に配 され た釣 り針 型 タム ガの拓 本 と碑 頭 右 側 の横 書 き銘 文 は片 山 とボ

ル ドが 各2セ ッ トず つ採 拓 し,写 真 撮 影 す る.

碑 文 現 況:オ ンギ碑 文 か ら切 断 され た小 断片(銘 文 は正 面 に3行,縦 の長 さ11.5cm,横 幅16cm,厚 さ85～10cm),

中断 片(銘 文 は正面 に4行,縦 の 長 さ24～30c叫 横 幅15.5～16.5cm,厚 さ19.5～22cm),大 断片(銘 文 は正 面 と右 側面

に各4行,縦 の長 さ77～80cm,横 幅19cm,厚 さ205～22㎝)が あ る.オ ンギ碑 文 の ラ ドロ フ拓 本 と照 合 し,本 来の 位

置 を 同定す る.ヴ ォイ トフは いず れ も別 の碑 文の 一部 とす るが これ は誤 り.ま た オ ンギ遺 蹟 で の碑 頭(表 面 の中 央の 高

さ40cm,裏 面 の高 さ33cm,底 辺 の横 幅40cm,厚 さ17～18.5cm)の 正 面 の右 側 面 に は横 書 き小銘 文7行 の一 部 が かす か

に確 認 され る.

碑 文 の ス ケ ッ チ ・復 元 図 ・写 真:本 報告 書Plates3a・3cを 参照.

拓 本 所 蔵 機 関:ロ シ ァ科学 ア カデ ミー言語 学 研 究所 サ ンク ト=ペ テル ブ ル ク支部;フ ィン ラ ン ド国 フ ィ ン ・ウ ゴール

協会 アル ヒー ブ部(No.220),モ ン ゴル 国科 学 ア カデ ミー歴 史研 究 所;大 阪大 学 文学 部.

考 察 ま た は 解 説:

(1)先 行調 査 の経 緯:本 碑 文 は1891年 にヤ ドリン ツ ェフの オ ル ホ ン調 査 隊 に よ って発 見 され た.ラ ドロ フは1893

年 に ヤ ドリンッ ェ フか ら送 付 された拓 本 とそ の図 版解 説 をAdas,pl.XXVI-1,2に 発 表 した.同1893年 にク レメ ンッが 現

地 を調 査 して採 拓 し(K皿eMeHH1895b,pp.246-258;c£Bo㎞Bl989,p.35),ま た多 数 の写真 を撮 った(c£ATIM,p.244)が,

今 なお そ の拓本 や 写真 は未 公表 であ る.1895年 に ラ ドロ フは碑 文 の印刷 テ キス トと最初 の訳 文 をATIM,pp.246-252に

発表 す る。 また翌1896年 に は ヤ ドリン ッェ フ採取 の碑 文 とバ ル バ ル石 の碑 文 と タム ガの原 拓 本 と修 正拓 本 をAtlas,pl.

LXXXIIIに 掲 載 す る.1909年 に フ ィン ・ウゴー ル協 会 の ラム シ ュ テ ッ トとパ ル シが 同 地 を訪 れ,分 割 され てい た碑 文

3断 片 の拓 本 を採取 す る(MSSP,p.63;ラ ム ス テ ッ ド1992,p。229;Hal6n1987,p.99).し か しそ の拓 本 の 質 は ヤ ドリ ンッェ

フの拓 本 よ り も悪 い とされ る(Aalto1971,p.107).1926年 に コズ ロ フ隊 が当 地 を訪 れ,遺 蹟 の現 況 を調査 し,多 数 の写

真 を採 る(Ko3∬oB1949,p.117;c£B磁ToB1989,pp.36-38)が,な お未 発表 で あ る.1962年 にポ ー ラ ン ド ・モ ン ゴルの両

アカデ ミーの相 互協 定 に基づ き,ト リヤル ス キ隊 は ア ルバ イヘ ー ル市 郷土 博 物館 で 碑 文 の1断 片(小 断 片)を 調 査 し,

写真 を撮 り,銘 文 の残 存 状 況 を調査 す る(Tlyjarski1966,∬gs.15,26).ま た現 地 を訪 れ て碑 文 の1断 片(中 断 片)を 発 見

し,銘 文の残 存 状況 を調 査 す る(Tryjarski1966,∬g.27).再 び博 物 館 に戻 って館 長の ナムハ イ ダグ ワ に通報 す る.館 長 は

後 日 これ を博 物 館 に移 す 旨 を表 明す る(Tryj騰kil966,p.160).ま た 現:地で は上 部 が 半 円形 の 断片 の 片面 の雄 ヤ ギ型 タム

ガをス ケ ッチす る(Tryjarski1966,fig.23,23b),彼 は この 断片 を主碑 の頭 部 と見 な し,そ の側 面 に は ラ ドロ フが記 す 銘文

が記 されて い る可 能性 を指摘 して い る(Tryja蔦ki1966,p.167,n.17).更 にバ ルバ ル 石上 の銘 文 の残 存状 況 を再調 査 す る

(Tryjarskil973,pl.3).但 し遺 蹟 は1909年 か ら1962年 まで,特 に1920年 代 に ラ マ僧 らが 遺 蹟 を盗 掘 し,破 壊 が進 行 した

模 様 で あ る.銀 板,馬 の 頭骨,馬 具 や 土 器片 を発掘.現 在 マ ウ ン ドに残 る8つ の穴 ぼ こ は当 時 の盗掘 跡 で あろ う.1969

年3月10日 に ナ ムハ イ ダグ ワが 遺蹟 を探 索 した 際,新 た な碑 文 断片(大 断 片)を 発 見 し,リ ンチ ェ ンが この碑 文 の2

面 の写真 を トリヤ ル スキ に送付 す る(T1yjarski1974).ト リヤ ルス キ は既 発表 の オ ンギ碑 文 と比 較検 討 す る(Tryjarskil974ゴ

p.630).1987年 にヴ ォイ トフ とバ ヤ ルが 再調 査 を行 い,詳 細 な検 討 が な され た(Bo㎞B1989).

(2)碑 文の 解読 研 究 につ い て は,ラ ドロ フ以後 は,彼 の修 正 拓 本 と翻 字 に基 づ き,オ ル ク ン,マ ロフ,小 野川等 が

各 自転 写,翻 訳,訳 注(小 野川 の場 合 は歴 史 的考 察 を含 む)を 発表 した(ETYI,pp,127-132;PDPMK,pp.7-11;小 野 川

1950,pp.431-451).一 方,ク ロー ソ ンは,ラ ドロフ に よる修 正拓 本 に疑 問 を抱 き,主 碑 文 を中心 に ラ ドロ フ の原拓 本 か

ら再 度,独 自の 翻字,転 写,翻 訳 と歴 史 的考 察 を行 った.な お,碑 文 の一 部 の字 句 をめ ぐる解釈 につ い て触 れ た論 考 は

多数 に のぼ る.参 考 文 献 を参 照 せ よ.

(3)建 造当 初 の オ ンギ碑 文 の 数 につ い て,1909年 に ラ ム シュ テ ッ トと共 に本 遺 蹟 を訪 れ た パ ル シは次 の よ うな報

告 を残 して い る.「 土 塁 の東 辺 には,本 来 そ こ に立 て られ て いた碑 文 の 下端 部(高 さ56cm)が あ り,碑 文 の他 の残 片

は2断 片(碑 文 中 間部 の 高 さ154cm;碑 文上 端 部 の高 さ104cm)に 分 か たれ て い る.・ … ロシ ア の コズ ロ フ(1)が採 拓 で

きた 石碑 は現 在,地 下 深 くに埋 まっ てい る.碑 文 を掘 り出 そ う と した 際 に,実 にそ の礎 石 一 中央 に1つ の方形 穴 を も

(1)大 澤注:管 見ではコズ ロフが本遺蹟 を訪れたのは1926年 であ り
,パ ルシ等以前 に本碑文 を採拓 し公表 された もの となるとヤ ド

リンツェフ以外 には考 えられず,ヤ ドリンツェフの誤 りであろ う.
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つ 方形 の花 崗 岩 板 石1つ 一 が現 れ た.そ の 下 に は,石 柱 が煉 瓦 の敷 石 層 に続 い て い って い る.地 下 の 西縁 で,板 石 と

壁 の 間か らは羊骨 が掘 り出 され た.・ … その礎 石 には様 式 化 された 亀の 画像 が 彫 られ,顔 を西 に向 け てい た」(MSSP,p.

63).他 方,ラ ム シ ュテ ッ トは この 時 の パ ル シの調 査状 況 を以下 の よ うに彼 の 日記 に書 き留 め て い る.「 直 立 してい る石

碑 もあ ったが 往 事 の 刻銘 は風 と気温 の た め にす っか り風 化 して,何 も残 って い ない.・ … 別 の所 で 基石 を見 つ けた が,

石柱 は見 あ た ら ない.基 石 は大 き くて 立派 だ った.パ ル シが土 台 が どの よ うに なっ て い るか を調 べ た い とい うの で,わ

きを掘 って み る と,基 石 の下 にれ んが の層 が あ っ た.棒 を数 本,見 つ けて きて反 対側 か ら基石 を持 ち上 げ よ う とし た.

パ ル シ は基 石 の 下 に何 か貴 重 な物 が ある に違 い な い と確 信 して いた.と こ ろが ち ょ うどそ の と き,男 が 近 づ い て きた.

・… 急 い で基 石 を元 に も どそ う と した と きに
,パ ルシ は足 を痛 め て しま っ た.基 石 を持 ち上 げ よう とい う無謀 な企 て は

徒 労 に終 わ った」(ラ ム ス テ ッ ド1992,p,229).こ の 両者 の記 載 をそ の ま ま受 け取 る と,本 遺 蹟 の 東 の土 塁 に は別 の碑

文 の下 部が 地 面 に立 って い て,そ の近 くに こ の上 部 の部 分 に当 た る2つ に折 れ た石碑 断片 が横 倒 しに な って い た こ と,

さ らに遺蹟 の 中 央 付 近 に は本 来 の碑 文 が地 中 に埋 め られ てい た と解釈 され か ね ない,し か し彼 らの記 載 を点検 す る機 会

は,彼 ら以 後 に 現 地 調査 を行 う研 究 者 が な く,ま た彼 らの調査 後 は現 地 人 に よ る遺 蹟 ・遺 物 の破壊 が進 んだ ため,永 遠

に不 可 能 とされ て しまっ た.そ れ故,従 来 の 研 究 者(ク ロ ーソ ン,ト リヤ ル ス キ,ヴ ォ イ トフ)は,ヤ ドリ ンツ ェフ報

告 に基 づ くラ ドロ フ拓 本 に は2つ の石碑 の存 在 は どこに も見 あ た らな い に もか か わ らず,ラ ム シ ュテ ッ トとパ ルシ の報

告 に従 い,オ ン ギ遺蹟 に は碑文 が 大 小2つ あ っ た と考 え,第1石 碑(主 碑),第2石 碑(小 碑)と 分 け て考 察 して きた

(cfB萌ToBlg89,p.43).以 下,こ の点 につ い て,考 察 してみ た い.

(A)特 に ヴ ォイ トフは石碑 が2つ あ った こ との 根拠 と して,現 在,残 っ てい る碑 頭 に は広 い 面 の両 側 に は雄 ヤ ギ型

タム ガ と釣 り針 型 タム ガが そ れ ぞれ 刻 まれて お り,こ の形 状 が ラ ドロ フ拓 本で の碑 頭 での タム ガ記号 と異 なっ てい る こ

と,更 に トリヤ ル スキ が1962年 に本遺 蹟 を訪 れ た際 に方 形 の亀 趺 以外 に も う一 つ の亀 趺 を見 つ けた こ とを挙 げ た.前

者 の根拠 につ い ては現 在 残 る碑 頭 の 両面 の調 査結 果 で は,ラ ドロ フ拓 本 に 見 られ る雄 ヤギ 型 タ ム ガの両 足 に あ る釣 り針

型 タム ガは,縦 筋 に走 っ た傷跡 で あ り,本 来 の タム ガ刻 線 とは 区別 され るべ き もの で あ る こ とが 判 明 した(Plate3a,碑

頭部 の ス ケ ッチ を参 照).ま た後 者 の根 拠 に つい て は本 遺 蹟 を発 見 した際 のヤ ドリ ンツ ェ フの報 告 を受 けた ラ ドロ フの

ス ケ ッチ に な く,ま た そ の後,本 遺 蹟 を調 査 した ラム シ ュテ ッ トやパ ル シ の報 告 書 や旅 行記,さ らに は コズ ロ フの旅 行

記 に はそ の存 在 につ い て は何 も記 載 が な い.お そ ら くは トリヤ ル スキが 見 つ け た第2の 亀趺 は彼 が訪 れ た1962年 よ り

少 し前 に何 者 か が 別 の遺 蹟 か ら持 ち運 ん だ も の と見 なす こ とがで きる。 以 上 の 理 由か ら,ヴ ォイ トフの 挙 げ た2つ の根

拠 は排 除 され る ので,碑 文 は建 造 当 初 か らただ一 つ の み存 在 した とみ な して よい.

(B)パ ル シは 東 の土 塁 に立 つ 石 柱 断片 を第2の 石碑 下 部 と見 な し,そ の付 近 に倒 れ て い た2断 片 をそ の上 部 と見 な

す 。 しか し大 澤 はAtlas掲 載 の オ ンギ拓 本 と我 々 の調 査 した大,中,小 の 各碑 文 断 片 とを照合 して,そ の比率 に基 づ き

本 来 の碑 文 の寸 法 を試 算 した結 果,最 低 で も刻 銘 され て いた 箇所 の長 さは271cm(幅 約40cm,厚 さは碑 頭 が18,5cmで

碑 文下 部 が22cm)と な る。 一方,パ ル シの 述べ る横 倒 しにな って い た碑 文 の 中間部154cmと 上 部104cmの2断 片 の

長 さの和258cnlに,さ らに東 の土 塁近 くに立つ 下部56cmを 加 える と第2の 碑文 は全 長314cmも の長 さに な る.彼 の

見解 に従 え ば,こ れ 以外 に主碑 が地 中 に埋 ま っ てい た こ と にな るが,筆 者 に は この ような想 定 は到底 不 可 能 で あ る.何

となれ ば,も し これ ほ ど大 規模 な碑 文 が2つ も立 って い た な ら,こ の遺 蹟 を発 見 した ヤ ドリ ンッ ェ フは 必 ず報 告 した に

違 い ない か らで あ る.彼 が 報 告 してい な い以 上,碑 文 は ユつ しか なか った とみ るべ きなの で あ る.さ ら に,ト ニ ュク ク

碑 文の よう に2つ の石 碑 の 東西 南 北 すべ ての 面が 刻 銘 されて い るの とは異 な り,本 碑 文 で は東 面 と北面 のみ に刻 銘 され

て い る こ と も,別 の碑 石 を立 て て刻 銘 しな けれ ば な らな い よ うな スペ ー ス上 の問 題 は生 じなか っ た こ とを推 測 させ る.

ま たパ ル シは亀 趺 を 見つ け た 際,そ の下 にあ たか も碑 文 石 柱 が ある かの よ うに記 してい るが,こ れ は ラム シ ュテ ッ ト

の記載 か ら窺 え る よ うに,掘 り出 され た訳 で もな く,パ ル シの 「思 い 込み 」 で あ った可 能 性 は高 い(但 し,そ の石柱 が

本 来 の石碑 の下 部断 片 で あ った 可 能性 まで は 否定 で き ない).そ の際,大 澤 はパ ル シ が報 告 した横 倒 し に な った2断 片

の碑 文 こそが,本 来 の碑 文 の一 部 で あっ た と考 える.

(C)そ れで は,パ ル シが 土 塁 東 辺 にあ る石碑 下 部 と見 な した 石 柱 断片 は何 で あ った の だろ うか?ラ ム シ ュテ ッ トは

この石 柱 断片 を石 碑 下 部 と考 えた ようで あ る が,そ の上 の文 字 は既 に 見 え なか った こ とを付 け加 え る こ と も忘 れ てい な

い.大 澤 は この 石 柱 下 部 が本 来 の碑 文 の 下部 と して,本 来建 造 され た箇 所 か ら土 塁 東辺 に動 か され て 立 て られ た可 能性

も否定 で きない と考 え るが,現 状 で はか な り疑 問 を抱 い て い る(そ の 当否 は ラム シ ュテ ッ ト等 が採 拓 した フ ィ ン=ウ ゴー

ル協会 所 蔵 の本 碑 文3断 片 の同 定作 業 か ら今 後,明 らか に な ろ うが,現 時 点 で は不 可 能 なた め今 後 の課 題 とせ ね ばな ら

な い).今 回の 我 々の 調査 で も土塁 東 辺 の箇 所 に は 固 く埋 め 込 まれ た花 崗岩 製 の石 柱 断片(高 さ約22cm)を 確 認 す る

事 が で きた が,パ ル シ等 が訪 れ た 時 よ りも上 部 は更 に破 壊 され て いて検 証 の し よう もない.一 方,ヴ ォ イ トフは この石

柱 下部 断片 を彼 の い う第2の 石碑 の下 断片 と見 な して 自説 を補 強 しよ う と してい る.し か し大 澤 は1997年 度 の調 査 に

お いて イ フ=ホ シ ョー トゥ遺 蹟並 び に トニ ュ ク ク遺 蹟 で もマ ウ ン ド内 部 の 東 辺 に は未加 工 石 のバ ルバ ル石 が 複数 存 在 し

てい た こ とを確 認 した(本 報 告 中 の イ フ=ホ シ ョー トゥ遺 蹟 の項 目を参 照).特 に前者 の バ ル バ ル石 は 固 く固 定 され て

お り,こ れ が建 造 当初 よ りマ ウ ン ド内部 に位 置 してい た こ とが 明 らか で あ る.以 上 の 状況 か らす れ ば,上 述2つ の遺 蹟

と同 時代 に相 当 す る本 遺蹟 マ ウ ン ド内部 の東 辺 に もバ ル バ ル石 が配 置 され てい た とみ て も何 ら差 し支 え ない.以 上 か ら

大 澤 はパ ル シ等 が第2の 碑 文 の 下部 断片 と記 し,こ こか ら 自説 を補 強 しよ う と した ヴ ォイ トフの い う第2の 碑文 下 部 と
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は実 はマ ウ ン ド内部 に建造 され たバ ルバ ル石 の 下部 断片 と見 な すの が至 当 で あ る と考 え る.

(4)ラ ドロ フはヤ ドリン ッ ェフか ら送 付 され た拓本(Atlas,pl.XXVI-1,2)を 解 説 した 際,そ の拓 本 図版2を 碑 文の

下 端 で,「5本 の罫 線 で分 け られ た水平 の行 」 とい う説 明 を与 えて い るが,こ れ は誤 りで あ る.実 際 の この下 部 断片 の

正確 な位置 はAtlas,pl,LXXXIII一(Oa)で 示 され てい る よう に碑 文 の右 側 面 の切 り離 され た 下端 断 片 に相 当 し,そ こに は

3本 の罫線 しか 窺 え ない.我 々が今 回調査 した本 碑 文 の大 断 片 の右側 面 は この箇 所 を含 ん で い て,そ の 正 しい位 置 が今

回,改 めて確認 され た.さ らに ラ ドロ フは ヤ ドリ ンッ ェフ の報告 か ら 「碑 文 は石 の基 部 まで は達 しない」 と述べ つ つ も,

下 端 に は上 記 の刻 銘 箇 所 が あ る こ とを記 してい て,そ の下 端 断片 を数cmの 空 間 を開 け て推測 して右側 面Oaの 下 部 に置

い てい る.し か し今 回 の大 断片 中で の 下端 断 片 の位 置 か ら明 らか に された 空 白箇 所 の長 さは,最 上 部 の 欠 け た箇 所 か ら

測 定 して約40cmあ っ た と見 なす べ きで あ ろ う.ま た この 下端 断片 の最 終 の文 字 の箇 所 は 完結 した 字句 で 終 わ って い な

い こ とか ら見 て,本 来 の刻 銘場 所 は さ らに下 端 に まで延 びて い た に相 違 な い.こ う した刻 銘状 況 か ら見 て,大 澤 は正 面

の下端 に も右 側 面 の 下端 と同様 の箇 所 まで(お そ ら くは碑 文 の基 部近 くま で),文 字 は刻 まれ てい た に 相 違 ない と考 え

る.た だ ラ ドロ フが 述べ てい る よう に,既 に ヤ ドリ ンツ ェ フの採 拓 時点 で は碑 文 の下 端 部 は か な り損 傷 や 摩滅 が 進行 し

てい た ため に,Atlasで は た だ文字 の確 認 され た箇 所 の み を掲載 した もの と判 断 で き る.

(5)1962年 に トリヤ ルス キ が現 地 で発 見 した2つ に分 か れ た 「真 ん中 の長 め の石 」(71×34×15cm:Tryjarski

l966,p.16)を ヴ ォイ トフは,こ れ を上記 の見 解 と結 び つ けて 第2石 碑(小 碑)の 地 中 に埋 め込 まれ た 断片 とみ な して い

る(B祕 丁OB1989,p.43).し か.し第2石 碑 の存 在 の根拠 が否 定 された 以上,こ の見 解 は排 され るべ きで あ ろ う.ヴ ォイ ト

フの調 査 時 には確 認 され なか った この 断片 の行方 は現在 も不 明 な ま まで ある.

(6)石 碑 の小 断 片(長 さ19cm,幅16cm,厚 さ9cm)は1968年 に ナムハ イ ダグ ワ に よ りオ ンギ遺 蹟 か ら300m地 点

で 拾 われ て アルバ イヘ ー ル市 郷土 博物館 に移 され た.ヴ ォイ トフ は これ を幅や 文 字 の寸 法,文 字 の 間 隔や 行の 間隔 とい っ

た面 か ら別 の遺蹟 に属 す る とす る(Bo洫OBl989,p.43).し か しこれ は我 々の 写真 ・拓 本 とラ ドロ フ拓 本 との照 合 の結 果,

オ ンギ碑 文 の広 い面 の碑 文 の,判 読 で きな い第5行 の 一部 と,第6,7,8行 の書 出 し部 の断 片 で あ る と断定 で きる.

(7)も うひ とつ の ア ルバ イヘ ー ル市 郷 土博 物館 所 蔵 の石碑 の 中断片(長 さ29～30cm× 幅21cm× 厚 さ16cm)を

トリヤ ルス キは オ ンギ碑 文 広 い 面 の一 部 とみて,約20文 字 を確 定 し,こ れ らを本 来 の碑 文正 面 の第5,6,7行 目断片 に

同定す る(Tryjarski1974,pp.167-168,藪gs.15,26,27).大 澤 もこ の見解 に賛 成 で あ るが,さ らに今 回 の写 真 ・拓 本 との照

合 に よれ ば,ラ ドロ フ拓 本 で は か な り損 傷 を 受 け ては い るが,8行 目の冒 頭 に も文字 は刻 まれ てい る こ とか ら,本 来 は

4行 あ った もの の,本 中 断片 の8行 目の箇 所 は既 にヤ ドリンツ ェ フが採 拓 した1891年 時 点 に は摩 滅 してい た とみ なす

べ き と考 え る.こ れ に反 して ヴ ォイ トフは中 断片 と大 断片2つ はた だ上 部 と下 部 だ け叩 き割 られた だ け で ,側 面 は も と

の ま ま と考 え,し か も中 断 片 の 発 見 地 は不 明 とさ れ てい る こ と か ら,こ れ ら を未 知 の 碑 文 の 一 部 とみ な して い る

(Bo蜘oB1989,pp.43-44).し か し中断片 は先 に論 じた如 く,間 違 い な く,オ ンギ石碑 の本 文 一部 に該 当す る.ま た大 断片

につい て は博 物 館 の 調査 や 写真 ・拓 本 の照 合 結果,上 下 のみ な らず,左 側 側 面 は刃物 等 で 削 られ た 形跡 が あ り,本 来 は

もっ と広 い面 か らな って い た こ とが 判 明 し,中 断片 と同一 には論 じ得 ない.以 上 よ り中断 片 につ い て は ヴ ォイ トフ説 に

は従 えず,ト リヤ ルス キ の見解 が正 鵠 を得 た もの とい え る.

(8)ア ルバ イヘ ー ル市 郷土 博 物 館所 蔵 の大 断 片 につ い て は,そ の写真 をリ ンチ ェ ンは トリヤ ル ス キ に送付 した が,

ヴ ォイ トフ はこ の大 断片(高 さ79cm,片 方 の刻 面 幅.18～22cm,他 方 の幅18cm,滑 らか な 面 は16～18cmと20～22cm)

を も未 知 の碑 文 の一 部 とみ る(Bo伽oBl989,p.44).し か し実 際の 調査 及 び,写 真 と拓 本 と ラ ドロ フ拓 本 の照合 の結 果,

この大 断片 は本来 の石碑 の 広 い面 の 第1,2,3,4行 目の本 文 と,他 方 の面 は本来 の 石碑 の狭 い 面(側 面)の 第1,2,3,4行

に相当 す る こ とが 判 明 す る.従 っ て,大 断片 に 関す るヴ ォイ トフ見解 に は従 え ない.

(9)碑 文 の面 の 名称 問 題 に つい て.ラ ドロフ はヤ ドリンッ ェ フ拓 本(Atlas,pl.XXIV)の 図版解 説で は 「正 面 の上 部

にはハ ンの印 が あ る.右 側 面 に は さ らに正 面 の行 と同 じ高 さか ら始 ま る垂 直 の 行 が あ る.こ れ らの上 に,ハ ンの 印 と同

じ高 さ に,さ らに水平 の7行 が あ る」 と記 し,ま た 解読 の 前書 き部 分(ATIM,p,244)で は正 面8行,そ の右 側 に4行 あ

る とい う ように両 面 の位 置 関係 を正 しく述 べ て い る.ま た彼 は その 後 の拓本 と修 正拓 本 箇所(Atlas,pl.LXXXIII)及 び解

読 の前 書 き部 分(ATIMl895,p.244)で は正 面 の垂 直8行 の碑 文面 を(0),そ の右 側 の垂 直4行 の碑 文 面(Oa),同 じ くこの

4行 碑 文 の上 部 で の,平 行 に走 る7行 銘文 を(Ob),そ して雄 ヤ ギ型 タム ガ と釣 り針 型 タ ム ガの あ るバ ル バ ル石 の小 銘 文

を(Oc)と 命 名 したが,各 碑 文 面 が如 何 な る面 に当 た るか につ い て は何 ら記 してい な い.因 み にClauson1957,p.177で は

(0)を 前 面,(Oa)を 側 面 とい うのみ で あ り,GOT,pp,291-292で も(O)を 前面,(Oa)を 右 側面 と正 し く表 示 して い る.

ところが我 が 国 で は,小 野 川1950,pp.442-444が ラ ドロフ の(0)を 東面 に,(Oa)を 南 面 に,ま た(Ob)を 南 面 上部 と記 し

て以来,何 の 疑 間 もな くその ま ま踏 襲 され,碑 文 正 面 に は 「東 面 」,側 面 に は 「南面 」 とい う名 称 が与 え られ て きた が

(沢田1983a,p.54;沢 田1983b,p.79;沢 田1984,p.94)こ れ は訂 正 され るべ きで あ る.事 実,本 来 の碑 文 は広 い面 とそ の

右 側 の面 の2箇 所 に刻 まれ てい た こ とは現 存 す る大 断 片 の刻 面状 況 か ら も明 らかで あ る.し か もMSSP,p.130の 図版 で

は亀跌 のほ ぞ穴 の寸 法 は頭 部 一尻方 向 の 長 さが43cmで,横 幅 は28cmで あ る こ と こ とか らみ て,碑 文 の広 い面 は亀 の

頭 か,尻 の方 向 を向い て立 て られ てい た こ とは 明 らか で あ る.ま た1891年 に ヤ ドリ ンツ ェ フの調 査 日誌 で は 「碑 文 は

南 を向い て立 て られて い た」(恥pM田eBl901,p.43;c£Bo蜘oBl989,p.43)と あ る.そ うで あ れ ば,発 見 当初,碑 文 は広

い方 の刻 面 を南側 に,側 面 の刻 面 を東 側 に して 立 っ てい た と推測 され る.そ れ故,発 見 当初 の碑 文 は広 い方の 刻面 を 「南
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面 」 に,狭 い 方 の 刻 面 を 「東 面 」 に して 立 て ら れ て い た の で あ ろ う.し か し,筆 者 は 発 見 当 初 は 碑 文 が 南 面 し て い た と

して も,そ れ が 建 造 当 初 の ま ま と み な して よ い か ど う か は,な お 検 討 の 余 地 が あ る と考 え る.と い う の も,マ ウ ン ド東

端 は 細 い 切 り こ み 部 分 が あ り,マ ウ ン ドの 西 方 の 主 廟 に 向 か う参 道 ら し き 道 が あ っ て,碑 文 も オ ル ホ ン 廟 の 如 く,東 面

に ル ー ン 文 字 が 彫 られ て い て,広 い 方 の 刻 面 が 東 面 を 向 い て 立 っ て い た 可 能 性 が 排 除 で き な い か らで あ る.こ の 見 解 に

た て ば,碑 文 の 広 い 刻 面 は 東 面 に,側 面 は 北 面 と規 定 す る こ と も可 能 で あ る.本 碑 文 の 建 造 当 初 の 向 き に つ い て は な お

検 討 の 余 地 あ る も,本 報 告 で は 広 い 方 の 刻 面 を 「東 面 」 に,側 面 の 刻 面 を 「北 面 」 「と し て 記 載 し て お く.

(10)本 碑 頭 の 表 と 裏 の 両 面 に 刻 ま れ た タ ム ガ の 形 状 が ホ シ ョ ー=ッ ァ イ ダ ム 碑 文 に 彫 ら れ た 雄 ヤ ギ 型 タ ム ガ 以 外 の

要 素(釣 り針 型 タ ム ガ)を 含 ん で い る こ と の 背 景 に は,こ の碑 文 の 主 人 公 の 属 す る 家系 が 阿 史 那 一 族 に は 属 す る も の の,

ビル ゲ 可 汗 や キ ョ ル=テ ギ ン と は 別 の 家 系 に 属 す る こ と を伝 え て い る と 見 な す べ き で あ ろ う(cf小 野 川1950,p.432;沢 田

1984,pp.94,96).

(ll)こ れ ま で 本 碑 頭 で は 雄 ヤ ギ 型 タ ム ガ と そ の 左 に釣 り針 型 タ ム ガ が 注 目 さ れ て き た.し か し,ラ ド ロ フ拓 本 に も

確 認 され る よ う に,半 円 形 の 碑 頭 上 端 に 沿 っ て カ マ ボ コ形 の線 刻 が 施 さ れ て い る の が 確 認 さ れ る.そ の 詳 細 に つ い て は

こ れ まで 触 れ ら れ て こ な か っ た.し か し,東 突 厥 の 復 興 ・発 展 に 功 績 の あ っ た トニ ュ ク ク や キ ュ リ=チ ョ ル と い っ た,

非 阿 史 那 家 出 身 の 宰 相 や 高 官 の 石 碑 で は,そ の 碑 頭 は 単 に 四 角 形 に 切 断 さ れ た 粗 形 で,か つ 亀 趺 に 立 て られ て い な い こ

と を想 起 す れ ば,本 碑 頭 で 半 円 形 に 加 工 さ れ た 上,そ の 内 側 に は 左 右 対 称 の 装 飾 線 が 引 か れ て い る こ と は,ま こ と に注

目す べ き で あ る.こ の カ マ ボ コ形 の 表 現 こ そ は,生 前 の 被 葬 者 が 阿 史 那 一 族 の 王 侯 で あ っ た こ と を 証 す る た め に,突 厥

第 二 可 汗 国 期 の 王 侯 ク ラ ス の 碑 文 頭 部 に 左 右 に 配 さ れ た 双 頭 竜 の 簡 略 表 現 とみ な す こ と が 可 能 で あ ろ う.ま た こ の 簡 略

化 さ れ た 形 状 は 本 碑 文 の か な りデ フ ォ ル メ さ れ た 稚 拙 な 亀 趺 の 像 と タ イ ア ッ プ す る もの と い え る.
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テ キ ス ト ・翻 訳TextandTrans貰ation

以 下,翻 字(Transliteration)は ボ ル ド との 共 同 成 果 で あ る が,転 写(Transcdption)と 翻 訳 は 大 澤 の 責 任 で 提 出 す る.

翻 字.・ 転 写Transliterationan¢Transcription

Ourinvestigationrequ並estherevisionofRadloffsnamhlgoftheffo叫(0)andright(Oa)sidesintotheEastem(E)and

Northern(N)sidesrespectively,
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〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃g:Y..。.Ym.(Dm).

.Dr。:。..n...ノ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃/-dim/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1/〃 〃 〃 〃

〃 .〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃./1〃1〃 〃[b】(r)sgm:BRrmsmこ:(t)g

d(kn)匝 ζn1〃/〃 〃 〃!〃1/L.(D)

///1///////!1/1//11/ノ111!111/!1!!!/11//11111!///11111!1/1/1111/111 .!!【be]rsagimbar㎞ 蓉翫inζ.

tagd註k孟n粒～5hn11///,/11//1111111!!!

11111111!ノ ノ111/1ノ 〆〆ノノ111ノ!1ノ ノ11〆1!ノ111111!ノ ノノノ11〆〆!!ノノ1ノ〆〆〆11.!1ノ〆111//〆!ノ1〆 ノ11〆ノ111ノ ノ[n～i】a:iitl

d(m):1grUBRGma:BRDi:k孟(s)【r】(a)〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃zBR

//!1111////1//11!/1///!1111/11111!ノ/1!!1111//1//11!1!11111//11/111//111/11!1/!!ノ/!///an～la

6tladimilg舗bariγmaba;dRes垣 〃/〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃bar

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃(Un):Q(z)Gntm:.ly1:t

or(i廿)(z)。..(r)......T.....。

/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃一垣nqazγanαm!〃 〃 〃

廟d〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃1〃

Shortinscriptionfbundonthenorthernside①fthehead・stone[Radloff,s(Ob)side】

Trans蹴era纐onTranscription
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气
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7

〃 〃 〃 〃(T蓉G)

////boig(u)

/〃(mT6m)

/〃(a)Tこm(1)匝 】

//!1bi口 】(g)[a]

〃 〃(r):[d】gOQ(N):

(rこ)m:....

〃1〃 〃 〃 捻蓉fγ

1/1/1ba疋 〕ig証

〃1-1mamこim

11/1!1ataこi血lii

.1//1bilga

111/aradgOqan

ata乙fm〃 〃

Trans夏adon

E1

瓰

B

幽

勝

砺

町

册

〃1〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃(wentton遠n,collapsed)/〃

〃 〃/〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 .〃〃 〃 〃 〃1/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃toChina,northwardsasfar

as(thewoodsandmoun朗ns),

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃(So)theysa童d.T註Odonhighup

(inthesky)hassa重d,

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 ねrqan,650fmyelder

brothe弼(uncles)andmynephews(orgrandsons,orcousins)whobelongtothes㎜eαibe

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃becameノ 〃 〃,myfatherBaγa/〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/1〃

T勘 丘(kan)〃 〃 〃/〃 〃/〃.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃thenhegave〃 〃,Whenheseton(thethrone),/〃 〃 〃"〃 〃 〃/〃 〃1

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

bad〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃 〃 〃 〃 〃 上esaid.Now〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

myfather〃 〃 〃 〃/〃.11〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃:.,.....〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

N1

N2

N3

N4

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃1〃1〃1〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃1ApparentlyIhadawishfbr

giv孟ngservices!SinceTheyattacked.〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃1〃

1/1//1//1/11//!//1/!/1/11111/11/ノ!11111111/11111ノ ノ!111/11111//!111///./1/1//1111.11/1/!SoI

advised.Thosewhointendedtogoeastward,wen重,〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃lacquired/〃 〃 〃 〃 〃
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Shortinscriptiononthehead・stone
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〃 〃 〃(stone)[hlscriptionl

////1/eternal(stone)

my〃 〃 〃,my(dear)father

//1111dearfather,[intheyearof且1)ragon(1廿)

ノ〃 〃 ノwise,

〃 〃 〃wa【rior,goodqa[n】

mydearfather/1///

和訳

E1

E2

B

斟

∬

E6

即

B

〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 潰 えた(滅 びた)./〃 〃

/〃 〃 〃〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃1タ ブ ガチ(中 国)へ,北

方 へ は(山 林へ)

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 と上 方 で テ ン グ リが 言(っ た)

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃1[タ ル]カ ン,同 族

に属 す る65人 の我 が 兄達(ま た は叔 父 達)や 甥達(ま た は孫達,ま た は従 兄弟 達)

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 となっ た.我 が父 はバ ガ=(テ ン グ リケ ン)〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃

/〃 〃 〃 〃 〃 〃

テ ング リケ ン〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃1そ こ で与 え た.就 任 した 時 に 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃/ノ1〃 〃 〃 〃

〃/〃

悪 い 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 と彼 は云 った.現 在 の 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/

我 が父 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃1〃 〃 〃 〃・ 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃

N1

N2

N3

N4

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃/〃 私 は

～ した 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃/私 に は奉 仕 した い気 持 ち が あっ

た,確 か に.彼 らが攻 撃 した の で,〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//そ の よ う

に私 は忠 告 した.東 方 へ 行 か ん とす る者 は行 っ た.そ の後 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃を私 は獲 得 した.〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃,テ ン グ リ 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃

碑 頭 上 部 の 横 書 き銘 文

1〃/〃 〃 〃 石碑 を 〃 〃 〃 〃

2〃 〃 〃/〃 永遠 な る(石 碑)〃 〃 〃

3私 の 〃 〃/,私 の親 愛 な る父 〃/〃 〃

4〃 〃 〃 〃 〃,私 の親 愛 な る父,タ ツ

5(の 年 に)〃 〃 〃/賢 明 な 〃 〃 〃 〃 〃

6〃 〃 〃 〃 〃 〃 戦士,善 きカ ン

7私 の親 愛 な る父 〃 〃 〃 〃 〃

訳 注

E2,y吻lAtlas,pl,L㎜II-2で の修正 拓 本 で はYiRayaと あ り,A皿M,p.247で 晦yaと 転 写 され た.し カ・し

その後,同 じ くラ ドロ フ翻 字 に依拠 しつ つ も,糞aya(PDPMK,p,8)と 並 んでy竝ya(ETY,p8)と 転 写 方法 は分 かれ て い

る.一 方,ク ロー ソ ンは ア トラス の原 拓 本 か ら新 た に当 箇所 をYiRyaと 翻 字 して,yhyaと 転 写 ナ るが,一 方 で ク ロー

ソ ンの翻 字 を採 用す るテ キ ンはy耐yaと 転写 して い る(cfGoT,p.255).問 題 は第4文 字 で あ るが,我 々 の拓 本 で は第4

字 目の母 音 は確 か に存 在 し 童と判 読 で きそ うで あ る、 また大 澤 は本語 句 で の第5字 目yが 前 舌系 の文 字 で示 され,母 音

調和 してい ない に もか か わ らず,第1音 節 の 母音 が後 舌音 であ る こ とか ら,第2音 節,第3音 節 もこれ に従 い,後 舌系

の母音 を補 うの が 自然 で あ る と考 え,見 出 し の如 く読 んだ.た だ し四方位 の 中 で 「北 方」 に関 す る表 記 は,翻 字 通 りに

転 写 した時,ymya(ト ニ ュ ク ク碑 文第1碑 西 面 第7行),㎞(シ ネ ウス碑 文東 面 第7,11行)の ように母 音 調和 して
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表記 され る場 合 もあ れば,本 例 やy槭 γaru(キ ョル=テ ギ ン碑 文 南面 第2行;ビ ル ゲ可汗 碑 文 北 面第2行),yh董ya(ビ

ルゲ 可汗碑 文 南 面第1行),y疽dinta(ト ニ ュ クク碑 文第1碑 南 面 第4行),yiriyaqf(ト ニ ュ ク ク碑 文第1碑 南 面 第

7行)の 如 く,母 音 が 不調 和 の 場合 も散 見 され る.ル ー ン文 字碑 文 で は本 来 な ら後 舌音Yで 表記 さ るべ き箇 所 に,前 舌

音yで 記 され たれ単 語 は 数例 知 られ る(GOT,p.40)が,こ う した綴 りに揺 れ が 見 られ る背 景 につ いて は不 明 で あ る.な

おyir(i)+与 格 をめ ぐる表記 の検討 につ い て はTekinl996,pp.331-332も 参 照.

E4,aymaγhγ:従 来 この字 句 はy㎜ γilfγ(ATIM,p.247;PDPMK,p.9),y㎜ γ曲(ETY,p.128)と 転 写す る説 とaymaγhγ

(Clausonl957,p.185,188;GOT,p.255,291)と 転 写 す る説が ある.し か し前 者 の読 み に対 して は本 字 句 に は第 一音 節 中 に

は円唇 母音 が表 示 され て お らず,表 記 上無 理 が あ る上 に,こ れ までyomYilyumγi「 す べ て 」(CTD,p,165;ED,p.935;

DTS,p.279)に 一liγ(名詞 か ら名 詞 ・形容 詞 を形 成 す る語 尾)の 付加 され た語 が 在証 され て い ない こ とか ら支 持 で きない.

他 方,後 者 の転 写 を主 張 す る ク ロー ソ ンはaymaγ を 「部族 連 合 か,そ れ に類 す る もの(αibalconf巳derationorthelike)」 と

解 す べ きと主張 す るが,こ の意 味 でaymaγ が使 用 され た例 を同時代 資 料 か らは見 い だ しえな い.大 澤 はAUas,pl.

LXXXm-2で の修 正 拓 本 か ら窺 える本 語 の前 後 の文 脈 で は被 葬者 の生前 の官 職 名や 彼 の息 子 達 の名 前,そ の 親族 が列 挙

され た箇所 に相 当す る こ とか ら見 て,yamaγ1iγ,yamγahγ,yimγahγ と読 んで 直前 に官職 名 が 示 され た 人物 の 名 か,あ る

い は官職 名 で あ る可 能 性 も排 除 で きない と考 える が,確 証 は ない.そ れ故,現 時点 で はaymaγ 「部族;氏 族;一 族

(S嘸 ㎜)」(TMEN,1,pp.182-186,NL61)+一liγ(出 身や 帰属 を示 すDenominalNoun/Adjecdveを 形 成 す る語 尾)と 見 て,

具 体 的 には本 碑 頭 に刻 まれ た雄 ヤ ギ型 タム ガ と釣 り針 型 タ ムガ か ら窺 われ る よ うに本被 葬 者 が 「阿 史那 の傍系 一 族 に所

属 して いた」 とい う意 味 に解 して お きた い.な お テ キ ンは ク ロー ソ ンの転 写 を採 用 した上 で,現 代 トル コ語 のsoylu<

soy「 家,血 統 」 に 一luが付属 して 「名 門の」 を意 味す る とい う例 を引 い てaymaγ"clan,fam皿y"に 所 有 を表 す 出名名 詞形

成 語 尾 一hγが付 され た形 とみ て疑 問符 を付 しなが ら も 「高貴 な,名 門の(noble,ofhighlineage?)」 とい う意 味 に解 して い

る(GOT,p.105).

田,瞬 ㈹ma舳1ク ロー ソ ン1ま本箇 所 をAtlas,p1,L㎜ 一2か ら独 自に翻 字 ・転 写 して,[,.el】et血1,【aαm,t?

10to14wordsmissing】 と疑 問符 を付 しつ つ,"mynameis(Alp?)El-e血ni忌oftheaymagof'と 翻 訳 した(Clausonl957,PP.

182-183).し か し,我 々の拓 本 か らは ラ ドロ フの 読 み が 支持 で き る こ とが確 認 され た以 上,ク ロ ー ソ ンの読 み に は従 え

ない.ク ロー ソ ンは 「65人 」 とい う数 字 が この よ うな箇 所 に見 られ る こ とは 奇妙 と見 た.し か し大 澤 は 「65人 の我 が

弟達 や 息子 達」 とい う表現 は,同 じ行 で の本 語句 の前 の箇 所 で は,被 葬 者 の一 族 の 名前 や 官職 名 を列 挙 して い る こ とか

ら,そ の葬儀 に参列 した 一族 や 親族 や 彼 らに仕 え る人 々 の総 数 が65人 にの ぼ った こ とを指 す と考 え て い る.こ う した

こ とは トゥ ヴァ共和 国の イ ェニ セ イ河 上流 で 発 見 され た エ レゲ ス ト碑文 第2行 に も.「100人 の男 系 親 族,有 能 で あ る故,

100人 と50頭 の雄 牛 に よっ て,(こ の碑 文 を運 んで)立 て た」(Tekin1995,p.20-23)こ とが記 され て い る こ と も,こ の

際 参考 にな ろ う.な お 醐 と磁 は単 数 形 で は あ るが,翻 訳 の際 に は複 数 と解 した.古 代 トル コ族 の親 族名 称 には なお 多 々

議 論 が ある(cfBa§tu話1gg3).浅dは 「自分 の 父 よ りも年下 の男 系 親 族,ま た は 自分 よ り年 上 の親 族,即 ち父 よ り年下 の

叔 父,ま た は兄」 を意 味 し(ED,p.20),atiは 「自分 の 弟 の息 子,ま た は 自分 自身 の息 子 の息 子,つ ま り年 下 の 甥か,孫 」

(ED,p.40b)の 他,従 兄弟 を意 味す る こ と もある(Ba§tu話1993,pp.9-10).た だ大 澤 は,本 碑文 の正 面 の第1行 目冒頭 での

aこUmizap㎜i2が 「我 らの祖 先 」(cfGOT,p.291)を 意 味す る二語 一意(Hendiadys)と して解 され る よ うに,a己ima血 も

二 語一 意(Hendiadys)と して,主 人公 で あ るエ ル=エ トミシ ュの属 す る 父兄 親族 集 団 を指 して い るの か も しれ な い と も考

えて い る(cf.Ba§tuき1993,pか14-15).

E6,boltuqda3bol一 は 「にな る,就 任 す る;即 位 す る;支 配す る」 な ど と文脈 に よ り様 々 な意 味 を もつ.碑 文 史料 で は

この語 は通常,可 汗 の即 位 を示 す際 に常 用 さ れ るが,そ れ 以外 に シ ャ ドな どの高 官 が就 任 した際 に も用 い られ てい る.

本 碑文 の 直前 には官 職 名が 示 され て はい ない もの の,ま た本 断片 か らは確 認 で きな い とは い えAtlas,pl.LXXXIII-2で の

修 正拓 本 か らは その 直 前 の箇所 に主 人 公 が シ ャ ド職 を授 け られ た こ とが 記 されて い る(ATIM,p.248).そ れ故,本 箇 所

もシ ャ ド職 へ の就 任 を述べ た表現 と見 なせ よ う.

E7,am":Clauson1957,p.182は 本 語 をm【an】 と翻 字 してい るが,我 々の拓 本 で は,や は りラ ドロ フの翻 字 が正 しい こ

とが確 認 で きる.ATIM,p.249;GOT,p.255は いず れ もm韻 と転 写 し,そ れぞ れ 「優 れ た,優 秀 な(賃efnichen)」 「忠 実

な(fai山加り」 との訳語 を与 えた ・一 方,ETY,P.128;PDPMKで はamロ と転 写 して,「 現在 の」 と翻 訳 す る.こ の語 は

今 は失 わ れ た前 後 の 文章 との 関係 か ら明 らか に され る か も知 れ ない.そ の 場 合,本 語 は 生前 の主 人 公が 君 主 に忠 誠 で,

敵 に向 か っ て進 軍 しよ う と,配 下 の べ グ達 に呼 びか け た 回想 場 面 で使 用 され てい る(c£ATIM,p.248;GOT,pp,291-292)

.な おam氓orma⑳baglarの 語 句 は ビル ゲ可 汗碑 文 南面 第14行 に も見 られ,可 汗 が即 位 した 際 に参 集 した場 面 で使用 さ

れ て い るが,そ の読 み と用 法 は なお 不 明 とい わ ざ る をえ ない(cf片 山1992,p.155,n.9).成 案 もない の で,amロ の読 み

を採用 してお く.

N2,bers蕊gimbar…irmi醐rinこ:テ キ ンはb醜agimの 語 形 成 をber一+一sa+g+imと し,動 詞 語幹ber一,願 望 を表 す動 詞形 成

語 尾 一sa,名詞 形成 語 尾+g,一 人称 所 有語 尾+㎞ か ら なる と説 く(GOT,pp.116,lll).し か しエ ル ダル は,古 代 トル コ語 の

願 望形 は ウ イグ ル仏教 文献 及 び マニ 教文 献 で 通常 は 一(X)gsAの 形 で,極 め て稀 には+sAの 形 で見 られ るが,こ の 願望 形

はル ー ン文 字 史料 で は在 証 され ない と述 べ(OTWF,pp.525-526),ま た 一saノ・saの 願望 用 法 が オ ンギ碑 文 に あっ た とす る テ

キ ンの 見解 は誤 りで,か つ 不可 能 で あ る と述べ てい る(OTWF,p.527,n.147).一 方,KoHoHoB1980,p.127で は 一saγ/
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一sagを 「不足 や比 較」 を示 す語 尾 一sa～ 一si+動 詞 か ら形 容詞 を形成 す る語 尾 一γ1-gか ら構 成 され た もの と考 え,同 様 の

機 能 を もつ 語尾 一siqの音 韻 的対 語 に当 た る と見 なす.そ して この用 例 は 本箇 所 に しか み られ ぬ もの と して 「私 に は(自

分 の カガ ンに)労 力 を捧 げ た い とい う願 望が あ った」 と翻訳 して い る.確 か に材 料 が 本例 しか ない こ と もあ り,ル ー ン

文字 史料 で の願 望 形 の存 在 の 当否 に つい て は,更 な る検 討 を要 す る.た だ大 澤 は本 箇所 が本 来 はbrgsmと 刻 まれ るべ

き ところが,gとsが 逆 に刻 まれ て しまっ た可 能性 も否 定 で きな い と考 え る.こ の 可 能性 を含 め,大 澤 は今 の ところ テ

キ ン,コ ノ ノブの 見解 に従 い,+sA願 望 形 の異 形 と して解釈 して お きた い.

N2,tag面kin価 面n=こ の形 で は 一dUk動 名詞 の意 味上 の 主語 は不 明で あ るが,Atlas,pl.LXXXIII-2修 正 拓 本 か らは当該

箇所 の 後続 に は不 明 な数 文 字分 の 後 に[y茎】γdim(打 ち勝 った)と 解 す るETY,p.130の 読 み に よれ ば,面gduk「 攻 め た」

側 の人物 はr私 」 に敵 対 した 人 々 と理 解 され る.そ れ故,翻 訳 で は 「彼 ら」 を意 味 上 の主 語 と見 て補 った次 第 で あ る.

N3,ngar並ba啣mabard置:従 来 の読 みで は いず れ も冒 頭 の字 句 をk議rUと 判読 してい る.中 に は 「退却 せ ん とす る者 は

行 った」 と読 み(cfGOT,p.292),主 君 か ら離 反 せ ん とす る者 を味方 につ け た こ とを意味 し,ひ い て は主 人公 の功 績 に転

化 され た箇所 と解釈 す る者 さえい る(沢 田1984,p.109,n.46).し か し,我 々 の拓 本 で は冒 頭 に はY字 の上 部右 側 が摩

滅 して いて,次 の 箇所 には オ ンギ碑 文 に独特 のg音 を示 す文 字 の一 部 で あ る下 半分 が判 読 で きる.そ れ故,こ こは 「前

方 に,東 方 に」 と訳 され ね ば な らな い.ま たb雄 γmaは 「行 く」 を意 味 す る動 詞語 幹bar一+介 入子 音 のi+動 詞 か ら名

詞(形 容 詞)を 形成 す る分 詞 で,こ こで は 「～す る者 」 を表 す 一γmaか ら構 成 され る(ATG,p.77;GOT,p.176)。 実 は こ

の箇所 と同様 のilgarn[barig㎜ 】bardiYquriγarubadγmabardlγ とい った 表現 が ビルゲ 可汗 碑 文 東面 第19-20行 に見 られ,

カ プ ガ ン可汗 の 時期 に突厥 の部 民 が オ テ ユケ ン山 か ら東 西 に遠征 して 周辺 諸族 を服 属 させ た際 の様 子 を 述べ た時 の表現

と して使 用 され てい る こ と を付 け加 え てお きたい.

碑 頭 の 右 側 面 の 横 書 き 小 銘 文=

3,ataδhn=か つ て はTaこamと 人 名 に 見 な さ れ て い た が,1953年 に ガ バ イ ン がata「 父 」 に 指 小 辞 ・愛 称 形 の 一乙hnが 付

属 した 形 と 提 唱 して 以 来 定 説 化 して き た(cfATG,p,59;Clauson1957,p.183;GOT,p.104;KoHoHoBl980,p,96).た だ8

世 紀 前 半 で の 碑 文 で はqaη ㎞ が 「我 が 父 」 を意 味 す る 常 用 語 で あ り,オ ン ギ碑 文 第5行 目で も そ の よ う に 刻 まれ て い る

一 方 で
,ほ ぼll世 紀 初 頭 頃 にqaη に 取 っ て 代 わ ら れ る と され るataの 存 在 が 本 当 に こ の 時 期 に 使 用 さ れ て い た の か を疑

問 視 す る 向 きが あ っ た こ と は 否 め な か っ た(Sims-Willi㎜s/H㎜iltonl990,p.68,G5.2).そ れ 故,我 々 の 拓 本 か ら こ の 字

句 の 存 在 が 確 証 さ れ た こ と の 意 味 は 大 きい.な お ル ー ン 文 字 碑 文 の な か で,イ ェ ニ セ イ 碑 文 の ウ ィバ ー ト第3碑 文4行

目(Atlas,pl.XCIC;ETYIII,p.145;MaπoB1952,pp.63-64)や ホ イ ト=タ ミル 第9碑 文2行 目(ATIM,pp.266-267;ETYII,p.

114;PDPMK,pp.52-53)でTa6㎜ と転 写 さ れ て き た語 も,ata乙 ㎜ と訂 正 さ れ な け れ ば な ら な い.

4=虱血:我 々 の 拓 本 か ら は 冒 頭 のL字 の み を確 認 で き る.な お 本 碑 文 に お け るIUi前(一uig.luu<chin.龍)の 表 記 を め

ぐる 議 論 に つ い て はClausonl957,p.187;ED,p.763a;Hamiltonl974a,pp.300-302を 参 照 せ よ.
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イ フ=ハ ヌ イ=ノ ー ル 遺 蹟 ・銘 文Site跚dlnscriptionoflkh・Khanui・Nor

大澤 孝(TakashiOSAWA)

調 査 場 所=ア ルハ ンガ イ=ア イマ ク,工 丿レデ ネマ ンダル=ソ ムか ら東 南約5㎞ の地 点.東 方 に約5㎞ 行 くとイ フ=

ハ ヌ イ;ノ ール湖 岸 に達 し,南 南 西 約10㎞ の地 点 にハ ル ポ ル=ハ ン遺 蹟 が{立置 す る.北 緯48度29分,東 経101度22

分,高 度1595m.遺 蹟 の地 図 と して はBo㎞Bl986,p.74,五g.1を 参 照.

調 査 日時:1996年8月29日.

調 査 者:森 安,片 山,大 澤,ボ ル ド,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:遺 蹟 ・碑 文 共 に森 安,片 山,大 澤,バ ッ トル ガが ビデ オ撮 影,森 安,片 山,大 澤,ボ ル ドが写 真撮 影.ま

た遺 蹟 の東 方 に 置 か れ た石 人2体 の寸 法 を計 測.ま た遺 蹟 を取 り巻 く土 塁 の寸 法及 び石槨 板 石 の各 寸 法 をメ ジ ャーで計

測 す る.東 面板 石 上 の左 右 の銘 文 の拓 本 を各2部 ず つ採 る。

遺 蹟 の 現 況:本 遺蹟 は塀 に 囲 まれ た耕 作 地 内 に あ る.本 来,東 西 に並 ん だ2つ の 石 槨 を中 央 に もつ やや 隆起 した マ

ウ ン ドとそ の 周 りを周 溝(そ の外 側 部分 の 寸法 は南 北11m× 東西22m)が 取 り囲 み,さ らに そ の外側 を土 塁(そ の外

側 部分 の寸 法 は東 西約35× 南北 約30m,高 さは約30～40cm)が 取 り巻 く構 造 に なっ て い る.な お1909年 に ここ を訪

れ たパ ル シが2つ 存在 した と記 す(MSSP,p.62)と ころ の西 側 の 石槨 板 石 の あ った地 点 に は掘 り返 され た 痕跡 を残す の み

で,石 槨 はす べ て消 失 して しま って い る.東 側 の 石槨 板 石 は四 面 と も部 分 的 に残 存 して い るが,ど ち ら か と言 う と粗 い

作 りで あ る.そ の東側 の板 石 の上 部に は円 型 に く りぬ かれ た穴 の 下半 分 が確 認 され る.穴 の上 部箇 所 は欠 けてい る.残 っ

た 穴の 直径 は約22cmで あ る.そ の 穴 を挟 ん で左 右対 称 に板 石 正 面 の右 側 と左 端 に ル ー ン文 字 銘 文 断片 が刻 まれ て い る.

この板 石 の 地面 か らの高 さは最 長 で135cm,横 幅 は218cm,厚 さは14cmで あ る.ヴ ォイ トフは この板 石 の寸 法 は直 径3

mあ った と見 な して い る(B萌ToB1986,p.83).北 側 の石 板 の高 さは地 面 か ら87cm,長 さは180cm,厚 さは7cm,西 側 の

石板 は:地面 か らの高 さが106cm,長 さ170cm,厚 さllcm,南 側 の 板石 は地面 か らの高 さが84cm,長 さ180cm,厚 さ11cm

で あ る.ク レ メ ン ツ発 見 当 時 に は石 人2体 が石 囲 い の中 に あ った とい う.そ の後,フ ィ ンラ ン ド隊 の パ ル シが訪 れ た

1909年 当時 には1体 が東 側 の石 槨 内部 に配 され,も う一 つ が石槨 の東 北 に置 か れ てい た.現 在,石 人 は2体 と も東 側板

石 の前 方 に置 か れ てい る.頭 が半 割 れ状 態 の石 人 は 地面 か らの高 さは133cm(ヴ ォイ トフ の計測 値 で は145cm),肩

幅53cm,厚 さ50cmで あ る.も う一 つ の頭 部 が欠 け た方 の石 人 は地面 か らの高 さは76cm(ヴ ォイ トフの計 測 値 で は95

cm),肩 幅54cm,厚 さ30cmで あ る.ま た バ ルバ ル列 石 は ない.も とも となか った もの か,も し くは耕作 地 と され た際

に除去 され た のか は現 在 の とこ ろ不 明 で あ る.

遺 蹟 の 図 面 ・写 真:1909年 に フ ィン ラ ン ドの ラム シュ テ ッ トとパ ル シが 本遺 蹟 を訪 れ た際 の写 真 はMSSP,p.128,

pls.72,73を 参照.ま た遺 蹟 の 図面 はMSSP,p.61,∬g.5;Bo最mBl986,p,83,pl.9;B耐ToBI996,p,58,聴.37を 参 照,な お本

報 告書 で は,遺 蹟 の現 況 図 をPlate4a,推 定 復元 図 をPlate4b,遺 蹟 の規模 につ い て はP撤e4cと して提 示 す る.

遺 蹟 の 景 観=森 安担 当(1996年 の行 動 記録 を参照).

碑 文 の 現 況:東 面板 石 の正 面 で の 左 右(南 北)両 端 に刻 ま れ て い る.右 側(北 側)の 銘 文 は上 側 か ら下 に楕 円 を描

き,ま た上 方へ と戻 る方 向.に左 向 きに刻 まれ てい る.左 側(南)側 の 銘 文 は,上 方 か ら下 方 へ左 向 きに刻 まれ て い る.

右 端 及 び左 端 の文 字 の寸 法 は4～6.5cmで あ る.ま た本 銘 文 に は2点 か らな る分離 記 号 は使 用 され てい ない.

碑 文 の ス ケ ッ チ ・復 元 図=BaM6aeBl927(cfK∬ ∬皿mpHH銃1978,五gs.1a,16);MSSP,p.128,pl.73;B祕Toβ1986,p.79,

figs.6-5;BoJ珥,P.38.

拓 本 所 蔵 機 関=ロ シ ア科学 ア カデ ミー東 洋学 研 究所 サ ンク ト=ペ テル ブ ル ク支部;モ ンゴル 国 科 学 ア カデ ミ.一歴 史研

究所;大 阪 大学 文 学部.

考 察 ま た は解 説=

(1)調 査 の経 緯:本 遺 蹟 は,1891年 にク レメ ンツ と ドゥデ ィ ンのオ ル ホ ン調 査 隊 に よ り発 見 され た.igO9年 には

フ ィン;ウ ゴー ル協 会 の ラム シ ュ テ ッ トとパ ル シが エ ルデ ネマ ン ダル 遺 蹟 を訪 れ,そ の 中 に含 まれ る イ フ=ハ ヌイ=ノ ー

ル遺 蹟 を調 査 して,遺 蹟 図 面 や写 真撮 影 を行 っ てい る(MssP,pp.61-62,fig.5,p.128,pls.72-73).ま た 同年 に は,フ ラ ン

ス 政府 の 後 援 の もと ド=ラ コス ト隊 も本 遺 蹟板 石 上 での 銘文 を観 察 した り,石 槨 や石 人2体 を調査 して,そ の1体 の写

真 を発 表 して い る(DeLacoste1911,p.115,pl.25).そ の 後,1927年 にモ ンゴル ・タ ンヌ ユトゥヴ ァ調 査 委員 会 の民 族 ・

言語 班 の研 究 員 バ ンバエ フが本 遺 蹟 を調 査 し,東 方 の石槨 の東 面板 石 上 の2つ の銘 文 の採 拓 とス ケ ッチ を行 った り して

い る(BaM6aeB1927,p2,cfK朋HrropH曲1978a,pp,241-242).そ の後,遺 蹟 は1977年 に蒙 ソ合 同歴 史 文化 調 査 団碑 銘班

の ク リ ャシ ュ トルヌ ィ等 に よ り再 調査 され,さ らに1980年 には 同 じ調査 団の ハ ヌ イ遺蹟 調 査 班 の ヴ ォ イ トフ等 が詳 し

い調 査 を残 してい る(B萌ToB1986b,pp.74-89;B萌ToBl996,pp.50,58,負g.37).

(2)1891年 に本遺 蹟 を発 見 した ク レメ ンツは ラ ドロ フ宛 て に次 の よ うな遺蹟 の状 況 を書 き送 っ てい る.「 イ フ=ハ

ヌ イ=ノ ール の北 端 か ら近 くで2基 の王 侯 墓 が あ る.モ ン ゴル 人 はこ れ らの墓 をhoyur-oron『2つ の寝 台』 と呼 んで い

る.墓 は変 成 頁(け つ)岩 か らな る一 組 の板 石 で 囲 まれ て い る.石 囲 い の 内側 に は頭 の な いか な り粗 末 な作 りの石 像 が

あ る.板 石 の外 側 に は ホ シ ョー=ッ ァイ ダム遺 蹟 の それ と同 じ一連 の,連 続 した六 角 形文 様 が 施 されて い る.こ の墓 の
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板 石 の一 つ に小 ル ー ン文字 銘 文 が彫 られ て いた の で,当 然,私 は さ っそ く採 拓 した」(K∬eMe田1892,p.17;cfB面ToB

l986,p.82).そ の後 ク レメ ンッ は,彼 が 採拓 した北 側 の 銘文 を含 めて 本遺 蹟 に関す る重 要 な情 報 を新 た に補足 してい る.

即 ち 厂この湖 の 西岸 に,岸 か ら約200サ ー ジ ェ ン(=427m),廃 墟 か ら北 へ約3ヴ ェ ルス ター(=3.2㎞)の とこ ろに,5

フ ィー ト(=152cm)離 れ て2基 の石 の墓 が あ る.… ・西 側 の1号 墓 は,東 西 の長 さが8フ ィー ト(=244cm)で 南北 の幅

が5フ ィー トで あ る.墓 は4枚 の接 した板 石 に よって 囲 まれ てい た が,そ の う ち多か れ 少 なか れ残 っ て い た のは,西 側

と南側 の板 石 で あ る.北 側 と東側 の板 石 は,地 面 か らわず か 数 イ ンチ 出 てい る に過 ぎない.残 って い る板 石 の高 さは25

フ ィー トで,長 さは南 の板 石 が5フ ィー ト,西 側 の板石 が4フ ィ ー トで あ る.板 石 は薄 層状 の,よ り適 切 に い えば,中

が水 晶 に よって分離 され る縞 状構 造の 種類 か らな る.板 石 の外側 には水 平 方 向 に六角形 が並 ぶ 列 の装 飾 が 刻ま れて い る.

南 側の板 石 の 西 端 には,両 端 がS字 形 が垂 直 方 向 に並 ぶ 縁 飾 りが 残 っ てい る,石 囲 いの 中 の墓 は平 らで,そ こに 両腕 を

胴体 につ け た普 通 タ イプ の 粒 の細 か い花 崗 岩 製 の カメ ー ナヤ=バ ー バが あ る.右 腕 は肘 を 曲 げ て手 を上 につ けた 普通 タ

イプ状 とな った装 飾 を伴 う垂 直 に続 い て い って い る縁 飾 りの痕 跡 が 残 って い た」(AtlasII,ク レメ ンツ の解 説 メモ,pl.

LXXIII,fig2(J.)).

(3)1927年 にバ ンバ ーエ フは,ハ ル ポル 篇ハ ン遺 蹟 か ら北西 に3ヴ ェ ルス ターの地 点 で,テ ユル ク の埋 葬地 を見つ

け,次 の ように 書 き記 してい る.「 ・… これ らは昨 年,現 地 のモ ン ゴル人 に よって財 宝 目当 て に掘 り返 され てい る.か

な り大 きな石 が深 さ約15サ ー ジ ェ ンの穴 に投 げ込 まれ てい た り,地 中 に埋 まっ てい る」(BaM6aeB1927,p.2).ま た彼

は写 真 撮影 と拓 本 及 び ス ケ ッチ を した と記 す が,現 在 は ただ スケ ッチ のみ 残 され て い る.な お彼 の証 言 か らは,本 遺 蹟

は1926年 に盗掘 を受 け た際 に,西 方 の遺 蹟 は破 壊 され た こ とが判 明 す る.

(4)ラ ドロフ は ク レメ ン ツか ら送付 され た拓 本 をAtlas,pl.LXXHI-2aに,そ の修 正 拓 本 を2bに 掲 載 して はい る もの

の,原 拓本 の質 が あ ま り よ くない ため に,そ の修 正 拓 本 か ら窺 え る各 文 字 は,今 回我 々が採 取 した拓 本 か ら窺 え る文字

とは大 幅 に異 な っ てい て,そ の まま利 用 す る 事 は危 険 で あ る.む しろ,パ ル シが 撮影 した 写真 か ら窺 え る銘 文 は極 め て

鮮 明 で あ り,こ の箇 所 につ いて い え ば今 日ま で それ ほ ど損傷 を受 け て い な い こ とが窺 え る.ま たバ ンバ エ フの採 っ た拓

本 は現 在,行 方 不 明 で あ り,た だ彼 の銘 文 ス ケ ッチ の み ウ ラ ンバ ー トルの モ ンゴル科 学 ア カ デ ミー歴 史 研 究 所 に収 め ら

れ て い る よ うで あ る(cfK朋 皿TopHblm978b,P,243).

(5)ラ ドロ フは本 銘 文 の 字体 が ボ ル ガ ン県 イへ=ア ス ヘ テ(ま た は フル=ア スヘ テ)碑 文 の そ れ と同 じ とみ な して

い る(ATIM,p.259).ま た ク リ ャシ ュ トル ヌ ィは本 遺 蹟 とル ー ン文 字 銘文 の 年代 をBainDavan-ye一 ㎜anや イへ=ア ス ヘ テ

遺 蹟 と同様 に8世 紀 とみ なす(K皿 顕mTopHH員1978a,p.241).碑 文 の文 字数 は右 側 の 銘 文が29字,左 側 の銘 文 が9字.2

点 の分 離記 号 は使 用 され て い ない.文 字 の高 さは,右 端 ・左 端 の銘 文 と も約4～65cmで ある.

(6)南 側 の 銘文 と 北側 の銘 文 は 同 じ板 石 に彫 られ,無 関 係 で はな い と思 わ れ る.そ の こ とは文 字 の形 や寸 法 の 点で

異 なる点 は な く,各 語 句 の 間や 末尾 には2点 の 分離 記 号 は使 用 され ず,代 わ りに イ ェニ セ イ碑 文 に特徴 的 な悲嘆 の 感情

を示 す感 嘆語aが 刻 まれ て い る こ とか ら支 持 され よう.お そ ら く板 石 で の文 字 の進 行方 向 は現 在 は破 損 して存 在 しな い

板 石 の右 端上 部 か ら始 ま り,右 側 の銘 文 に続 き,そ の末 尾部 分 か ら今 度 は 上 方 に向 か い,そ の 後再 び旋 回 な ど して,左

端 の銘文 へ と繋 が っ てい た と考 え られ る.そ の点 で は イへ=ア スヘ テ第2碑 文 の刻 文状 況 に類 似 してい た とい うこ とが

で きる か も知 れ な い.本 碑 文 で 注意 す べ きは,板 石 右 端 の銘 文 の動 詞語 尾 は2人 称 で記 され て い るの に,左 端銘 文 は3

人称 で記 されて い る こ とで あ る.そ の原 因 は 何 に 由来 す る のだ ろ うか?銘 文 末尾 の 下 に は なお余 白が あ るの に,何 も記

され て いな い点 か ら見 て,一 連 の銘 文 は ここ で終 わ った こ とが知 られ る.こ うみて くる と,本 銘 文 は一 連 の 銘文 の 最末

尾 に位 置 してい た に相 違 な く,そ の場 合 に考 え られ るの は通 常 の碑 文 の書 式 に照 ら して,刻 銘 者 自身 の 行 為 に 関す る箇

所 とみ なす こ とが で きる.動 詞yarat一 の前 は欠 け てい て,作 った もの が何 なの か は不 明 であ るが,大 澤 は この末 尾 の文

章 の冒頭 には本 銘 文 を含 む遺 蹟 や遺 物 の 作 成者 の 名前 が 記せ られ て いた可 能 性 は高 い と考 え る.

参 考 文 献:Atlas,pl.LXIII,explanationoffig.2G),pl.LXXI,1-4,explanation,p1.LXXIH-2a,2b,explanaUon;ATIM,p.259;

KπeMe田1892;Dudinl892;DeLacosに1911,p1.25;BaM6aeBl927;MSSP,pp.61-62,fig.5,p.128,pls.72-73;ETYII,p,103;

Bo珊,PP.38-39;Kljachtomyjl976,PP51-54;K朋 皿TopHH飯1978a,PP238-255;K皿qnrropHbl最1978b,PP575-576;CaHxM∬ 職B

1993,p.49,丘g.124;Tekinl964,p.139;B祕ToBl986a,p.129;Bo洫oBl9866,pp,74-89;B耐ToB1996,pp.50,58,fig.37;林

1991,pl76;林1996,pp203,261.

テ キ ス ト ・翻 訳TextandTranshtionoflkh・Khanui・Norl蝨scription

以 下,翻 字(Transliteration)は ボ ル ドと の 共 同 成 果 で あ る が,転 写(Transcdption)と 翻 訳 は 大 澤 の 責 任 で 提 出 す る.

翻 字 と転 写TranshterationandTranscription

(東 側 の 板 石 の 北 端 上 部 の 銘 文)

(zγ)aszkynabdzoznaBwNこaQzGNWabr〃 〃/

////おizk註yinabedizi】 〕izinabun～ …aqazγanuaber【dniz】

(東側の板石の南端上部の銘文)
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/〃YRTibrtia

1//yaratfbertia

Trans亘ation

[Inscriptiononthenorthernsideoftheeasternsarcophagus】

Alas!Whatapity!0,youa(騨edyourom㎜entsasthisinthe爬a,撮as!

[lnscripdononthesouthemsideoftheeastemsarcophagus】

He(orThey)constructed(〃),alas!

和訳

(東側の板石の北端上部の銘文)

ああ!悲 しい!後 方に,あ あ,汝 等はこのように汝らの模様を獲得してやった.あ あ1

(東側の板石の南端上部の銘文)

彼(彼 ら)は 作ってやった,あ あ!

訳 注

a…蛤iz:ETYH,p.103;K朋 ㎜ropHH岨978a,pp.243で は 冒頭 の箇 所 をsizと,ま た動 詞 語幹ber一 の所 で切 断 され た後 に続

く動詞 人称 語 尾 を 一iniz(汝 等 は)と 補 っ てい る.そ れ はbedizの 後 に2人 称 複 数形 の所 有語 尾 一iηizが付 され て いる か ら

で あ ろ う.し か し大 澤 は本 銘 文 の切 断 され た最 初 の2文 字 が既 に ラ ドロ フが翻 字 した よ うに,zγ で始 まっ てい る こ と

に注 目 したい(ATIM,p。259).こ の2文 字 が如 何 なる単 語 の 末尾 で あ るか は知 る由が ない とはい え,少 な く とも動 詞 語

尾 で ない こ とは明 らか であ る.つ ま りasizの 前 の語 も,そ の後 に続 く銘 文 字 句 と共 に連 続 した 文章 の 一 部 に相 当す る

と考 え られ る.そ うで あれ ば,文 が完 結 して もいな い の に,人 称代 名 詞 のsizが 挿 入 され る こ とは考 えに くい(冒 頭 の

字句 はzで 終 わ る単語 に対格 語 尾 一γが付 され た形 と見 る こ とは可 能で あろ う).以 上 の理 由か ら大澤 は冒頭 部 のasiz

につい て は人称 代 名詞sizで は な く,イ ェニ セ イ碑 文 で多 く見 られ る挽 歌形 式 の碑 文 で 常用 され る感 嘆 語asizと 解 す る

テキ ンの解 釈(Te㎞1964,p.139)を 採 用 した い(な お テキ ンはそ の前 の 語 を?aこiγ と記 し,こ こで も悲 嘆 の言 葉 に解 し

て い るが,次 に もasizと い う悲 嘆 の語 が くる こ とか らす れ ば,意 味が 重 な り採用 で き ない).次 に本 銘 文 の末 尾箇 所 に

つ いてETY,p.295;K皿 ∬皿TopHb瞰1978a,p243はberIdniz】 と,Tekinl964,p.139も ほぼ 同様 にber[diniz]と 補 ってk・て,

大 澤 も賛 成 で あ る.本 銘 文 は悲 嘆 の語 を各 単 語 間 に挿 入 して,死 者 に対 す る悲 しみ を訴 え てい る こ とが 知 られ る.こ の

場 合,追 悼 の対 象 とな って い るの はbedizの 後 に2人 称 複数 形 の所 有 語尾 一iηizで示 され て い る よ うに亡 くな っ た 「汝

(等)」 で あ る.こ の 銘 文 は生 き残 った 者達 が 死 者 を2人 称 の形 で 呼 びか け た形 式 か らなる.死 者 達 が 自身 の た め に

bedizを 得 た こ と を述 べ るが,実 際 の所 は生 き残 っ た死 者 の親 族等 が,死 者 達 の葬 儀 の 際 に多 くのbedizを 作 り与 えた こ

とを死者 の側 か ら表 現 した と解釈 で きよ う.

k装yin=ATIM,p.259で は 冒頭 の字 句 と1語 の よ うにsezkeyin<sez-k一(e)y三nと 取 って 「私 は追悼 した い 」 と翻訳 したが,

sezke一 とい う動 詞 の在 証 例 は ない.他 方,ETYII,p.103で はekeyinと 転 写 す る もの の,訳 して い ない.Tekin1964,p,

13gで はkayin!と 転 写 して,「 悲 しい!」 と訳 したが,既 にK朋 皿TopHH疏1978a,pp.243-244で 批 判 され た よ うにそ の よ

うな用 例 は ない.こ こは素 直 に 「背 後 で;後 方 で:後 で」 の意 味 を持 つkeyinlkedin(ED,p.704b;DTS,p,293,295)と 見

るべ きで,bedizが 作 られ た(彫 られた)場 所 を指 して い る と大澤 は考 え る.

bed眈=先 行 研 究 で はbediziqizinを 「汝等 の仕事 で もって」(ATIM,p,259),「 汝 等 の装 飾 を」(ETY,p.295),「 汝等 の勢

力 で もって」(Tekin1964,p,139)と 様 々 に解 釈 され て きた.た だ し,こ の語 の本 来 の 意味 は 「模 様;装 飾 」(ED,p.310a;

DTS,p、90b)で あ り,少 な く ともテ キ ンの い う よ うな意 味 は在 証 され て い ない し,こ こで の 一inを具 格 と見 る には文 章上

無理 が あ り,や は り対 格 と見 なす べ きで あ ろ う.ク リャシ ュ トル ヌ ィ(K朋mTopH翩lg78a,pp.244-250)はbedizの 意 味

を各 種 の文献 や,ル ー ン文字 史 料 か ら博 捜分 析 して,そ の意 味 の一 つ に 「石像 」 が あ る こ と を明 らか に し,こ こで も石

像 と見 なすべ きこ とを主 張す る.た だ本 銘文 の 場合,自 身 のbedizをkeyin「 後方 で」,即 ち本銘 文 の 記 された板 石 よ り

も西 方 の ある場 所 で,得 た とい う文脈 で使 用 され て い る.そ の場 所 とは具 体 的 に は本 来西 側 に あ った 石 槨 板 石 か,東 面

の石槨 内部 で あ る可 能 性 は高 い。 さ らにbunこa「 こ の よ うに」 「これ ほ ど多 く」(ED,p,349a)を 意 味 す る語 は,本 銘文

で は動詞 のqazγan一 を修 飾 す る副 詞 で あ り,質 量面 でbedizが 優 れ てい た こ と を強 調 して い る.大 澤 は こ う した 状況 か ら

見 てbedizと は西面 板 石 に彫 られ て いた花 柄 模 様 や格 子 文様 を指す か,ク レメ ンツの 発見 当 初 の報 告 やMSSP,p.128,pls.

72-73で 示 され て い る よ うに東 方 の石槨 内部 に置 かれ て いた 石像 のい ずれ か を指 して い る と考 え る.た だ本 遺 蹟 の建造

当初 か ら石像 が石 槨 内 部 に置 か れ てい た か どうか は不 明 で今 後 の検 討 課題 で あ る.そ れ故,現 在 の所 はbedizを 文 字通

り,「 模 様」 と解 釈 して お きたい.

αazYanuaber【tiniz】=既 に上 で 述べ た理 由で,ber一 の 後 に は 一tinizを補 った.た だそ の場 合,動 詞ber一 は前 置 され た動

詞qazγan一 に連用 形 語 尾 二iを付 け て,「 直 ち に;確 か に」 とい っ たニ ュ ア ンス を付 帯 させ る補 助動 詞 と しての 機能 を持

つ こ とが 知 られ る(cfATG,p.131).そ れ故,こ こ では 「汝 等 は(直 ちに,ま た は確 か に)獲 得 した」 とい うニ ュア ンス
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で訳 す こ と も可 能 で あ るが,こ こは 厂獲得 してや っ た」 と補 助 動詞 の意 味 を もたせ て訳 して お く.

yara"berti=ATIM,p.259;ETY,p.295で は本箇 所 の銘 文 につ いて は全 く言 及 して い ない.し か しMSSP,p.128,pls.

72-73に は は っ き りと左 側 の銘 文 が確 認 されて い て,我 々の拓 本 と比べ て も遜 色 は な い.一 方 ク リ ャシ ュ トル ヌ ィはモ

ンゴル 国 ウラ ン バ ー トル の歴 史研 究 所 で バ ン バ エ フの取 っ た銘文 のス ケ ッ チ(ク レメ ン ッの拓 本 よ りも上 質 とされ る)

をも とに解 読 を進 めた が,そ の 際,彼 は最 初 の 文字 をY字 では な く,B字 と見 な してba縦ber丘 餌z1と 読 み,厂 彼 は(自

分 の)容 器(cocy八,Ky60K)を 与 え た」 と解 釈 して しま った(K朋 皿TopH餅1978a,p,244).し か しこ こは我 々の拓 本 か らみ

て もま たMSSP,p.128,pls。72-73か らみ て も明 らか にY字 で記 され て い る.そ れ故,ク リ ャシ ュ トル ヌ ィ説 は受 け入 れ

が た い.こ こは 「作 る」 を意 味 す る動 詞語 幹y訂at一 に連用 形語 尾 の 一iがつ い た形+補 助 動 詞ber一 に過去 形 一缸のつ い た形

で,厂 作 っ てや っ た」 と訳 せ よ う.
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シ ヴ ェ ー ト=オ ラ ー ン 遣 蹟SiteofShiveet・U1跚n

林 俊 雄 ・森 安 孝 夫

αoshioHAYASmlTakaoMO】 圈YASU)

調 査 場 所=ボ ルガ ン=ア イ マ ク,バ ヤ ン=ア グ ト;ソ ム,湾 曲 したハ ヌ イ河 に南 か らフ ヌ イ河 が流 れ 込 む地 点 のす ぐ

北 にあ る比 高差55mの 岩 山 の上 の,東 に向か って低 くな る尾根 上 に位置 す る.ア ルハ ンガ イ=ア イマ クのハ イルハ ン=

ソムか ら北 へ27㎞,ジ ー プでハ ヌイ河 を渡 っ て約45分.Aalto1966,p.16に 概 略 地 図 あ り.

調 査 日時:1997年8月23日.

調 査 者=森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ。

調 査 方 法:林,吉 田,片 山,大 澤 が巻 尺 で長 さを計 測.ま た北 にあ る別 の 小 山 の上 か ら側 面 図 をス ケ ッチ(Plate5a

参照,高 さは誇 張 され てい る).写 真 ・ビデ オ撮影.片 山が チ ョー クで石 獅 子 の側面 にあ るヤ ギ型 の タ ム ガ を浮 き上 が

らせ た.た だ し,そ れ につ い て は既 に指摘 が あ り,そ の 図版 も発表 され てい る(cfXapxay6崩1982,pp.118-119,figs.10,

ll).

遺 蹟 の 現 況=西 側 の 高 い ところ に 崩 れ た方 形 の積 石塚 があ り,そ の 中央 部 は盗 掘 の ため に 凹 んで い る.積 石 塚 の東

斜 面 とそ の下 に 石 人 ・石羊 ・石 獅 子 が並 ん で い るが,原 位 置 で は ない.2つ の石 獅 子 の左 後脚 に ヤギ 型 タ ム ガが刻 まれ

て い る.現 在 石 像 の一 部 はハ イル ハ ン=ソ ム の文化 セ ン ターや ボ ル ガ ン=ア イマ クの エ ル デ ネ ト市 の博 物館 に置 かれ て い

る(Ba叩1997,p.95).遺 蹟全 体 は単 純 に石 を並べ ただ け の石 列 で 囲 まれ,四 隅 と各 辺 の途 中 に石 堆 が あ り,あ たか も城

壁 とそ の張 り出 しを模 して い るか の ように 見 え る.東 端 の石 堆 の上 には,石 碑 の ため の長 方 形 の礎 石 が あ る.礎 石 の上

に立 っ て い た と思 わ れ る石 碑(文 字 は な く,タ ム ガが 多 数刻 まれ てい る)は 現 在 ハ イ ルハ ン=ソ ム中 心 の寺 の境 内 に五

体 投 地用 の板 石 と して置 か れ てい る(林1996,p,208).

遺 蹟 の 景 観=森 安 担 当 「行 動 記録 」 参 照.

遺 蹟 の 図 面 ・写 真=Aalto1966,pp.5-6に ラム シ ュテ ッ トに よる遺 蹟全 体 の推 定 復 元 図 あ り.し か し これは あ ま りに

大胆 で,に わ か に信 じが た い.こ れ に対 してB祕TOBI996,p.36に あ るプ ラ ンは信 頼 が お け る よ うで あ る.我 々 の現 地で

の簡 単 な測 量 に基 づ い て作成 したP亘ate5aも ほぼ これ に近 い.

我 々 が3箇 所 に分置 され て い るの を確 認 したシ ヴ ェー ト=オ ラー ンの石 彫 は,石 人 が9体,石 獅 子 が4体,石 羊 が6

体 であ っ た.今 回 はそ の うち の石 羊6体,石 獅 子3体,石 人8体 につ い て,バ ヤル の手 にな るP置ate5c・5且を掲 げ る;

Ran聡tedt/Gran6/Aalto1958,pp.82-90に は,こ の遺 蹟 の一 部 の写真 や,遺 蹟 に属 してい た石 彫 な どの写 真 が あ るが,

編 者 自身が?マ ー ク を付 して い るpp.87-90に ある4枚 の うちpp.88-89に あ る2枚 は本 当 にシ ヴ ェ ー ト=オ ラー ン遺 蹟 の

ものか どうか極 め て疑 わ しい.と くにp.89の1枚 は,鹿 石 とキ ルギ ス=フ ール で あ る ら し く,全 く別 の遺 蹟 と断定 して

よかろ う.一 方,pp.84-86の3枚 の写 真 に見 える石 羊 ・石 獅 子 ・石 容器(革 袋?)は,現 在 はハ イルハ ン=ソ ム の文化

セ ンター に保 管 され てお り,石 羊 はバ ヤ ル のス ケ ッチ のSh㏄pNo.6に,石 獅 子 はバ ヤ ルの ス ケ ッチ のLionNo.3に 相 当

す る.こ れ に対 してpp.82-83に 見 え る2体 の石 人 につ い て は,頭 部 は いず れ も現 在 行方 不 明 で あ り,p.83の 石 人 の 身

体 部 も行 方不 明 で あ る.か ろ う じてp.82の 石 人 の身体 部 の み,現 地 で確 認 で きたが,ラ ム シ ュ テ ッ トの写真 は裏焼 き

で ある ので,注 意 され た い.

考 察=1912年 に最 初 に ラ ム シュ テ ッ ト隊が 調査 して い る(Ramstedt1Gran61Aaltol958,pp77-90).立 地 と構 造 は,突

厥 ・ウイ グル時 代 の墓 廟 とか な り異 な り,ユ ニ ー クで あ る.ヴ ォイ トフ は,遺 蹟 全体 が東 西 方 向 に長 く,西 部 に積 石塚

が ある とい う点 で は第 一 突厥 の 遺 蹟(ブ グ トや イデ ル)に 似 て い る とみ な して い るが,そ れ ら とは異 な っ て こ こには石

人が 存在 す る こ とか ら,第 二 突 厥 に属 す る と判 断 してい る(B萌ToB監996,p.30).1977年 に こ こを調 査 した ク リ ャシ ュ ト

ル ヌ ィは こ の 遺 蹟 が第 二 突 厥 初 代 の イ ル テ レ ス可 汗(骨 咄 禄)の もの と み な し た が,そ の 根 拠 は 示 さな か っ た

(K朋 皿mpHb財1978b,pp.575-576).こ の 説 を受 け継 い だ ヴ ォ イ トフは,石 碑 に刻 まれ た タ ムガ の数 が,イ ルテ レス 可汗

の最 初 の 同志 の人 数で ある70に きわ めて 近 い とい うこ とを論 拠 と して あ げて い る(B萌ToB1996,p.88).

我 々 も実 際 に確 認 し た よ うに,石 獅 子 の側 面 にヤ ギ型 の タ ム ガが あ る事 実 に よって,こ の 遺蹟 が も と もと突厥 の 阿史

那氏 ゆ か りの もの で あ った こ とは確 実 と思 われ るが,ラ ム シ ュテ ッ トらの報 告(Aaltol966,pp.4,8)に よれ ば,「 ウ イグ

ル」 「可 汗」 とい う語 を含 む ル ー ン文 字 銘 が あ った ら しいの で,注 意 が必 要 で あ る.そ もそ もラ ム シュ テ ッ トは この遺

蹟 を,突 厥 で は な くウ イグ ルの もの と考 え て い た.積 石塚 の み に着 目す れ ば,確 か に シ ネ ウス遺 蹟 と よ く似 て い てそ の

方 が 理解 しやす い が,逆 に突 厥 王 族 の象徴 で あ るヤ ギ型 タム ガの説 明 がつ か な くな る。

林 は,石 人 の 細 部 の表現 や技 法 は,ビ ル ゲ可 汗廟 や キ ョル=テ ギ ン廟 な ど突厥 時 代 の遺 蹟 の石 人 に似 て い る とい う印

象 を もっ た.ま た森 安 は,ラ ム シ ュテ ッ トの写 真(p.82)に 見 える 人物 の頭 部 は,中 国 で 出土 す る唐 三 彩 の ラ ク ダや馬 を

引 く胡 人像 の顔 と よ く似 て い るの で,ソ グ ド人 とみ な して差 し支 え ない ので は な いか と考 えて い る.

参 考 文 献:八opxcYp3H1957;Ramstedt1Gran61Aaltolg58,pp.77-gO;騰nこenlg5g,pp2gl,294(plate);Aaltolg66,pp.3-g;

Aaltol971,p.107;K朋 皿TopHH疏1978b;Xap)Kay6崩1979,1982;Bo轣oB1986a,1996;林1991,1996;Ba∬p1997.
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林 俊 雄 ・森 安孝 夫

(ToshioHAYASm!TakaoMORIYASU)

調 査 場 所=ア ルハ ンガ イ県 ハ イ ルハ ン=ソ ム の ガ ンデ ン寺 境 内.

調 査 日時=1997年8月23B.

調 査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:拓 本 採取.採 拓 中 に写真 撮 影.

碑 文 の 現 況=境 内 に五 体 投 地用 の板 石 と して置 か れ て い る(林1996,p.208).タ ム ガば か りた くさん あ って,文 字

はな い.上 端 は カマ ボ コ型 で,な んの模 様 もない.下 端 に はホ ゾが わ ずか に残 っ てい て,本 来 の ホ ゾの 幅 は55～60cm

くらい と推 定 され,シ ヴェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 にあ った礎 石 のホ ゾ穴 の大 きさ と矛 盾 しな い.全 体 は縦224cm,横 幅 は上

方 で80cm,下 方 で84cm,上 方 の厚 さは22cm.玄 武 岩 ら しい.五 体 投 地用 に使 われ て い る ため,表 面 の タム ガは か な り

す り減 って お り,か つ 本堂 に近 い方 の 上 端が わ ず か に持 ち上 が っ てい て,地 面 との 問 に隙 間 が あ る.裏 は荒 削 りの ま ま

の凸 凹状態 で,文 字 もタム ガ もな い.

碑 文 の 写 真=Ramstedt/Gran6/Aaltol958,p.81.た だ しこの写 真 は リ タッチ され て い る よ うで,あ ま りに は っ き りし

てい る.

碑 文 ス ケ ッチ=Aaltol966,p.7;Bo伽oB1996,p,89.

碑 文 拓 本 所 蔵 機 関:ロ シ ア科学 ア カデ ミー(?);モ ンゴル科 学 アカ デ ミー歴 史研 究所.

考 察:碑 面 に刻 まれ た 多数 の タム ガ を一次 的 な もの,即 ち本 来 これ らの タム ガ を描 くため に本 碑 文 が立 て られ た とす

るの が一 般 的 な 考 え方 で は あ るが,そ れ に し ては タム ガは余 りに雑 然 と並 んで い る印 章 を受 ける.も しか した らこの碑

文 は本遺 蹟建 設 の 由来 を書 くため に用 意 され た もの で あ るが,な ん らか の 事 情 で放 棄 され た もの で あ り,そ こに彫 られ

た タム ガ は二次 的 な もの か も しれ な い.

参 考 文 献lRamstedt/Gran6/Aaltolg58,pp.77.81;Aaltolg66;Aaltolg71,p.107.
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大 澤 孝(TakashiOSAWA)

調 査 場 所:モ ンゴル 科学 ア カデ ミー歴 史研 究所(ウ ラ ンバ ー トル)の 前 庭.

調 査 日時:1996年8月13日.

調 査 者=森 安,片 山,大 澤,松 田,松 川,松 井,オ チ ル,ボ ル ド,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法=参 加 者 全 員 が写真 撮 影,森 安,片 山,大 澤,バ ッ トル ガが ビデ オ撮 影,銘 文 面 と左 右側 面 の 箇所 の拓本 を

2部 ずつ 採 る.石 柱 の寸 法 を メジ ャーで 計測 す る.

碑 文 の 現 況:銘 文 は,最 上 部 の所 で真 ん中 に はへ こみが あ り,後 方 はで こ ぼ こで あ り,上 か ら下 へ い くにつ れ てす

ぼん だ灰 白色 の花 崗岩製 柱 状 の 磨 かれ た面 に右 か ら左へ 横 に12行 刻 まれ て い る.な お 銘 文,花 柄 模 様 の上 か ら重 な る

ように描 か れて い る.な お花 柄模 様 は正面 の み な らず,両 側面 に まで描 か れ てい る.ま た正 面 の左 右 の 角 は滑 らか に削

られ てい る.我 々 の調査 に よれ ば,地 上 か ら出た石 柱 の 高 さ は137cmで(1975年 に本碑 文 を調査 したシ ネ フ ー論 文

皿 胚H3xYY1979,p301に よれ ば この石 柱 の全 長 は170cm),最 上部 の幅 は26cm,側 面 の幅 は正 面 の縁 取 り部 分 を除 い て上

部 の 出 っ張 り部分 は42cm(シ ネ フ ー に よれ ば30cm),下 部 の最 小 箇所 は29cmで あ った(シ ネ フー に よれ ば25cm).

なお シ ネ フーは花 柄 模様 と銘 文 の刻 まれ た正 面 の幅 を17cmと す る.我 々の計 測 で は縁 を除 い た正 面 幅 が約15cmで あ っ

た こ とか らす れ ば,彼 の計 測 値 は正 面 の両 側 の縁 取 り部分 も含 めた横 幅 で あ る と思 わ れ る.な お 正 面 の 左 端縁 取 りの幅

自体 は約5.5cm,右 端縁 取 りの幅 自体 は約5cmで あ る.な お 皿HH3xYY1979,μ301に よれ ば石 柱 頭 部 のへ こみ部 分 の幅

は15cm,高 さ12cm,深 さは10cmで あ る.銘 文 の下 には釣 り針 型,そ の下 に は雄 ヤ ギ型 タム ガが 刻 まれ てい る,こ れ も

シネ フー に よれ ば,釣 り針 型 タム ガの 長 さは15cm,雄 ヤ ギ型 タム ガは 高 さ15cm,横 幅が10cmで,彫 りの 深 さは05cm

であ る.ル ー ン文字 の彫 られ た箇 所 の寸 法 は高 さ約37cmで あ り,碑 文 全体 の4分 の1強 で あ る.ま た本 来刻 まれ て い

た当初 の 文字 数 は2点 の分 離 記 号 も含 め て,1行 目に3文 字,2行 目に11文 字,3行 目に11文 字,4行 目に10文 字,

5行 目に10文 字,6行 目に11文 字,7行 目に11文 字,8行 目にll文 字,9行 目に11文 字,10行 目に12文 字,11

行 目に12文 字,12行 目に12文 字 と なる.個 々 の文 字 の高 さは約2cm,文 字 の彫 りの深 さは2-3㎜ で あ る.但 し,

銘 文 の両 端 は縁取 り線 上 及 び花柄 模 様に重 な って刻 まれ た上 現 在 で は摩 滅 した箇所 もみ られ,判 読 を 困難に してい る.

碑 文 の彫 られ てい る表 面 の範 囲 は縦37cm,横 約16cmで あ る.

碑 文 の ス ケ ッチ ・復 元 図 ・写 真:HIMH3xYY1980,p,44に スケ ッチ.本 書 では 計測 結 果 をPlale6と して掲 げ る.

拓 本 所 蔵 機 関:モ ンゴ ル国科 学 ア カデ ミー歴 史研 究所;大 阪大 学 文学 部.ブ イ ンラ ン ド国 ブ イ ン=ウ ゴー ル協 会.

考 察 ま た は解 説=

(1)発 見調 査 の 経緯:本 碑 文 は1973年 に ア ルハ ンガ イ県 の カ ラ=バ ラガ ス ン城址 か ら北 へ8㎞ の 地 点,ジ ャラ ン

タイ()Kapama斑)河 左 岸 で,ア ルハ ンガ イ県 ポ トン ト=ソ ムの(8年 制)高 校 の歴 史教 師 ミ ャグマ ル ジ ャ ウ(MqrMap)KaB)

に よ り発 見 され,高 校 に搬 出 され た.そ の後1975年 に,シ ネ フー を含 む蒙 ソ歴 史 文化 合 同調 査 団碑 銘 班 が こ の石柱 を

調査 した 際,こ の石 柱 に銘 文 が刻 まれ て い る こ とが 判 明す る.翌1976年 に,ウ ラ ンバ ー トルの 歴史 研 究所 に移 管 され

た(IHHH3xYYI979,P.301;口1朋3xYYI980,P.42;Bo㎎,126).

(2)ボ ル ド,片 山,大 澤,バ ッ トル ガは1996年8月25日 に カ ラ=バ ル ガス ン城址 を訪 れた 際,現 場 に現 れ た牧 民

か ら,現 在 の ジ ャ ラ ンタ イ河 は城 址 か ら2㎞ 先 に流 れ て い る とい うこ とを 聞 き知 った.ま た ボル ドに よれ ば,か っ て

のジ ャ ラ ンタイ 河 は埋 め立 て られ て しまい,碑 文 が 発 見 され た 頃の面 影 は な く,碑 文 の 当初 の位 置 は現 在 で は不 明 で,

また発 見 当初,そ こ には 白い 石碑 と黒 い石 碑 が あ った とい う こ とで で あ った.

(3)な お ポ ッペ 及 びバ ンバ ーエ フは1926年7月29日 に カ ラ=バ ル ガス ン城址 か ら西北1㎞ の地 点 で 四角 形 の断 片

を発 掘 調査 した 際,以 下 の よ うな報 告 を残 して い る.即 ち,「 蒙古 人 等 は この 石碑 の附 近 に,バ ラ ・バ ル ガ ス ン廢 墟 の

反封 の側 に,も 一 つ 長方 形 の石 が地 上 に横 つ て ゐ る こ とを教 え て呉 れ,そ してそ れ は6i`q`iK`T`eq`y皿y(ビ チ クテ ・チ ュ

ルー)即 ち 「銘 文 あ る石 碑 」 で あ る と斷言 した.踏 査 の結 果,實 際碑 文 あ る碑 石 が あつ た.碑 石 に は數 行 に亙 り甚 だ細

か い(1～15cm)古 代 トル コの ル ー ン字體(rune)で 碑 文 が 彫刻 して あ る.石 碑 の 長 さは121cm,幅25cm.銘 文 は一面 の

一半 だけ に書 か れて ゐ る
.惜 しい哉,石 碑 は 非常 に損 傷 し,か つ碑 文 も非 常 に保存 が 悪 くなつ て ゐ る.け れ ど も石 摺 り

は撮 つ た.こ の 石碑 は オ ルホ ン學術 探 險 の際 に發 見 された か,ま た この碑 文 はそ の時撮 影 され た か決 定 し兼 ねた.何 と

なれ ば碑文 は こ れ を通讀 す る こ とが 出來 るか ど うか と言 へ ば,通 読す る こ とは全然 絶 望 で あ る もの と して,『 古 代蒙 古

古跡 集 』 に収録 され な かつ た か も知 れ な いか らで ある.こ の石 碑 は廣 い草 原 に ころ がつ て ゐ て,そ こ に は墳 墓 の跡 もま

たは石像 も全 く見 當 た らない こ と を附記 して 置 く」(ポ ッペ1942,p,227).「 エ ル デニ=ズ ウに歸著 してか ら私 はポ ッ

ペ と共 に更 に北 方 ハ ラバ ルガ ス ン に旅行 した.ハ ラバ ル ガス ンの 附近 で 二 本 の 石柱 を發 見 したが,そ の 一 つ に はオ ル ホ

ン文 字 の銘 を刻 した」(バ ンバ ーエ フ1941,p,77).ポ ッペ の報 告 に い う石碑 は長 さが121cm,幅25cmで あ り,シ ネ フ ー

計測 に よる全 長170c瓜 幅17cmと は 食い 違 いが み られ るが,そ の 発見 場所 及 び 「銘文 が 一面 の一 半 に だ けに書 か れ て

い る」 とい う状 況 か らみ て本碑 文 の こ とを指 してい る可 能 性 は高 い.ま た バ ンバ ー エ フの報 告 に も2つ の 石柱 が 発 見 さ

れ,そ の1つ に オル ホ ン文 字 が刻 され た と報 告 され た もの も本 碑 文 に相 当 す る と考 え られ る.ま た バ ンバ ー エ フの い う
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2つ の石 柱 とい う表現 は,上 記(2)で 述べ た ご と く,発 見 当 時 に は 「白 と黒 の2つ 碑 文 が あ っ た」 とい う伝 承 と も一

致す る事 は興味 深 い,更 にポ ッペ報 告 で は こ の碑 文が 広 い草 原 に転 が っ て い て,墳 墓 や 石像 の近 くに な か った とい う点

も,本 碑 文 の建 造状 況 や 性格 を考 え る上 で重 要 な示 唆 を与 え て くれ る もの とい え よ う.

(4)シ ネ フー は本 石 柱が 本 来 カ ラ=バ ル ガ ス ン宮 城 の建 築資 材 で あ った.が,花 柄 文 様 の上 か ら碑 文 及 び雄 ヤギ型 タ

ム ガ と釣 り針 タ ム ガが 刻 まれ てい る こ とか ら,石 柱 はそ の後碑 文 を刻 む た め に再 利 用 され た と見 な した.つ ま り本碑 文

は東 ウイ グル可 汗 国 時代9世 紀 中 頃 に年 代づ け られ る と して,両 唐 書 ウイ グル伝 そ の他 に東 ウイ グル 国 の滅 亡期 にそ の

名が 挙 げ られ た将 軍 の句 禄 未 賀 を,碑 文 冒 頭 に見 られ る クン チ=ブ イ クキ に同 定で きる と して論 を進 め てい る.し か し

なが ら彼 の 時代 決定 の根 拠 となる銘 文 第3～5行 目の 解釈 には 問題 が あ り,ま た最 後 の人物 比 定 につ い ては既 に フデ ャ

コフが否 定 した よ うに(xy朋KoB1990,p.87),音 韻面 か ら見て も到 底 受 け入 れ られ ない.た だ 本石 柱 が最 上 部 に窪 み を も

ち,か つ 石柱 の 正面 や 両 側面 には も と もと入 念 に陰刻 され た花 柄 文 様 の あ る面 の上 か ら銘 文 や タム ガが 陰刻 され てい る

ことか ら見 て,石 柱 は碑 文 の ため に再 利 用 され た と言 う見方 は正 しい と考 え る.現 在 ま での 所,本 碑 文 の発 見場 所 付 近

に突厥 時 代 の建 造物 や 城址 が 見 つ か って は い ない とい う現 状 か らす れ ば,本 石 柱 が カ ラ=バ ル ガス ン城 址 の 一部 で あ っ

た可 能性 は 高い と思 われ る.ま た碑 文 と同時 に彫 られ た2つ の タム ガはお そ ら くは碑 文 の主 人公 が 所属 す る氏部 族 の タ

ム ガで あ るが,こ れ は8世 紀 前 半 の突 厥 第 二 可 汗 国期 に属 す るオ ンギ碑 文 や そ のバ ルバ ル 石,ま た ホ シ ョー=ツ ァイ ダ

ム第 三遺 蹟 のマ ウ ン ド内 部 の石 像 に見 られ る こ とか ら,本 碑 文 の主 人 公が 突厥 の可 汗氏 部 族 た る 阿史 那 王 家 と何 らか の

繋 が りを有 して い た可 能性 も考 慮す べ きで あ る.一 つ の推 定 と して,本 碑 文 は離 散 した旧 突厥 部 族 の一 部 が 東 ウ イグ ル

可 汗 国 内部 で活 動 してい た こ とを物 語 る一 史料 とい え るの か も しれ ない と大 澤 は考 え てい る。

参 考 文 献=HIMH3xYY1979,pp.301-305;田MH3xYY1980,pp.42-43,56-57,66;Bo㎎,pp,38-39;CaH)KM夏 τaB1993,p.50,∬g,

128;Xy月 ∬KoB1990,pp84-89.

拓 本 所 蔵 機 関=ロ シア科 学 ア カ デ ミー言 語 学研 究 所;モ ン ゴル国 科学 ア カデ ミー歴 史研 究所;大 阪大 学 文学 部.

テ キ ス ト ・翻 訳TextandTrans且ation

以 下,翻 字(Transliteration)は ボ ル ドと の 共 同成 果 で あ る が,転 写(Transcdptlon)と 翻 訳 は 大 澤 の 責 任 で 提 出 す る.

[Fromtoptobottom]

Trans置itera髄on

lQWn6

2BWYQuQi:rd(m):

3Uqtng:TiDR:

4(i)tm:kidng:

5(i)drUr:rtm:

6kUk:tηr重da:

7QWTm:YWYqa:

8BWLTi:YGiz:

9yrda:YWL[im:】

loQiSGa:Bw(L)[til

llt(gm)ka:BW(L)[ti:]

12BW(Q)a:WGLm[ti】:

Transcription

qunこ

buyquql海dim

6疋}t㎞igロdar

itdmkidinig

idarUr謝tim

k6k嶺 加d註

qutinlyuyqa

boltiyaγiz

yeldayolfm

qlsγabol鉦

銭tiginlk註bol口

buqaoγr㎞ati

Trans貰ation

1・2:

3.5:

6・10:

IwasQun乙Buyquqi.

Iprotectedandshovedthepeoplesoftheeastemareas.

Iusedtopursueafterthepeoplesofthewestemareas.

IntheblueTaηri,myhappinesstumedouttobeslighし

OnthebrownEarth,myway(Le.lif6)t㎜edoutshort,1

11・123Buqa,mysoガsnamewaswo曲yofmyact,

和 訳

1私 は ク ンチ=

2ブ イ クキで あ っ た.

3東 方(の 諸族)を 私 は防 ぎ,

4押 しの けた もの だ った.西 方(の 諸族)を

5私 は追 っ た もの だ った.
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6蒼 き天 にお い て

7我 が幸 運 は薄 く

8な った.褐 色 の

9大 地 にお い て我 が 道(人 生)は

10短 くな った.

11我 が行 為 に相 応 しか っ た.

12ブ カな る我が 息 子 の名 は,

訳 注

1・2,qun乙buyquqi=シ ネ フー は翻字 で は後 者 の 単語 の 第4番 目の文 字 をQと 判 読 す る に も関 わ らず,転 写 及 び翻 訳 で

は この文 字 をRに なお して 「ブユ ル ク」 と読 む.お そ ら く後 舌系 のQ字 は後舌 系 のR字 とは左 側 の跳 ねた ス トロー ク

が上 に延 び るか 下 に延 びる かの 違 い しか な いた め,R字 に変 えた に過 ぎな い.に も関 わ らず,彼 は 「ク ンチ=ブ ユ ル ク」

とい うよ うに人 名 と して読 むが,も しそ うであ れ ば,こ の単 語 の最 後 に付 され た 一iについ て は どの よ うに説 明 で きるの

か,何 ら説 明が な い.彼 の よう に 「ブユ ル ク」 と見れ ば,最 後 の 一iは3人 称 所 有 接 尾辞 と解 され,「 ク ンチ の ブユ ル ク

で あっ た,私 は 」 と訳 すべ き所 を,彼 は そ の よ うに はせ ず に,両 者 と も人 名扱 いで あ るの は奇 妙 と言 う ほか な い.我 々

の拓本 か らは問 題 の文 字 は や は りQ字 と見 るの が至 当 で あ る.そ れ 故,こ こは ク ンチ=ブ イ クキ と言 う人名 で,本 碑文

の主 人公 と解 す べ きと考 え る.

3,∬dar:シ ネ フーは こ の語 をa直d肛 と転写 し,次 行 の冒頭 の語it(d)i皿 と併せ て 「避難 所 を与 え た;か くま った

(叩顕K)T珂JI)」と露 訳 した(HIHH3xYYl979,p.302).し か しa齟arな る語 の在 証例 を見 つ け る こ とはで きな い.大 澤 はそ れ

故,「 妨 害 す る,防 ぐ(toobstruct,resαain)」 を意 味す る動 詞 語幹tid一(ED,p.450)に 現在 形 の 動詞 語 尾 一(a)rが付 加 され た

形 で あ り,次 行 の動 詞itdmと 併 せ て一 連 の行 為 を示 して い る と考 えた.そ の 際,一dmは 前者 の動 詞 に は繰 り返 しを避

け て省 略 され てお り,ま た ア オ リス トに過 去 形 が付 した 形 で過去 の回想 表 現 を指 し示 してい る.な おi雛hnに つ い て は

etdmと 転 写 して 「私 は組織 した」 と訳 出 で きるか も しれ な い.

5,黼rnr3シ ネ フー は この語 をi㎞rと 転 写 し,次 の 翫dmと 併 せ て,「 押 しのけ た(oTro∬Kqbm)」 と訳 す(HIHH3xYY

1979,p.302)が,i倣 一には その よ うな意 味 は な く,「 追 いか け る,追 跡 す る(topursue,tofol董ow)」 とい う意 味で あ る

(ED,p.67,edar一).そ して ここ も先 の 直darittimの 対 語 的 表現 と して理 解 され,過 去 の 回想 表 現 と見 る こ とが で きる.

9,yo賦m:シ ネ フー は この語 を 「我 が足 取 り(Mo∬ 取y恥6a);我 が歩 み(mxo耶a)」 と訳 す(1皿 盟H3xYYl979,p.302).yolは

"road;waジ 以外 に 「旅;時;方 法 」 な ど様 々 な意 味 が あ るが
,大 澤 は 「道 」 を後 続表 現 と併 せ て 「人生 行 路」,も し く

は人生 の残 り時 間が 少 な くなっ た こ と を意 味 す る隠 喩 表現 と解 釈 して い る.

11,飆g㎞ 嶮bol∬=シ ネ フー はtag㎞kaの 語 をtagmakaと 転 写 し,bok董 と併 せ て 「滅 びた(cTa∬om6HHTb)」 と訳 す が

(皿玖H3XYY1979,p.302),t註 騨kaの 語構 成や,な ぜ そ の ような意 味 にな るの か につ い て全 く説明 しな い。 古代 トル コ語 で

は与格 語 尾 は通 常 一ka/-qaで あ るか ら,そ うなる とt護gmaは 「～ず つ(every);す べ て の(any)」 を意 味 す る語 か,「 至 る,

攻 め る,触 れ る,関 心 が あ る,価 値 が あ る」 を意 味 す る動 詞語 幹tag一(ED,p.476)に 動 名 詞 形成 語 尾 のm註 が接 続 した形

か,も しくは 「話 す 」 を意 味 す る動 詞 語幹 伽 に 「～ す る人 」 を意 味 す る分 詞形 一gmaの 付 した形 しか考 えに くいが,い

ず れ の場合 で も 「滅 び る」 とい う意 味 を引 き 出 す こ とはで きず,シ ネ フ ー の解 釈 に は従 え な い.そ うな る と可 能性 あ る

転 写 は①tag孟mk註bol虹,② 甑gimkaboltiの いず れ か とな ろ う.① の 悟gimは 「称 号 や資 格 が 与 え られ る こ と;相 応 しい も

の,受 けるべ き もの(entitlemenちwhatisdue)」(ED,p.482)い わ ゆ る 「価 値 あ る もの 」 を意 味 した り,「 返 報 を得 る こ と,

獲 得物(To,qToμo羝Tae珥 ∬,HpMo6peTe田e);取 得,利 益(derErwerb)」(VWTD,p.1037)の 意 味 を持 つ.も しこの意 味 な ら

ば,全 体 の文 章 は 「価 値 あ る もの に相応 しか っ た」 とい う意 味 に なる.因 み に与格 語 尾 一ka1-qaは 「代価,等 価」 の機

能 を持 ち,動 詞bo殖 と併 せ て 「～ にぴ っ た りだ;～ に見合 う;～ にふ さわ しい 」 の意 味 を持 つ(現 代 トル コ語 で の,与

格 語尾 一a1-e+動 詞olduの 構 文 に相 当 す る).し か し,こ れ で は意 味 が不 明瞭 とい う印象 を免 れ ない.そ れ故,私 は先

の②adgimk註boltiを 採 用 す る.甑gimは 動 詞 訌t一に動 詞 か ら名 詞 を形 成す る語 尾 一gの付 いた形 で,「 仕 事,動 作,行 動,

成 功」 を意味 す る(cfED,p.50,Tek量n1995,p.26),こ れ だ と全 体 の意 味 は 「我 が行 為 に相 応 しか っ た」 とな る.atigim「 我

が 行為 」 とは本 碑 文 の 第3～5行 目で 述べ ら れ た よ うな主 人公 の 数 々の 軍 事 的 功績 を指 す もの と見 て よ い で あ ろ う.で

は この文 の主 語 は何 か とい えば,シ ネ フーが 考 え た と同様 に,次 行 に くる 「主 人 公 の息 子 の 名前 」 と見 なすべ きと考 え

る.全 体 の意 味 と して は,余 命幾 ば くもない 主 人公 の優 れ た功 績 に対 して,彼 の息 子 にBuqaと い う名 前(成 人名,ま

たは称 号)が 主君 や 部族 長 か ら授 け られ た こ とを述 べ た箇 所 と大 澤 は解 す る.

12,Buqaα 直ma綴=最 後 のaα の文 字 は我 々 の拓 本 か らは確 認 で きな い.シ ネ フー等 が 読 ん だ時 期 以 降 に,現 地 か ら碑

文 が搬 出 され た 際 に文 字が 摩 滅 して しまっ た 可 能性 は十 分 にあ る.ま た シ ネ フ ーが言 うよ うに本 碑 文 の 文 章構 成 は前半

3連,後 半3連 か らな り,後 半 の文 末 で は韻 が踏 まれ る形 態 とな って い る.そ の意 味 で も末尾 にbolα の 一tiと同 じ韻 を

踏 む 韻 が来 る こ とは何 ら差 し支 え はな い であ ろ う.そ れ故,こ こ は補 って 訳 出 して お くこ と とす る.

(145)



ム ハ ル 遺 蹟 の 亀 趺Tortoise・ShapedSoclefromSiteofMukhar

大澤 孝「(TakashiOSAWA)

調 査 場 所=ト ゥブ=ア イマ ク,ゾ ー ンモ ドの トゥブ県博 物館 の前 庭.北 緯47度42分,東 経106度59分,高 度1560

m.

調 査 日時=1997年9月14日(日)

調 査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:写 真 ・ビデ オ撮 影.亀 趺 の 計測 と,脇 腹 の左 右 両面 の タム ガの 簡易 拓 本作 成.

亀 趺 の現 況1も とも と本 亀 趺 は トール河 左 岸,ト ゥブ県 ウ ンジ ュー ル=ソ ム にあ る ムハ ル(ま た は ム ク ル)遺 蹟 の マ

ウ ン ド東 方 に置 か れて い たが,後 年 に本博 物 館 に搬 送 され た.亀 の全 長 は176cm,高 さ58cm,中 央 の ほ ぞ穴 の あ る台 ま

での高 さは52.5cm.亀 趺 は肩 の付 け根 の箇 所 で2つ の部 分 に割 れて い たの が接 合 され,底 に は長 方形 の底 石 にセ メ ン

ト付 け して 固定 されて い る.後 方 か らみ る と,左 側 にゃ や傾 い てい る.頭 部 はや や上 方 に もち あげ られ,左 目は摩滅 の

ため か確 認 され な い.甲 羅 の下 の窪 み か ら両 手,両 足 が 浮 き彫 りで 描 かれ て い る.甲 羅 の 中央 を横 断 す る細 長 い台(横

79.5× 縦19.5～24.5cm)に は横 長 の ほぞ 穴(横515× 縦9.5cm,深 さ17～18cm)が 彫 られ,こ こ に碑 文 の ほ ぞ を挿入

す る構 造 に な っ て い る.亀 の ち ょ うど脇腹 に あ た る,台 の左右 の張 り出 し部 に は動物 の タム ガが ひ とつ づ つ 浮 き彫 りさ

れて い る.台 の 左 側 には漢 字 の 「巳」 を想 起 させ るヘ ビ型 タム ガが 刻 まれ て い る.但 し,現 在 で はヘ ビ の真 ん 中か ら頭

部 はそ の痕跡 が僅 か に確 認 され る程 度 で あ る.高 さは16cmで 底 辺 の 長 さは19cmで あ る.一 方 の 台 の右 側 に は内 側 に

やや 窪 んだ菱 形 の頭 部 とそ の一 隅 か ら上 に細 くの び た角 を もつ 雄 ヤ ギ型 タム ガが刻 まれ てい る.高 さは18cm,口 先 か ら

尻 尾 まで の長 さは18cmで あ る.な お 吉 田 に よ る両 タム ガ の乾拓 及 び大澤 に よるス ケ ッチ と計測 値 も参 照(Piates7a・7c).

遺 蹟 の 図 面=今 回 はムハ ル遺蹟 での 調査 はで きなか った.但 し亀 の 本来 の位 置 を示す 意 味 でB祕ToBl996,p.41,fig.

15を 転 載 してお くこ と とす る.

考 察=

(1)調 査 の経 緯:本 遺 蹟 は1891年 に ヤ ドリ ンッ ェフ に よ り発 見 され(鋤pH田eBl892a,p.29;痂pHHueBl901,p12),

彼 の撮 影 した写真 に基 づ くスケ ッチがAdas,p1.XIHに 掲載 され た.そ の 図版説 明 に よれ ば,ラ ドロ フは この背 中 の穴 に

差 し込 まれ て い た碑 文 は既 に見 当 らない こ とか ら,「 お そ ら くは モ ン ゴル 人 が近 くの僧 院の ひ とつ に再 利 用 した ので あ

ろ う」 と述べ てい る.そ の後,1925年 夏 に は コズ ロ フが こ こ を訪れ,遺 蹟 の 中央 付 近 で発 掘 を行 な った(Ko3πoB1949,

pp,87-90).同 年 やや 遅 れ て ボ ロ フカが遺 蹟 の 発掘 調 査 を行 ない,石 人 の調査 や 亀 に つい て の記 述 を残 した(BopoBKal927,

pp,12,79).そ の後1983年 に は蒙 ソ合 同調査 団考古 碑 銘班 が本遺 蹟 の プラ ンや石 人 の 計測 調 査 を実 施 す る.な お亀 趺が

いつ 頃,ト ゥブ県博 物 館 に搬 送 され て きた のか は残 念 な が ら不 明 で ある.

(2)ク リャ シュ トル ヌ ィは亀 台 の右 側 の雄 ヤ ギ型 タム ガ の特 徴 か ら,本 遺 蹟 が 突厥 第 二可 汗 国 期 の 阿史 那氏 族 の カ

ガ ンに属 す る もの とみ なす.ま た台 の左 側 の ヘ ビ型 タム ガは,当 時 の 十二 支獣 法 で 蛇 年 を示 してい て,本 遺 蹟 の被 葬者

の葬儀 がな された年 と解釈 し,こ の条 件 に見 合 う人物 と して,716年 に死 ん だ カ プガ ン可 汗 を想 定 す る(Klyashtornyj

lg77,p.588).ま た ヴ ォイ トフ もこの 見解 を支持 して い る(B祕ToB1986,pp.123-124;林1gg1,p.170;Bo㎞B1996,p.32;林

1996,p.225).確 か に遺 蹟 の大 規模 な こ とや屋 根付 き追悼 建 造 物 の存 在 を予 想 させ る瓦 や レンガ の存 在,石 人 の形 態,亀

趺 な どの存在 か らみ て本遺 蹟 の 被葬 者 が 第 二 可 汗 国期 の 可汗 クラ ス に属 す る こ とは動 か ない とは思 わ れ る.し か し,ヘ

ビ型 タム ガを卒 年 を意 味 す る もの と解 して,被 葬者 を カプ ガ ン可 汗 に比 定 す る点 には疑 問 が残 る.と い うの も突 厥 第二

可 汗 国期 に属 す る遺 蹟 の 中 に はヘ ビ型 タム ガ も平行 して 刻 まれ て い る もの も知 られ て い るか らで あ り,こ れ らの遺 蹟 も

ヘ ビ年 に葬儀 の 行 な われ た もの とい うこ とに な りか ね ない か らで あ る.む しろ大 澤 はオ ンギ碑 文碑 頭 両 面や バ ルバ ル石

の幾 つか に刻 ま れ た タム ガ が雄 ヤ ギ型 タム ガ と釣 り針 型 タム ガの2つ か ら構 成 され る こ とか らそ の被 葬 者 が 傍 流 阿史 那

家 に属 す るこ と 考 え られ て い る よ うに(オ ン ギ遺蹟 の項 目を参照),本 ム ハ ル の亀 趺 の タ ム ガ も,こ の 遺 蹟 の 被葬 者 が

雄 ヤギ とヘ ビの2つ か ら構 成 され た タム ガで 示 され る傍 流 阿史 那家 に属 し た こ とを示 して い る と考 え る.こ の 観点 か ら

す れば,本 被葬 者 が カ プ ガ ン可 汗 で あ る可 能 性 は否定 され ない に しろ,彼 に特 定す る には遺 蹟 を さ らに検 討 す る ことが

必 要 で あ る.

参 考 文 献=加p盟HueBl892a,p.29;5砿p耽 田eBlgO1,p.12;Radloffl894,pl.XHI;Ko3∬oBlg4g,pp87.gO;BopoBKalg27,pp.

12,79;Klyashtomyj1977,P.588;Bo妊PoB1986,PP.123-124;林1991,P170;Bo最ToB1996,P32;林1996,P.225;Ba叩1997。
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キ ョ ル=テ ギ ン 亀 趺 銘 文

EpitaphontheTortoise-ShapedSocleofK61・TeginInscription

片 山章雄(AkioKATAYAMA)

調 査 場 所:ア ルハ ンガ イ=ア イマ ク,ホ シ ョー=ッ ァイ ダ ム,キ ョル=テ ギ ン遺 蹟 内.キ ョルこテ ギ ン碑 文 の 東数mの

とこ ろに 断片,同 碑 文 の北約10mの とこ ろに亀 趺 本体 が あ る.

調 査 日時:1996年8月23～24日.

調 査 者=森 安,片 山,大 澤,ボ ル ド,バ ッ トル ガ.

遺 蹟 ・碑 文 の 現 況=遺 蹟 の現 況 につ いて は,行 動記 録 の該 当 日を参 照.

調 査 方 法:ま ず キ ョル=テ ギ ン碑 文 の 近 くにあ っ た2断 片 の う ちの1断 片 が,形 と文字 の 行 数か ら同 碑 文 の 一部 と し

て は接合 しな い こ とが 判 明 したの で,断 面 の 形 や石 質か ら亀 趺 本体 に接 合 す るだ ろ う と推 測 し,両 者 の 間 を何 度 も往復

して確 認 の上,モ ンゴ ル側 の助 力 を得 て断 片 の方 を亀 趺 本体 の とこ ろに運 び接 合 した.後 に確 認 した先 行 砺 究 にあ る写

真 やテ キ ス トを 検 討す る と,銘 文 の あ る断 片 の状 況 は以 前 か らそ れ ほ ど劣 化 して い ない よ うで あ る.現 地 で計 測 お よび

写真 ・ビデオ撮 影(8月23日),銘 文 部分 の採拓,拓 本 の写 真 ・ビデ オ撮 影,そ の後 断片 は元 の位 置 に戻 してお いた

(8月24日).

考 察 ・解 説=現 地調 査 の 時点 で はBa3H∬xaHI969論 文 を知 らなか った ため,断 片 と本 体 の接 合,亀 趺 に銘 文 が あ る

こ とを発 見 と思 い 込 んで い たが,と もに指摘 が あっ た こ とが 判 明 してい る.こ の 断片 が亀 趺 の 一 部 ら しい こ とにつ いて

は,Jisll960c,p.69;Tryjarski1966,p.170も 参照.今 回 の調 査 の意 義 は,断 片 と本体 を接 合 させ た写真 を撮 影 で きた こ と,

接 合 させ なが ら亀 跣 の寸 法 計測 を した こ と,そ してRintchenl968に お い て拓 本 の よ う に掲 載 され て い る もの(下 記 では

「不 完全 拓 本」 と表現 した)が,例 え ばそ の2～3行 目 を採 取 した拓 本 の 同所 と比 較 す る と,隣 接 行 中 の 文字 の位 置 関

係 が 正 し くな い こ とが 判 明 した こ と,等 々 が あ げ られ る.銘 文 の テ キス ト研 究 と して は,読 め る行 で も1～3単 語 しか

確 定で きない ため,な お 十 分 で は ない.先 行研 究 の 中で はManlz1972が 比 較 的 よい と考 え られ る.分 担者 は拓 本 と写真

に依 拠 して下記 のテ キ ス トを作 成 した.

図 面 ・写 真 ・模 写 等=銘 文部 分 につ い て は,Rintchen1968,pp.40,69(以 上,不 完全 拓 本);Ba3H∬xaHl96g,p.

253;MatuzI972,p.22,丘g.7;Bo叩 蓋990,p52(以 上,模 写).亀 趺 全 体 の写 真 に つい ては,DeLacostelgl1,pl48;Jfsl

l960c,T貳3,Abb.2;CaH)KM∬TaBl993,Ta6.109.本 書 で は拓 本写 真 か ら トレー ス した 図(Piate8)を 掲 げ る.

拓 本 所 蔵 機 関:モ ンゴル科 学 ア カデ ミー歴 史 研 究所;大 阪大 学文 学 部.

参 考 文 献:Jfsll960c;Rintchenl968,pp.40,69;Ba3聞xaHi969,pp.253-255;Matuz1972,pp.21-24;Bo瓢1990,pp.52-53.

テ キ ス ト ・翻 訳TexεandTranslation

以下,翻 字(Transliterahon)は ボル ドとの 共 同成 果 で ある が,転 写(Transc加tion)と 翻訳 は片 山 の責 任 で提 出す る.あ

ま りに断片 的 な ため,注 を付 し議 論 を展 開 す る こ とは避 け る.

Trans且iteration

lBWDN

2[b]glr:BWDN_

3.yi:k証ltign:bir

4GTmN:1sDm:(nt)(G)

5(k)髄zm:.〃G:..

6。 亘lO

7...

Tran㏄ription

bodun

[ba]gl蓊 』rbodun111

-yi(?)k61teginbir

1〃atamヨhbasadimantaγ

k6z廿m〃 〃 〃

ノ61U一

〃1

Trans且ation

lpeople

2わ δ95,people,111

3〃K61Tegin,one(?)

41〃Iledmyfahter.Thus

5myeyes〃 〃1

611beingkilled

71〃

和 訳

民

ベ グ た ち,民,1〃

〃 〃 キ ョル=テ ギ ン,1(?)

1〃 我 が 父 を,私 は導 い た.そ の よ うに

私 の 目 〃 〃 〃 〃

〃 死 ん

〃1
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イ フ=ホ シ ョー トゥ遺 蹟 とキ ュ リ=チ ョル碑 文ソ
SiteofIkh・KhoshootandKilii・Corinscription

林 俊雄 ・大 澤 孝

(ToshioHAYASmlTakasbiOSAWA)

概 観(大 澤 孝)

調査 場 所:ト ゥブ=ア イマ ク,デ ル ゲ ルハ ン=ソ ム か ら北 へ約30㎞ の イ フ=ホ シ ョー トゥに位 置 す る.北 緯46度55

分,東 経104度33分,高 度1560m.遺 蹟 の 地 図 と して はClauson/Tryjarskilg71,p.g;Tryjarski1962,f孟g.22を 参 照.

調 査 日時=1997年9月4～5日.

調 査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法=写 真 ・ビデ オ撮 影.9月4日 には瓦 や レ ンガ を拾 集.翌 日 には碑 文 の拓 本 作業 に並 行 して,大 澤が 石人 と

石槨 周 辺 の遺蹟 デー タを先 行調 査 の 数値 と突 き合 わせ つつ,ス ケ ッチ と計 測 値 をメ モ.林 も石 人 の 簡易 計 測 を行 な う。

バ ヤル は石 人の詳 細 な スケ ッチ と計測 を行 な う.バ ル バ ル石の距 離 や湾 曲状 況 につ いて はジ ー プの 走行 メ ーターで 計測.

遺 蹟 の 現 況=本 遺蹟 は東西 軸 に長 い隅 丸 方形 の 土 塁で 取 り 囲 まれ てい る.た だ本 遺 蹟 の場 合,オ ンギ遺蹟 や トニ ュ

クク遺 蹟 に認め られ る よう に,土 塁 を築 い た と きにで きる内崛 は風化 の ため か,痕 跡 が わず か に認 め られ るにす ぎない.

また土 塁 自体 も極 めて低 く,外 側 の地 面 との識 別 は困 難 で あ る.土 塁 の寸 法 が東 西40× 南 北30m(コ トヴ ィチ 計測

値),53×35m(ヴ ォイ トフ計 測値)と 計 測者 に よ り一 致 しない こ と も土 塁 の識 別 困難 な こ とを物語 っ てい るが,筆

者 は現 時点 で は後 者 の 数値 を採 用 して お く.土 塁幅 は約5mで あ る.

土 塁 に囲 まれ たマ ウ ン ドの西 方 に は直径 約12mの 円形 の 土堆 が み られ,そ の 中心 に は直 径約7mに 亘 り円形 に表面

が 削 られ た跡 が確 認 され た.さ らに この 内側 には東 西2× 南 北3.1mの 方 形 の くぼ み跡 が確 認 され,西 北 隅 と西 南 隅 に

は板 石 断片 が 一 つず つ 置 かれ て い て,本 来 こ こに石 槨 が ひ とつ配 され てい た こ とを推 測 させ る.石 槨 は 土 塁 の西 辺 か ら

約10mの 所 にあ る.

ま た この窪 み の西 方 と東 南 方 に は,石 槨 の 側板 石 断片 が模 様 の ある方 を上 に横 倒 しされ て い る.こ の うち,西 方 の側

板石 断 片 はや や黄 色 っぽ い花 崗岩 製 で あ る.縁 か ら約22cm内 側 には二 重 の 内線 が 引か れ て い る.も と もと縁 取 り箇所

には唐 草文 様 が 描 か れ て い た よ うで あ り,そ の残 画 が微 か に認 め られ る.さ らに内線 の内 側 に は蓮 華 の 花 弁 と突 起 形 の

植 物文 様 が描 か れ,こ れ を挟 む よ うに2羽 の 両翼 を拡 げ た鳳凰 像 が 太 い線 で 陰刻 され てい る.筆 者 の計 測 で は大 断片 の

寸 法 は最 も突 き出 た箇所 で縦96× 横116cm,厚 さは約12cmで あ る.こ れ は コ トヴ ッチ に よる縦96× 横116cmの 計測

値 とほぼ一 致 す る.1962年 時 に こ の石槨 断 片 を写 真撮 影 した トリヤ ル ス キは コ トヴ ィチ 撮 影 の石槨 断片 とを示 しつ つ,

か な り破 損 が 進 んで い る こ と を指 摘 して い る(Tryjarski1972,p.38,figs.2,3).ま た トリヤル ス キ は この断 片 の寸 法 を97

×130cmと 記 す.縦 の長 さにつ いて は問 題 な いが,横 幅 につ いて は,彼 が計 測 の 際,大 断片 を右 上 断片 と右 下 断 片,

左 下断 片 と接 合 させ た計 測 値 をだ して い るた め で ある,も し トリヤ ル スキ の数 値 を もと に横 幅 を復 元 す る な らば,内 線

の枠 内 の横 幅 はそ の 中央 の 植物 の茎 か ら端 まで は約1mは あ るか ら,こ れ に縁 取 り幅22cmを 加 えて約240cmは あ っ

た であ ろ う.ま た この大 断 片 に左 側 に も,も とは一 断片 を構成 して い た10個 ほ どの破 片(43×50cm,厚 さ14cm)が 散

在 して い る.そ の 一 つ に は左 側 の鳳凰 の脚 にあ た る箇所 の残画が み られ る.ま た大 断片の 右側 に は約8片 の砕石 が あ り,

こ こで も右 側 の鳳 凰 の脚 か左 羽 の残 画 が確 認 され る.そ の大 き さは約65×85cmで あ る,

一方
,石 槨 の窪 み か らやや 東南 方 に もやや 灰 色 っ ぽい花 崗 岩製 の板石 断片 が2片 あ り,左 側 の方 は横60× 縦71cm,

厚 さ約14cm,右 側 の 方 は横llO× 縦92cm,厚 さは14cmで あ っ た.縁 取 り幅約22cmの 内部 に は渦 巻 き文様 の一 部 が認

め られ る.両 断 片 の 内 線 か ら内 部 に は左 右 対 称 に箒 の よ うな湾 曲 した模 様 が5本 浮 き彫 りされ て い る.そ の主 部 にあ た

る箇所 は損 傷 が 激 し く,復 元 は容易 で は な い とは い え,か つ て コ トヴ ィチ が述 べ た よ うに こ こに は獅 子 が刻 まれ てい た

ので あ ろ う.先 の湾 曲 した浮 き彫 り線 は石 槨 板 石 中央 で頭 を むけ た一対 の獅 子 の尻 尾 とみ なせ よ う.

さて,こ の方形 窪 み の東 辺 か ら東 方へ 約7mの 地 点 には寸 法 が東 西5× 南北6mの 方 形 の 高 ま りが確 認 され,そ の 中

央付 近 には長 い 細 く掘 り返 され た発 掘 跡 が確 認 された 。 ま た この高 ま りの 西側 付 近 の一 角 には先 の丸瓦 や平 瓦,レ ンガ

の大小 破片 が 集 め られ て お り,ま た掘 り返 さ れ た箇 所 の 中央 付近 には黒 灰 色 の石 柱 断片 が2つ 置 か れ て いた.そ の 形状

か ら,あ るい は 石槨 の隅 に置 か れ た補 強 石 が 想 起 され るが,オ ンギや .トニ ュ クク遺 蹟 で は石槨 とその補 強石 は材 質 及 び

色 のいず れ の点 で も石 槨 の側 板 石 の それ と同 じで あ っ た こ とか らす れ ば,こ れ は別 の箇 所 か ら運 ばれ て きた石片 で あ る

可 能性 が 高 く,そ の場 合 に は東 方 のバ ルバ ル 石 の一 断 片 で あ った可 能性 も考 え られ る.な お この周 辺 で 採 取 した軒 瓦 断

片 のひ とつ は厚 さが1.8cm,横 幅 が18c駄 丸瓦 断 片(バ ヤ ル採 取)の ひ とつ は厚 さ25cm,直 径約14cmで あ り,縁 飾 り

と して 円形突 起 状 の装 飾 が施 され て いた.ま た レ ンガの 断片 の ひ とつ は横16cmで 厚 さは6cm,縦 は破 損 部 で も16cm

あ る こ とよ りす れ ば実 際 は それ 以上 で あ った ろ う.石 碑 は,土 塁 の東 辺 か ら8mの 地 点 に立 ち,2つ の 平 た い花 崗岩 製

の方形 板石 が接 合 され た台石 の 中央部 に東西 に広 い面 を向 け て立 っ てい る.高 さは台 石 の地 点 か ら突 き出 た部 分 で194

cm,幅60cm,厚 さ18cmで あ る.2つ の台石 は 中央 の所 で割 れ て お り,間 隔 は トリヤル ス キ に よれ ば約7～8cmで あ る.

石碑 の前 か ら土塁 の 東端 まで は石 人6体,石 獅子3体,石 羊2体,円 錐 形 の石 片2つ が 横 倒 しに な った り して散 在 す
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る.第2バ ルバ ル を挟 ん で置 か れ た一対 石 羊 や石 獅 子 は原 位置 に置 き直 して あ ろ うが,そ れ以 外 は不 明 で あ る.石 人 ・

石獣 いず れ も頭部 を欠 く.

石 人No。1:大 きな腹部 を もつ.頭 部 や手 は破 損.高 さ73cm,肩 幅51cm,底 辺 の幅51cm,腹 部 で の厚 さ36cm.

石 人No。2:大 きな腹 部 を もつ.頭 部 や手 は破 損.高 さ78cm,肩 幅55cm,腹 部 で の厚 さ30cm.

石 人No.3:大 きな容 器(樽 か皮 袋)を 腹 で両 手 で抱 えて い る.頭 部 は な い.高 さ59cm,肩 幅46cm,腹 部 で の容 器 を

含 む厚 さ39cm.な お こ れ と同種 の 樽(皮 袋)を 抱 え る姿勢 の もの は オ ンギ遺 蹟 や シ ヴ ェー ト=オ ラー ン遺蹟 に も

確 認 され る.

石 人No.4:帯 よ り上部 箇所 が現 存.両 手 を胸 元 で合 わせ て い る.高 さ56cm,肩 幅40cm,腹 部 で の厚 さ20cm.

石 人No.5:頭 部 は な く,胸 元 で 両手 を合 わせ た上 半 身像.帯 が み え る.高 さ47cm,肩 幅41cm,胸 元 での 厚 さは22

cm,

石 人No.6:頭 部 は な く,恐 ら く胸 元で 両手 を合 わせ てい るが,胴 部 は破 損 が激 しい.・高 さ45cm,腕 の 両肘 間 の長 さは

33cm,腹 部 で の厚 さ20cm.

石 獅子No.1:頭 部 を欠 く下 半 身像.前 脚 を腹 下 に折 り畳 みつ つ も後 方 は下 げ られ て座 った 姿勢.高 さ42cm,長 さ60

cm,両 前脚 の長 さ40cm.首 を上 に延 ば してい る様 子 か ら獅 子像 と判 断 され る.

石 獅子No.2:頭 部 を欠 く下半 身 像.前 脚 を立 て た状 態 で後 は下 げ て座 っ た状 態.高 さ41cm,長 さ51cm,幅41cm.こ

れ も前 方 が上 方 に伸 び上 った 姿勢 を保 っ てい るこ とか ら獅 子像 と判 断 され る.

石 獅子Nα3:頭 を欠 く下 半 身像.側 面 か らは後 脚 が確 認 され,後 方 で は尻 尾 が 反 り却 っ てい る.ま た 頚 部 に は垂 れ下 っ

た た てが み跡 が確 認 され る.

石羊No.1:頭 部 は な く,後 脚 が腹 下 に折 り曲げ られ て い る.後 方 には短 い 尻尾(10cm)が 確 認 され る.頭 部 で の高 さ

52cm,長 さ75cm,幅25cm.

石 羊No.2:頭 部 は な く,前 脚 と後脚 が 腹下 に折 り曲 げ られ てい る。 頭部 の高 さ38cm,長 さ79cm,幅24cm.

円錐 形 石片No.1:高 さ46cm,上 部 の幅19cm,下 部 の 幅28cm.ヴ ォイ トフは これ を石 人 の破 片 とみ る.筆 者 と して は

これ と同様 の 形 態 の 石片 が シ ヴェ ト=オ ラー ン遺 蹟 に も確 認 され,皮 袋 と見 な され る事 か ら,こ れ も同 じ く皮袋 と

推察 してお きた い.

円錐 形 石片No,2:高 さ53cm,下 部 の 幅21cm.ヴ ォイ トフは これ も石 人 断片(胴 体 部)と み る.筆 者 は これ も 先 の

No,1石 片 と同様 の 理 由 で,皮 袋 とみ な して お きたい.

なお本 遺蹟 の 石 人 中,樽(皮 袋)を 腹 部で 抱 え る石 人No,3は オ ンギ遺 蹟,シ ヴェ ー ト;オ ラ ー ン遺 蹟 の 石 人 に も存

在 す る こ とが確 認 され て い る.

さ らに土 塁 東 辺 の 中 央 よ り僅 か に内 側,円 形 に表 土 が露 出 した箇所 の真 ん 中 には黒 っ ぽい花 崗岩 製 のバ ル バ ル石柱 が

完 形 で 固 く地 中 に 固定 され てい る.高 さ109cm,南 北23× 東西26cm.ま た こ の石柱 か ら石碑 の方 へ約2m内 側 に も高

さ約25cmほ どの石 柱 断片 が 地 中 に固 定 され て い る.こ こ に第2の 石碑 が た っ てい た とは考 え に く く,バ ル バ ル石柱 と

み なすべ きであ る.こ の見 解 は ヴ ォイ トフの 本遺 蹟 プ ラ ンに も同様 の記 載 が あ り確 認 され る(B萌ToBl996,p.47,∬g,17) .

そ うで あれ ば,こ の 石柱 断片 こそが 第1バ ル バ ルで,従 来 や や もす る と第1バ ルバ ル とみ な され て きた 土 塁東 辺 の 中央

よ り僅 かに 内側 のバ ルバ ル は第2バ ルバ ル とみ な さね ば な らない.こ の第2バ ルバ ル か ら土 塁 を挟 ん で約7mの 地点 に

倒 れ た第3バ ル バ ル,そ こ か ら約4mは なれ て倒 れ た 第4バ ルバ ル カ§あ り,東 方 へ続 い てい る.長 さは約1㎞ で,約

165個 に及ぶ.ま た この先 端 部 で は北 側 に湾 曲 してい る.

遺 蹟 の 図 面 ・写 真=図 面 と して は1983年 の蒙 ソ合 同調査 団考古 碑 銘 班 に よ る調 査 に基 づ くヴ ォイ トフ作 成 の 図面

(Bo洫oB1996,p.42)と,遺 蹟 の現 状 を示 す意 味 で今 回,部 分 的 に計測 した 数値 に基 づ く大 澤作 成 の 参考 図 面Plategaを

参 照せ よ.ま た遺 蹟 の 写真 と して はKotwicz/Samoilovitchl928,pp.65-67;Tryjarskil971,pl.26;Tryjarskil972,p.419,pls.

4,5;Boπ 江,p.40;Tryjarskilggl,f量g.4g;Sertkayalgg5,p.180,負g。4を 参照.

遺 蹟 の 景観:森 安 担 当 厂行 動記 録 」1997年9月4日(木)～5日(金)の 項 参 照.

考 察:

(1)発 見 ・調 査 の経 緯:本 遺蹟 は1912年 に コ トヴ ィチ に よ り発見 され,彼 に よる調 査報 告 が な され た.ま た碑 文

は拓本 に基 づ きサモ イロ ヴ ィチ が解 読 を公 表 して い る(KotwiczlSam(∬ 董ovitch1928).ポ ー ラ ン ドとモ ンゴル の両 科学 ア

カデ ミーの相 互協 定 に基づ き,第 一 段 階 と して トリヤ ル ス キ隊 が1962年9月30日 と翌 朝 に 同遺 蹟 を訪 問 し,遺 蹟 の保

存 状況 につ いて調 査 す る(Tryj跚ki1962).そ の後 は碑 文 を 目的 に数 多 くの研 究 者 が 同地 を訪 れ て はい る が,遺 蹟 につ い

ては特 筆 すべ き情 報 は 乏 しい.近 年 で は1983年 に ヴ ォイ トフ らが加 わ った蒙 ソ合 同調 査 団碑 銘 班 が 同 地 を訪 れ,詳 し

い遺蹟 デー タや 遺蹟 図 が 公表 され て い る(B萌ToB1986;Bo洫oB1996 ,pp.28-29,32,42,fig.17).

(2)本 遺 蹟 の位 置 付 け:こ の遺 蹟 に属 す る石 碑 には,突 厥 第二 可汗 国期 の 阿史 那氏 に属 す る王 侯 た ち の石碑(キ ョ

ル=テ ギ ン碑 文,ビ ル ゲ可 汗 碑 文,オ ン ギ碑 文 な ど)に 刻 まれ た雄 ヤ ギ型 タム ガ,蝸 首 や 亀趺 は見 当 らない.こ の こ と

は本遺 蹟 の被 葬 者 が 阿 史那 氏 族 出 身で は なか った こ と を示 す.そ れ は,本 遺蹟 には そ れ ほ ど寸 法 の 大 き くない石 槨 が一

つ しか な く,ま た土 塁 の規 模 や 高 さ,さ らに は石 人の寸 法 とい っ た点 で上 記 の可 汗 クラス の遺 蹟 よ り劣 って い る とい う

点 か らも支 持 され る.ヴ ォイ トフの遺 蹟分 類(B醐ToB1986,p。126)で もそ うで あ る よ うに,可 汗 ク ラス の第1型 式 に次
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ぐ第2型 式の遺蹟に位置付けられよう.

(3)石 槨の鳳凰像や獅子像:古 代テユルクの遺蹟で鳳凰像や獅子像の表現をもつものはそれほど多 くはなく,ま し

てや本遺蹟の如く鮮やかな筆致で描かれた ものは稀である.従 来報告された遺蹟中では鳳凰像はホショー一ツァイダム

第1遺 蹟の著名なキョル=テ ギン石像の王冠正面,ホ ショー=ッ ァイダム第四遺蹟の石槨,エ ルデネマンダル第H・ 皿遺

蹟の一つの石槨に描かれ,ま た獅子像はシャタルチョロー遺蹟の石槨に頭 を向かいあうように対にして描かれているの

が知られている.突 厥第二可汗国期のモンゴル高原ではこうした動物像が王侯や上層貴族のための墓廟遺蹟を飾る文様

として流行していたことが窺える.そ もそもこうした動物像は歴代中国王朝では支配者層の墓廟や建造物に権力のシン .

ボル像 として常用されてきたことを想起するならば,本 文様も当時の唐王朝との人的交流を背景を抜きにしては考えら

れない.こ のことは本遺蹟のマウンド中央に散乱する丸瓦,軒 瓦やレンガの砕片から推定される瓦葺きの屋根付き建造

物(廟)の 存在や早 くにラドロフがAtlas,XIVの 図版解説で 「中国人の制作」と推測したオンギ遺蹟の石彫と同様の立

体感溢れる石雕と同類の石人が本遺蹟にもみられることからも支持されよう.

(4)本 遺蹟の第2バ ルバル石は石碑から6m離 れて,土 塁の東辺内側に立っている.さ らに第一バルバル石はここ

から石碑の方に約2mほ どのところに確認される.通 例ではバルバル石はマウンドの東方外側に並んで配されているも

のとしてあまり気にも留めてこられずにきたが,本 遺蹟ではあきらかに土塁の東辺に近いマウンド内部にもバルバル石

が複数確認されたことの意味は大きい.こ のことは同時代のオンギ遺蹟や トニュクク遺蹟にもいえ,土 塁の東辺に近い

マウンド内部にも2つ の未加工立石が確認され,こ れもバルバル石であることが判明する.こ こから我々は突厥第二可

汗国期の遺蹟では土塁の東辺からマウンド内部にかけてバルバル石が複数存在していた事実に気付かされる.今 後は同

時代の遺蹟についても土塁東辺の内側にバルバル石柱が立っていた可能性があるという視点をもって,石 彫タイプの石

人以外の立石を機能面から再検討 してゆく必要がある.な お,土 塁東辺よりマウンド内側にバルバル石がある構造は何

も突厥第二可汗国期に限られない.と いうのも今回,調 査したブグ ト遺蹟を始め,イ デル遺蹟やギンディン=ブ ラク遺

蹟といった突厥第一可汗国初期に属する遺蹟にも確認されるからである(cfB萌ToBl996,p.33,fig.7;p.34,fig.8;p35,

塊.9).今 後,突 厥第一可汗国と第二可汗国における葬法の類似 ・差異に留意 しつつ,こ のマウンド内部のバルバル石の

もつ機能とその系譜についても更なる考察を要 しよう.

拓本所蔵機関=ロ シア科学アカデミー言語学研究所サンク ト=ペテルブルグ支部;ポ ーランド科学アカデミー(cf

TryjarskiI966,p.166);モンゴル科学アカデミー歴史研究所;大 阪大学文学部

解 説:1912年 に 遺 蹟 を コ トヴ ィチ が 調 査 し,碑 文 の 拓 本(厚 手 の 紙 を 押 し込 ん で 文 字 の 凹 凸 を 浮 き上 が らせ た も の)

を と っ た.そ の 拓 本 を利 用 して サ モ イ ロ ヴ ィ チ が 解 読 し,両 者 の 連 名 で1928年 に専 論 が 発 表 さ れ た(Ko臓icz/

Samoflovitch1928:以 下,KlSと 省 略).そ れ に 基 づ い て い くつ か の ル ー ン文 字 の 書 き起 こ し,転 写,翻 訳 が 発 表 され

て い る(ETYI,pp,133-151;PDPMK,pp.25-30;GOT,pp.257-258,293-295;A疏 πapoBl971,pp.334-338).こ れ に対 し,1962

年 に トリ ヤ ル ス キ が 現 地 で 新 た に 拓 本 を と り,ク ロ ー ソ ン と 共 同 研 究 して,書 き 起 こ し,転 写,翻 訳 を 発 表 し た(

Clauson/Tlyjarski1971,pp.7-33:以 下,C/Tと 省 略).従 っ て 今 回 の 我 々 の 拓 本 は3つ 目 と い う こ と に な る.

西 面 に12行,東 面 に13行,南 面 に4行(ClTは3行 とす る),さ ら に西 面 最:下 部 に 水 平 に1行 あ る.石 碑 の 上 部 は

欠 損 して お り,各 碑 文 の 行 頭 の 文 字 数 は 不 明 で あ る.最 も よ く残 っ て い る 行 は 西 面 で5,6行 目,東 面 で9行 目 で あ る.

C/Tは こ れ ら の 行 の 冒 頭 の 不 明 文 字 数 をxと し,そ れ 以 外 の 行 は そ れ か ら さ ら に何 文 字 分 読 め な い か を推 測 し て 具 体 的

な数 字 で 表 わ し た(た と え ば 西 面2行 目 の 冒 頭 はx+7).私 も こ の 方 式 を 踏 襲 す る が,+α の α は 数 字 で は な くス ラ ッ

シ ュ の 数 で 表 し,ま た そ の 数 は 必 ず し もC/Tと 一 致 し な い.行 末 で は,も は や 次 の 単 語 を 刻 む ス ペ ー ス が な い 場 合,

多 少 の ス ペ ー ス は 空 け た ま ま 改 行 し て い る の で,各 行 末 は や や 不 揃 い で あ る.な お 北 面 に も 文 字 を刻 ん だ よ う な 跡 が 散

見 され る が,文 字 で あ る と して も文 章 を構 成 す る とは 思 わ れ な い.

な お,こ の 碑 文 の 主 人 公 に つ い て は,キ ュ リ=チ ョル が2人 な の か3人 な の か,名 称 は キ ョ リ(K61i)=チ ョル と読 む べ

き で は な い か と い う 議 論 もあ る が,本 稿 で は こ の 問 題 に は 触 れ な い.こ の 問 題 を 含 め て,最 近,内 藤 み ど り(1998)が 本

碑 文 の 内 容 に 関 す る研 究 を 発 表 し て い る の で,参 照 さ れ た い.

碑 文 の 文 字 は,ト ニ ュ ク ク 碑 文 の 文 字 と1字 を除 い て 同 じ,キ ョル=テ ギ ン,ビ ル ゲ 可 汗 碑 文 とは2字 を 除 い て 同 じ

だ が,オ ン ギ,シ ネ ウ ス で 使 わ れ て い る 文 字 と は あ ま り似 て い な い.

参 考 文 献=KomMq1914,pp.VI-VH;KotwiczlSamoilovitch1928,pp.60-107;ETYI,pp.133-151;PDPMK,pp.25-30;

Tryjarski1966,pp。160,165,172;Clauson/Tryjarskil971,pp.7-33;Tryjarskil971,p.134,fig.26;A最 八apoB1971,pp.334-338;

Tryjarski1972,pp.38,419,figs.2,3;Hamiltonl974a;Hamilton1974b;Bo赫ToB1986,pp.126-127;BoJI八1990,pp.40-43;

Tryjarskil991,figs.49,57;林1991,PP172,174;B崩ToBl996,PP.28-29,32,42=負9.17;林1996,PP.225-226,280;Ba∬P1997;

内 藤1998,

参 考KOTR四1914,p.VII(訳 林 俊 雄)
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サモイロヴィチが先の報告に補足 して,コ トヴィチが発見 したオルホン文字をもつ石碑に関する予備的報告を行なっ

た.西 面と東面に2つ の大 きな碑文があり,南 面に小さい碑文がある.石 碑がひどく傷んでいるために,碑 文は大部分

読むことができない.新 たに発見された石碑の文字はその形から見て,ト ニュクク碑やその他の初期オルホン碑の文字

に近い.新 たに発見された石碑は罫線で行 を分ける点でもそれらと近い.西 面と東面の碑文はシャダプット=タル ドゥ

シュのキュリ=チュルの軍事的功業の記述にあてられている.キ ュリ=チ ュルはビルゲ可汗碑文の中に知 られてお り,そ

こでは彼はビルゲ可汗の父がハン位に即くさいに参加した貴人の中にあげられている.お そらく2つ の大きな碑文は1

つにまとめられるものであり,そ の場合テキス トは西面に始まり,東 面に終わるのであろう.小 さい碑文はキュリ=チ ュ

ルの葬儀の記述 と石碑が彼のために作られたという記述にあてられている.作 者の名前は読み取れない.葬 儀の参加者

の中にはキュリ=チュルの息子であるイェゲン=チ ュルがあげられている.

このように,コ トヴィチによって発見された石碑は一連の初期オルホン碑の中に入るものであり,歴 史だけでなく言

語学の上からも興味をひく.碑 文にはオルホン河谷の石碑にはまだ見られないいくつもの単語が含まれている.

キ ュ リ冒チ ョル 碑 文 テ キ ス ト ・翻 訳(林 俊 雄)　
TeXtandTranslationofKtili・Cor]【nscription(ToshioHAYASHI)

以 下,翻 字(Transliteration)1ま ボ ル ドと の 共 同 成 果 で あ る が,転 写(Transcription)と 翻 訳 は 林 の 責 任 で 提 出 す る.

翻 字 ・転 写(TransliεerationandTranscription)

W1

W2

W3

W4

W5

W6

W7

W8

W9

WlO

W11

W12

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!1u6登ln]:P[al:【TRQN]:6iQNTwNYuQuQ:aTG:brms〃 〃 〃11

x//////////1/////////11越 ～三Unapa[tarqan】 猷qantonyuquqatiγbermi蓉////////

x〃 〃1(TDQ)D【allyog田rms:i忌B.Ra己iQNiik廿li乙WR:BwLms:乙..1iL・P:1(廿)1(s)//:TWN[YluQuQ/〃

〃 〃1

x///11-tduqday髄gt血rmi蓉i§bara～liqankhli乙orbohni蠢11/1/111ノ ノ/ノノ1tonyuquq11111111

x〃 〃QGN:linta:QRip:dg曲oi:k廿r【t】i:WLG:ukoli6WR:skz・WN:YSp:YuQBWL【Ti】

x/111qaγanelintaqa動ip詛gnb註Oik6r樋uluγkOli～50rs踊zo麺ya蓉apyoqbolti

x/i:廿zlnki:BwzT:rti:kdmb〃 〃 〃1:(L)pirdmi:nta廿k廿kdi:(t)並rk:BWDNQa:W〃 〃 〃 〃 〃

x/16zl競kibozat註rtikadim/!1/1//alpi蔔 』rdamiantakUk苴ditt面kbodunqa11111111/1

xSGRこWLWGN:YGiTuQDa[:nk田 】(i)乙WR:〃 〃 〃 〃 【p】:[S]nこp:口lrp:WGLin:kisisn:BW〃 〃 〃

xsaγir～501uγanyaγittuqda【kmi】6Dr1111!1!ノsan～5ip610rぴpoγlinkisisinbu111111

xBW1(z)lg:TWTDi:yr廿z1〃 〃 〃 〃 〃:rti:[Uk】Oli己WR:tUrkBWDN:b【gl】r〃 〃 〃/〃 〃

x//!azeligmtdiyer6z/1111//11/!1狙ikUli～50rt廿r廿kbodun【bag髭 猛】111!ノ111/11

x/〃 〃[Q]GNiOa:1(i)ノ1〃 〃 〃 〃 〃1blgasin廿6nn:Lpinrdmin匝 乙司n:Q[zG】nti:QIG〃 〃/〃

x111!1qaγani耳 〕aeli111!11!11111!bilgasin髄6Unalpinard㎞n遞 ～5Unqazγanα/ノ1//11

x〃 〃 〃 〃 〃1r〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃[11〃:iSBRablga甑mi乙WR:kisi:(i)!..:bmd鰍 童[Y】uQ〃 〃1〃

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃i訪arabilgak廿1i60rkisi〃 〃evmadUldyoq〃1〃 〃

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃ti:s助sBWLSRIごrg:itrrti:BBLSR;rmla:tgrt田

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 一ロsOηU馳olsarこarige倣 齬avavlasar苜m漉 戯ga血

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃Sn6Di:k乙nda:t廿m(t)sUka:s助sdi:甑 並h6WR:WpLYWtgp:s伽in:

x/!!//111!11//11111111111/1ノ ノ!san～～d董ka～証nd註t血nats藤1鉛sOIjU蓉(lik萄li乙oroplayut註gipsnsin

x〃 〃 〃/LTi〃 〃 〃 〃 〃!1〃 〃 〃[b】sBLiQDa:面rts[助ss藤10sd髄kda:獣 註liこWR:WpLYWtgp:BW

LGYW

x1/!///1alti1//11/1/1!ノ1/1/111be蓉bal狗dat6rts廿 ηh蓉s血q舐蓉dUkdak髄li～ioroplayut誕gipbulγayu

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!1〃[TB】G6Qa:BWn乙a:s廿Osp:Lpin:rdmin:OこOnkn:BWn乙a:TWTD[i]

xノ ノノ///////ノ ノ!ノ/ノ/ノノ///1/mbγa改 】abun～洫s麺口聾蓉懣palpin欲 】醺 ロ廿～∋廿nkgbun～5atutdi

E1

E2

E3

E4

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃1〃:WG[Llin:[kisis】in:wDzTQi(L)DuQi:tduki(yr)L

DuQi

x1////////11111111//11ノ ノ11111111/ノ!1111!1/ノ ノ10γlin【kisisin】uduztuqialduqietd廿kiyeralduqi

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃[bllga:藍kUli乙WR:TRDWヨ:BWDNG:it【i】YWWLRTi

x/////11!!!ノ1/1/ノ/1111//11//1/1111!bi]gak醜li～50rtardu蓉boduniγetiayuolurti

x〃 〃 〃 〃 〃 〃QT[m]:/YzG:廿zl廿ki【n】:binp〃 〃11p:驚rg:Sn乙Di:t〃1〃1td眦da:nk田i乙WR:廿zl甑

i:ygrnT:binp

x///1//11!1/1//1111116zlUkinbinip11!!11筋 乙吾]rigsan～対i1/11111-tdUkdakUli～50r6zltUdyagranatbinip

x〃 〃 〃 〃 〃[il:nta[k】ro:[B】R【P】:yn乙1曲19zg:k[6P]:tmrQPGQa:tzkka:tgisu〃1〃a:QzGnti:TwQzw
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E5

E6

聊

B

E9

E10

E11

El2

E13

GzQa:ytis匝]os:sunsd廿kda

x///////////antak雄Ubaripyin～SU6gUzUgka～ 珪pt励qapiγqattizikkatagi11//////qazγantitoquzoγuzqayetisUηUヨー
s〔iηU鍾dUkda

x/〃 〃 〃/a:tu[k】di:QiTny:TTBi:〃 〃 〃 〃ukda:bs:s並os:s助sdkd【a】:匝kli6】WR:nこQ:blgasi:6Bsirt

i:Lpi:bUksi:rti

x/////////t6kdi?qitanytatabi//11////be蓉sifηti蓉sU:〕 廿蓉dOkd苴[k魏li】 ～三〇ran～Eakbilgasi～Savi蓉'itirtialpib6kasiiirti

x"匝k司li6wR:ytiYgioa:ygr:廿lrti:[Tw】(Qz:ygin)【a】:zGLG:TWn[z】:[剛rti:[QRL】uQ:YGiTuQDa:t

zdas廿OsdUkda

x//kUli～ioryetiya蓉1'Oayeg諏 「(?)61Urdtoquzya蓉iηaaziγ1iγtoOuz6墨 血比iqarluqyaγittiqdatezdas廿0廿 ヨdUkd註　 　
x//1(a):[u幻uli6[wR】:ntaksra:QRLuQQa:ym【a】:s助s【dk】da:idl〃n:binp:wpLYw:tgP:snこa:iDp:T

WpLW:廿ntiYNa:GTp

xbilga(?)kUli乙orantakesraqarluqqayem註sUO蔀dUkdaidi蓋(?)〃/b洫ipoplayutagipsan6aid'ipatupulu6ntiyanaaγ'itl'p

x""stistirti:QRLuQG:k乙gnt〃:Sn己Di:QRLuQ:Tpa:〃 〃 〃Gli:BR(P):zNrg:YNa:bina:s廿[ll】s:kig

urti:QRLuQ:TLnti:a!16as廿n

x////sUsUrtiqarluqfγ///////san～ 油qarluqtapa//11//一 γa蔭baripazintirigyana註viOAsUηU蓉kig直r口qarluqatlantlan～ia『 一_
∫δπ

x[Q】RLuQ:ygrn:rm19:RQaSin:siYw:wRTi:QRLuQ:Nin:TwRw【P】1〃 〃G:1tbr:並ziklti:sir:irk

n:WGLi:yign6WR:khi

xqarluqyagr洫tirnialagarqas'血siyuurtiqarluqaninturup/!1/1!eltab盞 』r6zikalti蓉irirkinoγ11yeg註n60rktilti　 　 　
x〃/〃 〃 〃 〃 〃1〃GLisuldi:s両sp:s廿sin:SnるDi:lin:LTi:wGLin:kisisin:BW[LエN(D)〃(Q)G(N) ./

a:iSBRa:blga:UkUliこWR

x////////!//////1一 γalis齟adis{1【}ti蓉tipsUsinsan～5d翼elina1ロoγlinkisisinbulunad[ip】//qaγan//1冗 §barabilgak廿li～ 三〇r

x〃 〃 〃 〃 〃/〃ruka:TWSWBWUY】(n):廿di:ulgi:n乙armsrnこ:YGiQa:YLηWs:WpLYWtgp:WpL

wkirp:uziiQiSGakrgkBWIti

x////1////////≧ 三些tusubolayi血6diUIUgian6a㎞ 蓉謝in～Syaγiqayal【}usoPlayuttig孟pupulukirip6ziqisγak翫gak

bolti

x〃 〃 〃 〃 〃 〃n:QGN:insi:16WR:tign:klplWLYW(t6r)t:tigt:klp:iSBRa:blga:ukuliこWRG:YWG

LTi:bdzin:bd .zti:WLRTi

x"//////"/"鯉 恤 ・iti16・・t・gi・k註1ip・1・y・t6rtt・gitktilipi'§bar・bilgakUli乙 ・・uγy・γ1・t廿幽badi・titti・1臆 ロ

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/ .〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1(i)n:BW_〃..m:QzGnti:RTuQ:YiLQ童G:igti

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 一mqazγantiartuqyilq6γigitti

S1

S2

S3

艶

xktgn:khi:TD/〃 〃 〃16WRD:WGLi:yign6WR:khi

x/tegink註1ti//////////こori疋 〕oγ1iyeg池 ～Sork註lti　
x/i(n):u乙 直n:BWnこa:BWDN:uQWBRp:YWGLDi:bn(t)rbn(m)

x/-inU己tinbun6abOdunquvurapyoγlad'Ibdhtirて?)banim　
x..:bilmz:blgn:bltUkmn:疊dkmn:BWnこa:btig:bmdm

x.,
.bilmtizbiliginbiltUktimifn6dUkttmtinbun6a.bitigbitidim

_,TWQ_.

〃 〃 〃 〃 〃 〃/

WHor耽ontal

/〃.こWR:t(p):nta:TWTDi

////～50redpantatutdf
一

Eng且ishTransla纐on

W1

W2

3

4

W

W

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃becauseof〃 〃 〃 〃[Qaγan(?)]孟s.saidtohavegiven(him)thetitleofApa[Tarqan]61'qanTonyuquq/

/〃////

ソ ソ

x/〃 〃When/〃 〃*****ed,[Qaγan(?)】issaidtohavepromotedhim.HebecameI§baraCiqanKuliCor。 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃Tonyuquq〃 〃 〃 〃

x〃 〃Inhisrealnlof****Qaγan,hegrewoldandexperien㏄dgreatjoy.TheElderKtili(bordiedattheageofeighty .

x〃Hissaddle-horsewasagreyhorse.(His)dress1〃 〃 〃histoughness,h童smanliness[gainedfame]then.TotheTtiktik

people///////..
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W5

粫

冊

8

0
/

W

W

W10

W11

W12

xWhenSaγkこoluγan(personalname(?))washostile,【KUIi]60r〃 〃 〃 〃stabbed,killedand[captured(?)}'theirchildren

andwomen.〃 〃 〃 〃

す

x/〃hetooktheAztribepeople.Theland〃1.〃 〃 〃 〃 〃KtiliCor【****ed(?)】theTttriikpeople1〃 〃 〃.〃 〃 〃 〃

x〃1〃thepeopletothe****Qaγan〃 〃 〃 〃 〃1〃because6fhiswisdom,histoughnessandhismanlinesshe

succeeded.ノ ノノノ/ノ1

x〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃rgbaraBilgaKhli60r〃 〃 ㎜n〃 〃withoutnothurrying〃 〃 〃1

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃Whentherewasabattle,hemarshalledthetroops.Whenhunting,hewaslikea

(huge?)hawk. ソ
x〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃1.〃1〃 〃 〃hestabbed.AtKti6inhefoughtagainstanarmyoftenthousandsmen.KtiliCor

attackedwithawarcryand〃1hisamly11〃 ゴ
x〃 〃 〃/six〃 〃 〃 〃 〃/〃1〃 〃WhenhefoughtfourbattlesatBe9-baliq,KUIiCorattackedwithawarcryand

disordered1//

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/1〃foughtsomuchagainsttheChineseandgainedsomuchfamebecauseofhistoughness

andmanliness.
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x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 皿akingthechildrenandwomentofollow(him),taking(them),

organizingandtakingaland ソ
x〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃BilgtiKUIiCororganizedtheTardugpeople,orderedandruled(them). ソ
x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃mountinghissaddle-horse/〃11stabbingthreemen1〃 ノ1When****ed,KUIiCormountedhis

chestnutsaddle-horse

x〃 〃 〃 〃1〃fromtheregoingwestward,crossingthePearlRiver,reachingasf缶astheIronGateandthe(landof)

Tajiks,【fought(?)】andconquered.WhenfightingsevenbattlesagainsttheTequzOγuz, レ
x〃.1〃 〃 〃[pOured(?)】.When〃 〃 〃1foughtfivebattles〃 〃 〃theQrtanysandtheTatabl's,[Ktili】Corwasthushis

CounsellorandArmycommander,andhisbravemanandhero.　
x〃 〃 〃KifliCorattheageofsevenkilledayoungwildshe-goat(?).[Attheageofnine]hekilledawildboarwithtusks.

WhentheQarluqbecamehostile,andwhenhefought(againsttheQarluq)atTez,ソ
x〃 〃Afterthatwhen[Bilga(?)】Kti1孟CorfoughtagainsttheQarluqsagain,mounting【hissaddle-horseIdil(?)],attacking

withawarcry,stabbing,routing,andhishorsewascrushed,hestoOdup.Againpulling【it】up,

x〃 〃heledthearmy..He/〃 〃 〃anddefeatedtheQarluqs,Goingto〃 〃 〃againsttheQarluqs,he〃/〃 〃againa

warintotheirhomeplace.TheQar豆uqsmounted.Somuchlongtime

xhebroke .andhitthebackoftheQarluqchestnutswifthorse(?).TheQarluqsthereforestopped.〃 〃 〃TheEltab洫'ソ ソ
himselfcame.YegiinCor,thesonofSirlrkincame.

x/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1inorderto〃 〃hecampaigned,Hefoughtanddefeatedtheirarmy.Hetooktheirland.Hemade(his

ロ　 り
fbllowers)captivetheirchildrenandwomen〃1〃15baraBilgtiKttliCor

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃hethought(thus):"MayIbecomeabenefitfor〃 〃 〃."Hewasperhapssodestined.Healone

attackedtheenemywithawarcry,wascrushed,entered,andhislifeendedupshort.

x〃 〃 〃 〃/〃 〃theyoungerbrotherof****Qaγan,AlごorTegincame.Furthermore,fourteginscameandheldtheロロ ソ
funeralforI蓉baraBilgtiKifliCor.Theyhadstatuessculpturedandhadthemerected.

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 .〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノhesuc㏄eded.〃 〃Hekeptmoreherds.
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xTegin .came.11/1〃 〃 〃thesonof****こor,Yeganごorcame.

x〃becauseof〃 〃somanypeople【assembled(?)】andheldthefuneraL[1脱11血'(?)】

x〃in飴 ㎜adonwhich【people】donot㎞ow,thingswhichI㎞owandremember;Iinscribedsomanyinscriptionsabout

them.

WHoriZontal 　
【Kttli(?)]Corsaidandthengained(it(?)),

和訳

W1

W2

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/(可 汗 は(?)彼 に)〃 〃 〃 のゆ え に,

い う称号 を与 えた とい う.〃 〃 〃 〃

x〃 〃1招 集 させ た時 に,(可 汗 は(?)彼 を)昇 進 させ た とい う.

な っ た とい う.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 トニ ュ クク〃 〃 〃 〃

ア パ=(タ ル カ ン)=チ カ ン=ト ニ ュ ク ク と

彼 は イシ ュバ ラ=チ カ ン=キ ュ リ=チ ョルに

(153)
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x〃 〃 可汗 の 国 で,彼 は老 い て 良 いめ を見 た.大 キュ リ=チ ョル は80歳 で 亡 くなっ た.

x〃 彼 の乗 用 馬 は灰 色 の馬 で あ っ た.(彼 の)衣 裳 は 〃 〃 〃/彼 の勇 敢 さ,彼 の 男 ら しさは そ の と き有 名 とな っ

た.テ ユ ル クの民 に 〃////〃 〃

xサ グル=チ ョル ガ ンが敵 となっ た時,[キ ュ リ=]チ ョル は 〃 〃 〃 〃 刺 し,殺 して,そ の 子供 た ち ・女 た ち を

[捕虜ヒ した(?)]//〃/〃/

x/〃 彼 は アズ の部 民 を得 た.土 地 は 〃 〃1〃 〃 〃 〃 で あ った.キ ュ リ=チ ョル は,テ ユ ル クの民,〃 〃 〃 〃

x/〃 〃****可 汗 に そ の民 を 〃 〃 〃 〃1〃 〃 彼 の 賢 さの ゆ え に,彼 の勇 敢 さ,彼 の男 ら し さの ゆ え に,彼 は

成 功 した.〃/〃 〃

x/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 イシ ュバ ラ=ビ ル ゲ=キ ュ リ=チ ョル は女 た ち 〃 〃 急 が な い こ とな く1〃 〃

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃1〃 〃 〃 戦 い とな る時 には,彼 は軍 隊 を招 集 す るの で あ った.狩 りを行 な う

時 には,彼 は(大 きな?)鷹 の よう にな るの で あ った.

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃/〃 〃 彼 は刺 した.彼 は ケチ ンで何 万 もの軍 に対 して 戦 っ た.キ ュ リ=チ ョル は

鬨 の声 を あげ て突 撃 し,彼 の 軍 隊1〃/

x/〃 〃 〃6〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ビシ ュ;バ リク(北 庭)で4回 戦 い を行 なっ た時 に,キ ュ リ=チ ョル は 鬨の声

を あげ て突 撃 し,混 乱 させ,

x〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃/中 国人 に対 して これ ほ どに戦 っ て,彼 の勇 敢 さ,彼 の男 ら しさの ゆ えに,名 声 を

これ ほ どに得 た.
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x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 子 供 た ち ・女 た ち を随 わせ,得 て,ま とめ,土 地 を得 て,

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 ビル ゲ=キ ュ リ=チ ョル は タル ドゥシュの 民 をま とめ て,指 図 し,支

配 した.

x〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 彼 の乗 用 馬 に ま たが っ て,〃 〃/3人 の 男 を刺 した.〃 〃/し た 時 に,キ ュ リ嵩チ ョル は 自分

の乗 用馬 であ る栗 毛 の 馬 に また が って,

x〃 〃/〃 〃 〃 そ こか ら西 へ 行 っ て,真 珠 河 を渡 り,鉄 門 に まで,大 食 に まで達 して,〃 〃 〃 征 服 した.ト ク

ズ=オ グ ズ に対 して7回 戦 い を行 な った 時 に,

x/〃 〃 〃 〃 一掃 した(?).契 丹 ・奚(タ タ ビ)〃 〃 〃/〃 〃5回 戦 い を行 な った と きに,[キ ュ リ]=チ ョ

ル は この よ うに彼 の参謀 ・軍 司令 官 で あ った.彼 の 勇者 ・英雄 であ っ た.

x/〃 〃 〃 〃 キ ュ リ=チ ョル は7歳 の と きに若 い雌 ヤ ギ(?)を 殺 した.[9歳 の時 に]牙 を もつ猪 を殺 した.

カ ルル クが敵 とな った 時 に,テ ズ で戦 っ た時 に,

x〃 〃 キ ュ リ=[チ ョル]が そ の あ とで カ ル ル クに対 して再 び戦 っ た時 に,[イ デ ィル とい う彼 の乗 用馬 に

(?)]ま たが っ て,鬨 の声 をあ げて 突撃 し,刺 し,追 い散 ら し,馬 が つ ぶ れ て,立 ち上 が っ た.再 び[馬 を

(?)]立 ち上 が らせ,

x/〃/彼 は軍 隊 を率 い た.彼 はカ ルル クを 〃 〃 〃/打 ち破 った.カ ル ル ク に対 して 〃 〃 〃 す る た め に行 き,〃1

//〃 再 びそ の 本拠 に戦 い を もた ら した.カ ルル ク は乗馬 した.そ れ ほ どに長 い間,

x彼 はカ ル ル クの栗 毛 の駿 馬(?)の 背 中 をた た き打 っ た.カ ル ル クはそ の た め止 まっ て,〃 〃 〃 イル テベ ル

自身が 来 た.シ ル冨イル キ ンの 息子,イ ェゲ ン=チ ョル が来 た.

x〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 す るた め に彼 は 出征 した.彼 は戦 っ て,そ の軍 隊 を打 ち破 った.彼 はそ の部 民 を得 た.(彼

は)そ の子 供 た ち ・女 た ち を捕 え た.〃/〃 イシ ュバ ラ=ビ ル ゲ=キ ュ リ=チ ョル

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 彼 は,「 私 が 〃 〃 の ため に な ろ う」 と考 え た.彼 の運 命 はお そ ら くそ の よ うで あ っ た ら し

い.敵 に向か って一 人 で 鬨 の声 をあ げて突 撃 し,倒 され,入 っ て,彼 の生 命 は短 く終 わ ったl

x〃 〃 〃 〃 〃 〃****可 汗 の 弟,エ ル=チ ョル=テ ギ ンが来 て,さ らに4人 の テ ギ ンが来 て,イ シ ュバ ラ=ビ

ル ゲ冪キ ュ リ=チ ョル の葬儀 を行 な わせ た.彼 らは像 を彫 らせ た.据 えた.

x〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 彼 は成 功 した.彼 は よ り多 く畜 群 を飼 育 した.
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xテ ギ ンが来 た.〃 〃 〃 〃〃 チ ョル の息子,イ ェゲ ン=チ ョル が来 た.

x〃 〃 〃 の ゆ えに これ ほ ど多 くの 人 々が[集 ま って(?)]と む らった.私 は ベ ンテ ィル(?)で あ1る.

x〃(人 が)知 らな い知 識 を,私 が知 って い た こ とを,私 が 憶 え てい た こ と をこ の よ うに碑 文 と して 刻 ん だ.

WHor並lontal

xチ ョル は ま と め て,そ の と き得 た.

訳 注

W1,龍nn:こ の 前 にC/Tは[alpfnarda面n】 と 推 定 して 補 う(C/T,pp.13,21).

(154)



イ フ 冨ホ シ ョ ー トゥ遺 蹟 と キ ュ リ=チ ョ ル 碑 文

W1,a町:こ れ にマ ロ フ は1を 補 い,at(1)iYと す るが,意 味 はや は り 「名前 」 と考 え てお り(PDPMK,27-28),そ れ な ら

ば1を 補 う必要 は ない.

W2,y血gt血 ・mi善:C/Tはb6gti㎞ 蓉とす るが(ClT,p.13),最 初 の 文字 依bで は な くyと 読 め る.

W2,bol而 畄=つづ く文章 の 冒頭 をC/Tはkl6aと 読 むが(ClT,p.21),冒 頭 の文 字 は6と 読 め る.

W3,吼aγan=こ の前 にC/TはQa[P】 γa【n】と補 い(ClT,P.14),サ モ イ ロヴ ィチ,マ ロ フ,テ キ ンは[El鉛ris】 と補 う(K/

S,p.102;PDPMK,p.27;GOT,257).現 状 で は残 画 が わず か に見 られ るの み で,文 字 を特 定 して復 元 す る こ とは で きな い.

しか し残 画 だ けで は あ るが,そ れ をカ プ ガ ン,エ ル テ リス の どち らに読 む こ と もで きない.

w4,k記 ㎞=こ の あ とにテ キ ンはb[aoizi(?)]と 補 うが(GoT,p.257),そ れ で は字 数 が まだ2字 ほ ど足 りない.

w4,knk蕊di:サ モ イ ロ ヴ ィチ とマ ロフ はk廿kdi(?)と 転 写 して意 味不 明 とす るが(K/s,pp.lo2,lo5;PDPMK,pp.27-28),

テ キ ンはkuk註diと 読 んで 「名声 を得 た」 と解釈 す る(GoT,pp.257,293).一 方,c/Tは こ れがtuk註diで あ るこ とは 明 ら

か で ある と し,t廿k註一が1rkBitigでi若 鳥 の 羽が 「生 えそ ろ う」 とい う意 味 が あ る こ とか らこ こで は 「完 成 した」 とい う

意 味 に解 釈 した(c/T,pp,14,21,29).た だ しク ロー ソ ン 自身は それ 以 前 に こ こ をt6kdiと 転 写 し,「 ほ とば しらせ た

(pouredout)」 と解 釈 してい た(ED,p.477).現 状 で は最 初 の文 字 はtと は読 めず,6kの 可能 性 が 高 い ので,kUk誠 と読

ん でお く.kU㎞ 一とい う動 詞 は他 に例 が ない が,kUに は 「うわ さ」 とか 「名 声 」 とい う意 味が あ る の で,テ キ ン説 も成

り立つ か も しれ ない.

W5,saγ セ:マ ロ フはaγ宜 と転 写 す るが,明 らか にSが 読 み取 れ る(PDPMK,p.27).

w5,さor:こ の あ とにc/Tは[?uplyu綴gi】pと 推測 して補 う(c!T,p.21).

W5,kisおin3こ のあ とにサ モ イ ロ ヴ ィチ はbolun(?)qy(?)と 補 い(KlS,p,103),テ キ ンはbulunqi[1ti?]と 読 み(GOT,p.

257),ClTはbulna[dip】 とす る が(C/T,p.21),現 状 で はBWま で しか読 め な い.

W6,az=こ の前 をC!Tはbolupと す るが,そ の よ うに は読 め ない(C/T,pp.15,21).

W7,αaγaniOa:ClTは[?Xa】Yana甲 とす るが,Nの あ とはaで は な く 童と読 め る(C/T,pp.15,21).

W8,evm記 血ki:kの 前 に,ClTは[dl廿kiを 入 れ るが,現 状 で は読 め ない(ClT,pp.15,21).な おC/Tはev衄d廿kiy(x1

を"withouth㎜ying"と 訳 す が(ClT,pp,15,29),maも 否 定で ある か ら,二 重 否 定 に訳 すべ きで あ ろ う.テ キ ンは"in

hurryi皿g"と 訳 す(GOT,p.293).

W9,齔m猫:テ キ ンは …臘malaと2つ の単 語 に分 け,"ahugehawk(or,eagle?)"と 訳 す が(GOT,pp.257,293),aramと い

う単語 は ほか に知 られ て お らず,孟lqu蓉 が カー シ ュ ガ リー に 「ハ ゲ タカ(vulture)」 とい う意 味 で 出 て くる にす ぎな い(ED,

p.123).C/Tは 註顱1iと 転 写 し,ト ハ ラ語Bのr㎜er1㎜er「 す ばや い(swift)」 に由来 して"s轍horse"を 意 味 す るので

はな いか と推 定す る(ED,p,232;ClT,pp.16,21).最 後 の文 字 は明 らか にaと 読 め るので 舳liと は転 写 で きな いが,ト

ハ ラ語Bのramerlmlerに 由来 す る単 語 で あ る可能 性 は残 る.

WlO,k馘n=こ れ をハ ミル トンは姑 臧 に比 定 し(Ha血ltonlp74,pp.294-297),内 藤 が補 強 して い る(内 藤1998,p.24).

WlO,憾m欲C/Tはt恤 洫 とす るが(ClT,pp.16,21),最 後 の文 字 はtと 読 め る.

wlo,oplayut装gip:こ の表 現 は キ ュ リ=チ ョル碑 文 に 少 な くと も4回 登 場 す る ほか に,キ ョル=テ ギ ン碑 文 に も6(な

い し7)回 現 わ れ る。tag一 は 「襲 う」 とい う意 味の 動詞 で あ る ので,そ の前 のopla一 を動 詞 と見 て 全体 で 「opla一しつつ

襲 う」 とい う意 味 に なる こ と は容 易 に想 像 が つ く.問 題 はopla一 の 意 味で あ る.ク ロ ー ソ ンはufが 一種 の擬音 語 で キ ル

ギズ語 で は 「た め息 」,オ ス マ ン語 で は 「短 気 あ るい は軽 蔑」 を表 し,さ らに オス マ ン語 でufla一 が 「ufと 叫 ぶ」 とい

う意 味が あ る こ とか ら,全 体 で 「怒 りで あ え ぎつつ 襲 う(toatmckpandngwithfury)」(ED,p.11),あ る い は 「い らい ら し

て襲 いつ つ(attackingimpanently)」(ClT,pp.16,29,32)で は ないか と推 測 して い る.マ ロ フはopla一 を 「急 襲 す る」 と解

し(PDPMK,pp.28,101),テ キ ン も全 体 で 「突 然襲 った(sudde恐lyattacked)」(GOT,p.293)と 訳 してい る.こ れ に対 しハ ミ

ル トンはカ ー シュ ガ リー にyabyub(発 音 はお そ ら く短 母音 でyapyop)で 「術 策,人 を欺 くこ と(ruse,なompede)」 とい

う意 味が あ る こ とか ら,全 体 で 「策略 に よって(敵 に)襲 い か か る」 と解 釈 してい る(H㎜ilton1974,pp.112-ll3,U7).

語 頭 にyが 付 い て も付 か な くて も同義 で あ るか ど うか とい う問題 もあ るが,そ れ よ りも意 味 の 点で 私 に は納 得 が いか な

い点 が あ る.あ とで見 る よ うに東面11行 目で は 「(キ ュ リ=チ ョルが)敵 に向 か って 一 人でoplayutagipし て突進 し,

突 入 し,彼 の生 命 は短 く終 わ った」 とあ り,こ の場 面 で は勇 敢 で は あるが 無 謀 な単騎 突入 を表 してい て,と て も 「策 略

に よっ て襲 いか か る」 とは解 釈 で きない の であ る.そ こで もう一度 クロ ー ソ ンの説 の 原点 で あ るufが 擬音 語 とい う とこ

ろ に立 ち戻 っ て 考 え てみ た い.日 本語 で も急 に こみ上 げ て くる胸 のつ か え な どを 「うっ」 とか 「う っぷ 」 と表 現す る こ

とが あ る.無 意 識 の う ちに突 然 口 をつい て 出 て くる擬 音 語,そ して攻 撃 の直 前 に 出て くる とい う2つ の 点 を考 慮 す る と,

それ は攻 撃直 前 の興 奮 状 態 の 中で 発す る叫 び,す な わ ち鬨 の声 と解 釈 す る こ と もで きる ので はな い であ ろ うか.

W11,al":ClTはi(t)ロ と転 写 す る(ED,p.21).

E2,bilg瓢:こ の前 にテ キ ンとCITは 篤b訂aを 補 う(GOT,p.258;CIT,pp。16,21).

E3,6z圃 血=マ ロ フは語 末 のnを とって6zlUk童 とす る(PDPMK,p.27).こ の単 語 の前 のYzGをC/Tは,yfγ とす るが

(c/T,p.22),iで は な くzの よ うに 見 え る.

E3,龍 激ig=こ の前 にサ モ イ ロ ヴ ィチ,テ キ ン,CITはo[playutagi】pと 補 うが(KIS,p.103;GOT,p.258;CIT,p.22),

現 状 で は語頭 のWは 見 え な い.
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E3,一td撒d装:サ モ イ ロ ヴ ィ チ はt一 一一[sn]0廿sd甑d註 と読 み(K/S,p.103),テ キ ン は そ れ か ら さ ら に 推 定 してt[t㎞atka?]

sUOUsdUk曲 と す る が(GOT,258),一d撒daの 前 はsで は な くtで あ る.CITは そ れ をtと してtU【rg齬bodun(?).e】tdUkdaと

復 元 す る(C/T,p,22).現 状 で は 最 初 のtの あ と は 判 然 と せ ず,そ の あ と 読 め そ う な 文 字 はtの 可 能 性 と,yとsの2文

字 か ら な る 可 能 性 と が 考 え ら れ る.

E4,k猶p=マ ロ フ はk猫 と復 元 す る(PDPMK,p,27).

E5,be蓉=こ の 前 にC/Tはtapaqaγans漁d益kdaと 推 定 復 元 す る が,こ れ で は や や 短 す ぎ,か とい っ てtapaとqaγanと

の 間 にb皿gaを 入 れ る と長 す ぎ る.

E5,bi1頭s驚 舗 欟=マ ロ フ はbilga且si6abasiと す る(PDPMK,P.27).

E6,az醇 的=c/Tは"wild"と 訳 す が(c/T,pp29-30),こ こ は 文 字 ど お り 「き ば を も つ 」.と 訳 し て よ い だ ろ う.

E6,tez=テ キ ン はatizと す る が(GOT,pp.258,294),こ れ はtez,す な わ ち現 在 の テ ス 河 の こ とで あ ろ う.

E7,binip=こ の 前 に テ キ ン,CITはaq血 を入 れ る(GOT,p.258;CIT,pp.18,22).

E7,atupulu:テ キ ン はtopuluと す る(GoT,p258)..

E8,sanさdi=マ ロ フ は 匿imadlと す る が(PDPMK,p.28),そ の よ う に は 読 め な い.

E8,az五n:ベ ル タ は そ の 前 に 母 音Wが あ っ た と み て,uzunと す る が(Berta1995,p.12),zの 前 に 文 字 を 入 れ る ス ペ ー ス

は な い.

E8,註viOa=ベ ル タ はbiOaと 読 ん で 軍 の 単 位,あ る い は 位 階 の 名 称 と考 え て い る(Berta1995,p.14).

E8,s血o磁c/Tはsusiと す る が(c/T,pp.19,22),最 後 の 文 字 はiで は な くsの よ う に 見 え る.

E8,sδn=こ れ を テ キ ン は 「時 間(time)」 と解 釈 し て い る が(GOT,p。369),こ こ 以 外 の 例 を 挙 げ て い な い.マ ロ フ はan6a

を 含 め て 「そ の よ う な 軍 隊 と と も に 」 と訳 す(PDPMK,p.29).C/Tは,こ の よ う な 単 語 は ほ か に 見 ら れ な い が,お そ ら

くs6に 具 格 の 語 尾 一nが 付 い て 副 詞 的 に使 わ れ て い る の で は な い か と み な し,s6に つ い て はs6daと かs6nda,s6kiと い

う 表 現 で ウ イ グ ル 文 書 に し ば しば 登 場 す るs6す な わ ち 「長 い 間 」 と考 え,an6as6nを 「そ れ よ り か な り前 に(ratherbefbre

that)」 と 解 釈 して い る(ClT,p,19).一 方,DTSは ウ イ グ ル 文 書 のs6n曲 を 「昔 か ら」 と訳 し(DTS,p.511),ハ ミ ル ト ン

は 南 シ ベ リ ア の サ ガ イ 語 にs6「 長 さ 」 と い う 単 語 が あ る こ と な どか ら,「 長 い 間 」 と解 釈 して い る(HI血1tonl971,pp.

36,81).

E9,arqasih:マ ロ フ はarqasipと す る が,同 書 の ル ー ン 文 字 に よ る 記 述 で はnと な っ て い る の で,pはnの 誤 植 で あ ろ

う(PDPMK,pp.26,28).ア イ ダ ロ フ も誤 植 の ま ま で あ る(A疏 双apoB1971,p338).

E9,turup:こ の あ と にC/Tは[?i乙gin田 と補 う が(CIT,pp.19,22),最 後 の 文 字 だ け か ろ う じてGの よ う に 見 え る.

E9,甜irkin=マ ロ フ は 註siari註rkinと 転 写 し,こ こ か ら あ と を 「仕 事 と男 ら し さ の 点 で 彼 の 友 で あ り,エ ル キ ン の 息 子

で あ る イ ゲ ン=チ ュ ル も来 た 」 と訳 す が(PDPMK,pp.28-29),相 当 に 無 理 が あ る.一 方 ク リ ャ シ ュ トル ヌ ィ は こ の 部 分 を

「シ ル 族 の イ ル キ ン」 と訳 し(Klja蓉tomyjl988,p.76),「 シ ル 」 と は トニ ュ ク ク碑 文 に も登 場 す る 「シ ル 」 と 同 じで,薛

延 陀 の こ と で あ り,突 厥 か ら ウ イ グ ル に 政 権 が 移 っ て か ら は キ プ チ ャ ク と.呼 ば れ る よ う に な っ た とす る が,こ の 議 論 の

展 開 に も相 当 無 理 が あ る(本 ビチ ェ ー ス 報 告 書,シ ネ ウ ス 碑 文 訳 注N4参 照).ClTは 語 頭 に 蓉が 来 る の は 借 用 語 で あ

ろ う と い う判 断 か ら,ソ グ ド語 の 忌yr「 良 い,美 しい 」 か ら来 て い る の で は な い か と推 測 し,蓉irir㎞ で 固 有 名 詞 と解 釈

し て い る(CIT,pp,19,29).

E10,・ γah=こ の 前 をc/TはQarluqiYsa【n司 γaliと す る が(C/T,PP,19,22),現 状 で は 判 読 困 難 で あ る.

E10,bu董unad即 】1〃qaγan3サ モ イ ロ ヴ ィ チ はbu_一 一一qaγaniOa(?)と し(KIS,p.104),テ キ ン はbu【1n]ad[ianqaγ[bエasa

と し(GOT,p,258),CITはbulnadmaγ 廿加 と 推 測 す る(C!T,pp.20,22).

Ell,・r矼k註=C/Tは[?sUk司 とす る が(C!T,pp20,22),sで は な くrの よ う に 見 え る.

E11,tusu=テ キ ン はtat【arlと す る が(GOT,p,258),そ の よ う に は 見 え な い.

E11,bola頭n:こ の 語 の 前 半 はBWLと 後 舌 で あ る が,語 尾 は 残 画 で は あ る が 前 舌 のnの よ う に 見 え る.こ れ で は母 音

調 和 に 反 す る が,こ の よ う な例 外 が い くつ か 知 られ て い る.一 人 称 願 望 を あ らわ す 接 尾 辞 一ayinも そ の1つ で あ る(GOT,

P.59).

E11,0playut蕊gipupulロk耐p:エ ル ダ ル はoplanu血gipoplanu㎞pと す る が(OTWF,p608),Nで は な く,Yに 読 め る 。

E12,αaγan=こ の 前 をC/Tは,文 字 は 読 め な い も の の 年 代 か ら 見 てbilg註 で あ ろ う と 推 測 す る が(C/T,p,20),サ モ イ

ロ ヴ ィ チ と テ キ ン はqaγanの 直 前 に 見 え る1文 字 をnの 前 舌 と判 断 し て お り(KIS,p.104;GOT,p.258),我 々 の 観 察 で も

nの 前 舌 と見 え,bilgaの 語 尾 のaと は 見 え な い.

E12,肚 テ キ ン は 【yak】と推 測 す る が(GoT,p.258),そ れ ほ ど の ス ペ ー ス は な く,1文 字 だ け1が 見 え る.

E12,tegit:サ モ イ ロ ヴ ィ チ,テ キ ン,CITと もにteginと す る が(KIS,p.104;GOT,p.258;CIT,p.22),明 らか にtと

見 え る.

E12,badizin脯diz甜iolurtti:テ キ ン は 「彼 ら は 彫 像 を彫 らせ,そ れ ら を 立 て た(They(also)hadsculpturessculpturedand

hadthemerected)」 と 訳 す が(GOT,p.295),ClTは 「彼 ら は(墓 室 を)飾 っ た.彼 ら は 彼 を(そ の 中 に)置 い た(Theyhad

(thetombchamber)decorated.TheyIaidhim(init))」 と訳 す(C/T,p,30).こ の イ フ=ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 に は 浅 く鳳 凰 や 獅 子

が 浮 き彫 り され た 石 槨 が あ る が,ま た 石 像(人 間 の ほ か に 羊 と獅 子 を含 む)もlo体 以 上 あ る.従 っ てbadizを 石 槨 の 装
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飾 とみ な す こ と もで きる が,石 像 と解釈 す る こ とも可 能で あ る.ク リャシ ュ トル ヌ ィは エ ル デ ネ=マ ン ダルV号 遺 蹟 の

石槨 に刻 まれ た刻 まれ た短 い碑 文 の 中 のbadizを 死 者本 人の石 像 と解釈 して い る(K朋 皿TopHH赫1978a),そ の石 槨 には鳳

凰 や獅 子 の 浮彫 は な く,単 純 な亀 甲紋 が刻 まれ て い るだ けで あ り,こ の場 合b囹dizは 石 槨 の そ ば にあ る座 像 を さす と見

る方 が 自然 であ ろ う.

S1,tegin:サ モ イ ロ ヴ ィチ とマ ロ フ は この前 に 爼(?)と 補 うが(K/S,p.26;PDPMK,p.28),kだ けで 訌kiと復 元す るの は

無 理 であ る.テ キ ンは[...y】欲 と復 元 す るが(GOT,p,258),こ れ は多 くの可 能性 の うちの1つ にす ぎ ない.

Sl,さo㎡0;こ の前 をC/Tはta【r】d【 蟋?kOli]と 復 元 す るが(C/T,pp.20,22),TとDの 問 にRが 入 る余 地 はな い よ うに見

える.

s2,quvurap=サ モ イ ロヴ ィチ はBとRの 問 に判 読 で きない1文 字 が あ る と考 え(K/s,p.104),テ キ ンはqobsa直pと 補 っ

た(GoT,p.258).こ れ に対 しc/TはBとRの 間 にwを 補 い,quv㎜pと す る(cIT,p.22).た しか にそ の 間 は1文 字

分 あ いて い るが,も と も と石 の割 れ 目が あ っ た ため に 当初 か ら文 字が なか った と も考 え られ る.も ち ろ ん,こ の語 は普

通 に はquvra一 で あ る.

S4=サ モ イロ ヴ ィチ は この行 にい くつか の文 字 の存 在 を認 め,mBWη....T,..と 翻 字 し(KIS,p.104),マ ロ フ,テ キ

ン も同様 で ある(PDPMK,pp.27-28;GOT,p.258).こ れ に対 し,
、C/Tは この 行 の存 在 を認 め て い ない.し か し他 の行 よ

りは小 さい もの の,文 字 が い くつか 認 め られ る.た だ し現 状 で はサ モ イ ロ ヴィチ ら とは異 な り,TWQの3文 字 が見 え

る.

wHorizon¢a且,さor:こ の前 にc/Tは[kulliと す るが(c/T,p22),現 状 で は読 め な い.

WHori乞onta且,etipantatutdi:CITは これ とは ま った く異 な り,bid[g】bi[d】dimと す るが(CIT,p22),と て もそ の よ う

には見 え ない.他 の研 究 者 は この行 を読 んで い ない.
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テ ス 碑 文Teslnscription

大澤 孝(T誼asbiOSAWA)

調 査 場 所=モ ン ゴル科 学 ア カ デ ミー歴 史研 究所(ウ ラ ンバ ー トル)の 裏庭 の倉庫.

調 査 日時:1996年8月12～13日;1997年9月16日,19日.

調 査 者=森 安,片 山,大 澤,松 田,松 川,松 井,オ チ ル,ボ ル ド,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:1996年 時点 で は各 自が写 真 と ビデ オ撮 影 を行 う.ま た メ ジ ャーで碑 文 の寸 法 や行 間 幅 な どを計測 す る.

また森安 とオ チ ル は拓 本 を2部 採 取 す る.1997年 時 点で は大 澤 は前 年 の 拓本 では読 み と りに くい 箇所 につ い て,白 石

とバ ッ トル ガの協 力 を得 て南面 を採 拓 す るが,天 候 不順 もあ り,う ま く取 れ なか った.そ の 後,大 澤 は,1996年 採取

の拓 本 や写 真に基 づ く碑 文 模 写 を もとに,そ の判 読 不 能文 字 を中心 に,ボ ル ドと共 同で原 碑 につ い て確 認作業 を行 った.

碑 文 の 現 況:碑 文 は 赤 み が か った 花 崗岩 塊,文 字 が右 か ら左 へ 移行 して ゆ く方 向 に 碑 文 を横 倒 しに した際,向 か っ

て左 側 は本 来 の 碑 文 下端 部 にあ た る.そ の先 端 に は一 部 が壊 れ た ほぞ が見 られ,か つ て は亀趺 の背 中に あ る ほぞ穴 に差

し込 まれ てい た に相 違 な い.一 方,向 か っ て 右側 は古 くか ら折 られた跡 が 窺 わ れ,そ の先 が どれ ほ どの 長 さが あ った か

は不 明 で あ る。4面 全 体 に文 字 銘文,ほ ぞ に 近 い箇 所 にタ ム ガが刻 まれ て い る.シ ネ ウス碑 文 に もタム ガは南 面下 端 の

末尾 に刻 まれ て い る こ とか ら,テ ス碑 文 の場 合 も,タ ム ガ のあ る面 が南 面 とみ な され て い る.碑 文 は西 面→ 北 面→ 東 面

→南 面 とい う順番 に読 まれ る.碑 文 断 片 の全 長75cm,広 い方 の西 面 と東面 の幅32～33cm,狭 い 方 の北 面 と南 面 の 幅19.5

～255cm
,基 底 の ホ ゾの 長 さは約11cmで あ る.銘 文 は文字 の 残存 が確 認 され る の は21行 あ るが,タ ム ガの あ る隅上 部

は原形 を留 めぬ ほ ど損傷 ・摩 滅 が激 しい が,本 来 は 同 じ幅 を持 つ北 面 部 に は5行 が あ っ た こ と を想 起 す るな らば,本 来

は ここ に も銘 文 が彫 られ て い た と考 え られ る.そ うな る と南 面 の最 後 部1行 を含 めて 全 部で22行 あ った こ とに な る.

文 宇 の深 さは約3～4㎜,文 字 の 高 さは約3.5～5c皿.末 尾 に タム ガ骸1ま れて い る.文 字 とタム ガ は タ リア ト碑 文 や シ

ネ ウス碑 文 と類 似 してい る.各 刻 面 の寸 法 や罫 線 の 幅 につ い てはPlatel①a,ま た拓 本 ・写 真 に よる銘 文 の筆 写 コ ピーは

Plate10bを 参 照 の こ と,

碑 文 の ス ケ ッ チ ・復 元 図 ・写 真:碑 文北 面 の模 写 は 皿HH3xYY1980,p,37;(Bo觚,p.113は そ の複 写)に 掲 載 され た.

各 面 の文 字 の模 写 はXap)Kay6説1978,p.118;HIHH3xYYl980,pp.38-40;K∬qmTopHH姐983,pp.79-80;Klyashtomyl985,pp.

142-143,figs.5-6;】 組ya§tomyjl986,p,155を 参照 の こ と.な お上 記 ク リャ シュ トルヌ ィの3論 文 の模 写 につ い て はいず れ

も同一 の模 写 か らの複 写 で あ る.そ れ故,本 報 告 で彼 の模写 に言 及 す る場合 に はKlyashtomy1985の 英 文 版 を利 用す る

事 と した.ま た碑 文 の写 真 はKlyashtomy1985,figs.1-4bを 参照.

拓 本 所 蔵 機 関:ロ シ ア科 学 ア カデ ミー東 洋学 研 究所 サ ンク ト=ペ テ ル ブル グ支 部;モ ン ゴル科 学 ア カ デ ミー歴 史研 究

所;大 阪大 学文 学 部.

考 察 ま た は解 説=

(1)発 見 の経 緯:1915年 に ウ ラジ ミルッ ォフが西 北 蒙古 調 査 旅行 にお い てテ ス河 上 流 で何 らか の碑 文 情報 を入手

す るが,そ の 時 の調 査報 告 は今 なお 未刊 で あ る.1976年 に蒙 ソ歴 史文 化 合 同調 査 班(ク リ ャシ ュ トル ヌ ィ,ハ ル ジ ャ

ウバ イ,オ チ ル等)が テ ス河 上流 域 ωの遺 蹟 調査 にお い て地 元 のT.ツ ェデ フか ら碑 文情 報 を入 手.テ ス河 左 岸,ノ ゴ ン

=ト ル ゴイ とい う丘 の 近 くで
,ル ー ン文字 で覆 わ れ た碑 文 の下 部 断片 を発 見.テ ス碑 文 と通 称 され る(cfK朋 皿TOPHbl員

1977,p.588;Iqyashtomyl985,pp.138-141).碑 文 は広 い平 地 に,半 分 が地 下 に埋 ま った状 態 で横 た わっ て いた.残 りの上

部 断片 や亀 趺 は1976～1977,1980～1982年 の調査 に もか かわ らず,現 在 もな お未 発 見 の ま まで あ る.碑 文 は1976年 に

歴 史研 究所 に移管 され る.

(2)シ ネ フー は本碑 文断 片 が 発見 され た場所 は ク リ ャシュ トルヌ ィが 考 え た よ うに,ノ ゴ ン=ト ル ゴ イ に立 て られ

たの で はな く,発 見 地 か ら北 へ5㎞ ほ どい った所 の アブ ドラ ン ト(A卿aHT)と い う地点 にあ った と記 す(皿HH3xYY1980,

p.36;Bo册,pp.113-114).そ の 理 由 と して,碑 文 が発 見 され た ノ ゴ ン=ト ル ゴ イに は墓 ら しい遺 蹟 や遺 物 が 見 あ た らない

こ とや,碑 文 そ の他 の 断片 や そ れ を支 えた亀 趺 が何 ら見 つ か って い ない と い う こ とが挙 げ られ る.そ れ に対 して,ア ブ

ドラ ン トに は一 定 の埋 葬 方法 に見 られ る伝統 様 式 の側 面模 様 と してヤ ギ が 彫 られ た平 た い板 石 や 多 くの 石 囲 い,こ れ を

取 り巻 く周 溝 と土塁(深 さ70cm,幅2m余 り)が あ り,そ こか ら西 北10㎞ 行 っ た場所 で あ るハ ル ッ ァグ トとい う山の

東 方 に は大 きなヘ レクス ル,ま たそ の東 側 の深 い 谷 間 口の上 に は1体 の 石 人,そ こか ら東 方 に15㎞ ほ と"の地 点 に は1

つ の墓 が あ る とい うか らで あ る.大 澤 は この点 に つ いて,諸 説 を紹 介 した こ とが あ る(大 澤1996b).ま た碑 文 を発 見

した調 査 班 に加 わ っ てい た オチ ル 自身 に大 澤 が質 問 した(1996年8月31日)際,シ ネ フー は,テ ス碑 文 断片 が 発見 後

に一旦 保 管 され て い た フ ブス ゴル博 物館 で こ う した情 報 を得 た に過 ぎず,彼 自身 は現 地 調査 を した訳 で は な い とい う返

答 を得 た.東 ウ イグ ル可 汗 国期 の 墓 地 に石 人 が立 て られて い た例 を知 らな い こ と,ま た 大澤 に よれ ば本 遺 蹟 は第2代 ウ

イ グル可 汗 の記 念碑 と考 え られ,同 一 人物 の 記 念 碑 た る タ リア ト碑 文 や シ ネ ウス碑 文 の 建造 地 点 には石 人 が な い こ とな

(1)フ ブ ス ゴル 県
,サ ンギ ン=ダ ラ イ湖(標 高2250m)に 近い テ ス河 源 頭 ～ ジ ュ グデ ィ湖 の 北側,地 殻 盆地 か ら河 の流 出す る地 点 ま

で,東 西170～180km,南 北40～50kmの 範 囲 とい う.な お,こ こで ジ ュ グデ ィ とい うの は,ジ ュ グ ナイ の誤 りで あ ろ う.
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どか ら見 て,大 澤 は シ ネ フー説 を支持 しな い.

(3)な お オチ ル は,原 所 在 地 は ア ブ ドラ ン トで は ない に しろ,発 見 され た ノ ゴ ン=ト ル ゴイ以 外 の地 点 に本碑 文 は

立 て られて い た とい う見解 に あ る.何 故 な ら彼 らが本碑 文断 片 を発 見 した 時,現 地 の住 人 が 馬 つ な ぎの 一 方 の端 の柱石

と して使 って い た か らで あ る.ま た そ こに は 碑 文 の 断片 ら しき ものや亀 趺 が 一切 見 つ か っ てい ない か ら で あ る.今 後,

碑 文 の建 造 当初 の 地 につ い て は再 調査 す る必 要 が あ ろ う.

(4)本 碑 文 の配 列順 と して は,ハ ル ジ ャ ウバ イ(Xapxay6崩1978,pp.118-124)は 東 面(lqyashtomy1985,p.142の 全

行 数風 に書 け ばL.17→L.12)→ 南 面(L.21→L.18)→ 西面(L.6→Ll)→ 北 面(L.11→L7)と い う順 序 で読 み,シ ネ フー

(mHHgxYY1980,pp.38-41,57)は タム ガの あ る箇所 を碑 文 冒頭 とみ な し,北 面(L11→L7)→ 東 面(L,17→L12)→ 南 面

(L21→L18)→ 西 面(L6→Ll)の 順 番 で,各 自が模 写 ・転 写 ・モ ン ゴル語訳 を行 っ てい る.し か し,ク リ ャシ ュ トル

ヌ ィは タム ガ は末尾 で,南 に刻 まれ た とみ て西 面(L.1→L.6)→ 北 面(L7→Ll1)→ 東 面(L12→Ll7)→ 南 面(L18→

L22)の 順 に読 ん で い る(K朋 皿ropHHm983,pp,87-89;Klyashtomy1985,p.152-154;Klya§tomiy1986,pp.165-168).さ らに

テ キ ン(Te㎞1988,p.112)も この読 み を支持 す る.な お検 討 の余 地 は あ るが,本 報 告 で は大 澤 もこの読 み 順 に従 って読

んで置 きた い.

(5)上 述 の研 究者 た ち は,南 面 を4行 か らな る とみ な し,本 碑 文 の全 行 数 を20行 か21行 と して い る.し か し磨 滅

してい る とは い え,南 面 第4行(全 行 数順 で は第21行 目)の 最 後 の単 語 に よって 文章 が 完結 して い な い.従 って 大澤

は,次 の行 す なわ ち第5行 を想 定 し,全 行 数 は22行 あ っ た と考 え る.

(6)ク リャ シュ トル ヌ ィ はパ レオ グ ラフ ィー 的観 点 か ら本碑 文 の字 体 を,ウ イグ ル時 代 の他 の ル ー ン文 字碑 文 の字

体 と比較 した表 を掲 載 して い る(Klyashtomy1985,p.152-154).そ の中 で彼 はテ ス碑 文 のntの 文 字 につ い て,○ の 中 に

点が2つ あ る形 で提 示 して い る.し か し我 々 の拓本 では ○ の 中 に点 が3つ あ る もの も確 認 され るの で,こ の 点 は訂正

され る必 要 が あろ う.

(7)本 碑 文 は 本来 の形 状 か ら半 分 に折 られ た ほ ぞの あ る 下部 断片 で あ り,現 在 行 方不 明 の上 部 断 片 に何 文 字が 刻 ま

れ てい たか は不 明 で あ る.そ れ 故,以 下 の碑 文 の翻 字 ・転写 で は,断 裂部 の 不 明 な文 字 数 を 【刈 で 表 示 す る.そ の際,

本 碑 文 断片 の 冒頭 の切 断 部 は平 行 線 に直 角 にで はな く,や や斜 め に折 られ てい る た め,各 面 の[x】 表示 を行 う際 に は各

面 で,最 も冒頭 の 字句 が よ く残 って い る とみ な され る行 を基 準 に した.即 ち,西 面 で は第4行 目,北 面 で は第5行 目,

東面 で は第6行 目,南 面 で は第2行 目をそ れ ぞれ の基 準 にお き,こ れ らの前 に 国 をお き,そ の行 以外 の 冒頭 の え ぐれ

た箇 所 に は推 定 され る文 字 数 を 【x+α]の 形 で示 した.ま た,各 行 の末 尾 に は欠 け た り磨滅 した 箇所 もま まみ られ る.こ

う した 欠損 した 箇 所 も前 後 の行 で の 文字 数 と比 較 してス ラ ッシュ で表 示 し てお い た.な お各 面 と も前 行 と次 行 の 間 には

相 当の 文字 が 欠 けて い るの で,文 章 は連 続 せ ず,内 容 的 に も必 ず し も連続 して い る訳 で は ない こ とを予 め お断 りしてお

く.

参考 文 献:K朋 皿ropHblm977,pp.588-589;Xapxay6崩 ノOqHp1977,p.75;Xapxay6崩1978,pp.117-124;HI矼H3xYY

l980,pp.36-41,56-57;K朋mTopHH疏1983,pp.76-90;Klyashtomyl985,p.137-156,figs.1-4b;Klya§tomiy1986,pp.151-171;

Tekinl988,pp.111-118;Ba勿n1994,pp.193-203;R6na-Tas1986,pp.53-63;R6na-Tas1982,pp.349-390;BoJIπ,pp.113-117;

OTWF,P.277,325,360;Tekinl994,PP,244-281;大 澤1996b,PP.99-100;BerIa1994,49-56.

テ キ ス ト ・翻 訳TextanJTrans韮ation

以 下,翻 字(Transliteration)は ボ ル ド と の 共 同 成 果 で あ る が,転 写(Transcdption)と 翻 訳 は 大 澤 の 責 任 で 提 出 す る.

翻 字 ・転 写TrIms翫erationandTranscription

W1[x]〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 ノ

[x】111/1/111!11111111!1//1111111!ノ ノ11/!!111!111//!

W2[x+1】Yi【LQa】 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1

[x+1】yilqa!!11/1!11//ノ ノノ/1111ノ ノ/11!1ノ ノ///11!11ノ/111

W3[x】m蓉G1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

[x】m鐺 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃1〃 〃

W4国(G)ntR(T)i:(WY)GRQNm:TWTLms:ku1[TQ】iGWYi(L):〃 〃 〃 〃

[刈aγ血t宜tiuyγurqanimtutu董mi畄 〃1taqiγuyfl〃1〃 〃 〃 〃 〃

W5【x+1】[m】sQNm:Y蓉itgpW6Di:WGLi:YBGWm:QGNBWlti:〃 〃

[x+1]一mi畄qan血lyasit瓢gipu乙dioγliyabγumqaγanbolti〃 〃1

W6[xXWL]RTiWGL(i):TRDs:YBGW:tulsこD:WLRTi:QNm:1:(s?)!〃

【x】olunioγlitard臆yabγut61is乙adolur直qanimel〃1〃 〃 〃 〃

N1【x+1】(t)qri:QiLntuQDa:wYG(R):QGN:WLrms:bokwLGQG(N)1

[x+1]師qflintuqdauyγ 肛qaγanol㎜ 蔀b6kuluγqaγ 飢 〃 〃
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N2

N3

N4

N5

【x+2エ:WLRms:Nη1i:Uこy廿z:YiL:ITWTms:nこp:BWDNi/〃

【x+2】olurmi畄ani1〕eliほ ～三y並zylleltutm1贈an～5fpboduni!/1//1

[x】ms:BWzoqBヨiN:Qza:W6znkal:kaTLGN:tukaBR(m)【s】

[x]一mi凾蓉bozoqba§inaqlzau～5uzk61kaatliγint6kabarmi'蓉

[x】[b】(d)ibrs1二QDR:Q蓉R:nta:BRms:wLBwDNm:kokrsd(a)

[x】abdib翫silqadkqasarantabam宜'蓉01bodunImk註Ok湿1sda

[x】[6η 】ra:TBGこQa:B(zLNm)蓉:WYGWR:QGN:(TWuq):WLRms;ytms:YiLr(血)【sエ

[x]6η τ註tavYa～ 呵aba乞lanl掘 蓉uyYurqaγantoqolurmi忌yetmi蓉y罰armi忌

E1

瓰

E3

E4

E5

跖

【x+1】D(a)句rda:...__:WYGR:QGN:WLRm(s)

【x+1】 一d註taUrid註/!////////uyγurqaγanolur血 畄

[x+1】(Q)Gn:rms:QGN:/R(i)kirms:nta:DN:udkn6:QGNrm【s】

[x+1】qaγ ξmarmi蓉qaγan////1ek孟 ㎞ 蓉antaadXn6dk〔in～5qaγan㎞ 蓉

[x+1】 ①)n:U6n:WTz:[T】(Tr)1(t)_.TTDi:¢p:Y蓉itgd【i】

【x+ljUnU～5廿notuztatar//!///ノ111-dian～5ipyasit苴gdi

【xlt(Or)[i】(da):BWL(m)【s】:1t[msblga】(Q)GNm:WLRTi:ITUT(D)【i】

[x】吻rid註boln宜'蓉elet血 蓉[bilga】qaγan1'molurtiel田tdi

[x】a:〃 〃blgasnu6(n):(6)or(a)[kn】nTWG蓉QDQiBWD(N)〃

[x】/////bilgasinU～5Un60rakUntuγsiqdaqlbodun///ノ

[x】(B)wLQG:iYa:B蓉P:wLR(t)[i】 〃n己Plyrgyg[t】di(T)〃

【x】bulaqfγiyabasipolurti//an～5ip/!yerigyag(at)di/////

S1

S2

S3

S4

S5

[x】___BG(U)6n.i:YW_.i:k田:b(g)b.ir.〃 〃

[x】/ノ/1//////ノ!///////////ノ11//1/1/ノk61b註g!///1/1/1//

【x】【t]zg:Q§RuQwRG:uQwnti:乙iT:tikdi髄rgn:YRTDi:Y(Y)〃1

[x】tezigqasarqurfγqonti～5ittikdi6rginyara応d1/ノ/!1/

[x】:lsr:lgru:uQWnti:blgusin:bitgin:BWWRTi:BWYRTDi:

[x】訌lsarilg訌r{iqontib詛gnsinbitiginbuur鉦buyaratdi

【x】(uQ)Q〃 〃 〃.乙_.P:TuQzB(w)YR(uQ)..Gi:WYGRmsTY.

【x】1///111////1!/////////11「toquzbuyruq//1/1//uyγunn茎'蓉tay/1/

【x】〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃

【x】〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃Tamγa

Translation

W1

W2

W3

W4

W5

W6

(thenu血beroflettersunknown)〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃/

(thenumberoflettersunknown)〃 〃 〃intheyearof〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃

(thenumberoflettersun㎞own)/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃

(thenumberoflettersunknown)Theyliftedhim(i.e.Theysethimuponthethrone).IheardthatmyUyγurQanwas

caught.//////1ntheyearofhen,,!////////!

(then㎜ 悦roflettersun㎞own)My〃 〃 〃 〃 〃 〃一rni"sQansufferedgreatdamagesandheflewaway(i.e.hedied).His

son,myYabγubecameQaγan. 　
(thenumberoflettersun㎞own)Hesatonthethrone.HissonssucceededtothethroneofTardu恙YabγuandT61isCad.My

Qan/〃 〃realm〃/

N1

N2

N3

(the皿umberoflettersun㎞own)Ihe釦ldthatbefbreTa加wascleated,UyγurQaγansle孟gned.Ihe鍵dthat(theywere)

exaltedandgreatQaγa紅s・

(thenumberoflettersun㎞own)Ihe飢dthattheyreigned.Ihe飢dthattheyruledoverthe血realm(orthepeople)fbrthr㏄

hundredyears.(orIheardthathisrealmlastedthreehundredyears.)Sothepeople〃 〃

(thenumberoflettersun㎞own)Iheardthattheywele〃 〃IheardthathavinglettheleaderoftheBoz-Oqsraid,hehad
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N4

N5

pouredintotheLakeU6uzwithhis(i。e.Boz-Oqs')cavalry.

(由en㎜ 加roflettersun㎞own)Ihe飢dtha惚ibesofAbdi,跏il,Qad童 田1dQas斑wentawayhomthe祀.ThoseI£opleof

mine,inthelandofK的gi伽

(thenumberoflettersun㎞own)Ihe齠that釦 ㎜elythey(i.e.UyγurQaγans)were爬conciledtoChina.Ihe肛d血atthey

reignedsatisfhctodlyfbrseventyyears.

El

E2

E3

囮

邸

E6

(then㎜ 魔oflettersun㎞own)Ihe訂dthatin〃1,T註0燃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃UyγwQa糊s御nthet㎞one.1/〃 〃 〃

!/1!//ノ ノ/11!1//1111/!11ノ ノノ111ノ!

(thenumberoflettefsun㎞own)IheardthathewasaQaγan.IheardthatQaγan〃/〃wastwo.Iheardthatdistinct丘om

h血(i.e.f士omthe【ealone),the=ewasafakeQaγan.

(thenumberoflettersun㎞own)。.fbrhesakeof1〃.He***ed〃 〃ofthethirty[Tatar㎞bes】.Thenhesu挽 爬dgreat

damages.

(thenumberoflettersun㎞own)MyT註qrid註Bolmf蓉ElEtmi蓉IBilg司Qaγansatonthethrone.Heruledovertherealm

(thenumberoflettersun㎞own)becauseofhisbehlgwise,1〃thepeopleofthe倉ont,thatisinthedirecdonwhe爬sun,is

bom1〃

(then㎜beroflettersun㎞own)Heruled(overthem)suppressingBulaq㎞bes,〃 〃/thenheimprovedtheplacesof〃 〃

/////1//////

S1

S2

S3

S4

S5

(thenumberoflettersunknown)〃 〃 〃 〃1〃 〃Ch血a〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃k61bag〃1〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃/ノ 〃 〃 〃

////////ノ//1

(thenumberofletにrsun㎞own)Hesettleddownat(theriver-head矼eaof)Tez,westoftheQasartribe.Heerectedthe

stockade跚destabIishedhist㎞one.Hes鉾nlthewho1己su㎜er(here).

(thenumberoflettersun㎞own)theAlsar(紅ibe?),hesettleddo宙nintheEast.Heinscribedthissignofhimanderected

thisinscdpdonofh孟m.

(thenumberofIettersun㎞own)Iheardthat〃 〃 〃 〃 〃 ノ1〃 〃 〃 〃 〃the.nineわ 塀 麗q5,his〃 〃wasUyγurs。Tay/!〃

//

(thenumberoflettersun㎞own)〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃.〃 〃 〃1〃 〃1〃 〃/〃 〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃Tamγa

和訳

W1

W2

W3

脳

鴨

鴨

(thenumberoflettersun㎞own)〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃1〃 〃.〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃/〃 〃

(thenumberoflettersun㎞own)の 年 に〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃

1/////1//1///1/11!/1111/11/1

(thenmnberoflettersun㎞own)〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃 〃 〃1〃.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/

//1//1/!11/11/1!1/111!!!/1!/

(thenumberoflettersun㎞own)彼 等 は持 ち 上 げ た(即 位 さ せ た).我 が ウ イ グ ル 可 汗 が つ か ま え られ た とい う./

/〃 〃 〃 鶏 年 に 〃 〃 〃 〃 〃 〃.〃 〃 〃.1〃 〃1

(thenumberoflettersun㎞own)し た と こ ろ の 我 が カ ン は 致 命 傷 を負 っ た.そ し て 飛 翔 し た(死 ん だ).彼 の 息 子,

我 が ヤ ブ グ が 可 汗 に 即 位 し た.

(thenumberofletにrsun㎞own)即 位 した.彼 の 息 子(た ち)は タ ル ドシ ュ ニヤ ブ グ と テ リス=チ ャ ドに就 任 した.

我 が カ ン は 国(を?)〃1〃 〃 〃1

N1

N2

N3

N4

N5

(thenumberoflet胎rsun㎞own)テ ング リが 造 られ た時,ウ イ グル可 汗 が即 位 した とい う.高 邁 な,偉 大 な可 汗(で

あ った とい う)ぎ

(thenumberoflettersun㎞own)即 位 した とい う.そ の 国 は三 百年 間,国 を保持 した とい う.そ う して彼 らの部 民

は

(thenumberofIettersun㎞own)し た とい う.ボ ズ オ クの族 長 を もって急 襲 させつ つ,ウ チ ュズ 湖 にそ の騎 兵 と共

に なだ れ込 んだ とい う.

(thenumberofIettersun㎞own)エ ブ デ ィ族,ベ ル シル族,カ ドィル族,カ サ ル族 はそ こか ら去 った とい う.そ の

我 が部 民 は ケ ンケ レス 族 の ところ で

(thenumberoflettersun㎞own)以 前,タ ブ ガチ(中 国)に 服 従 した とい う.ウ イ グル 可汗 は満 ち足 りて 支配 した

とい う.70年 間 で あ った とい う.
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E1

瓰

E3

E4

E5

E6

(thenumberoflettersun㎞own)で,テ ン グ リ デ=〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1=ウ イ グ ル 可 汗 が 即 位 した と い う./

〃 〃 〃 〃/〃 〃??

(thenumberofle㏄ersun㎞own)可 汗 で あ っ た とい う.可 汗 〃 〃 は2人 で あ っ た と い う.彼(真 の 可 汗)の 他 に,

偽 の 可 汗 が い た と い う.

(then㎜ 慟ofle重tersun㎞own)の た め に,30姓 タ タ ー ル 〃 〃 〃 〃 〃/1/***し た.そ れ か ら彼 は 致 命 傷 を負 っ

た.

(thenumberoflettersun㎞own)我 が テ ン グ リデ=ボ ル ミ シ ュ=エ ル;エ ト ミ シ ュ[=ビ ル ゲ]可 汗 が 即 位 した.国

を保 持 した.

(thenumberoflettersun㎞own)そ の 賢 明 さ ゆ え に,東 方 の,日 の 生 ま れ る 地 の 部 民1〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃

(thenumberoflettersun㎞own)ブ ラ ク(謀 落;謀 剌)族 を圧 し て 支 配 した.〃/〃 そ う して 〃 〃 〃 〃 の 地 を 向 上

させ た(ま た は 平 穏 に した)

S1

S2

S3

S4

S5

(thenumberofle就ersun㎞own)〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 キ ョル ニベ グ!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃

/〃 〃 〃 〃 〃 〃

(thenumberoflettersun㎞own)テ ズ 河 で,カ サ ル 族 の 西 方 で,彼 は 宿 営 した.彼 は 柵 を 立 て た.玉 座 を 彼 は 造 っ

た.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

(thenumberoflettersun㎞own)エ ル セ ル(族?),東 方 で 彼 は 宿 営 し た.彼 は 彼 の 標 識 を,彼 の 碑 文 を,こ れ を

彫 り,こ れ を造 っ た,

(then㎜beroflettersun㎞own)/〃 〃 〃 〃 〃9人 の ブ イ ル ク,彼 の 〃 〃/ウ イ グ ル 族 だ っ た とい う.タ イ〃 〃/〃

〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃/

(thenumberoflettersun㎞own)〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃/〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 タ ム ガ

訳 注

W4,a耀n撒 塩Klyashtorny1985,p.152は 本箇 所 をaγintur∬'と転写 す るが,前 か ら第3母 音 に相 当 す る文字 は碑 文拓 本

には な く,転 写 方 法 か ら見 て も円唇 母音uを 補 うべ きでは な く,狭 母 音iを 補 うべ きで あ る.こ の語 はル ー ン文字 碑 文

には在 証で きない.そ れ故 ク リ ャシ ュ トルヌ ィは,本 単 語 が クマ ン語 に在証 で きる こ と をあ げ,さ らに17世 紀 の アブ

ル=ガ ーズ ィ匿バハ ー ドゥル=ハ ンの 『トル クメ ン族 の系 譜(謁 θ厂8一'7セrδた伽の』 の用 例 に対 す る コ ノノ ブの訳 注 を引用 し

つ つ,こ の語 が 即位 儀 式 の 中 で,次 期 可 汗候 補 が 白い フ ェル トに乗 せ られ て 回転 させ られ る行 為 を指 し示す もの と考 え

「即 位 す る(tobeenthroned)」 の意 に解 した(Klyashtomyl985,p.154).し か しク リャ シ ュ トル ヌ ィが 同語 形 の参 照例 と し

て挙 げ た クマ ン語 の動 詞aγindir一の用例 と して は 「彼 は私 を山 に登 らせ た(mengitavγaaγindhdD」 しか な く,動 詞aγ 魯

「登 る,上 が る(ynkselmek)」 に使 役語 尾 一dk一の付 い た形 で あ り(Gr¢nbech1942,p.29),ク リャ シュ トルヌ ィのい うよ う

に 「即位 す る」 とい う行 為 に対 して使用 され た か ど うか は不明で あ る.大 澤 は,こ こで は字 義 通 り 「持 ち上げ る」 と取 っ

て,「 可汗 が即 位 した」 の 意 味 に転 用 され た 可 能 性 を含 め て お く.こ こで の動 詞語 尾 は3人 称 単数 形 で あ るが,複 数形

の簡 略 形 と取 らない と,意 味不 明 とな る.「 彼 ら」 とは可汗 配 下 の部 民 を指 す.

W4,tutu㎞ 濺 ク リ ャシ ュ トル ヌ ィは彼 の碑 文模 写(Klyashtomy1985,∬g,5)でTWTuqDaと 写 して,tuttuqdaと 転写

し,「 支配 した時 」(Klyashtomyl985,p.152-153)と 訳 出す る が,我 々 の拓 本 か らはtutulmi蓉 と判読 で きる.動 詞tut一 「捕

まえ る,保 持 す る」 に介 入 母音 の 一u一,受け身形 成 語 尾 一1一,完了形 の 一mi瓲が付 い た形 で,「 捕 ま え られ た とい う」 と訳 せ

よ う.こ れ だけ で は可汗 が 敵方 に捕 まっ た と解 す る とみ るの が常 識 的で は あ る.し か し本 字句 が 「即位 した 」 こ とを意

味 す る直前 の字句 に関 係す るの で あれ ば,キ ョル=テ ギ ン碑 文 東面 第ll行 目,ビ ル ゲ可 汗 東面 第10行 目にお け るTa加

t6pasi臘tutlpyUg舗k6t㎞ 贓rin6「 テ ング リは彼 らの脳 天 で つ か ま えて,上 の方 へ持 ち上 げ た の だ」 とい う よ うに 「テ

ング リ」 に よって 「つ か ま え られ て」 即位 させ られ た際 の表 現 と見 なす こ と も可 能 で あ ろ う(cf護1992,pp.347-356).

ただ前 後 の文 脈 が なお 不 明 なの で,大 澤 は今 の とこ ろ,直 訳 して お く.

w4,taq町uy皿:ク リャ シュ トル ヌ ィの碑 文 模 写(Fig.5)で は,mqlγuの 前 の語 の語 頭 のkの 後 は記 され て い ないが,我 々

の拓本 か らは前舌 円唇 母音 嚢 の 文字 が確 認 され る.ま た ク リ ャシ ュ トル ヌ ィは その 後 の文 字 の損 傷 数 を7～8文 字 と記

す が,我 々 の拓 本で は約3文 字 分 の スペ ー ス しか ない,さ らにク リャシ ュ トル ヌ ィの碑 文模 写(Fig.5)で は損 傷 部分 の

後 の文 字 を γ字 で始 め て い るが,我 々の拓 本 か らは母音 のi字 が 判読 で き る.ま た ク リャシ ュ トル ヌ ィはynの 後 にqa

を補 うが,我 々 の拓 本 か らは2点 の綴 字記 号 が確 認 され る.本 箇 所 は本 碑 文 の記 述年 代 を知 る上 で 重要 な十 二支 獣紀 年

が 記 され た唯 一 の箇 所 で あ り,綴 りの上 か ら 田qiγuyil「 鶏 年」 と復 元可 能 で あ る.ク リャシ ュ トルヌ ィは この年 を西 暦

757年 と見 る(Klyashtomy1985,p.144)が,大 澤 は本 碑 文 の建造 年 を750年 と見 る立場(大 澤1996b)か ら,745年 と解

す る,ま たtaqiγuの 直 前 は1文 字分 の ス ペ ース が あ るが,現 段 階で は復 元 で きない.'
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W5,・ 血濺 ハ ル ジ ャウバ イ,及 び シネ フー の模 写 で はiと のみ 写 してい る(Xap)Kay6崩1978,p.118;皿HH3xYYl980,p.

40).ク リャシ ュ トル ヌ ィの碑 文 模 写(Fig.5)で はltms:と 写 して い るが,我 々の拓 本 で は 冒頭 部 は か な り摩滅 して判 読

で きず,辛 う じてs字 が 見 える に過 ぎない.ま たそ の後 の2点 の綴 字 記 号 は確 認 で きない.大 澤 は,こ の 一mi聴の用 法 に

つ いて は,前 後 の 文体 が 一ti過去 で終 わ って い る こ とか らみ て,文 末 の動 詞 語 尾 のそ れ で は な く,後 ろの 名詞QaYanを

修飾 す る形容 詞 的 用法 とみ て,「 ～ した所 の」 とい うよ うに解釈 してお きたい.

W5,ya団it装gipuだdi=ク リ ャシ ュ トル ヌ ィはyasitagipu乙diを 「死 んで,(魂 は)飛 び去 っ た」 と訳 す(lqyashtomylg85,

p.153).も ち ろん,彼 の 如 く本 字 句 を 「死 ぬ」 を意味 す るyas懾g一 とuこ一か らな る動 詞 の並 列 用 法(verbalbinary)と み る

こ とは可 能 で あ ろ う.し か しyasは"death,des錠ucdon"の 以外 に"damage,ham1,des賃uction"を も意 味 す る こ とか ら(ED,

p.973),yasi儼gipを 直訳 す れ ば 「彼 の損 失(損 傷,破 壊)が 至 って」,つ ま り 「彼 は損 失 を被 っ て」 とい う意 に なる.な

お,オ グズ語 のyasは,カ ラハ ン朝 文献 にお いて は 「死 ぬ」 を意 味す る と きにyasbol一 の表 現 で使 用 され る こ と(cfCTD

II,p.231),ま たyasit註gipの 後 に高位 の人 物 が 「死 ぬ」 場合 に使用 され るu6一(魂 が 飛翔 す る)が 使 用 され てい るこ とか

ら見 て,大 澤 は本 処 のyasltagipを 「死 に至 る ほ どの損傷 を被 って」 とい う意 味 に取 った.

W6,01ur6:ク リ ャシ ュ トル ヌ ィはW字 を補 って,直 後 の文 字 をLと 読 んで い る.我 々の 拓本 で は彼 がLと 読 ん だ文

字 はむ しろBの 字 形 に見 える.そ の前 には2点 の分 離 記号 に よ うな斑 点 が確 認 され な くもない.し か しそ の よ うにb麟 凾

「彼 は行 った」 と解す る には,古 代 トル コ語 での 動詞bar一 は後 ろ に過 去 動詞 を とる際 には 一tiでは な く くhが 接 続す る綴

字法(GOT,p,188)か ら逸 脱 してい て,疑 問 で あ る.事 実 ここで のBに 見 え る字 は本碑 文 の 同 じB字 に比べ る と,や や

小 さす ぎる よ うで あ る.こ う した難 点 か ら,大 澤 は む しろ,ク リ ャシュ トルヌ ィが 想 定 した よ うにL字 の 下端 の先 が 丸

くな った と考 え,ク リャ シュ トルヌ ィの読 み に従 っ た.

W6,αymard雨yabγut61isさadolur∬=主 語 で あるoγ1iは 単 数 形 で あ るが,意 味 と して は複 数 扱 い で あ り,「 彼 の 息子

達 の(2人 の うち)一 人 は タル ドゥシ ュ=ヤ ブ グ に,他 の 一 人が テ リス嵩チ ャ ド(i.e.シ ャ ド)に 就 い た」 の 意味 で あ る.

な おKlyashtomyl985,pp,145-146は この 記載 を第3代 目の可 汗 が即 位 した759年 の際 の 出来 事 と考 えて い る ようで あ る

が,大 澤 は本碑 文 が750年 に建 造 され た とい う見解 か ら,こ この記 載 は シ ネ ウス碑 文 東 面第7行 目の749年 にお け る息

子2人 へ のヤ ブ グ とシ ャ ドを与 えた箇 所 に相 当す る と考 えて い る.

Nl,taOri:ハ ル ジ ャ ウバ イ,シ ネ フー,ク リ ャシュ トルヌ ィの模 写 で はいず れ も 髄q瓢 と写 して い る(Xapxay6am978,

p.ll8;HImBxYY1980,p.40;Klyashtomyl985,p.142,fig,5).ま た転 写 で は60r巨,翻 訳 で は 「以 前 に」 とす る.し か し我 々

の拓 本 で は彼 らが 鹸 と読 んだ 冒頭 の 文字 は右 側 の ス トロー クが 上 に 曲が っ てい る よう には見 えず,ま た 最 後 の文字 もa

の下 側 の跳 ね た部 分 が判 読 で きず,iと 見 える.悟 加qnintuqdaは 文 字 通 り訳 せ ば,「 天 が創 られ た時 に」 とな り.キ ョ

ル=テ ギ ン碑 文東 面 第1行 目(ビ ルゲ可 汗碑 文東 面 第2行 目)に あ る有 名 な字 句,即 ちiiz註k6k吻dasrayaγizyer

qihtuqda「 上 に は蒼 き天,下 に は褐 色 の 大 地が 創 られ た時 に」 の字 句 を想 起 せ しめ る.

Nl,b6kuluγqaγam:こ のb6kを め ぐって の ク リャシ ュ トル ヌ ィの読 み とそれ 以前 の読 み の問 題 点 はTekinl988,pp.112-

113に 詳 しい.ク リ ャシ ュ トル ヌ ィの模 写(Klyashtomy1985,p.142,fig.5)で も,我 々の拓 本 で もbUUkと 判 読 で きる.

ク リャシ ュ トル ヌ ィは転 写 の 際,こ の語 をbUkUと 読 み,こ の可 汗 を ウイ グル 第3代 目の牟 羽 可汗 に比 定 す る根拠 と し

て挙 げ て い る.し か し通 常,ル ー ン文字 で は 母 音+子 音 の2音 字 が単 語 の 末 尾 に くる場合 は閉音 節 と して 表記 され る.

つ ま り,本 例 でい えば,b甑1b6klabUkの いず れ で しか転 写 で きず,ク リャ シュ トルヌ ィの転 写 は支 持 で きない.さ ら

に本 語 はuluγ と共 にqaγanの 形 容語 た るべ き意 味 を持 たね ば な らず,こ の条 件 に 見合 う もの と して は本 来,厂 高 い」 を

意味 す るb6kが よい.な おCTDH,p.215で はb6kの 説 明 と して"N㎜eforthefallingofthe㎞ucleonthebackinthegame"

とあ り,ゲ ー ム名 と して使用 され て い るが,そ の 起源 は指 関節(踝)の 隆起 部 に 由来 す る ようで あ る.と い うの もb6k

か ら派生 したb6ksagは 「(女 性 の)胸,胸 元 」(CrDI,p.355)を 意 味 し,b6ktirが 「山 中で の 固 くて押 し下 げ られ た場

所 」(crDI,p,342)を 意 味す る事 か ら もわ か る よ うに 「高 い」 「隆起 した」 意 味 と関係 を持 つ こ とが 知 られ るか らであ

る(現 代 キル ギズ 語 のb6kは 「丘,高 さ」 を意 味 す る.VWTD,p.1693).以 上 よ り大 澤 は テキ ンの解 した 如 く 「高 い;

崇高 な」 とい う意 味 に解 して お きた い.

N2,aniO=KIyashtomyl985,p。142,∬g.5で はbiη と写 され,転 写 でbiOと 記 され て,「 千 」 と訳 してい る.し か し我 々

の拓 本 か らは既 にTekin1985,p.113が ク リ ャシ ュ トル ヌ ィの写真 か ら推測 して い た よ うに,冒 頭 の文 字 はbで は な くn

と判 読 で きanio「 彼 の,そ れ の」 と読 むべ きこ とが 明 らか に な った.

N3,bozoαba蕊na{口za面uzk61k装at時ht6k蕊bar面 濺 本箇 所 は タ リア ト碑 文 東 面第2行 目の箇 所 に比定 で きる.

Iqyashtomy1985,p,142,∬g.5の 模写 で はk61の 後 の文 字 がkiと 写 され て い るが,我 々の拓 本 か らはkaと 翻 字 で きる.

またKlyashtomyl985,pp.152-153で はbuzuqba蓉inqfzau乙uzkUlekiatliγintiikabam瓊 と転 写 して,「 ブ ズ ク族 の首 領 に よっ

て反 抗 しつ つ,(彼 らの 部民 は?)潰 え て,(彼 らの部 民 は)小 さな キ ョル と2人 の貴 顕 に よ って,潰 えた」 と訳 す が,

彼 の読 み にはTeldnl985,pp.113-114が 不 十分 と見 て,批 判 して い る.ま ず ク リ ャシ ュ トル ヌ ィは冒頭 か ら3番 目のqiza

と転写 す るが,第 一 音 節 の狭 母音iは 翻 字 に ない こ とか らす れ ば,qizaと は読 め ない.こ れ は テ キ ンの 述べ た よ うに,

「流 れ る」 を意 味 す る動 詞語 幹aq一 に介 入子 音 のi+動 詞 の使 役 形 を形成 す る語 尾 一z+副 動 詞 語尾 一aか らな るaqizaと

転 写 して 厂流 しつ つ」 と見 るべ き と考 え る.な お 動詞aq一 は本 義 の 「流 れ る(toflow)」 とい う意 味 か ら転 じて,"toraid"

厂進 軍す る;突 撃 す る」 や 「襲 う」 の意 で使 用 され る(ED,p.77b).ま た こ の使役 形aqit一 は キ ョル=テ ギ ン碑文 北 面 第8
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行 目や トニ ュク ク第 一碑 文 北 面 第11行 目に もそ の使 用例 が あ る よ うに,戦 闘場 面 で は"tosendout(ap飢y)toraid"(ED,p.

81a);"toordertomarch;letraid"(GOT,p.300);"angreifen"(Bertal994,p.50)す な わ ち 「侵 入 す る;急 襲 す る」,ま た は 厂侵

入 させ る;急 襲 させ る」 の意 で,主 に軍 事 用語 と して使 用 され る.本 碑 文 のaqlz・ も同 じく使 役 形 で あ る こ とか ら同様

の 意味 にな るが,こ こで は 「急 襲 させ る」 の 意 味 に とっ た.次 にUik証 とい う語 を ク リャシ ュ トル ヌ ィは動 詞語 幹tUk一+

副 動詞 一aと考 え て い るが,実 は動 詞 語幹 自体 がt苜k註一で あ り,こ の ままで は文 法 的 に不 十分 で,支 持 で き ない.こ こは

厂注 ぐ」 を意 味す る動 詞語 幹t6k一 に副動 詞 の 一aが 付 い た形 と見 るべ きで あ ろ う.こ の動 詞 は キ ュ リ=チ ョル碑 文 東 面 第

5行 で も在 証 で きる.ま た翻 字 部分 で今 回確 認 され たk61の 後 の2点 の綴 字記 号 を挟 ん だ後 のkaに つ い て は,管 見 で は

類例 が確 認 され ない が,kaを 独 立 させ て も意 味が 不 明 な ため,k61に 続 くと見てk61kaと 転 写 して お きたい.さ らにboz

oqba伽 の 一lnは,ル ー ン文 字 でi字 が示 され,そ の後 に後 舌系 のnが 刻 まれ てい る こ とか ら,3人 称 所 有 語 尾 に具格 語

尾nが 付 い た形 とみ て,「 ボ ズ冨オ ク部族 の 首領 で もっ て」 と訳 す こ とが で きる.な お3人 称 所 有 語 尾 に接 続 す る文 字

が後 舌系 のnな らば,こ れ は対 格 語 尾 で あ る とされ る(GOT,p,59).ま たat董iγinの一血 はi字 が刻 まれ て い ない ため か,

テ キ ンは このn字 を対 格 語 尾 とみ て 「彼(=敵)の 騎兵 た ち を」 と訳 した(Tekinl988,pp.113-114)が,こ こで はそ の後

のn字 も後 舌系 で記 され てい る こ とか ら,大 澤 は具 格語 尾 の 共格 的 用法(GOT,p.137;KoHoHoBl980,p.159)と と り,「 そ

の(=ボ ズ=オ ク部 族 の)騎 兵 た ち と共 に」 と訳 してお く.な おbozoq族 は,11世 紀 の オグ ズ=ナ ー メ(0γuzname)に

も,オ グズ系 部族 集 団 の名 称 と して確 認 で き る(R6na-Tas1986,p.58).

N4,【註bldi贓rsi1吼adir吼asar:Klyashtomy1985,p.142,fig.5で はdibrs1と 写 され,冒 頭 の 文字d字 を読 み,第3字 と

第4字 の 問 には分 離 記 号 は ない.我 々の拓 本 で はd字 は確 認 で きない,た だ ここ は4つ の部 族名 が 連 記 され てい る.タ

リア ト碑文 東 面 第2行 に もqadir,qasar,abdi(ま た はb註di),b益rsil,ya直z,oγuzと オ グズ系 諸 族 の名 が 列挙 され てい るが,

問題 の箇所 はabdi(ま た はbadi)に 対 応 す る もの と考 え られ る.な おR6na-Tas1982,pp.366-368で は タ リァ ト碑 文 で の

上 述 の部族 名 につ い て,badi(ま た はabdi)を'abdalす な わ ち 「エ フ タル」 に比定 し,qadirを 掌aqad宜に比 定 して いる.

R6na-Tasl986,p,58も 参照.ま たqasarを8世 紀以 降,イ ス ラム史 料 な どか らカ ス ピ海方 面 か ら黒 海 北 岸方 面 で活 動 し

たバ ザ ール族 の 東方 で の一 集 団 と見 なす 見解 も提 出 され て い るが(R6na-Tasl982,pp.368-376;R6na-Tas1986,pp.57-60;

Bazin1994,pp.196-203),大 澤 は オ グズ系 の 部族 と考 え,バ ザ ール族 に比 定す る見解 には与 しない.

N4,k註Ok註rasda=Klyashtomy1985,p.142,fig.5の 模 写 で は,最 後 の文 字 はiと 写 され て い るが,ハ ル ジ ャ ウバ イ とシ ネ

フー の模写(Xapxay6a姐978,p.ll8;HIHH3xYYl980,p.40)で はaと 示 され てい る.我 々の拓 本 で は縦 の ス トロー クは は っ

き り見 え るが,そ の右 上 と左 下 に も微 か に横 線 が判 読 で きる.そ れ故,こ こ はテ キ ンが指 摘 した よ うに 前2者 の模 写 を

支 持 す る こ とが で きる(Tekinl988,pp.ll4-115).ク りヤ シュ トル ヌ ィは当箇 所 をk的k… 鵬diと 転 写 し,「 広 く(甚 だ し

く),互 い に争 った」 と訳 して い る(Klyashtomyl985,pp.152-154).彼 はkaOを"enmity,hatled,illwill"を 意 味す る根拠

と してKoHoHoBl980,p.182で の 見解 を挙 げ てい る.そ こで は 「両者 間 で不 和 を生 む」 とい う意 味 の動 詞語 幹k閃 甑 一/

1d脚r一 がk鋤 か ら派生 した とい うの が その 理 由で あ る.一 方,こ れ と同 じ見解 をかつ て 示 したテ キ ンは,k的 には 「敵

意」 な どの 意味 が な い と して 自説 を訂 正 し,本 処 のk註ηk掬加 を部族 名 と した(Tekinlg88,pp.Il4).な お,kaηka伽 族 は

キ ョル=テ ギ ン碑 文東 面 第39行 目に もその 名が 見 え,8世 紀 前 半 に は シル河 方 面 に本 拠 をお いて い た こ とが知 られ る.

なお この ケ ンゲ レス族 をk鋤k(部 族 名,地 名)+瓢r(人)+一 註s(複 数語 尾)と みて,テ ユル ク系 の 「カ ング リ族 」

に比 定 す る説(cfKUashtomyl964,pp.163-179)も あ る.

N5,tavγaさqabazlam萠=ク リャ シュ トルヌ ィはtavγa乙qaq伽s血mfヨ と転 写 して 「彼 らは タ ブ ガチ に反 乱 を起 こ して,

破 られ た」セ 訳 す(Klyashtomyl985,pp.152-153).Klyashtomy1985,p.142,fig.5の 模 写 で は第2語 以 下 の箇 所 はikz蓉N

mヨ と写 され てい るが,我 々 の拓 本 か らはBzLNm蓉 と判読 で きる.bazlan一 の語 構 成 は 「平和,平 和 な」 また は 「服

属 した,服 属者 」(ED,p.388a;GOT,p.310)を 意 味 す る名 詞 ・形 容詞baz+名 詞 か ら動 詞 を形 成 す る語 尾4a+受 け 身形

成語 尾 一nであ る(但 しOTWF,p.511で は 一lanそれ 自体 を名詞 か ら動詞 を形 成 す る接 尾 辞 と して独 立 させ るべ きと主張

す る).ル ー ン文 字碑 文 で は初 出の 動詞baz董an一を,テ キ ンは後 者 の 「服 属」 とい う意味 か ら派生 した 動詞 とみ て,「 ～

に服 属 す る」 の意 味 に とった(Tekinl988,p.115).こ の読 み に つい て エ ル ダル は"paci五ed,Le.pea㏄ableorsubjugated"と

両義 が あ る こ と,ま た ウ イ グル 文献 で の用 例 か ら 厂～ と互 い に平 和 にす る」 とい う意 味が あ る こ とか ら,動 詞ba一 を"to

bind"が 原義 で あ るみ た テズ ジ ャ ン説(cfTezcanl982)を 引 きつ つ(OTWF,p.325),「 中 国の 下位 の 同盟 国 となっ た」 と訳

した(OTWF,p.511).と こ ろが,テ キ ンは最 近,bazと い う単語 をzetacizm的 観 点 か ら広 くテ ユ ル ク諸語 にそ の意 味 を

探 り,bazlan一 が アゼ ル バ イ ジ ャ ン語 や テ ユル クメ ン語 に み られ るb麟 一に対 応 す る もの の,そ の基 幹動 詞 で 「結 ぶ」 と

い う意 味 のba一 は長 母音 で ある の に対 して,カ ル ル ク方言 で のbaz董an一の 基幹 動 詞ba一 は短 母音 であ る こ とか ら,そ の語

根 た るbazは 厂平和,平 和 な,平 静 さ」 を意 味 で あ り,別 系 統 で ある と述 べ,問 題 のbazlan一 を 「～ と友 好 的 にな る(to

makefhends)」 の意 で あ る と論 じた(Teldn1994,pp.261-262).こ の見解 に立 て ば,「 服 属 した」 とい う意 味 は 二次 的 な意

味 とな り,厂 中 国 と友好 的 にな っ た」 と訳 す こ と も可 能 か も しれ ない.

N5,toαdum鶯yetmi蓉 郵 浙mi蓉=ハ ル ジ ャ ウバ イ と シネ フー の模 写(Xap)Kay6説1978,p.ll8;皿HHgxYYl980,p.40)に は

冒頭 の語 はTwuQと 写 され て い るが,Klyashtomyl985,P。142,fig.5の 模 写 に はwN:YiL:と 写 され てい る.我 々 の拓

本 か らは本 箇所 は上 半分 が 欠 損 してい る とは い え,こ の スペ ー スに ク リ ャ シ ュ トル ヌ ィが補 った5文 字 を刻 む には狭 す

ぎる.ま してや その 読 み の最大 の障 害 は 末尾 文字 がuQに 特有 の ↓の鏃 の 下端 が は っ き りと浮 き出て い る こ とに ある.
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また冒頭 の 文字 も後 舌 のTの 下 部 の丸 い形 が確 認 され る.こ の こ とは直 接 碑 文 を調 査 した際 に も他 の メ ンバ ー と共 に確

認 した.そ れ故,大 澤 は ハ ル ジ ャ ウバ イや シ ネ フー の模 写 にあ るt閃 を正 しい と考 え,"ful1,saUated"(ED,p.464)か ら

「満 ち足 りて」 とい う よ うに副 詞 的 に訳 出 してお きたい.t(》qの 用例 と して は,ト ニ ュ ク ク碑 文 第 一碑 南 面 第1行 に,

k註yikyiy飢abfヨγany註yUdur狙imiz.bodunboγuzitoq… 吐d.「 野獣 を食 べつ つ,兎 を食べ つ つ,我 等 は暮 ら して い た.部 民

の腹ωは満 た さ れ た」 を挙 げ得 る.お そ ら く時 の ウ イグ ル可汗 は 中国 と友好 関係 を保 つ こ とで,衣 食 に窮 す る こ とな く

支 配 した こ とを述べ た箇所 で あ ろ う.

E2,"aγan装rmiMqyashtomy1985,p.142,fig、5の 模 写 で は,冒 頭 の箇 所 は空 白に され て い る.し か し,我 々の 拓本 か

らは γN:と 判 読 で き,こ こは間違 い な くqaγanと 復 元 で きる.

E2,qaγan!〃ek馗rmi蓉:QγN:とkiの 間 につ い て,ハ ル ジ ャウバ イの模 写 で はY:を 入 れ て い るの に対 し,シ ネ フー,

ク リ ャシュ トル ヌ ィの模 写 で は約3～4字 分 の 空 白箇所 とな ってい る(Xapxay6説1978,pll8;皿HH3xYYl980,p.39;

Klyashtomyl985,pp.142,且g5).し か しハ ルジ ャウバ イはそ の転 写 で,qaγanayeki…im雌 と しつつ も,そ の翻訳 箇 所 で は

「可汗 は2人 い た」 と翻 訳 す るが(Xapxay6崩1978,pp.llg,122),語 法 的 にみ て も支 持 で きな い.他 方,ク リ ャシ ュ トル

ヌ ィ もこの空 白部 の 後 のkiをekiと 読 ん だが,疑 問 符 を付 して い る(Klyashtomy1985,pp.153).そ れ は直前 の文 字次 第

では読 み方 が 変 わ る こ とを予 期 しての処 置 で あ っ た こ とを意 味す る.た だ ク リャシ ュ トル ヌ ィの読 み を 批判 した テ キ ン

で さえ も,こ のekiを 躊 躇 な く採 用 して_qaγanekiaτ 血 蓉と転 写 して,「 可 汗 は_2人 い た」 と翻 訳 して い る(Te㎞

1988,p.116).こ れ も直前 の 空 白箇 所 が読 まれ な い こ とを前提 と して の話 で あ る.我 々の拓 本 か らは そ の場所 の文 字 の判

読 は容 易 で ない とはい え,冒 頭 に は約1文 字 分 の スペ ー スが あ り,そ の 後 に はRとi(ま た はa)ら しき2文 字 が確 認

され る.あ るい はWを 補 え ば,並(息 子)と 読 め な い こ と もない が,今 は保 留 してお く.な お 本 文 の主語 た る人物 名

は,現 在未 発 見 の本 碑文 の前 半 部 の断片 に記 され てい たの で あ ろ うが,今 は不 明 で あ る.た だ前 後 の文 脈 と して後継 候

補 が可 汗 と して 名乗 りを上 げた もの の,彼 の他 に可 汗候 補 た る ラ イバ ルが い た こ とを述 べ た箇 所 と推 察 す る.

E2,antaad苴h:ク リ ャシ ュ トル ヌ ィはNT;DNをan重adanと 転 写 して 「そ れ か ら」 と訳 す(Klyashtomyl985,pp.152-153).

しか し我 々の拓 本 か らはTとDの 間 に分 離記 号 が確 認 され る こ とや,既 にテ キ ンが 批判 した 如 く(Tek叢n1988,p.116),

ク リャ シュ トル ヌ ィの解 釈 は不 適 当 で あ り,こ こ はan血ad血 と転 写 す べ きであ る.こ の形 は カ ラハ ン朝 期 の トル コ語 文

献 に使 用 され て お り,"otherthanthat,besides,furthermole"の 意 味 を持 つ(ED,p,60b;Tekinlg88,p116).厂 それ 以外 に,

その他,そ の上 」 と訳せ る。

E2,6dk崩nさqaγan翫m濺Klyashtomy1985,pp.152-153で は6dkan6qaγan㎞ 蓉と転 写 し,6dkan乙 を ウ イグ ル第3代 目

の牟 羽 可汗 が即 位 す る前 の 幼 名 で漢 文史 料 に み られ る移 地健 事i-d'ig'二an<拿ldUくanに比 定 す る(Klyashtomy1985,p.155).

しか しこれ は音 韻 的 に も不 適切 であ り,既 に テ キ ンが批 判 した よ うに(Tekin1988,p.115-ll6)単 な る こ じつ け以外 の何

物 で もない(2}.こ こは本 来"to㎞itate"を 意 味す る6dk廿n一(ED,p.52a)に 名詞 形 成語 尾 一己がつ い た形 で あ り,"false,fake"

を意 味 す る.さ らに ク リャシ ュ トル ヌ ィは …㎞ 擁 を"tobecolne"と 訳 して い るが,そ の よ うな意 味 は な く"tobe"の 意 味

しか ない.テ キ ンは こう した批 判 の上 に立 っ て,先 のqaγan/〃ekiam雌antaadfnの 語 も含 め て 当該 箇所 を 「可汗 は2人

い た.そ の上,(彼 らの 一 人 は)偽 りの可汗 であ っ た」 と訳 して い る。 ま たエ ル ダル もク リ ャシ ュ トル ヌ ィの転 写 と翻

訳 は誤 りで あ り,テ キ ンの批 判 を正 当 とみ て 彼 自身 は 「彼 は別 の可 汗,偽 者 で あ った」 も し くは 「彼(真 の 可汗)と は

別 に,彼 は偽 りの 可汗 で あ っ た」 と訳 出 して い る(QTWF,P277).大 澤 もテキ ン及 びエ ル ダル説 に依拠 しつ つ,そ の よ

うに解釈 した.

E3,nn亟 衡notuztatar1〃 〃1〃 〃 面:Klyashtomy1985,p.142,fig,5の 模 写 か らは 冒頭 部 の 茸n:の 文字 は写 され てい な

い.我 々の拓 本 か らは は っ き りと確 認 で きる.言 わ ず もが なで あ るが,こ れ は理 由 ・原 因の 機 能 を持 つ後 置 詞U6Unの 前

に来 る単 語 に付 され た対格 語 尾 で あ る.次 にotuzと 分 離記 号 の 後 の箇所 につ い て はハ ル ジ ャ ウバ イや シネ フ ー,ク リ ャ

シ ュ トルヌ ィの模 写 で はい ずれ も空 白 と され,転 写 部 で は3～5文 字分 入 る とみ てい る(照yashtomy1985,p.142,塊.5

,p.153).し か し我 々 の拓 本 で は,otuzの 後 に不 明 な1文 字 の後,後 舌系T字 と後 舌系Rの 残 画 が辛 う じて読 み とれ る.

またそ の後 に はLTの2文 字 が 見 え,空 白が2文 字,そ して後舌 系 のT,1字 の空 白 を挟 んで,TTDiと 続 い て い る.

以上 の残 画現 況 か ら大 澤 はotuzの 後 にtatarと 復 元 したい.な お最 後 は動 詞 過 去 の語 尾 一diがみ られ る こ とか ら何 らか の

動 詞語 幹 が想 定 され るが,現 在 の所,成 案 は ない.な お最 後 のTTDiの 文字 につ い て,ハ ル ジ ャ ウバ イや シネ フー,

ク リ ャシ ュ トル ヌ ィの模写 で はいず れ もTとTの 間 にWを 挿 入 してい るが 我 々 の拓 本 か らは確 認 で きない.

E5,b皿g齟n樋 伽3ハ ル ジ ャ ウバ イや シ ネフ ー,ク リ ャシ ュ トル ヌ ィの模 写 で はgとsの 間 の 文字 が 曲 と記 され てい る

(Xapxay6崩1978,p.1夏8;皿MH3xYYI980,p40;K豆yashtomyl985,p.142,fig.5).し か し既 にテ キ ンが 指摘 した よ うに,そ

の後 には 「東方 の 部民 を」 とい う フ レーズ が 続 くこ とか らみ て,お そ ら く は征 服 した こ とを述 べ た くだ りで あ る ことか

らす れ ば,そ の よ うな司 令 官 と して の資 質 が あ った か らこそ とい う理 由 の字 句 こそが 相応 し く,そ の意 味 で はbilgお 血

驚血 こそが 適 当で あ る(Tekin1988,p.116).我 々 の拓 本 で も一 見,前 舌系 のuの よ うに右 上 端 に は鍵 型 の ス トロー クが

見 え るが,そ れ は通常 のuの 形 に比べ 不釣 り合 い な ほ ど小 さ く,逆 に縦線 の左 下端 には左 に跳 ね た点 が確 認 で きるの で

(1〕boγuzは 通常 「喉」 と訳 され るが
,こ れ を 「腹 」 と解釈 す る こ とにつ い て は,森 安1991,p.6g.

(2)ま た
,牟 羽可 汗 の幼 名 「移地 健 」 に つい て は,森 安(1991,p,194)がyidgan「 北 斗 七星 」 に比 定す る案 を提 出 して い る.
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a字 と見 なせ よ う.

E6,Bulal鈩 γ=ハ ル ジ ャ ウバ イや シ ネ フー の模 写 で は冒頭 の文 字 はYWLLGと 記 され てい る(Xapxay6崩1978,p.118;

皿MH3xYY1980,F38).一 方 ク リ ャシ ュ トル ヌ ィは模 写 で はBWhqGと 写 し,bdqiγ と転写 した(Klyashtomy1985,p.

142,fig,5;p。153).こ う した中 で テキ ンは ク リ ャシ ュ トル ヌ ィの読 み が トル コ語 に在証 され な い形 で あ る こ とか ら賛成

で きない と して,先 の ハ ル ジ ャ ウバ イや シ ネ フー の模 写 に信 頼 を置 い て,yollUγ と転 写 さ るべ きこ と,そ して こ の人物

を タ リア ト碑 文東 面 第1行 にあ るウ イ グル可 汗 の名 前 に比 定 で きる と主張 す る(Tekin1988,pp.116-117).し か し我 々 の

拓 本 か らは語 頭文 字 は下部 が 半 円 を描 い て い る こ とが 窺 え,後 舌 のBの 残 画 で あ る こ とが確 認 で きる.ま た ク リャシ ュ

トル ヌ ィは第4字 をiQと 読 ん だ が,上 部 の三角 形 の 一辺 が 見 ず,従 え ない.む しろ縦 のス トロ ー クの左 側 には,横 上

に一本 線 が入 って い るの が確 か め られ る.こ う した状 況 か ら大澤 はBulaqiγ と転 写 で きる とみ る.

このBulaqと い う語 はCTDI,p。291に テ ユル ク諸 族 の1つ と記 され る.ま た,IJudOda1一`淘am(tr.Minorskyl982,p.

96)に はヤ グマ族 の構 成部 族 の1つ と して み え る.こ れ は 『新唐 書 』 巻217下 ・葛邏 禄 伝 で,カ ルル ク族 を構成 す る3

部 族 の1つ,謀 落 ・謀剌 に比 定 で きる.本 処 は ウイ グル が カル ル ク族 を攻 撃 して服 属 させ た事 件 と関連 づ け る こ とが で

き よ う.

E6,取aba団ip:ハ ル ジ ャ ウバ イは模 写 で はiYsBヨpと 読 み,iyasibasΦ と転 写 して,前 者 を 「そ の末 裔 」 ま た は 「君 主」

と訳 し(Xap兆ay6am978,pp.118-119,pp.122-123),シ ネ フー は模 写 で はiYa:B帥 と読 み,iyasiだ け転 写 して 「君主 」 と

訳 してい る もの の,後 の語 を転 写 し忘 れ て い る(田HH3xYY1980,p38,41).ク リャ シ ュ トルヌ ィは模 写 で はaYa:BMと

読 み,ayab醐 と転 写 し,「 称 賛 しつ つ 」 と訳 して い る(Klyashtomyl985,p.142,fig.5,pp.153454).し か しハ ル ジ ャ ウ

バ イ や シネ フー の転 写 はs字 の 後 に刻 まれ てい な い3人 称 所 有語 尾+iを 付 す とい う通常 の語 法則 か ら逸 脱す る もので,

従 い が たい.一 方,ク リ ャシ ュ トル ヌ ィの読 み に つい て も,最 初 の語 が彼 の 考 え た如 く動 詞 語幹+副 動 詞 の語構 成 な ら

ばay一+一aと い う形 が 想 定 され るが,ay一 に は称賛 す る とい う意 味 は ない.「 称 賛 す る」 な らばaya一 で あ り,何 も副動

詞 語尾 が付 され て い ない の に,彼 の ような訳 語 は不 適 切 で ある.こ うした諸 点 か らテキ ンは交 替案 と して2つ の語 は 「抑

圧 す る」 を表 現 す るverbalbinaryと み て,ウ イ グル文 献 で の例 を引用 しつつ,茎yabasipと 転 写 すべ き こ とを主 張 した.

我 々 の拓 本 か らはiYa:B帥 と転 写 され るの で,大 澤 もテ キ ンの 読 み を採 用 した.

E6,01皿r∬3ハ ル ジ ャ ウバ イや シネ フ ーの模 写 で はWLRmsと 写 され(Xap)Kay6朗1978,p,118;HIHH3xYYI980,p.38),

一 方 ク リ ャシ ュ トル ヌ ィは模 写 で はWLRTmsと 写 して い るの に
,転 写部 で はolurtiと 別 の形 で読 んで い る.我 々 の拓

本 で はWLRTま で しか確 認 で きな い.し か し もしク リ ャシ ュ トル ヌ ィの模 写 の通 りで あ れ ば,olu鯔 瓱 と転 写 され,

「支 配 させ た」 とい う意 味 に な るが,先 にあ るyolluγな る人物 が 可汗 であ れ ば,使 役 形 は そ ぐわ ない で あ ろ う.そ れ故,

現 時 点 で大 澤 は01ur直 と転写 してお きたい.

E6,yerigyag(註t)di=こ の箇 所 は,文 字 が 断続 的 に破 損 また は摩 滅 してい て,極 め て判 読 困難 な箇 所 で あ る.・ク リ ャシ ュ

トル ヌ ィは この 箇所 を空 白 と してい るが,ハ ル ジ ャウバ イ及 び シネ フー は模 写 でyrgyrsbiと 写 し(Xapxay6崩1978,

p.118;IH班H3xYYl980,p.38),yerigyersabiと 転 写 して,「 土 地 を遊 牧 した」(ハ ル ジ ャ ウバ イ)「(非 常 に),恐 れ つつ,

教 育 した」(シ ネ フー)と 翻 訳 して い る.我 々の拓 本か らはyerigの 前 にzの 文字 の残 画 が 窺 え そ うで あ るが,今 は保

留 して お く.ま た我 々の拓 本 で はyerigの 後 につ い て は判読 困難 で あ るが,ハ ル ジ ャ ウバ イや シネ フ ーがbと み た文 字

は確 か にBと もeと も判 読可 能 で あ る.大 澤 は下 部 の文字 が重 なる箇 所 が 当初 か ら刻 まれ た部 分 と考 え,こ れ をd字 と

みて,こ れ を含 む箇 所 をyg[qdiと 転 写 して,"togetbetter,重omakebetter,improve"を 意 味す る動詞yagat一 の過去 形 とみ

たが,文 字 の輪 郭が 崩 れ て い て推測 の域 を出 ない.

S1,k削b註gb〃ir〃 〃 〃;本 行 は他 の行 に比 して3.5cmほ どの 界線 幅 の 中 に他 の行 よ りも細 か な 文字 で 刻 ま れて い る.

さらに,下 端 部 は碑 文 の 隅 に あた る ため 丸 く削 られ て摩 滅 が激 し く,判 読 は容易 で はな い.ハ ル ジ ャ ウ バ イ の模 写 で は

本 行 で の文字 は_._廿._bwBo_.QGNikhlbigniL_と 写 され,ま た シネ フー の模 写 で も同様 にQGNi:kul;bi

gnirと 写 されて い る(xapxay6am978,P118;HIMH3xYYl980,P.38).ク リャ シュ トルヌ ィの 模 写 で はkul:big:blgaQ

GNと 写 され てい る(Klyashtomy1985,P.142,∬9.5).我 々 の拓 本 か らはハ ル ジ ャ ウバ イが転 写 したQGNをkinbagの 字

句 の 直前 に読 む こ とはで きな い し,ま た ク リ ャシ ュ トル ヌ ィが転 写 したbilgaqaYanの 字句 も確 認 で きそ うに ない.な お

ク リ ャシ ュ トルヌ ィはkUlb聖 を ウイ グル 可汗 国 の初 代 可汗 の名前 に比 定す るが,前 後 の文 字 が 明 らか で な い現状 で は

その 当否 は不 明 とい わ ざ るを得 ない.

S2,tezig吼a訟rαu啣 吼on∬=ハ ル ジ ャウバ イ は冒頭 のzgを 写 して い ないが,シ ネ フー や ク リャシ ュ トル ヌ ィの模 写 で

は写 されて い る(Xap)Kay6説1978,P118;HIMH3xYY藍980,μ38;Klyashtomy1985,P.142,fig.5)。 ク リャ シュ トルヌ ィは こ

の字句 には触 れ ず にqasarquruγ をqasarqoruγ と転写 し,こ れが シ ネ ウス碑 文 東 面第8行 目のqasarqordanの 字句 に関係

す るで あ ろ うこ と を述 べ て,地 名 とみ て,「 カサ ル=コ ル グで宿 営 した」 と読 んだ(Klyashtomyl985,pp.153-155).こ れ

に対 してテ キ ン(Tekinl988,pp.117-118)はqordanの 読 み をク ロー ソ ンがq面 〔d血「西 方 で」 と読 み直 した(ED,p,645a)こ

とを受 けて,シ ネ ウス碑 文 の字 句 に つい て もク リ ャシ ュ トル ヌ ィの読 み よ り,qasarquridin「 カ サル の 西方 で 」 と読 ん

だ方 が よい とす る.ま た シ ネ ウス碑 文 の 同上 箇 所 に はtezba恙iantaqasarq畷din6rginantaetitdimと い うよ うにtezb磁 「テ

ズ河 源頭 」 とい う地 名が 含 まれ,そ れ に続 く字 句 の 中で は シ ネ ウス碑 文 そ の もので はな い別 の碑 文 が そ こに建 造 され た

ことが記 され てい る.つ ま り本 箇所 は シ ネ ウス碑 文 の虎 年(西 暦750年)に 述 べ られ た記 事 に対応 させ られ る(cf大 澤
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1996b).こ こか ら本 冒頭 の字句 はtezigと 復 元 す る こ とが 可 能 とな る.そ の場 合,本 碑 文 のtezigとqu∬ γは シ ネ ウス碑 文

のtezb醐 とq面d血 に対 応 す る.通 常,動 詞語 幹 のqon一 は"tosettle,todrop,toset樋edown"(ED,p.632),"sichniederlassen,

verweilen;kon一,yerle蓉 一,dur一"(ATG,p.358),"tostoporsettlesomewhere"(OTWF,p.238)と あ る よ うに,通 常 は 「置 く」 と

い う意 味 の動 詞語 幹qo一 に再帰 形 を形 成 す る接 尾 辞 の 一n一が付 い た形 で 自動 詞 「宿 る,落 ち着 く,座 す」 を意 味す る.

そ の際 には前 に は行為 の場 所 が示 され るの が 常 で あ る.そ うす る と,そ の 前 の 名詞 には場 所 そ の もの か,名 詞 に与 位格

語尾 の 一ka/一qaも しくは位 奪格 語 尾 の 一da/一daが付 く形 が想 定 され,そ の よ うな 形 での 用例 が 諸 文献 に も確 認 され てい る

(Erλp.632b).こ の場 合 の 動詞qon一 は 自動 詞 の意 味 で あ る.し か しルー ン文 字碑 文 で は上 記 以 外 に対 格 語尾 イγ/-igが 付

く例(ト ニ ュク ク碑文 南 面 第10行 目,6tUkanyehgqonmi蓉 「オテ ユ ケ ンの地 で宿 営 した」)な ど も知 られ てい る.こ の

場合,動 詞qon一 は 「～ を置 く(tosettle)」(GOT,p.346)と い う意 味 の他動 詞 と して解 され てい る(南 西 テ ユ ル ク方 言 の

qoy一 に対 応 す る).上 の 例 で い えば直 訳 す れ ば 「ウテ ユケ ンの 地 を(自 己の下 に)置 い た」 とな ろ う.こ う した観 点 か

らすれ ば,テ ス碑 文 で はtezigとqudγ に は対格 語 尾 が付 され てい る こ とか ら 「テ ズ河 を,カ サ ル の西 方 を(自 己 の下 に)

彼 は置 い た」 と直 訳 で き,転 じて 「テズ 河 で,カ サ ルの 西方 で,彼 は宿営 した」 と訳 す こ とは可 能 と考 え る.な お大澤

は本 行 のqasarを 本碑 文 北 面 第4行 に列 挙 された 中 にみ られ るqasarと 同 じ部 族,ま た は その 一 派 と考 えて い る.

S3,眺5r=冒 頭 字 の前 には2点 か らな る分 離 記 号 が見 え る ので,こ こは 削sar以 外 に読 み よ うが ない.ク リ ャシ ュ トル

ヌ ィ(Klyashtomyl985,pp.153-155)は 疑 問 符 を付 しなが ら もals話rを 地 名 とみ て,後 に続 くilg狛qo醐 と共 に 「東方 で,

、エ ルセ ルで,宿 営 した」 と訳 してい る.大 澤 は,前 行(S2)で 柵 や玉 座 を設 置 した場 所 を示 す 際,そ の直前 にqasarと い

う部 族 名が 記 され て い る こ とか ら,本 処 のai謝 も部 族 名 で あ り,後 続 す る部族 の標 識 や碑 文 を作 っ た場 所 を示 すべ く記

された と考 える.ま た アブ ル=ガ ー ズ ィ ー=バ ハ ー ドゥル=シ ャ ーの 『トル ク メ ン族 の系 譜(ソSejere-iTerakime)』 で は,オ

グズ部族 に関連 して 魏 翫 とい う部族 名 が 挙 げ られ る.あ る いは 本処 のalsarは 醜 註rの誤 刻 か も知 れ ない が,今 の と ころ

推 測 の域 を出 ない.

S3,b削g前sinbi髄ghlbuu而buyaratdi=通 常 な らばbubalg廿sinu戯bubitig血y肛atdfと 綴 られ る所 で あ るが,こ こ は碑 文

とタム ガ を指すbuと い う指 示代 名詞 を効 果 的 に後 ろ に配 す る ことで独 特 の リズム が生 まれ て お り,一 種 の 強調構 文 と

見 る こ とが で きよ う.こ う した用 法 は英 雄叙 事 詩 の文 章 に み られ る もの であ る.

S4,t{}quzbuyruq=本 行 は,特 に前 半 部 で文 字 の上 半 分 が著 しく.破損 ・摩 滅 してお り,判 読 は 困難 で あ る.照yashtomy

l985,p.142,五g.5で は この行 の冒 頭 か ら約10字 目以降 を1g〃R:と 写 して い るが,我 々の拓 本 か らは支 持 され ない.ま

た ク リ ャシュ トル ヌ ィはそ の後 の 文字 を4～5文 字 欠 の 後,GuQと 転 写 して い るが,我 々 の拓 本 か らでは2文 字 の空

白 の後 に,Giと 見 え てい る が,今 の ところ成 案 は ない.

S4,uyYurm驚tay:Iqyashto皿yl985,p.142,fig.5で はlayの 前 が2点 か らな る分 離 記号 が あ る とみ てい るが,我 々の拓

本 では一 見uQと 読 めそ うな形 にみ え る.し か しQで は意 味 が 通 らない.鏃 の箇 所 の右 側 にで た線 は,実 はル ー ン文字

mの 斜 め上 か ら延 びた線 と見 え るの で,こ こで はLか,sの 残 画 とみ なせ よう.し か し,Lで は全 く意 味 を な さない の

で,こ こ はsと とっ てお い た.ま た その 後 のtayは 漢 語 の 「大」 か ら トル コ語 に借 用 され た もので,一 種 の 称号 また は

人名 要素 と して頻 繁 に使 用 され て い る(cftaysaOUn,taybilgatot(刈,etc.).こ の後 に は称 号 や 人 名 が続 くこ とが 期待 され る

が,後 に はスペ ースが ない.そ れ故 これ に続 く箇所 は,今 や 最下 段 の タム ガ を除い て完 全 に欠 け て しま っ てい る次 の行

(第5行 目)冒 頭 に刻 まれ てい た と考 え られ る.
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片山章 雄(AkioKATAYAMA)

調 査 場 所=モ ン ゴル科 学 ア カデ ミー歴 史碕 究所(ウ ラ ンバ ー トル)の 倉 庫 ・裏庭 。亀 趺 は歴 史研 究所 の建 物入 口か ら,

前 側 の駐 車 スペ ー ス をは さんで 向 か いの 芝生 上 に あ る.

調 査 日時=1996年8月12～13B,9月4日;1997年9月15～16日.

調 査 者=森 安,林,片 山,大 澤,松 田,松 川,松 井,オ チ ル,ボ ル ド,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法 ・作 業 内 容:1996年 は,各 自が 碑 文 断片 及 び採拓 中 の碑 文 断片 を写 真 と ビデオ撮 影 を行 い,ま た メ ジ ャー

で各 断片 の寸 法 な どを計 測す る.こ の碑 文 の 拓 本採 取 が今 回の調 査 の拓 本 の最 初 で あ っ たが,皆 で 協力 して3断 片 の各

4面 を2部 ずつ 採拓,亀 趺 も文 字部 分 を同様 に採拓 した.1997年 は,片 山 ・ボル ドが 拓 本 と作 成 テ キ ス トか らの読 み

合 わ せ時 に疑 問 と考 えた箇 所 を 中心 に,再 度 碑 文 を確 認 した.

碑 文 の 現 況=碑 石 は や や 白 っぽ い(花 崗岩 か?).碑 身 は ほ ぼ等大 の3断 片 とな っ てい る.各 面 の各 行 は碑 石 の上

部(第1断 片)・ 中部(第2断 片)・ 下 部(第3断 片)へ と進 む.下 部 断 片 の下 方 に は亀 趺 に入 るべ き ほぞ が あ る.拓

本 は公表 され て い な いが,か つ て の複 数 の写 真 か らす る と,表 面 は少 しば か り破 損 が進 行 して い る よ う であ る.亀 趺 に

つい て も写真 が あ り,現 在 は研 究所 前 とい う 自由 に見 学 で きる位 置 に放 置 され てい るが,亀 の後 部 にあ る銘 文 は よ く読

め る.

碑 文 の ス ケ ッ チ ・写 真 ・復 元 図:碑 石 本 体 の 比較 的鮮 明 な写 真 は一部 分 がNowgorodowa1980に,や や 鮮 明度 が落

ち るが ほぼ全 部 がKlyashtomyl982に ある.後 者 は片 山1994に 複 製 が含 まれ る.比 較 的 忠 実 な西 面 の模 写 ス ケ ッチ が

IHHH3xYYl975に あ り,上 記Klyashtomyの 写 真 か ら起 こ した模 写 と も ど も片 山1994に 所 収.亀 趺 部分 の写真 は(bp-

OA)KaBl970,Zieme1972,HIHH3xYY1975,Nowgorodowal980な どに あ る.

遺 蹟 の 景 観=タ リア ト碑 文 が 発 見 され た タ リア ト遺 蹟(ア ルハ ンガイ県 の タ リア ト=ソ ム)に つ い て は,初 年 度 す な

わ ち1996年 の行 動記 録 の8月27日(火)～28日(水)の 記 述 を参 照.ま たKlyashtomy1982,pp.336-337に 記 述,p,

350に 関係写 真 が あ る.

遺 蹟 の 図 面=管 見の 限 り見 当 た らない.

拓 本 所 蔵 機 関=モ ン ゴル科 学 アカ デ ミー歴 史研 究 所;大 阪 大 学文 学 部,他(?)

考 察:タ リア ト遺 蹟 につ い て は1996年 度 の行 動記 録(森 安 担 当)を 参 照.碑 文 の読 み に関 して は 「テ キ ス トと翻 訳」

の項 を参 照.な お,テ キス ト全 部 を掲 げた研 究 者 の うち,mHH3xYY以 来,Klyashtomyら は 西面 か ら北 ・東 ・南 面 の順

に読 み,Tekinl983の 提 唱 以後,片 山や現 在 の ボ ル ドは東 面 か ら南 ・西 ・北面 の順 に読 んで い る.Tekinの 読 み順 を

Klyashtornyl985は 批 判 して い るが,今 回の報 告 書 で は東 面 を冒 頭 とす る立 場 を とった.な お,碑 文 の東 面 お よび南面 は

シ ネ ウス碑 文 と 関係す る記述 が あ り,内 容 も歴 史 的 なの で注 もあ る程 度付 した が,西 ・北 面 は 当時 の ウ イ グル可 汗 国 の

情勢 を伝 え る も のな が ら参照 記 事 に乏 し く,今 後 一層 の研 究 が期 待 され る.本 テ キス トの不 十分 な点 に つ い ては後 考 を

待 ちた い.

参 考 文 献=C3p-0μ)KaBl970;Zieme1972;田MH3xYYI975;Nowgorodowa韮980;HIHH3xYYI980;Klyashtomyj1980;A最 以apoB

l981;Bazinl982;Klyashtomy1982;Tekin1982;Tekin1983;片 山1984;谷1984;Sertkayal991;丿ll崎1993;片 山1994,etc.

テ キ ス ト ・翻 訳TextandTrans薑ation

この テ キス トは ビチ ェ ース=プ ロジ ェ ク トに よ り1996・1997年 度 に採 取 した2部 の拓 本 を底 本 と して作 成 した.モ

ンゴ ル側担 当者 ボル ドとの 共 同作 業 で は碑石 を再 度確 認 し,111HH3xYY1975の 模 写 テキ ス トお よびKlyashtomy1982の

写真 な ど も勘案 ・援 用 したが,さ らに一 部 に は 日本 側 トル コ班 各 氏 の指摘 も含 ん でい る.

翻 字 と転 写TransliterationandTranscription

E1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/#〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃.(LuQ蓉)/YwLGQGN:/

#〃![Bw]miN:QGN:祕QGNwLRms:kiy益zYiL:wLRm蓉

/111!111//1////1////1//////11/1!//////1#1//////11///////////////////////////yollfγqaγan/#//1

bun立nqaγa曲 こqaγanolurm1蠶ekiy廿zyilolum鶯

E2〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//1#〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃.:Qza:BRms:W乙#[z

uk司(1)kaTLGNtuka:BRms:QDR:Q導R:bdibrsl:YTzWGz

//////////1////1////ノ1//1///1//1///////#1//11//1/1///1!1////1////111/1////aqlzabarm直 瓱uこuz#

k61k註athγ 血t6kabarmi忌qad血rqasarabdiba]rsilyatizoγuz

E3〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃#/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃a乙Um:pam:sk#zWN

YiLwLRms:廿tuknli廿grsli:knRa:WRuQN:廿gzda

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃#〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1//〃 〃 〃 〃 配Umapams削dz#onyi1
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E4

E5

E6

田
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E8(第2断 片 の 途 中 か ら行 が 存 在 し後 半1/3か ら判 読 可 能)
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Translation

E1

E2

E3

挧

邸

%

E7

E8

E9

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11heardthatYol豆iγQaYan,[****Qaγan,】Bumi'nQaγan,(these)threeQaγanshadπeigned.Ihea】d

thattheyreignedfbrtwohundredyears.・

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11heardthathe(orthey)let****raidandhe(orthey)p6uredintothelakeU6uz(Uchuz)w孟ththe

cavahy.Qadif,Qa蓉ar,Abdi(orBadi),B缸sil,YaIizandoγuz(tribes)

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃Ihealdtha重myancestorshadreignedfbreightyyears.ThelandofOtOkanandthelandofOgras

(Ogra蓉),betweenthesetwo(lands),aroundtheOlqun(Orゆon)river

〃 〃11〃 〃!f6rseventyyears匸they】hadreigned,th6n****yearspassed.Bymynamethe別ueHeavenaboveandthe

BrownEarthbelow****edagain.

〃 〃 〃 〃/〃Iwasgiventhetitleof****ntar,Atmyageoftwentyeight,intheSeΦentYear(AD.741),thenIdisturbed

theIealmoftheT廿rUks,thenIdestroyed(it).

〃 〃 〃he(orthey)patchedupw童th[thecavalry?】Jmadethebiηa(ana㎜yconsistingofathousandsoldiersoranadvance

guard)marchon,"Ozm1'蓉teginismarchingffomUdalYan,"hesaid,"You!capturehim,"hesaid.

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃./〃attheKφmUrmountεdnandbytheYarriver,againsttheT蠍people

withthleestandalds,onthe14th6fthe7thmonth,then

〃 〃 〃1〃 〃 〃thereIovertumed(T並rukorT恥 削kpeople),Iandcaptu駕d?]theQa11.The爬hedied.ThereIsu司ugatedthe

T慟r甑people.Thenagainand

/〃 〃 〃Ozmi蓉teginbecamethe(Tur態k)Qan.IntheSheepYear(A.D.743)Imarchedout.

S1

S2

S3

S4

S5

S6

Thesecond[batde?】1〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃IntheMonkeyYear(A.D.744),[Imarchedout?】/

〃 〃 〃 〃Ifbughtandthendefbated(them).TheleI.

capturedtheirQan.〃1/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1∠ 〃11〃IntheHenYear(A.D.745),Imarchedout,Ispenttheyear

(there).Onthe13thofthe5thmonth,theyuprose.

[1?]f6ught,.〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃A食ersu切ngatingB61曲k,theIgdirsub-tribe〃11〃!A食erWardsintheDogYear

(A.D.746),theUこ 一Qarluq(``Three-Qarluqs")indulgedinhostilethoughtsandranaway.Inthewesttheyenteredtheland

of

theOn-Oq("Ten-Arrows",i.e.WestemTi㎞ks).Then〃 〃/〃 〃1〃!1theUこ 一Qarluq,inthePigYear(A.D.747),

T㎎uz-Ta嘸("Nine-Ta血s")〃/〃Theninebu翼uqs,the∬vegenerals㎝dco㎜on陟oplestoωup跚denせeatedmy

血ther,theQan.``Thereex孟ststhenameofε 皿cestors!ノ'

theysaid〃 〃 〃 〃 〃 〃1/thenhegavethetitleofyabγu.Afterwa困sintheRatYear(A.D.748),``Thegravesare.inyour

h跏d,一Thestrongco㎜on隅oples証d.Thegaves鷹 加longtoyou.Therehasbeenthepowe血lQ矼a-suv,"The

commonpeoPlestoodupandgave(me)thetitleofQaγan

andnamed(me)T鋤ridaBolmi蓉El歐mi'蓉Bi藍gaQaγan.TheyapPointed(myw血named)ElBilg註Qatun.A實erthe

appointmentasqaγana11dqatun,Ihadmythrone8etuphereatthecenteroftheO慟kan,tothewestoftheriver-head

alea(s)ofA蓉 一〇 〇uzandQan-Iduq.・

Wl

W2

W3

W4

(1,)T註qridaBolmi§El歐 衄 蠢Bilg百Qaγanand(mywif¢)ElBilg証Qatun,beingappointedasqaγanandqatun,lhadmy】

throne[semp],thenIhad[mystockade?】builtthereatthewestemendoftheOtUkan,intheriver-headareaofTez.Inthe

TigerYear(A.D,750)andintheSerpentYear .(A.D.753),d磁ngthesetwoyears,

Is剛hesu㎜e聡(there).IntheDragonYe鉱(A.D.752),Is剛thesu㎜er(he爬)atthecenteroftheOtUk洫,tothe

westoftheriver-headarea(s)ofA蓉 一〇 弓UzandQan-Iduq.He爬Ihadmythronesetup.HereIhadlnystockadedriven(into

theground).HereIhadmymonulnentalrecoldandsignwhichwouldlastonethousandyearsandtenthousanddays

inscr孟bedonthenatstone,engravedaroundtheplumpstone.SincetheBlueHeavenabovewasgrantingandtheBrown

Ea曲.be藍ownourishing,Imyselforganizedmystateandmyinstitutions.Thepeopl¢sintheeastwhelethesunisbom,the

peoplesinthewestwhelethemoonisbom,

andthepeoplesinthefburquartersarecon面bu樋ng(me)the謡w(珪ksandservices.MyenemyB61匝k?lhasdまsappea爬d(?),

〃 〃 〃 〃mygrasslandsandmyfieldsbetw㏄nthetwo,theEight-S削 鋤 盗s,Orqul1,Toγla,Sabin,Taladn,Qaraγa,BurYu.
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W6
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Theselandsand.watersofmineareinhabitedandnomadizedonbyme.

Mysu㎜er圃ures㍑(loca團)totheno震hofO曲.1鰓Westemendistheriver-head眠aoftheTez,i　 seおtem(end)

istheQanyuyandtheKunuy...//////My****is(situated)αukan.Itsnorthem(end)istheOnγiTar【qan?1Sαy,

belongingtothepeople[andQaγan?】oftheenemy.ItssouthemendisAltunmountains,itswestemendistheK6gm洫

mountains,anditseastemendisK61t〈i?〉.

1,T的ridaBolmiヨEIEtmi営Bilg註Qanhave60peopleatmyco呱.TheheadofthebuyruqsisInanこuBaγaTarqan.The

GrandbuynlqisToquzBolmi忌Bilg註TaySa加n.****isK廿10900i,aleaderoffivehundred(soldiers).The6zihan乙uis

UluγOzInan6u,aleaderof五vehupd爬d(so1(虹ers).

Theuru可uisUluγUruOu,aleaderofonehundred(soldiers).SonsoftheT61isbags,leadersofthebiη,111〃111soldiers.

SonsoftheTardu§bags,Ieadersofthebiη,(and)thefamoussoldiersoftheTardu蓉.Thei蓉barasisAlpI蓉baraSa加n

Yaγlaqar,aIeaderofthefivethousandsoldiers.

〃 〃 〃/****isTuyqunUluγTarqanBuquγbiUa,aleaderofnhlehun(hedsoldiers.

/〃/b角aof****p兮ople;biOaofQaγasAtaこuqpeople。

N1

N2

N3

N4

N5

N6

MyHeaven,myQan〃1state//〃1〃1〃 〃 〃 〃 〃1〃/〃 一h'v(5ig蓉i,Aql'n6uAlpBilga6iggi//1〃 〃 〃theQan1/

0γuzs(,)Hecaμured【six?】hundredgeneralsandtenthousandmen.

MyHeavenlyQan'snotablesareT(xluz・ ・T[atar】1/1〃 〃//buyruqs〃 〃/1generals,peopleofb軻 一/〃 〃Whenソ
inscribingthis(stone)(together)withmyprinces,【Qaγas?一]Ata6uqandBagztikhrCig蓉iBilaBaγaTarqan,thehead(s)of

watchingmen,hadthreehundredwatchingmenstandfbrmyQan.

MyHeaven,myQan'ssonis〃1〃1〃1〃 〃 〃 〃11〃1〃 〃(his)****一uqisthepeopleofAzSlpaTaySaoifn.The

Tolras,*d(?),***一lqbaヨ,theKay,theAba-ba9,theThree-Qarluqs;thesetribesbelongtotheYabγu.

　
MyHeaven,myQan'ssonis/〃//111!〃 〃/(his)qutluγisUdurYan〃 〃/〃/isthepeopleofCabiヨS鋤 虹Theソ
Nine-Bay立qus,theAq-ba蓉,〃theBas衄s,theNine-Tatars;thesetribesbelongstotheCad.

〃 〃 〃 〃 〃/Hewhoinscribedandbuiltthis(stone)is〃 〃QuduγTarqanSa口iin〃 〃twoofficialcn∋ditorsofthe

Yaγma!/****edthereputationsandthefameofthepeoples,QutluγBilgaSa可 廿nandQutluγTarqanSaniin,thesetwo

へ
mena「eb「othe「s-in'low(?)・ 勤 ・卦

..
gavetheorders,Bilg訌TarqanQutluγofB脚,Tardu蓉andBiligtiStininUzalOOIrkinofYaγma,theheadofTabγa6

(Tang,Chi皿a,Chinese)andSoγdaq(Sogdiana,Sogdians).

Tortoise

Hewhoinscribedthis(stone)isB6kaTutam.

和訳

El

E2

E3

E4

E5

E6

E7

E8

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ヨル ルグ可 汗,

[****可 汗],ブ ミ ン可 汗(の)3可 汗 が統 治 した とい う.200年,彼 らは統 治 した とい う.

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 彼(ら)は 急

襲 させ た と い う.ウ チ ュ ズ 湖 に騎 兵 もて な だ れ込 ん だ とい う.カ デ ィ ル,カ サ ル,エ ブ デ ィ(ま た は べ

デ ィ),ベ ル シル,ヤ テ イズ,オ グズ は

"/""""""//1"/"11/"//1//111//1"!""""1///""〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 私 の祖 先 は80

年 間統 治 した とい う.オ テ ユケ ン地方 とオ グ レス(オ グ レシュ)地 方,そ の2つ の 問 の オル ホ ン河 で

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃70年 の問,統 治 し

た とい う.**年 が過 ぎた.私 の 名 もて,上 に蒼 き天,下 に褐 色 の地 は,再 び

1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃***nt缸(の 官 職)

を私 は名付 け られ た..私 の28歳 の 時 に,蛇 の年(741年)に,突 厥 の 国 を,そ こで 私 は攪 乱 した.そ こで,私

は(そ の 国 を)崩 壊 させ た.

//1"""/"11/〃 〃/!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!1〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃[騎 兵?]も て

彼(ら)は 補 強 した.千 人 隊(ま た は前衛 部 隊?)を,私 は出軍 さ せ た.「 オ ズ ミ シュ=テ ギ ンは ウ ダ ル ガ ン

か ら進 軍 してい る」 と彼 は言 った 。 「汝!彼 を捕 え よ」 と彼 は 言 った.

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 キ ョミュ ル=タ ー グ(=炭 山)で,ヤ ー

ル河 で,三 纛 突厥 の民 に対 して,そ こで7月14日 に,

(第2断 片 の 途 中 か ら行 が存 在 し後 半113か ら判 読 可 能)〃//〃 〃 〃1〃 〃1そ こで私 は(突 厥 国 を)転 覆 さ

せ た.カ ン[を,私 は捕 え た(?).]そ こで 彼 は亡 くな った.突 厥 の民 を,そ こ で 私 は服 属 させ た.そ れ か

ら再 び,
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E9(第2断 片 の後半1/4か ら行 が存 在 し第3断 片 の途 中 か ら判読 可 能)〃 〃 〃 〃 〃 〃 オズ ミシ ュ=テ ギ ンが(突

厥 の)カ ンにな っ た.羊 の年(743年)に,私 は進 軍 した.

Sl

S2

S3

S4

S5

S6

[2]回 目の[戦 い?]〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 』〃/〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1猿 の年(744

年)に[私 は進 軍 した?]〃/〃 〃 〃 〃 〃 私 は戦 った.そ こで私 は勝 っ た.彼 らの カ ンをそ こで

私 は捕 え た.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃鶏 の年(745年)に,私 は出

軍 した.1年 を過 ご した.5月13日 に,彼 らは蜂 起 した.

[私 は?]戦 っ た.//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃1征 服 して,イ グデ ィル族 の ボ リュ ク 〃 〃 〃 〃 そ の後 犬

の年(746年)に,三 姓 カ ルル クは敵 意 を抱 い て逃 げ て行 った.西 の方,オ ン=オ ク族(の 地域)に

竄入 した.そ こで〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃1〃 三姓 カル ル クは豚 の年(747年)に,九 姓 タ ター ル 〃 〃 〃9人 の

ブイル ク と5人 の将 軍 と平 民 は 立 ち上 が って 私 の父,可 汗 に懇 願 した.「 祖 先 の 名声 が

あ る」 と彼(ら)は 言 っ た./〃 〃/〃1〃1/〃 〃 そ こで ヤ ブ グ(葉 護)に 彼 が 任命 した.そ の後 鼠 の年(748

年)に,「 墓 は手 中 だ.力 強 き平 民 は言 っ た とい う.墓 は汝 にあ る.力 強 きカ ラ匹ス ヴが あ っ た」(と)平 民

は立 ち上 が って 可汗 の

名 を(私 に)与 え た.テ ング リデ=ボ ル ミシ ュ=エ ル=エ トミシ ュ=ビ ルゲ 可汗 と名付 けた.(妻 を)エ ル=ビ ル

ゲ=カ トゥン と名付 けた.可 汗 に名 付 け られ,カ トゥ ンに名付 け られ,オ テ ユケ ンの 中 央 で,ア シ ュ=オ ンギ ュ

ズ の河 源地 帯 とカ ン=イ ドゥクの河 源 地帯 の西 で,私 は こ こに玉 座 を造 らせ た.

W1

W2

W3

W4

W5

W6

W7

W8

W9

テ ング リデ=ボ ル ミシ ュ=エ ル=エ トミシ ュ=ビ ル ゲ可 汗,エ ル=ビ ル ゲ=カ トゥン,可 汗 の 名 を,カ トゥンの名

を名 付 け られ て,オ テ ユ ケ ン の西 の端,テ ズ の 河源 地 帯 で,玉 座 を[そ こで 私 は 造 ら せ た(?).墻 柵 を

(?)]そ こで私 は建 て させ た.虎 の年(750年)に,蛇 の年(753年)に,両 年,

私 は(そ こで)夏 営 した.龍 の年(752年)に,オ テ ユケ ンの 中 央 で,ア シ ュ=オ ンギ ュズ の河 源 地帯 とカ ン嵩

イ ドゥク の 河 源 地帯 の西 で,私 は夏 営 した.玉 座 を ここで 私 は建 てせ た.墻 柵 を こ こで 私 は打 ち立 て させ た.

千年 万 日まで続 く私 の碑 文 と標識 とを,こ こで

平 らな石 に て,私 は作 らせ た.丸 々 と した石 に て,私 は彫 らせ た.上 に蒼 き天 が 恵 ん だた め に,下 に 褐 色 の地

が育 んだ た め に,私 の 国 を,私 の法 を,独 力 で 組 織 した.東 に は 日の昇 る ところ の 民,西 に は月 が昇 る とこ ろ

の民,

四隅 なる民 が労 力 を捧 げつ つ あ る.我 が敵 ポ リ .[ユク?1は 亡 くな[っ た?]〃 〃/〃/12つ の 聞 に ある私 の

草 地,私 の 耕 地,8セ レンゲ,オ ルホ ン,ト グ ラ,セ ビ ン,テ レ デ ュ,カ ラ ガ,ブ ル グ.そ れ らの私 の 地 と私

の水 とを,住 地 と し,遊 牧 して い る.私 は.

私 の 夏営 地 は オ テ ユケ ンの北 側.(そ の)西 の 端 は テズ の河 源 地 帯,(そ の)東 の 端 は カ ニ ュイ ・キ ュニ ュイ

の??1/〃!/私 の**は オテ ユ ケ ン.そ の北 側 は オ ンギ=タ ル[カ ン?]=ス ユイ,敵 の 部民,[可 汗?]の 所

属 で あ る.(そ の)南 の端 は ア ル トウ ン山(金 山),(そ の)西 の端 は キ ョグ メ ン,(そ の)東 の端 は キ ョル

[テ イ?].

我 が テ ン グ リデzボ ル ミシ ュ=エ ル=エ トミシ ュ=ビ ル ゲ=カ ンの宮廷 臣民 は60人 で あ る.ブ イ ル クの 長 は イナ

ンチ ュ=バ ガ=タ ル カ ン.大 ブ イル ク は ト クズ=[ボ?】 ル ミシ ュ=ビ ル ゲ=タ イ=セ ンギ ュ ン.****は 五百

人の 長 であ るキ ュ リュ グ=オ ンギ.オ ズ=イ ナ ンチ ュ は五 百 人の 長 で ある ウル グ=オ ズ=イ ナ ンチ ュ.

ウル ングは 百 人の 長 で あ る大 ウル ング.テ リスの べ グ(貴 人)た ちの 息子,千 人 隊長(ま た は前衛 部 隊 長)///

//1/兵 士 た ち.タ ル ドゥシ ュ のべ グ(貴 人)た ち の息 子,千 人 隊長(ま たは 前衛 部 隊 長),タ ル ドゥシュ の高

名 な兵 士 た ち.イ シ ュバ ラス は五千 人の 兵士 の 長 で あ るア ル プ=イ シュバ ラニセ ンギ ュ ン=ヤ グ ラ カル.

(第2断 片 の後 半1/4か ら行 が 存 在)〃 〃****は 九百 人の兵 士 の 長 で あ る トゥイ ク ン=ウ ル グニタ ルカ ン=

ブ クグ=ブ ン ガ.

(第3断 片 か ら行 が存 在)1〃****の 民 の ブ ンガ,カ ガス=ア タチ ュ クの民 の ブ ンガ.

N1

N2

N3

N4

我 が 天,我 が カ ン 〃!国 を?〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃1**ル グ=チ グ シ,ア ク ンチ ュ=ア ル プ=ビ

ルゲ=チ グ シ 〃 〃 〃 〃1カ ン 〃 オ グズ(,?)[六?]百 人 の将 軍,1万 人 の民 を彼 は得 た.

天 なる我 が カ ンの名士 は,ト ク ズ=タ[タ ール]〃 〃 〃 〃 ブ イル ク 〃/〃 将 軍 た ち,ブ ンガ1〃 〃 の民.我 が

テギ ン た ち もて(と もに)こ れ を書 く時,我 が カ ンのた め に,哨 兵 長 で あ る[カ ガス=?]ア タチ ュ ク,ベ グ

ゼケ ル=チ グ シ=ビ ラ=バ ガ=タ ル カ ンは300の 哨 兵 を立 たせ た.

我 が天,我 が カ ンの 息子 は11〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃11111〃 〃1111〃1〃 〃 〃 の**ル(?)ク は,ア ズ=ス ィパ=

タイ=セ ンギ ュ ンの部 民.ト ング ラ,*デ(?),**イ ク=バ シ ュ,カ イ,ア バ=バ シュ,三 姓 カ ル ル ク.こ

れ らの部 民 は ヤ ブグ の部 民 で あ る.

我 が 天,我 が カ ンの 息子 は1〃/〃 〃 〃 〃 〃 の[ク トゥル グ]は ウ ドゥル ガ ン1〃/は チ ャビ シュ=セ ンギ ュ ン
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N5

N6

の部 民.9バ イ ル ク,ア クニバ シ ュ,〃1バ ス ミル,ト クズ=タ ター ル.こ れ らの部 民 はチ ャ ドの部民 で あ る.

〃 〃 〃 〃 〃 〃 書 い た の は,こ れ を作 っ たの は 〃 〃 ク トゥル グ=タ ル カ ン=[セ ンギ]ユ ン1〃 部民 の名 を,名

望 を,ヤ グマ の債 権徴 収 官2人1/11ク ト ゥル グ=ビ ル ゲ=セ ンギ ュ ンと ク トゥル グ=タ ル カ ン=セ ンギ ュ ン,そ

の2人 は義 兄弟(?)で あ る.

(第2断 片 の後 半112か ら行が 存在)が 命令 した.バ イ ル クで タル ドゥシ ュの ビルゲ=タ ル カ ン=ク トゥル グ,

ヤ グマで タブ ガチ(中 国,唐)・ ソグ ドの 長の ビ リゲ=セ ンギ ュ ン=ウ ザ ル=オ ング=イ ル キ ン.

Tortoise

これ を造 った の は ボケ=ト ゥタム.

訳 注

こ こで は先行 研 究 中 の各 説 との違 い をい ち い ち注記 す る こ とは,あ ま りに煩瑣 に な るの で,行 な わ ない.皿 朋3xw

l975,Klyshtomyl982,Tekinl983な どで逐 次進 展 した解 釈 が提 出 され てい る と考 え られ る箇 所 は.碑 石 ・拓 本 との検討

を経 て注記 せ ず に採用 した こ とをお 断 り してお く.

E2,aq耽abar㎞ 駑uこ"zkδlk装at1軍nt5k装barn漁 この手 前 の部 分 はbodunあ るい はbod皿iと され て きたが,こ の 部分 自

体 がHIHH3xYY1975,pp,81,etc.;Klyashtomylg82,p,342;Tekin1983,p.46と は異 な っ た解釈 に到 達 した.こ れ まで の諸 氏

の テキ ス トにおい て指 摘 され な か った こ とで あ るが,こ の 箇所 はテ ス碑 文N3と ほ ぼ同 文 で対 応 す る こ とは確 実 と考 え

られ る.そ うす る とbodunあ る い はboduniと されて きた手前 の部 分 も,現 在 の碑 石 や拓 本 か らは確 認 で きないが,ba蓉in

だ った 可能 性 が高 い.Tekin1988,pp.113-114の 解 釈 を改 善 した今 回 の大 澤担 当の テ ス碑 文 の注 を参照 の こ と.aΦzaは

aq.i.z.aで,aqはED,p.77参 照.

E2,qa曲 ・αasar曲dib乞rsj13こ の部族 名列挙 と考 え られ る部分 は,対 応 す る テス碑 文N3で は順 がIab】d1b醜nqad童

qasarと 逆 転 して い る.4つ の部 族 名 と考 え られ るが,qad宜qasarとabdibarsi1と い うよ うに,2つ 単 位 で何 かの まと ま

りや密接 な関 係が ある か も しれ ない.さ らにabdiをb独 と読 み,qa一,qa一,ba一,ba一 とい う,固 有 名詞 の語頭 音 が 一致 す

る よう な列 挙 の可 能 性 を考 え るべ きか も しれ な い.

E3,6t血kaneh6gr瓢seh:こ の 部分,特 に6grお(あ るい は6g雌 か)に つ い て は,森 安 担 当 の シ ネ ウス碑 文 の対 応箇 所

N2に 付 された 注 の新 解釈 お よび森 安 ・吉 田lgg8,pp.137-138参 照

E4,【yet】mi蓉y皿olumli§:こ れ まで判 読 され なか っ たyet血 蓉のmsの 部 分 は,碑 文 と拓 本 の観 察 か らか ろ う じて痕 跡が

確 認 され,ytは 確 認 困 難 で ある が,一mi蓉 を語 尾 に もつ 数詞 はal㎞ 鶯～akmi蓉 とye㎞i蠶 しか な く,テ ス碑 文N5にuyγur

qaγant(xlolurmi蠶yetn慵yn㎞ 蓉とあ る こ とか らyetmi蓉 が推 測 可 能 とな ろ う.olum蕊 の箇 所 は これ までWLRntaす な

わ ち01財anta(HIMH3xYY1975,PP,82-83),olu直nm(Klyashtomyl982,P.342),ol肛 く酌 猟(Te㎞1983,P46)な ど と読 まれ て

きた.確 か に碑 石 が現 状 よ り も良好 な状 態 だ った 時 の写真(Nowgorodowal980,p.235;Klyashtomy1982,p.360)か らRの

次 の1文 字 だ け を判 断 す れ ば,そ れ はntの よう に も見 え る.し か し次 の行E5で 近 い位 置 に2つ 確 認 され るntの 文 字 は,

か な り小 さな円 の輪 郭 を もって い る ので,こ の 箇所 はmの 右 半分 が 残 り左 半分 が 欠損 した もの と推 測 す る こ と も十 分 に

可 能 で あろ う.し たが って こ こは素 直 にWLRm【slと 考 え てお く.

E5,・ntar:不 明 の官 職 名.暫 定 的 にTekin1983,p.53に 従 って お く.動 詞ata一,atan一 の例 は この碑 文 の他 の 箇所 に7例

あ るが,W1のa∬ γatanip以 外 はam一,atan一 の前 に 官職 名 が きてい る.

E6,【ath?】γ董nyama蓉dib董Oayorit面m=Gの 手前 は1皿HH3xYYl975,pp.63,84で はTLと してお り,そ れ に よって 皿HHgxYY

もKlyashtomy1982,p.343;Tekin1983,p.46もat韮 γinと して い るの であ るが,Tの 手前 が 一 切不 明で あ る以 上,可 能 性 は

高 くて もatliγinと 断定 す る こ とは で きない.し た が って転 写 ・訳 に?を 付 した.動 詞yama蓉 一につ い て はTekin1983,p.

53お よびED,pp.939,934参 照.biOaに つ い てはBerta1995に 立 ち入 っ た検討 が あ るが,そ の 当否 につ い て は後考 に待

ち たい.y耐 面mの 箇 所 は,こ れ までyo丘diす なわ ちYWRiDiと され て きた が,碑 石 ・拓 本 か らYWRiDmと 判 読

で きそ うで あ る.し たが ってyo直dimと な るが,こ れ はyo雌)d㎞ の(t)を 省 略 した表記 で あ ろ う.ト ニ ュク ク第1碑 文

N1の 曲y面 跏 の例,お よび本 碑 文W1のYRTTDm,W2のYRTDmが と もにy訂a纏td血nと 転 写 され るべ き こと も

参 照.

E7,k6m血rt町da:こ の箇所 の前 後 は シ ネ ウス碑 文N8と 同文 で あ り,手 前 には 皿 朋9xYY以 来irtm:QRaQwm:蓉ms

kgrda:が 読 まれ て い る.』現在 の 碑石 ・拓 本 か らは 明瞭 に確 認 で きない が,そ の ように読 む こ とは可 能 で あ ろ う.

E8,toOtartimqan【inahim?】=従 来 はtoqi㎞im,t(,q翫 血m,toq嘸timな ど と読 まれ て きた が,Qと され た箇 所 は ηに破 損

が加 わっ た と も解 釈 で き る.ED,p.518の 意 味 とOTWF,pp.737-738&n.463の 指 摘 か らtoη血timと す る のが 妥 当 と考 え

る.qanの 直後 は破 断部 で,Klyashtomyl982,p.343は5文 字 分不 明 と し,Tekin1983,p.46は?を 付 さず に断定 補 充 し

て い る.碑 文 の観 察 か らは2～3文 字,お そ ら く3文 字 と…阿断 され るが,iNltmだ と4文 字,iNLTmだ と5文 字 に

な る.破 断 部 の長 さ と文 字 の大 きさか ら若 干躊 躇 す るの で?を 付 してお い た.

S1,[ekin】ti3文 の 冒頭 の1語 の部 分 しか 見 え ない が,手 前 のE9の 文 との 関係 か ら考 えれ ば∫ シ ネ ウス碑 文N9と 同文 で

対 応 してい た可 能 性 が高 い の でekindが 推 測 され る.た だHI冊3xYY1975,pp.63,87の ル ー ン文 字書 き起 こ しテキ ス トで
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は..kntiと して お り,シ ネ ウ スN9で はkintiと な っ て い る.し た が っ て テ キ ス トは 【ikn】tiか 【kinltiの い ず れ か だ っ

た の で あ ろ う.

S2,q蔀 面:IIIHH3xYY1975,P88で はqali蓉di,Klyashtomy1982,F343で はaqla麒,Te㎞1983,PP.47,54で はq田i麒 と し,

OTWF,p.558もqali蓉diと す る.意 味 的 に もTekin;OTWFに 従 うべ き と考 え た.

S3,igdirb61崩k=こ のigdirが カ ー シ ュ ガ リ ー に 現 れ る オ グ ズ 族 の1氏 族 名(と 同 音)で あ る こ と はTekinl983,p.54が

指 摘 して い る.CTD,p.102併 照.b61甑 も 同書 中 の 氏 族 名 の 列 挙 中 に 見 え る の で 同 様 と 考 え られ る.

S3,antakesr盗3こ の 手 前 にbnが 見 え,HI班H3xYY1975,p。89がantaと 合 わ せ てbanin協 と して い る の は 問 題 外 と して

もKlyashtomy1982,p.343;Te㎞1983,p.47は と も にb… 血 と して い る.し か し両 者 と も訳 出 せ ず,後 者 のgloss町 に も

な い.b洫 と断 定 す る に は 無 理 が あ る と い う こ とか.な お,antakesr益+_.ynの 例 は タ リ ア トS5,シ ネ ウ スN10,Nl2に

あ る が,い ず れ も文 頭 部 分 で あ る.ま た,シ ネ ウ スE10のmanの 注 も参 照.

S4,be酌 装0並t=1皿 朋3xYY1975,P.90;Klyashtomyl982,P.343で はiO,Tekin1983,P.47で は[b]i[U】 と され た が,OTWF,P.

78の 【b】e圄が よ い と 考 え る.

S4,turu圃n=動 詞tur一 に,Tekin1983,p.54の よ う にge㎜dialsumxが 付 さ れ た もの と解 釈 して お く.ま たGOT,pp.

183-184参 照.OTWF,p.78はturayinと し て 同 様 に 訳 す.一ayi血/-ayinが 付 さ れ た 自 発 命 令 と考 え られ る 可 能 性 も あ る が,

そ の 場 合 は トニ ュ ク ク碑 文 の4例,キ ョル=テ ギ ン碑 文 の2例,シ ネ ウ ス碑 文 の2例(E5,E10)の よ う に,Yin削YiN/y

inとiを 表 記 す る の で あ ろ う.GoT,p,187参 照.こ の 箇 所 はGoT,pp.183-184の 指 示 箇 所 の よ う にiの 表 示 が な い.

S5,sin瓠gd装k驚qarabodunIemi蓉sinsizd義k瀧 αamsuv鍾rmi蓉=sinは 墓 で あ ろ う 。ED,p.832のsinの 項 とTe㎞1983,

pp,54-55を 考 慮 して 暫 定 的 に解 釈 して お く.こ の 部 分 の 文 章 は 手 前 の 「鼠 の 年(748年)に 」 と 直 後 の 「平 民 は 立 ち 上

が っ て … 」 に 挟 ま れ て お り,し か も こ の 部 分 は 二 分 さ れ て 対 に な っ て い る よ う な 調 子 な の で,ほ ぼ そ の よ う な 構 造

を 示 したHI朋3xYY1975,p.91-92;Klyashtomy1982,p.345を 再 考 し,aligを 「手 」 と解 釈 し た を 後 者 を 改 変 し て 試 訳 を 提

出 した,後 者 で はBWDNとtm護 の 間 に3～2文 字 あ る と い うが,こ の 破 断 部 は ほ とん どBWDNtm舊 の 文 字 が 繋 が

る 程 度 と考 え ら れ る.Klyashtomy1982,p.365の 写 真 も併 照.な お,こ の 部 分 に 関 し て は,Sertkayal991が 対 に な っ た

文 の 構 造 を,各 文 中 に お け る 倒 置 表 現 を想 定 しな が ら 議 論 して い る.し か し,上 記 の1つ 目 のkU6だ け をk66と し,qara

bodunを 挟 ん でk㏄it一 「遊 牧 移 動 し て い く」 で 成 句 と す る 考 え方 は,現 時 点 で は 採 用 を 躊 躇 す る.

W1,anme髄 疝m?酎t?1こ の 部 分 の 推 定 はTe㎞1983,pp47,56に よ る.欠 損 部 分 の 文 字 数 は,Klyashtomyl982,p.341

で は約14文 字 と して い る が,碑 文 や 拓 本 の 観 察 か ら そ れ よ り わ ず か に 少 な い と考 え た.そ れ に し て も1～2文 字 の 差

が あ る か も しれ な い.そ の 当 否 に つ い て は 区 切 り記 号(:)の 有 無 も影 響 す る し,e雌tdimの 表 記 がTekinの 推 定 で はS6に

依 拠 して かttdmと な っ て お り,シ ネ ウ ス 碑 文E8で はittdmと な っ て い る こ と も影 響 す る.

W2,yara繧 繊m:E6の 注 を 参 照.

W3,tolqu;皿HH3xYYlg75,p,68;照yashtomyl980,p.92のtolquと い う 転 写 と解 釈 を 批 判 し てTe㎞1983,pp。47,56で は

tulquuと 翻 字 し,単 語 と し て はp.66の よ う にtulqu,す な わ ちsingle-pieceの 意 と解 釈 す る.Klyashtomyの 「重 い 」 と い

う よ う な 意 味 か,DTS,p.573の 厂し っ か り した 」 「丸 々 肥 え た 」 と い う よ う な 意 味 か,あ る い はTe㎞ の 解 釈 が よい の

か,な お 疑 問 を残 して お きた い.た だ こ の 石 が,本 碑 で は 直 前 に あ り,シ ネ ウ ス 碑 文 に も 同 表 現 で 出 て く る 「平 ら な

石 」,す な わ ち 碑 文 そ の もの と 同 一 な の か,そ れ と も そ の 石 と は別 で 対 に な っ た 表 現 と 考 え 「標 識 」 を タ ム ガ と解 釈 す

れ ば,タ リ ア ト の 場 合 は ダ ム ガ は 亀 趺 に あ る の で,こ の 問 題 の 石 は 亀 趺 を 指 す の か,重 要 な と こ ろ で あ る.今 の と こ ろ

はnlHH3XW;lqyashtomyの 転 写 と上 記 の 可 能 性 か ら 「丸 々 と した 」 と訳 し て お い た.

W3,igitt血k=Te㎞1983,p56参 照.補 足 す れ ば,テ キ ス トがigωkと な っ て い る の はigit(<igid)+tUkでltがt(t)と な っ

た た め で あ ろ う.GOT,pp47-48参 照.

W4,n岬 ㎞ 瞬1aγ ㎞=mHH3xYY1975,P.69;Klyashtomyl982,P.341で は 輝 血n,Tekin1983,PP.47,57で はilγamと して

い る が,次 の むa衂aγi血1か ら考 え てnaγimと 考 え て お く.iとt韻 γ,mfiγ 蓋aγに つ い て はED,pp,1,537-538,541-542;森 安

1991,pp.51-52を 参 照 。

W5,yay1町hn=先 のtalfμaγ はED,p.541に よ れ ば*血i呼1a一 のDev.N.と さ れ て い る.し た が っ てyaylaγ も 同 様 で,少 し

後 の 今 回 の テ キ ス トでLGmと あ る 部 分 も,・ 董aγ㎞ と して 整 合 性 を考 え た い.

W5,・la枦im=前 注 参 照.HI班H3xYYl975,p.70で はi乙LGm,す な わ ちi己a1γimと す る.Klyashtomy1982,p.341は

紬im,Tekin1983,pp.47,63はiこnγamと す る.な お,Te㎞ の 翻 γamは,i乙LGmか ら は 通 常 で は 不 可 能 と考 え られ

る.今 回 の テ キ ス トで は 手 前 が 確 か にi乙 で あ る の か,よ く確 認 で き な か っ た が,も し影 響 が 大 き い 皿MH3XYYl975 ,p.

70の ル ー ン文 字 テ キ ス トのi乙 の,特 に 乙を疑 っ て 考 え れ ば,そ の 部 分 を 含 め 【Ql嬉L(キ ョ ル=テ ギ ン碑 文N8)か 瓊i

蓉L(ビ ル ゲ 可 汗 碑 文E31)を,単 語 全 体 で はq個aγ ㎞ 「私 の 冬 営 地 」 を 想 定 す る こ とが 可 能 か 否 か,意 味 的 に は 検 討 に

値 い し よ う.

W6,tay・?:HIMH3xYY1975,p.71の ル ー ン 文 字 テ キ ス トで はWOi,す な わ ちoφ と し,Tekin1983,p.47も 同 様 だ が ,

IqyashtomyIg82,p.341で はtumqと し次 の 語 をba蓉 と読 む.現 在 の 碑 文 の 観 察 と 拓 本 か ら はTY1の よ う に 見 え る が,有

効 な 解 釈 が あ る わ け で は な い.た だ し こ の 行 の 文 章 構 造 は 訳 文 の よ う に な っ て い る と 考 え られ る の で,こ の 部 分 に は 官

職 名 ・官 称 号 の よ う な単 語 が 入 る の で あ ろ う.
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W6,ihan道u=iとNの 間 に 区 切 り記 号(:)が あ る よ う に 見 え るが,こ の 行 の 前 の2箇 所 か ら そ れ を無 視 してmn椥 と し

て 問 題 な い と考 え る.

N2,tegitimin=tegitはteginの 複 数,一 ㎞ は1人 称 所 有 語 尾 で 問 題 な い が,一 孟nはTekipl983で は"togetherwith"(p.51)

と し,ins⑳menmlに 解 釈 し て い る よ う で あ る(p.59).こ れ に 関 して はOTWF,p.78,n.102も 参 照.instrumentalを

「で 」,「 もて 」 の よ う に 訳 す だ け で な く,「(と)と も に」 の よ う な 意 味 合 い を 込 め た 方 が 相 応 しい 場 合 の 例 と して,

トニ ユ ク ク 第2碑 文E3のqaγanimin曲eltdimiz(GOT,PP.137,253)〔 あ る い は 後 半 部 分 をs磁tdimiz/s薩elitd㎞izと す る.

OTWF,pp.445,786参 照 〕,す な わ ち 「私 の 可 汗 と と も に,軍 隊 を 私 た ち は 出 した 」 が あ る.身 分 ・地 位 が 上 位 で あ る

者 を示 す 語 にins㎝mentalを 付 す 場 合 は 「(と)と も に」 と した 方 が よい と 考 え ら れ る.

N2,贓gz齔 浙=HIHHgxYYl975,P.75で はbagz欲ar,Klyashtomyl982,P342で はbegziker,Tekin1983,P.47で はbagzilk翫

とす る が,oTwF,p.392で はb浅gと 「zkrの6igヨi」 と 分 け て解 釈 して い る.

N2,舳rdi=Tekin1983,P59はturutd1と す る が,OTWEPP.392-393,nn.456,754か ら,εur一 のcaus甜veはturgur一 と 解

し,こ の箇 所 はturdiと の 指 摘 を採 用 した.

N3,b{」duni=こ の 箇 所 お よ びN4の 途 中 のbodunfを,Tekinl983,pp.51,52で は 手 前 のsaU廿nで 一 度 切 れ る もの と し,

「そ の 部 民 は 」 と し て 次 に つ な げ て い る が,双 方 の 文 末 や 他 のboduniの 例 か ら して 「… セ ン ギ ュ ン の 部 民.」 と考

え,次 の列 挙 は そ の 内 容 か 別 の 並 列 か,い ず れ と も解 釈 で き る不 明 確 さ を 残 し た 方 が 直 訳 に 近 い と 考 え た.

N3,b磁 こ の1文 字 で 表 記 さ れ た ル ー ン文 字 の 音 価,お よ び そ の 語 と して の 転 写 に つ い て は,今 回 の テ キ ス トで 十 分

に 納 得 で き る 解 釈 を 提 出 で き て い な い.IHH肥xYYl975,P.76;Klyashtomy1982,P.342;Te】dnl983,P.48そ の 他 を そ の ま

ま 踏 襲 した だ け で あ る.

N4,basmil=1皿HH3xYY1975,p77の ル ー ン文 字 テ キ ス トはbヨm蓉 と す る が,Tekin1983,p.48の よ う にb蓉mlで あ ろ

う こ と は碑 石 ・拓 本 か ら ほ ぼ確 実 で あ り,最 後 の1がLで な い こ と もシ ネ ウ ス 碑 文W2に 例 が あ る.

N4,ぬd=オ ル ホ ン の 諸 碑 文 や シ ネ ウ ス 碑 文 に 見 え る 蓉adが,こ の タ リ ア ト碑 文 と テ ス 碑 文 で は こadと な っ て い る.

N5,al㎜ …isi:後半 の 母 音 が 後 舌 に な っ て い る 問 題 が あ る が,さ しあ た りTehnl983,p.60お よ びED,p.146を 参 照.
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森 安孝夫(TakaoMORIYASU)

調 査場 所:サ イハ ン=ソ ム のモ ゴイ ン=シ ネ ウス.実 際 に はサ イハ ン=ソ ム とハ イ ルハ ン竺ソム の境 界付 近 にあ る.我 々

はハ イルハ ン冪ソ ムの宿 舎 よ り,ジ ー プで40～50分 か けて 現地 に到 着.北 緯48度32分,東 経102度12分.Aalto

1966,p.15;MSSP,p.59に 概 略 地 図 あ り.

調 査 日時:1996年8月30日 ～9月1日;1997年8月24～25日

調 査 者:森 安,松 田,林,吉 田,片 山,大 澤,松 川,松 井,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:碑 文 の上 に テ ン トをか ぶせ て採 拓.1996年 に拓 本 を2セ ッ ト,1997年 に も1セ ッ ト作 成.各 年 度 と も大

阪大 学 に拓 本1セ ッ トず つ を将 来.あ との1セ ッ トは ウ ラ ンバ ー トルの 歴 史研 究所 に保管.全 面 の写 真 は林 が 撮影,ビ

デ オ は森安 が撮 影.部 分 的 には各 自が撮 影.採 拓 に も撮 影 に も,重 い碑 身 を大 勢 で転 が した.1997年 度 は森 安 とバ ッ

トル ガが採 拓中 の墨入 れ前 の状 態 で,テ キス トのチ ェ ック作 業.遺 蹟 全体 につ い て は巻尺 に よ る簡単 な計 測 と撮 影 のみ 。

碑 身 と亀趺 につ い ては丁 寧 に計 測.

遺 蹟 の 現 況:各 辺 が約50mの 正方 形 の低 い土 塁 の 中に 円形 の積 石 塚 が あ る.土 塁 の 内側 に浅 い周 溝 が あ る.南 側 に

門が あ った らし く,土 塁 も周溝 も切 れ てい る.土 塁 と塚 は元 は も っ と高 か った はず で あ る.塚 は 地表 か ら1～1.5mの 高

さ まで ゴロ石 が積 み 上 げ られ て い る.そ の 中央 に は大 きな盗掘 穴 が あ り,そ の 窪 み の深 さは1.9m.積 石塚 はシ ヴ ェー

ト=オ ラー ンの それ よ り小 さい が,一 つ 一 つ の石 は逆 に こち らの方 が大 き く,一 抱 えほ ど の大 き さの石 が 目立 つ.塚 は

四 角 い土塁 の 中 央 にあ っ たの で は な く,南 側 の 門の 方 に偏 っ てい る.積 石 塚 と土 塁 との 間 の東 北寄 りの 空 間 に,石 碑 と

亀趺 が横 たわ っ てい る.

遺 蹟 の 景 観:こ の遺 蹟 は,東 西1.5～2㎞,南 北4～5㎞ と思 われ る小 さい盆 地 状 草原 の,中 央 部 の南 寄 りの ところ

にあ る.こ の盆 地 状草 原 全 体 は緩 や か な斜 面 を な してお り,シ ネ ウス 湖 の 方(低 い方)以 外 の 三方 は き わめ て低 い 丘 に

囲 まれ て い る.こ れ らの丘 は草 のみで 覆 われ,樹 木 は ない.も う一方 の,湖 の 向 こ うの遠 くて や や高 い 山 には森林 あ り.

そ こには1996年8月31日 に初 雪 が 降 った.あ ち こち・にゲ ルが2～3家 族 分 ず つ点 在 して い る.ハ イル ハ ン とシ ネ ウス

との間 には似 た よ うな規模 の小 盆 地状 草 原 が い くつ もあ るが,シ ネ ウス の は と りわけ 形が よい.周 囲 の 丘 に は古 い遺蹟

ら しい ものは何 もない.

遺 蹟 の 図 面:MSSP,p.59;B磁roBl996,μ38,MSSP,p.59に あ る図面 を借 用 し,そ れ に我 々 の計測 結 果 を記 入 した

α⊇且atella).

碑 文 の 現 況:碑 石 は や や赤 っぽ い 花 崗 岩 の よ うで ある.碑 身 は従 来 の報 告通 り2つ に折 れ て い る.上 部 の三 分 の一

を小 断片,下 部 の 三分 の二 を大 断片 と呼 ぶ こ とに す る.か つ て碑 文 を支 え て い た基 台 は,頭 は 欠 けて い るが,亀 甲の紋

様 と4本 の足 は 残 っ てい るれ っ き と した 亀趺 で あ る.た だ し亀趺 の出 来栄 えは,同 じ ウイ グル第2代 可 汗 の碑 文 で あ る

タ リア ト碑 文 の 亀趺 と同程度 で,後 世 の モ ン ゴル 時代 の それ に は るか に見 劣 りす るば か りか,先 行 す る 第 二突 厥 可汗 国

時代 の キ ョル=テ ギ ン碑 文 の もの に も劣 る 。 あ えてい え ば,突 厥 第 一可 汗 国 時代 の ブ グ ト碑 文 の亀趺 程 度 に プ リ ミテ ィ

ブ であ る.碑 身 の サ イズ に ρい て は スケ ッチ に細 か く記 入 した.文 字 の彫 りは浅 くは ない が,そ れ ほ ど深 い わ けで もな

い.ラ ム シュ テ ッ トが調 査 した 時 点 と比較 して,碑 文 の風 化 が わず か なが ら進 んだ よ うで あ る.

碑 文 の ス ケ ッ チ ・復 元 図 ・写 真:片 山が ラム シ ュテ ッ トの写 真 を基 に,ス ケ ッチ を作 成.そ こに我 々の計 測値 を記

入 した(Hatelld).か つ てサ ン ク ト=ペ テ ル ブル グ に,コ トヴ ィチ作 成 のス ケ ッチ(テ キ ス トの模 写?)が あ った とい

っ(c£Tryjarskil981,pp.348-349).

拓 本 所 蔵 機 関:フ ィ ンラ ン ド,フ ィ ノ=ウ ゴー ル協 会(SUS2.20,ラ ム シュ テ ッ ト&パ ルシ採 取 分,cfAaltol971,p.

106;Hal6n1978,p.99);ロ シ ア科学 ア カデ ミー東洋 学研 究 所 サ ンク ト=ペ テル ブ ル グ支所(ラ ム シ ュテ ッ ト採 取分,cf

Iqja蓉tomyjl988,p.75);モ ンゴル科 学 ア カデ ミー言 語 文学 研 究所(cfEo岨1990,p.64);モ ン ゴル科 学 ア カデ ミー歴 史研

究所;大 阪大 学 文学 部.

考 察=本 碑 文 は ラ ムシ ュ テ ッ トに よ って初 め て紹 介 され,写 真 とと もにテ キ ス トと ドイ ッ語 訳 が 発表 され た もめ で あ

るが,そ の段 階 で既 に相 当 の研 究水 準 に達 し てい た.そ の後,オ ル ク ン,王 静 如,マ ロ フ,ア イ ダ ロ フ らも現代 トル コ

語 ・中 国語 ・ロ シァ語 の全 訳 を発表 した が,テ キ ス ト部分 につ い ては オ リ ジ ナ ル な研 究 と はい え ない よ うで あ る.そ の

理 由の一 端 は,ラ ム シ ュテ ッ トが拓 本 を掲 載 しな か った こ と にあ ろ う.ク ロー ソ ン もそ の古 代 テ ユル ク語 辞 書(ED)の

中で この碑文 か らの引 用 を豊 富 に行 なっ て い るが,や は り拓 本が なか っ た た め に苦労 した よ うで あ る.そ の意 味で,今

回我 々 が採取 した拓 本 と,そ れ に依 拠 す る初 め て の和 訳 ・英 訳 は,こ れ か らの学 界 を大 い に裨 益 す るは ず で あ る.た だ

し,今 世 紀初 め も今 も,碑 文 が よ く残 って い るの は小 断片 の 北面 と大 断片 の 東面,比 較 的 よ く残 って い るの は小 断 片 の

東 面 ・南 面 と大 断片 の南面 で あ り,全 体 と して は約 半 分 が読 み取 れ る に過 ぎな い.そ の ため しば しば 文 脈 を追 う こ とさ

え 困難 であ る.に もか か わ らず,そ の情 報量 は決 して小 さ くはな い.と くに同 じ東 ウイ グ ル可汗 国第2代 の葛勒 可 汗(磨

延 畷)の 紀功 碑 で あ る タ リア ト碑 文 並 び に テ ス碑 文 と相 互 に補 完 し合 うこ とに よ って,ラ ム シ ュテ ッ トの時 よ りも 「読

み」 を進 め る こ とがで きる.新 しい 「読 み」 や解 釈 につ い ては,訳 注 を参 照せ よ.
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参 考 文 献=R㎜stedt1913;PaMcTe即1914;βTYI,pp.161-186;王 静 如1938;6gell951;PDPMK,pp.30-44;y6p∬ToBa/

Ba3硼xaHl963;A加poBl971,pp.339-352;ED;Bazinl982;Bo瓢1990,pp.61-68(宇 野 伸 浩 ・岡 洋 樹 に よ る和 訳 あ り:片

山1994,pp28-35);SCMT,pp.221-227;川 崎1993;片 山1994;Berta1994;Bem1995,

ソ
テ キ ス ト ・翻 訳TextandTramslationofSine・Usuinscription

この テ キス トはRamstedt1913の 写 真 とテ キス ト,及 び1996年 ・1997年 度 ビチ ェー ス=プ ロ ジ ェ ク トに よ り採 拓 した

3部 の 日本式 拓 本(2部 大 阪大 学 文学 部所 蔵,1部 モ ン ゴル科学 ア カデ ミー歴 史研 究所 所 蔵)を 底 本 に して,新 た に作

成 した翻 字 と転 写 で あ る.さ らに ここ には,現 地 に おい て実 際 に碑 文 を調 査 し,採 拓 中 の墨 入 れ前 に,森 安 とバ ッ トル

ガが 判読 した結 果 も反 映 され てい る.

翻 字 と 転 写TranshterationandTranscription

Nl(上 部 が や や 狭 い 碑 石 の 形 状 に よ り,最 上 部 の テ キ ス トな し)

tqri【daBW](Lm)sltmsblgaQGN:(b)〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃tul[s]/

////////1//////1/1////1////////////11///////////1!//////11///////1/!//////

ta夏】ridabolmi忌eletmi蓉bilg註qaγan///#ノ1!!//1//11!1//1!///1!t61is(?)/////ノ ノ/1//1////

///////1////////11/////11!//1111/1//1

N2

N3

N4

N5

N6

N7

N8

N9

N10

廿(t)【廿kn】li①)grsili:kin(Ra)WLRm蕗WBi:sl胆rms:nta:1.#/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃[r】(ms:B

R)m(s)〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

6tUk洫eli6gr註 §eliekinaraolurn宜'蓉suvls註1aη 註㎞ 蓉antae1/ノ#////ノ////ノ///1////11////ernli蓉bεmmi忌/1///////

//////1//////1///1/1//////////1////11

蓉W〃 〃nta:QLmsi:BWDN:WNWYGWRTWQzWGzuza:yazY(i)#L.//.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/1〃

.a:WRuQW(N)江gz:W〃/〃 〃 〃1〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

su-//!/-ntaqal㎡'舊ibodunonuyγurtoquzoγuz廿zayUzyi1#{olurup?】/!//1/1///1//////0rqun69直z//////////1/

///////!11///11///1/1///ノ///1//1//11/////

t(ur.nkQ)【G】(N:)乙Q:lgYiL:WLRms:田r廿kilUa:ltiWT2Y蓉ma:in酵uQ/.,i.〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/

/,ir.,:nta:BW〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/

tUrUkqaγan己iqaligy1Iolumli就 並rUkeliOaa随otuzya甑naenこ#〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃/〃 〃berd(?)anta〃/〃

//1////11///////1/!1////11!//1//!///11//

YN(a)/〃iTwQzWGzBwDNmN:tirnQWBRTi:ltmQom:k廿(1)#b〃(9)/[QGN】 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

///////1/////////!//////////////1//ノ11///////111//11!/1///1//1//1/////1/1////1/1/1//

yana〃 〃toquzoγuzbodunlmhlternquvratialtfnlqa頃mk61#b皿ga[qaγan】 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

///////1/////1////////11/////!//!////1

suYWRiDi:極zmnuηra:Biηa:B蠶i:iTi:kyrda:廿odn:Ynt乙#(m)Da:QWnyLGTW(Q)[LiLG]〃 〃 〃 〃

〃 〃/〃//〃////1///!/ノ!////1/11//////ノ ノ//!//11///ノ1〃111//1〃//1///ノ/////!///1/11//1////

s廿yoridi6z柱n並n61grabi】 〕abaヨiid鉦kayrada60dUnyanta～ifnlda#qonylfγtoqlfhγ ノ/1!/ノ/1/111!//////////!///////

////1//////1//11////111!//////1/1!11!1!1

驚grp:YNa:YWRiDm:kyra:B翫nta:龍birknda:QNsUsi#【br1】a:QTItm:nta〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃

///////////////1!///1////11//1//111///1//11////1/1/1!///1//111/////11/!/1!///1!

i乙g洫ipyanayo直dimkayraba蓉intaUこbirk雌d註qans廿si#b廿1aqatfltfmanta//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃1〃 〃 〃

/11//////!!////!1/////1!/////11//1/1/

irtnl:QRa:Qwm:蓉ms:k廿grda:k直mrTGDa:YRugzda:u乙TwG#LG:田rok:BwDN(Q)[a】 〃 〃 〃 〃 〃

///////〃////1////1/!1////1111/1/111/11/1//1/111//!1/11//1/1/1!1/111//////ノ//11/ノ/11////

erdmqaraquma葦mi忌k6g洫dak6mUrtaγdayar6g茸zda廿6tuγ 監iγ#t廿r萄kbodunqa〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

///ノ//!////11//ノ/1//!///////!11/1/1111/11

wzms:tign:QNBwLms:QwnyYiLQa:YwRiDm:kinti:s助s:(1t)#匝6】Y:lti:YoiQa:T/1////1//"1

〃////////〃///〃///ノ!//!///〃//////1/1/!11/〃////111/1/!1!!1///1/1////!//////1//1/1///

ozn五 蓉teginqanbolnli蓉qonyyilqayo【idinlekintisUO廿 ヨaltin～ 三#ayaltlya;】iqatoqid]血1(?)1!111/1//11/1/////1//1111

//1////////////1///////ノ/11////ノ1///1//111

TwTDm:QTwNiN:nta:1tm:turukBwDN:益ta:iNGRw:YuQBWlti:nta:k#sra:TQGw:Yi(1)[Qa】 〃//

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃BWD.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1.1N:T

WYp

tutdimqatuninantaal`hntUr廿kbodunanta1nγaruyoqbdtiantakesra#taqiγuynqa〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃

////1/11///bod///!1///ノ1///1/1!////-1n(?)tuyup
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シネ ウス遺 蹟 ・碑文

Nll

N12

(冒 頭 に2文 字 分 の ス ペ ー ス あ り)

廿こQRLuQ:YBLQ蓉QNp:ξza:BRDi:QwRYa:wNuQa:kirti:LG#(z)iN:YiLQa:T【wQzTTRI〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1(TYbil)gaTW

TuQG

廿δqarluqyavlaqsaqiniptazabardiquliyaonoqqakhtilaγZ血1#ynqatoquz[tatar]1/111!/11/!11/111//1/!11!1!1-
//1/////ノ///1/1////ノ/11!11!/11/taybilgatotoqiγ

(冒 頭 に3文 字 分 の ス ペ ー ス あ り)

YB(GwT)Di:nta:kisra:QomQGN:w6Di:QRaBwDN:iQiLn6:(こ).#kusg種IYiL【Qa】/〃 〃 〃 〃/〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/Dm

yabγuamdlantakesraqaη'㎞qaYan秘 ～ldfqa瓰bodunqfh血 ～511#k廿sg柱ynqa11111//1//!/1/1//111///!///////ノ/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃一dfm

E1

彫

E3

餌

E5

E6

鄒

E8

磁

TWTDm〃1〃m._bi〈r)[yη}(iqa)b甎(kg廿k)[da]yt(d)m:kiこaYRIWQ】#BTRrkli:s並.巧sdm:nta:§n6

D(m)k(廿n)R【TTLms】tu(n)n[司rlms【b】 髄[kg】 廿kda:skzwGz:TwQzTTR:QLmDuQ:kiYoiQa:k廿nTwG

Rw:stiosdm:QWLm:k助m:BWDNG:切ri:

tutdim〃 〃 〃 〃 〃biryaOi'qabtiktigUk【 一dti】yetdimke6tiyaruq#batariiriklisUOUgdimantasan6dl'mkUn[artatilmi蓉?】t廿n

6[6司rilmi蓉bifktigUkd註s瓠kizoγuztoquztatarqalmaduqekiyani'qaktintuγurusUOU蓉dimqul'hnk両imboduni9γt殉ri

yr:Yw:bir(ti:)nta:蓉(n6D)m:YzuQLGTLG(G)w〃(D)/(ωriTwTa:birt#i:QRa:ig1:BwDNG:Y(uQ)Qi

L[m】Dmbin(B)R[QiNY]iL[Qi】(蓉i)N【Y】(wL)m(D)m:Q .i【Y】N:YD(m)TwRGWRWQ[w]T[m】knt麺BwDN

m:tid(m):(W)DW:(k)1(①tidm:QWDp:BRDm:klmdi:yi63:

yerayubertiantasanこdimyazuqliγatliγiγ!〃t註qritutaberti#qaraegilbOduni'γyoqqilmadimtivilbarq血yllqi'sin

yulmadimqiyinayd冨mturYuruqotαmk註ntUbodunfmtedimudukaliηtedimqodupbaldimkalmadiyi6a

irtm:BwRGwDa:ytdnl:turtnこY:TwQz【Yni】(Q)a:s助sdm蓉.n乙Dm:Y#iLQigiN:BRmiN:Qizi

N:QwDziN:klrtm:bisn己Y:WDWklti:skzWGz:TuQzTTR:QLmTi:klti:sI月a:kid(n:)Yi(LW)N:Qw

L:brdn:忌iOR:9ipB蓉iOa:tgi:乙rgitdm

e血nburγudayetdimt6rtUn6aytoquzyaUi'qastiηt蓉dimsan6dim#yilqi'sinbarSi●minqizinqoduzi'nkaliirtimbe蓉in6ayuduへ
ktiltis削kizoγuztequztatarqalmati'ktiltisalaOttkediny'flunqolberdinsi'ljar蓉i'pba蓉'ioatagi6arigetdim

krgun:gQgiN:9ipBliiN:k薩ra:klti:_己i:sloka:tgi:6r[9】#ldi:bisn6Y:TwQzwTzQa:s岫sdm:nt

a:9n6Dm:s玉nka:9iQa:9n6(D)m:YziQiltm:uksi:slηa:QWDi:BRDi:bn:slna:k(乙a):wDW:YWRiDm:s

助sda:TWTp:WNriTm:

kdrg廿nsaqigin蠶i'pba蓉ink6rtikalti/1〃sllltillakatagi6dr【ig】ladi#besin乙aytoquzotuzqas廿0廿 忌dimantasan乙dims剳 鈎 齬

si'qasanOd'imyaz'iqiltimiilcU蓉isttlaOttqodiba【d'ibiinsllltiOtikti6auduyori'di'msUnUSdatutuponiiri'dtim

TYbilga:TWTuQ:YBLQiN:u6n:birkiT[L]G:YBLQiN:廿 乙nQRa:BW#DNm:廿ltη:ytdη:YNa:i6k

Ulm6i:ytm6i:sntidm:yiこa:孟sg:kU乙gbirgl:tidm:kiYkutmklmdi:skzn6Y:birYOiQa:suYWRi

YiN:tidm:TWG:T蓉iQR:rkli

taybilg盗totoqyavlaqinn己 恤bhlekiatl了 γyavlaq1nn6nnqarabodmim#61tiOyetdiηyanai6ik61m註6iyetm註 こisiintedim

yi6di蓉igkU6tigbergiltedimekiayk直t縫mk註lmtidistikizinこaybiryaOi'qastiyorl'y'intedimtuγtasi'iqardrikli

ylma:ri:khi:YGi[klilr:tidi:YGiNB蓉iYWRiYW:klti:skzn6【Y]#:kiYDiQa:乙iGltR:ktilta:Q蓉W

Y:kzu:s廿Osdm:nta:5n6Dm;nta:WDW:YWRiDm:WLY:bisygrmika:kyra:B蓉i:u6birkUda:TTR:bi

rla:QTi:TwQiDm:蓉ioRi:BwDN

y註lmadriktiltiyaγ1'kalhrtediyaγ1'nba蓉1'yori'◆yukaltis削dz孟n乙ay#ekiyaOl'qa61'γfltXrk61t証qaguykazUsUO髄 蓉dimanta
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W6

W7

W8

W9

baybaliqyapiロbertim

.i〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃y1W1,,〃 〃.〃 〃i1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃m〃 〃11〃 〃 〃#〃 〃 〃 〃 〃 〃1//〃 〃T

w(Gin)〃 〃 〃 〃 〃:QB蓉(p):klti..n〃 〃 〃 〃/〃 〃1〃birwT(z)Qa/〃1〃 〃 〃 〃 〃1〃..〃 〃,.〃 〃 〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃(Qa):nta:蓉nこDm:YR蓉GWLG:R(a):(y)tukB蓉intaRa:

//11//!//1////!/!/1//ノ////!ノ//1ノ ノ/1/1111111111//1!1111/1/幸 ノノ11/11/ノ/111/tuγin//11ノ!1/!qavi蓉ip

kalti〃 〃 〃 〃 〃 〃bせotuzqa〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃
.〃 〃 一qaantasanこdim.yariヨaYulfγarayat廿k

ba蓉int<a>ara

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃#/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//tUmn〃

R(Q)〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 蓉n乙DuQyrd【a】 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1/〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 こ(①【ki】ntiY:lt孟:yigrmika:驚TWGLG

1〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 .1〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃#〃1ノ 〃 〃 〃 〃 〃tnman〃1〃/〃 〃 〃 〃

san～三duqyerda///1ノ!/ノ///////1//11///!/1!/////ノ/ノ111/1!!1/1!/ノ//111/ekintiayaltiyeghlnika控 ～∋tuγliγ

(tU)[rUk】 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃#〃1〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃

./〃 〃 〃 〃nta:QTWN:yigniuzblgabonyi;

tUrUk//////1////!////!/1/ノ/////1/ノ1!/1111111/11/11111/ノ ノ111#1/1/11/!//1//1111/111/1//////////

//11////ノ////ノ//////1////1/////1!1/1111//11/11///ノ/1/1111/ノ ノ1antaqatunyegani6zbilgab並 皿yi

〃QWYi〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/#〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/!〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃【Bio】Ywnt:Q(Lms)tumN:uQwny:Q(L)ms

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 詳〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/

////////1/1//////ノ/1/ノ ノ//////////1ノ ノ///1/////!ノ/1!1ノ ノ11!1【b童 〕]yuntqaln宜 蓉tnn1洫qonyqahni蓉

Extra・a(betweenEast-sideandSouth-side.=S.abyRamstedt)

〃 〃.gY〃 〃 〃/〃 〃 〃//〃 〃①a);ノkidt1〃Ga:B(a)m蓉Ti:WLTW(m)〃 〃1〃 〃1bilm[zl〃 〃iN:B(R)6a:t

Ukp:tza:

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃bam踏atiol(?)〃1〃 〃 〃bilm註z(?)//***inbarこatUk註pta痴

Extra・b(betweenEast-sideandSouth-side.=S.bbyRamstedt)

〃 〃 〃 〃/〃 〃yUgr:g.//〃 〃(b)gnig:.(n)〃//〃 〃 〃/T.〃,g:T_dm:BWnこa:btgg〃 〃 〃 〃

〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃bagnigb蝕(?)〃 〃 〃/〃 〃//〃 一dimbunこabitigig1/〃 〃

ExIra・c(betweenSouth-sideandWest-side.=AmRande+S.13byRamstedt)

〃[su]B蠶ib(ny)/(i)tb(r):bioYwntt(む)mn:uQwny:bn(Q)w〃 〃!⑨n乙Dm:wQ,〃 〃RTG蓉/〃 〃 〃 〃(nt)〃

/(W)〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃//tUs(d)m〃 〃...

〃[s慧jba蓉ib洫/〃 〃biηyunttUm哲nqonyban〃 〃sanこd夏m〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃tU蓉dim

〃 〃

Ex㍑ad(betweenSouth.sideandWesトside.betweenupperpartofextra-candW6st-side)

〃/〃 〃 〃dm【 幻 盈(r)tm

〃1〃 一dimka畳 血tim

Transladon

N1

N2

N3

N4

Ta巾d註Bolmi蓉 伽.:havingcomeintoexistence兪omheavcn,orheavenly-bom)EIEt血 蓉伽.:

havingorganizedtherea蘆m,orstate-fbunder)Bilga(wise)Qaγan〃 〃1〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃T61is(?)〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃1〃 〃 〃

IheaKIthathehadbeensittingonthethrone(orhadreigned)betw㏄nthetwolands,i.e.,1andofOt朝(anandthatof

Ogr註 蓉。Iheardthatthedver(洫question)wasSal註qa,Theret1LatOountry〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃1〃 〃 〃 〃Iheardthatthey

Iivedandbehavedinanindependentstate///!//111111/11!1/1/!/111ノ ノ1.11ノ!/11////!/11//1!//1/11/1111/

(someYaγlaqarnoble)menwhohadremained(orsurvived)at*****[welerulingηoverthepeopleofOn-Uyγur

(``Ten-Uyγurs")andToquz-0γuz(``Nine-0γuzs")fbrahundredyears11〃 〃 〃 〃 〃11/〃 〃 〃 〃 〃 〃/1/!/theriver

Orqun〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃

IheardthattheTUr唾kgα γ硼shadsatonthethrone(orhadreigned)exacdyfbrf三ftyyears.Atmyageoftwenty-six(A,D。
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N5

N6

N7

N8

N9

N10.

N11

M2

739),one***edpea㏄f皿ly〃 〃 〃 〃111〃 〃 〃lothecoum覚yof血eT眦s.The爬 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃.1〃 〃 〃 〃1〃 〃

1/1111111!1ノ!111111ノ ノ111.1411/1/1/1ノ .1111111/1111/1ノ ノ1ノノ1/111

Havillg.come.back(QrOnceagah蓋)1/11.〃1〃 ..〃.110011ecledand.assembledmypeople,theNine-0γuzs,.andtook

(conαdof)them。My.fa山er.K61Bilg証[Qaγan】.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃.〃 〃 〃 〃1

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃.〃 〃1〃1.〃 〃.〃 〃 〃 〃 〃.1〃.〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃1

Theamlystar重edacampaign.Hesentmeasaleader.ofa鵬g㎞entconsistingofathousandmen .重otheeast。AtKay画,

lwhenI】1et㎜backf}omtheeast,〃 〃withsbeepandlambs〃 〃 〃1.〃 〃.〃 ノ〃 〃 .〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃.〃 〃 〃.〃

〃 〃..〃〃 〃.〃1〃 〃1〃 〃 〃1〃 〃 〃.〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃.1〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃

havingsubdued〃.11marched(withmyamy)o叫 ㏄again.AtU己 一B㎞k畄n.theriver-headaleaofKay戯,Ijoinedupwith

theQan(=myfather)'samly.Then1ノ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃.〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 .〃〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃1.〃 〃 〃1〃 〃1

.〃1.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1ノ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃.1〃.〃 〃 〃 〃 〃:〃1〃 〃

11eached〃11.TowoldstheT觚kpθoplewithth1㏄stapdardswhohad(ahleady)passedover.tha.Qa餓6Qum(i.e.

Blackrsanddes¢rt)andsetde¢atK6g翫,mountK6m髄r,.andthe.Yar.river,〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃

!111ノ ノ11.1!11!!11/111111111/11ノ1/111!1!111111/11・ ノノ111!1!1!11111/

IhealdthatOzmi蓉.Toginbadbecome.Qan(oftbeT血 崩ks).hユtheSheepYear(AD.743),1㎜ched(w壼thmyamly).On

the6th4ayofthe6thmonth,[ljbeat(theepemy)inthes㏄6ndba眈1e.〃 〃 〃 〃..〃 〃 .1〃 〃!〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃

(A.D.744)!〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃

Iseized【ozmi葦QaYan】 ・TheleIcaughthjsw血 .(Qaum).Thelea危erthe][樋kpooP監ehas.㏄asedtoexist.Theleupon血

theHen(orFbΨ1).Year(A.D..745),〃.〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃.1〃 〃 ・peo炉e(?)〃1

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃(A.D.746)〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃.〃 〃 〃havingper㏄ived,

theU己 一Qar藍uq.(``T㎞ee-Qarluqs")contemplatedevil(orhldulgedhlhostilethoughts.aga血stus),andtheyescaped(orran

awayfh)mmyrule)・Theyente鶏d洫to((躍tookπefbgein)(thelandof)theon-oq(`Ten-A註ows",i,e,w63£emT幡)hl

thewest.InthepigYear(A,D.747),the.T【oquz・Tatar】 〃 〃 〃1/1.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃1〃"・ 〃 〃 〃1 .〃〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃..'

Henomi皿atedTayBilgaTotoqas)助 γ肱A£lerthis,myfather,dleQaγan,died.Theactionsof(?)the◎om血 ㎝people〃

..(or,The.co㎜on陟opleac團 〃)、h由eM㎝seY蝋AD,748),〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃 ノ〃 〃1〃 〃 〃 〃.〃 〃 〃1〃1

1.!〃.1.〃 〃1〃.〃 〃!1〃 〃1〃 〃 〃.〃1.〃.[㎞.theOxYear(A。D.749)】 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃.ノ1***edand

E1

..E2

B

餌

∬

跖

1.took〃.〃 〃.!onthelst.day(of.themonth),〃 〃 〃.Iovertook(theenemy)〃 〃atBiiktigiik.Intheeveningwhenthe

sunw郎set血g,Ifbughtand.defeated(山em)thele.AtB醜kagiikwhelethedaywa等 【destmyed】andthenightwas

exting磁shed,theSalciz-0¥Uz(``Eight-0γuzs")andtheToquz-Tatar(``N㎞e-Ta嘸s")didnotremain(survive).At.sunriseon

the2ndday,Istartedtbebattle.Theheaven-god

and .the.earth-god・.deigned..to.decla翼e.tbatthepeoplewelemyslaves.The旭Idefeated(them).The****『heaven-god

deignedto.catch..thes血fulnotables・IdklnotexUnguish(grdes血 て)y)中eo血arycomlnonpeoPle・Idklnotpluckout(or

眺eup)山eirte鵬householdgoods..andliVestock..Iprescribed..(血eiOp面s㎞ent.h飴(ヒ(血em)s髄dupandse齟ed

(themindailylife).Itold(them),``(You),myownpeople!,comeandfbllow(me)".Ileft(them)aloneandwentaway.

(BUt)伽ydid勘ot..colrle・Ipursued(them)asbefble

Imdcaught .up(withthem).atBurγu..On..thegth(or29th)dayofthe4窰hmonth(A.D.749),Ifbughtandde㎞led(the皿)。I

carried.offthek=1ivestock,movable.posessions,(u嶼ed)girls.鋤dwidows.hlthe5thmonth,theycametofb皿ow(me).

(Thepcopleof)theEight40γuzsandtheToquz-Tatalscamee血 血elyover.(tome).Isettheamlyinthewestof.(theriver)

Saltt讐ttasfaras.theriver-headareaof営i'ponthesouthsideofYfiun-Qo1.

　
They(theenemy)came .*****a丑dcalcu韮ativelyandscoμted.theriver-headaleaofSip.****『 【deplOyed?】the繊yupto

(the血v{er)SalaO註.Onthe29廿 董ofthe5th皿onth(A.D,749),Ifoughtanddefeated.(theenemy)thele.Idmve(theenemy)

intothe(edgeofthehver)Salaりa,andIdefeated(them).Isupr巳ssed(them)(lit.:㎜deflat融 巳ned) ...Ma血yQfthemwent

.downtheStiMOti .IcrossedtheS猫 騨andmarchedpulsuing仙em).Icaught(someofthem)inabaUle,andIsentten.men

(outOfthemasmessenger)........・.

Isaid,.``BecauseofthewickednesSofTayBilg註Totoq,.andbecauseofthewickednessofoneQrtwonotables,my

commonpeople!・youhadto.曲 皿dεotlcsしi塑 蝉 一 嶼 』遡 墜1・ ・t・"1・aid・"S・四・膿

・・b・f・re・"1.waitedf・ ・tW・ 加・曲 ・b・tth・ydidn・t。 ・鵬 ρ ・血・1・吻 ・舳 ・8血1m・ 恥(A・D・749)・1・aid・"lwill・etg・t

withtheamly."Justasthestandard(ofmyamly)wasgoh真 部osetout,へ1.爬comoi面ng鵬 ・・am・ 血・Th・y・aid・."Thee・e衂i・ 。・mPgl"Thec・ 一d・ ・㎜ ・hedwiththeen・my・nd・amenear・

.On中e2nddayofthe8thmonth
,.Iwalkedalong(theriver><～asuyfh)mthelake.eiγilttr,andfbught.anddefeated(them)

る
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E7

E8

E9

E10

E11

E12

andbeat(them)atU6-BirkUintheriver-headareaofKayra.Halfthepeople

suπendered(tome)andhalfthepeopleentered【into】*****.Iturnedbackfromthereanddismounted(tosettledown).I

spentthewinteronthenorthsideoftheOtUkiin(mountains).Igotridoftheenemyandbecamefree.Igavemytwosons

thetitleofyab7tuand鰯.IsentthemtothepeopleoftheTardu蓉 一sectionandoftheT61is-section(astheirleaders).So

muchfbrthat,nowintheTigerYear(A.D.750),Imarchedtowardsthe6iks.Onthel4thdayofthe2ndmonth,Ibeat

(them)atthe(riversideof)K註m,

[Onthe***thday】ofthesamemonth,〃/〃 〃 〃 〃Ihad(my)thronesetupthereattheriver-headareaof.theTezand

tothewestofQasar.Ihadastockadedrivenintotheground.lnsummer,Isettledthereforthesummer.Ifixedthefrontier

(ofmyrealm)there.Ihadmysignandmemorialrecordinscribedthere.Somuchforthat,intheautumnofthatyear,I

marchedeastwards.IcompelledtheTatarstoinquiry.

UntilthesthmonthoftheHareYear(A.D.751),〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃//〃 一Ba§,/〃Iduq-Ba蓉.attheriver-headarea

ofAgOljUz,inthewest,attheconfluenceoftheYavagandTequ蓉(rivers),thereIspentthesurnmer.Ihad(my)throneset

upthere.Ihadastockadedrivenintotheground.1'hadmymonumentalrecordandsigninscribedo皿aflatstonethere.

/〃.///〃/〃 〃/〃 〃/1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃/andIheardthattheycame〃 〃 〃//1heardthathesettled

white(noble)Btigsandblack(common)slavesdown.Iheardthathesentaman(asmessenger)totheQir'qizandsaid,り"You
,setoutandbringouttheCiks!ThenIwillsetout.myse藍f."Iheardthathesaid,"Look!Keepyourbody(oryour

clan?)!

Let'sassembleintheforest."〃/1〃 〃 〃 〃 〃 〃.1〃 〃Iheardthathesaid〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃ontheソ
9thday,Imarchedwithmyammy.IsenttotheCiksaregimentofathousandmenwith****Totoqas(their)commander.I

sentaf¢wpeople(asmessengers)tothelandofhiscomrade(8営').Isaid,"Look!(or,Obeyme!)"IhealdthattheQirqiz

Qan〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/0nthenorthsideoftheK6gman(mountains).

Iheardthathesenthisreconnoiningsoldierstothelandofthecomrade.Iheardthatmymenmadeasurpriseattackonhis

reconnoitringsold孟ersthereandcapturedasoldierwhoinfor皿s:"*****mencametohis(Qkqiz's)Qan.

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

S8

(But)theQarluqsdidnotcometothecomrade(or,theydidnotcometothecomradeoftheQarluqs)."(Thus)hesaid.The

men/〃 〃theQarluqs/〃/〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃IcrossedtheArtigriveratthepool(?,orpond?)ofthe

river-headareaofArqarbyaraftofreedswhoselowerside(wassupported)bythemen.Onthel8thdayofthellth

month,Imet*****.ThereIbeatthe(troopof)Three-Qarluqs(situated)aroundtheriverBol己u. ソ
Itumedbackfk)mthereanddismounted(tosettledown).MyregimentofathousandmencamedrivingtheCikpeople.〃

〃 〃 〃 〃Imadethesummercampwithin(?)mystockadeof(?,orbuiltat?)theriver-headareaofTez.Ifixedthefrontier

　
(ofmydominions)there.InominatedtotoqsfortheCikpeopleandtherepresented(themwiththetitlesof)勅 αrαsand

tarqans.〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃themencame.

Theysawfromthemountain***neagthelakeQazluq.Theycamesaying,"Theenemy(?)is***ing."Onthelsthday,〃

〃1〃1(andmyarmy?)assembledatthelakeTayγan.Isentasecretary(oratent-makerasentourage)fromthere.〃/〃 〃

〃/PassingoverQara-Yotalqan,theybrought(them).【1】marchedouttomeet(them).〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/1〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃theybecame〃 〃 〃.1

1heardthathesentthemen【towards】theQarluqs.Iheardthathesaid〃 〃 〃 〃 〃1〃//.Iheardthathesaid,``Inside,I

willprOduceastateofdisorder,"and``Fromoutside,Iwi11**********."Becomingmyenemies,theBasmilscametoward

my(royal)tent.Icouldnotsubduethem.Fromoutside,theThree-Qarluqs1〃 〃 〃/〃thethreesacredmountains,i.e.
ロ　 ゆロ

(Mt.)OtUktin,(Mt.)*****,and(Mt.)*****,〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃AtOttiktin,1

***ed〃 〃 〃 〃there .Onthe25th(or21st)dayofthe6thmonth,Ifoughtanddefeated(them)there.PassingoverI6tiy,I

routed*****straightly.IheardthattheTurgi蓉sthereupontookthemovableproperty(mainlylivestock?)oftheQarluqs

andpillagedtheirdwellingsandwentaway.Idismounted(tosettledown)atmy(royal)tent.〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃/〃 〃 〃

〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1/〃 〃

becomingenemy/〃//〃 〃/〃 〃//〃///standingup,theywenttowardtheirland.!〃 〃 〃//〃1/1/inthe8th

month,Imarchedoutpursuing(them).Isetupmy(royal)tentatthelakeYulainArsagUn.Ipursued(thcm)ffomthere./〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃1〃

LeavingtheBasmilsalone,〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃/onthe21stdayofthe**thmonth,having***edtheQarluqs〃//,I

routedtheamlYat(theplainof)Yoγra-Ya百'蓉.Iheardthattendaysbeforetheyhadgoneoffwiththeirtentsinafright.I

rnarchedbackfromthereanddismounted(tosettledown).〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/ノ

Inthellth[month】(or,Onthellthdayofthe.**thmonth),Irouted(theencmy)1〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃Ienteredamong

thepeopleof/11/1.Iovertook(theenemy)atTalaqi'mininlrlUn.IheardthattheOγuzandtheTtiriikpeoplewhohad

formerlybeeninChinacameoutandjoinedup(withtheenemy)there.TheBtigsthefe〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11"/""
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S9

S10

S11

S12

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃

myamly1〃three〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃5001igMy-a㎜ouπed(?)inf自ntries,separatelyoneortwo

atathne,came(tome).Theheaven.godandtheearth-goddeignedtodeclarethatthepeop董eweremymaleandf6male

slaves.ThereIdef6ated(them).〃 〃 〃 〃 〃 〃 .〃〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃/〃 〃

Therethepeoplesubmitted(tome).〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃Theyranawayandenteredintothe(landof)

theQ跏qs.H舳gt㎜edbackhomthe堕e鋤ddismou咽,Ihadthet㎞one㎡therealmsetupattheco曲enceofthe

OrqunandBaliqliγ(rivers).〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃

〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃Onthe20thdayofthellthmonth,atSuqaq-Yulfintheeastof

Qara-Buluq,the∫o!ogof6igl1!〃 〃!〃 〃!〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃!

〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃!〃 〃making【myamly?エcrossoverToγurγu〃 〃 〃/1〃 〃 〃 〃 〃Idefbated(them).The

QarluqsandtheBasm鈕s1!〃 〃 〃/beingalive1〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃/

W1

W2

W3

W4

W5

W6

冊

W8

W9

theycame.〃 〃theQarluqs1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃onthe3rddayofthe8thmonth,【1】 ㎜ched,〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//

〃 〃!〃1111thoseoftheQarluqswhohadsurvivedwentawayande皿teredintothe.(landof)theT血gi蓉s./111again

dismounU皿9,

0nthe*thdayofthe10thmonth,////ノ111111/1/11/11/1!11//ノ11/11/1ノ/!/1/111//1/ノ///1/ノ/ノ11///ノ/////

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃1〃.〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃

1〃 〃/ノ1/Idismounted(tosettledown).Fromtheretotheffontier(ofmyrealm),theBasmilandQarluqpeople

disappeared.IntheSheepYear(A,D.755),

1***ed〃 〃andspentthesummer(?).〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃 ノ〃 〃/1heardthattheemperorofChina

ranaway(ffomthecapita董Chang-an)11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃Iput(orabandoned?)hisson/11〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃//

/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1!〃 〃 〃 〃 〃people〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃Ibeat(them).Stayingthere,Imadeaflagof/

/!/f6rtunefbrhistent(orencampment).

My(royal)tentiswide〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃people,fb血1ne〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃/〃onthe6thdayofthe

2ndmonth,Id孟smounted(tosett晝edown)atmy(roya1)tent.IntheHe11(orFowl)Year(A,D.757),〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/

!/ノ/1/11///11/1111/1//11!1/11/1111!11!1ノ!/1/!1//11!1/11!!!!/11!/1111111/11!ノ!//11ノ ノ/!/11////he

gave.Iheardthatheannihilated・apromishlg*****.Thus,hecameandgave(me)histwodaughters

fbr(my)serve.〃 〃 〃//1〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃.〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃/

/1/1111111///〃Hes滋d,"Iwillnoto血ndag組nstyo肛co㎜ 細ds."Hes滋d,"Iwillnotm欲ea血s臨(o止

nlisbehave)."Itbecanle(thesar【1esituation)asbefbre,111//1/1!/!1//1//!11///111/1/1/ノ/ノ/ノ11!11//11!11////

〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃IhadBay-BaliqbuiltontheS註1盗0盗bytheSogdianandChinese(engineers,masons,calpenters,etc.),
.

(or,㎞theSogdiansandtheChinese).

/〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃1thef豆ag〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃theyassembledandcame.〃/〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃on

the21stday[ofthe*thmonth],/11ノ ノノ1/1/111//ノ1111ノ ノ/1/11/1!!/111/111//1/111/0nthe**thday[ofthe*th

month】,Idef¢ated(them)there.BetweenYar欝andAγuliγ,wiIhintheriver-headareaofYatOk,

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/!〃 〃tenIhousand〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃atthepla㏄where(we)def6ated(the

enemy)〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃1〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃onthel6th

dayofthe .2ndmonth,theT廿r薩kswitht㎞leestandalds

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃 〃1〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃11〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃there,thenephewoftheQanm,OzBilgaBunyi

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃1

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ〃1〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃Iheardthat[onethousandhorses】remained

、andtenthousandsh㏄premained(tobewithme).

Extraa

〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃 〃 〃/!〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃hish(江sethatwasded〃/〃 〃1〃 〃 〃not㎞owing(?)〃 〃exhausdng

all***,runningaway
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Extrab

〃 〃1/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ1/〃 〃 〃 〃 〃 〃thebeer(acc,)〃1〃1〃 〃 〃 〃 〃/1***ed。Thus/〃/〃 〃somany

inscripnons(acc・)〃/1〃/〃 〃 〃

Extrac

〃/1wasthe[amy】co㎜ ㎝deL〃 〃 〃 〃 〃1*****edoBethousandhorsesand紀n出ousandsheep〃 〃/1de免ated

(them).〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/1〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃Idismounted(tosettledown),〃 〃 〃 〃 〃

Extra〔1

//11111*****edandbroughし

訳和

M

N2

N3

N4

N5

N6

N7

N8

N9

N10

テ ン グ リデ=ボ ル ミシュ(天 よ り生 まれ た)エ ル=エ トミシュ(国 を建 てた)ビ ル ゲ(賢 い)可 汗 〃//〃 〃/〃 〃

""""/"""""//"""""""//""//〃 〃/〃 〃 テ リス(?)/〃 〃/〃 〃〃 〃〃 〃///〃/〃/〃 〃//〃 〃 〃/

〃〃〃/〃 〃 〃/〃 〃////〃 〃 〃 〃〃〃/〃 〃〃//〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃〃///〃 〃〃 〃〃〃 〃 〃〃////〃 〃 〃//〃/〃/〃/

////////

オ テ ユケ ン地 方 とオ グ レシ ュ 地方,そ の2っ の 間で 支配 して いた とい う.そ の河 は セ レ ンゲ で あ った とい う.

そ こ にて その 国/〃/////〃///〃 〃/〃/〃/〃 〃/〃 〃〃/〃/〃//〃 〃///〃 〃/〃///〃/〃 独 立 して生 活 してい た

とい う////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

////〃////////////////////////////

[あ る場 所]に 留 ま った者(あ る い は生 き残 った者)が 民 衆 で あ るオ ン=ウ イ グル と トクズ=オ グズ(九 姓 オ グ

ズ,九 姓鉄 勒)の 上 に百 年 間[支 配 して?]〃 〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃///〃 〃〃/〃//////〃 〃/〃//〃/〃 〃 オル ホ

ン河 〃///〃//〃//〃 〃/〃////〃 〃〃〃 〃/〃 〃〃/〃 〃〃/〃 〃/〃//〃///〃 〃〃〃//〃 〃〃 〃〃//〃 〃 〃〃〃/〃

//////////////////////////////////////////////////////////

突厥 の可汗(た ち)は まる ま る五十 年 間支 配 して い た とい う.突 厥 の 国へ,私 の26歳 の時(739年)に,平 和

裡 に 〃 〃〃/〃 〃〃 〃///〃//〃 〃〃 〃〃 与 えた(ま た は,～ した).そ こで/////〃/〃 〃//〃 〃/////〃 〃/〃/

/〃〃/〃 〃〃 〃 〃/〃/////〃/〃 〃 〃〃///〃/////〃////〃 〃/〃 〃///〃 〃〃//〃/〃/〃/〃//////〃///////〃 〃//

////////〃///////////////////////////

戻 って(ま た は,再 び)〃 〃/〃 〃/〃//〃 〃/〃 〃/私 は 私 の トク ズ=オ グ ズの 民 を集 め に集 めて掌 握 した.私

の 父 で あ るキ ョル=ビ ルゲ[可 汗 は]/〃////〃 〃/〃 〃/〃///〃 〃〃/〃/〃 〃/〃//〃 〃〃〃/〃 〃〃〃/〃/〃////

〃 〃///〃////〃/〃///〃/〃/〃///〃 〃〃////〃 〃//〃/〃//〃 〃〃////〃/〃 〃//〃 〃 〃〃//〃 〃/〃/〃 〃〃 〃〃/

////////////////////////////////////

軍 隊 が進 ん だ.私 自身 を彼 は 東 方へ 千 人 隊長 と して派遣 した.ケ イ レに東 方 か ら[私 が]戻 っ て くる よ うな時

に,羊 ・小[羊]の い る/〃//〃 〃 〃/〃 〃〃〃/〃/〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃///〃/〃 〃〃〃 〃/〃////〃/〃 〃/〃/〃 〃/

///〃 〃////〃 〃 〃/〃///〃 〃///〃//////〃///〃////〃 〃//〃///〃/〃 〃////〃///〃//〃/////////〃/〃 〃/〃 〃

ノノ//////〃 〃ノノ/〃/〃ノ///〃〃 〃/ノノ

征服 して,私 は再 び 進 軍 した.ケ イ レの 河源 地 帯 に ある ウッチ=ビ ル キ ュで,私 は カ ン(父 の キ ョル=ビ ルゲ可

汗)の 軍 隊 と合 流 した.そ こで/〃/〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃/〃 〃/〃 〃/〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃 〃//〃 〃//〃 〃

/〃/〃 〃///〃 〃/〃 〃/〃 〃/〃/〃 〃〃 〃 〃〃/〃 〃 〃〃///〃/〃/〃//〃 〃 〃〃/〃 〃//〃/〃//〃 〃 〃〃/〃/〃 〃 〃

//////////////////////////////////////////////

に私 は到 着 した.(既 に)カ ラ=ク ム(=黒 沙 砂 漠)を 渡 っ て しまってお り,キ ョゲ ルや キ ョ ミュル=タ ーグ(=

炭 山)や ヤ ー ル河 に(い る)三 纛 突厥 の民 に 向 けて,〃/〃 〃///〃////〃 〃/〃/〃//////〃/〃 〃///〃////〃/〃

/〃〃//〃/〃/〃/〃 〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃/〃 〃/〃/〃////〃/〃/〃/〃/〃/〃////〃 〃/〃/〃/〃/〃/

///////////〃///////////////////////////////////

オズ ミシ ュ(烏 蘇 米施)=テ ギ ンが(突 厥 の)カ ンに な った と聞 い た.羊 歳(743年)に,私 は 出軍 した.6

月6日 に2回 目の 戦 い(で 敵)を[私 は]打 ち負 か した./〃 〃/〃 〃/〃////〃////〃/〃 〃//〃/〃 〃 〃/〃/〃 〃

〃 〃〃/〃 〃 〃/(744年)/〃//〃 〃〃 〃〃 〃〃///〃 〃〃 〃〃 〃//〃//〃///〃 〃 〃〃 〃〃〃 〃〃//〃 〃 〃〃 〃〃〃

///////////〃//////ノ////////////////////ノ/////

私 は[オ ズ ミシ ュ可汗 を]捕 らえた.そ こで彼 の 可敦(可 汗 の正 妻)を 捕 虜 に した.そ の 時以 来,突 厥 の民 は

い な くな った.そ の後,鶏 歳(745年)に////〃 〃〃//////////////〃///////〃/〃////////〃 〃//〃/////////

〃 〃〃〃 〃//〃 〃//〃//〃 〃〃〃/〃///〃 〃///〃 〃 〃/民 衆 〃 〃〃/〃 〃〃///〃 〃////〃/(746年)////〃 〃//

/〃 〃〃 〃//〃//〃 〃///〃/〃 〃〃//〃//〃 〃//を 察知 して,
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Nl1三 姓 カ ル ル ク は敵 意 を抱 い て(私 の支 配 下 か ら)逃 げ て 行 った.西 の方,オ ン=オ ク族(十 箭 す な わ ち もとの

西 突厥)(の 地域)に 竄入 した.豚 歳(747年)に,ト[ク ズ=タ ター ル族]/〃 〃//〃 〃 〃〃 〃//〃 〃〃 〃〃//

////////////〃/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

/〃〃 〃//〃/〃 〃〃 〃/〃/〃/〃/〃/タ イ=ビ ルゲ都 督 を

N12ヤ ブ グ(葉 護)に 彼 が 任命 した.そ の 後,私 の 父 で あ る可 汗 はみ まか った.民 衆 は 行 ない[を***し た?,

また は,民 衆 の行 いの***?]鼠 歳(748年)に,/〃/〃//〃/〃/〃 〃////〃 〃〃///〃/〃///〃//〃/〃/〃//

〃〃 〃〃/〃 〃〃 〃〃//〃/〃 〃/〃 〃〃〃 〃〃/〃/〃 〃〃〃〃 〃〃 〃///〃 〃/〃 〃〃 〃〃〃 〃/〃 〃/[牛 歳(74年)

に]〃 〃〃〃/〃 〃〃 〃////〃//〃 〃〃 〃 私 は***し,

El

E2

E3

麟

邸

E6

E7

鵬

E9

El①

E11

捕 まえた.〃//〃/〃 〃/〃 〃/(そ の月 の)1日 に ビュ ケギ ュ ク にて私 は(敵 に)追 い付 い た.夕 方,陽 が 沈 ん

で い く時,私 は戦 っ て,そ こで 勝 っ た.昼 が[壊 され]夜 が消 され た ビ ュケ ギ ュ クに は,セ キズ=オ グズ(八

姓 オ グ ズ)族 も トク ズ=タ タ ー ル(九 姓 タ ター ル)族 も残 らなか った.(そ の 月 の)2日 に は,陽 が 昇 る時 に

私 は戦 った.私 の奴 婢(で あ る)と 天

地(神)は 仰 せ に な り,民 を 下 さっ た.そ こで 私 は(敵 に)勝 っ た.罪 の あ る名 士 た ち を*****天 は捕 ま

えて下 さっ た.名 もない民 衆 た ちを私 は抹 殺 しなか っ た.彼 らの 帳幕 ・家財 ・家 畜 を私 は奪 わ なか っ た.私 は

(彼 らに)罰 を言 い渡 した.私 は(彼 らを)立 ち上 が らせ て(も との生 活 の ま まに して)お い た.厂 私 の もの

た る民 た ち よ!(私 に)つ い て 来 い」 と私 は言 っ た.私 は(彼 ら を)残 して おい て 立 ち去 った.(し か し)彼

らはや って来 なか った.ま た以前 の よ うに

私 は(彼 らを)追 いか け た.私 は ブ ル グで(彼 らに)追 い着 い た.(749年)4月9日(ま た は29日)に 私 は

(彼 ら と)戦 っ て勝 った.彼 らの家 畜 ・動 産 ・娘 ・寡婦 を私 は運 び去 った.5月 に 彼 らは(私 に)従 属 しに 来

た.セ キ ズ=オ グ ズ(八 姓 オ グズ)族 ・トクズ=タ ター ル(九 姓 タ ター ル)族 は 一 人 残 らず や って来 た.セ レ ン

ゲ(河)の 西 の イ ル ン=コ ル の南 側 の シ プの河 源 地帯 に至 る まで,私 は軍 を配 置 した.

彼 ら(敵)は*****計 略 的 にシ プの河 源 地 帯 を偵 察 しにや っ て来 た.*****は セ レ ンゲ(河)に 至 る

まで軍 を[展 開?]し た.(749年)5月 の29日 に,私 は戦 っ て,そ こで 勝 っ た.私 は(敵 を)セ レ ンゲ(河

畔)に 追 い 詰 め て勝 った.私 は平定 した.彼 ら の多 くは セ レ ンゲ を下 って 行 っ た.私 はセ レ ンゲ を渡 り,(彼

ら を)追 っ て進 軍 した.戦 闘で捕 虜 に して,(そ の中 か ら)10人 を(敵 方 に伝 言 させ る ため に)派 遣 した.

「タイ ニビルゲ都 督 の 卑劣 さの ゆ え に,一 ・二 の名 士(貴 人)の 卑 劣 さの ゆ え に,私 の平 民 よ!諸 君 は死 ん だ

り,路 頭 に 迷 っ た り した.再 び(私 に)臣 属 せ よ.(そ うす れ ば も う)死 な ない で あ ろ う,路 頭 に迷 わ ない で

あ ろ う」 と私 は告 げた.「 以 前 の よ うに私 に奉 仕 せ よ 凵 と私 は 告 げ た.2ヶ 月 私 は待 った が,彼 ら はや っ て

来 なか っ た.(749年)8月1日 に私 は 「軍 を 出そ う」 と言 っ た.(軍 の)纛 が 出 陣 しよ う と した ち ょう どそ

の時 に,

偵 察 の者 が 帰 っ て きた.「 敵 が来 る」 と彼 らは 告 げ た.敵 と共 に そ の首領 が進 軍 し て きた.8月2日 にチ ギ ル

テ ィル湖 畔 よ りカ ス イ(河)に 沿 って行 進 し,私 は 戦 った.そ こ で勝 った.そ こか ら私 は 追撃 を した.そ の 月

の15日 に,ケ イ レの 河源 地 帯 の ウチ=ビ ル キュ で,タ タール族 と入 り乱 れ て(戦 い),私 が打 ち負 か した.そ

の半 分 の民 は

(私 に)服 属 した.そ の半 分 の民 は*****に 竄 入 した.そ こ か ら私 は 引 き返 し て,下 馬 した(居 を落 ち着

け た).オ テ ユ ケ ン山 の北 側 で私 は冬営 した.私 は敵 か ら解 放 さ れ 自由 にな っ た.私 は2人 の息 子 に ヤ ブグ と

シ ャ ドの称 号 を与 えた.私 は(彼 らを)タ ル ド ゥシュ部 とテ リス 部 の民 に(そ れ ぞ れの 部 長 と して)与 えた.

そ う して虎 歳(750年)に,私 はチ ク族 に向 け て 出軍 した,2月14日 にケ ム(河 畔)で 打 ち負 か した.

そ の月 の[**日 に]〃 〃〃 〃〃〃 〃〃〃 テ ズ の河 源地 帯 に て,カ サ ルの西 に て,私 は玉 座 をそ こに設 置 させ

た.私 は墻 柵 をそ こ に打 ち立 て させ た.夏 にそ こで 私 は夏 営 した.私 はそ こに 国境 を設 定 した.私 は そ こ に私

の標 識 と碑 文 を作 らせ た.そ う してそ の年 の秋 に私 は東 へ 向 け て 進 軍 した.私 は タ ター ル族 を査 問 し た.兎 歳

(751年)

5月 まで,/〃 〃〃//〃 〃 〃/〃 〃/〃/〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃/〃/〃 〃 〃////〃 〃/=バ シ ュ,***ア シ ュ=オ ンギ ュ

ズ の河 源地 帯,そ こ にあ る イ ド ゥク=バ シ ュ,西 方 で はヤ ヴ ァシ ュ(河)と トクシ ュ(河)の 合 流 地 点,そ こ

で私 は夏 営 した.私 は そ こ に 玉座 を創設 させ た.私 は墻 柵 をそ こ に打 ち立 て させ た.千 年 万 日まで 続 く私 の碑

文 と標 識 とを,そ こ に平 らな石 に て

作 らせ た.////〃//〃 〃〃/〃/////〃 〃/〃/〃 〃//〃////〃///〃/〃//〃 〃/〃//〃 〃〃 〃〃〃 〃〃//ま た/〃/〃

//〃 〃/〃/〃/が 来 た とい う.白 い(高 貴 な)ベ グ と黒 い(卑 しい)奴 隷 を彼 は住 まわせ た とい う.彼 は キル ギ

ス族 の 方へ 人 を(使 者 と して)派 遣 した とい う.「 お ま えた ち は 出動 せ よ!チ ク族 を出動 させ よ!」 と告 げ,

「私 も出動 しよ う」 と彼 は言 っ た とい う.「 見 よ!自 身(ま た は氏 族)を 保 て!森 で

集 まろ う!」 と言 った とい う.〃 〃〃 〃〃/////〃////〃//〃 〃 〃/〃///〃 と言 った とい う./〃//〃 〃〃//〃 〃

〃〃〃 〃〃〃 〃〃 〃〃//〃 〃 〃/〃 〃〃 〃 〃〃/9日 に,私 は軍 を出動 させ た.***都 督 を隊 長 と してチ ク族 に
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向け て千 人 隊 を派遣 した.彼 の 同 盟者 の土 地 に 向 け て私 は少 数 の 人 を(使 者 と して)派 遣 した.厂 見 よ!(ま

たは,従 え!)」 と私 は言 っ た.キ ル ギス の カ ンは キ ョグ メ ン(曲 漫 山)の 北側 で

E12〃 〃 〃〃/〃/〃/////〃/〃 〃////し た とい う.彼 は 自分 の偵 察 隊 を同 盟者 の土 地へ 送 っ た とい う.そ の偵 察 隊

を私 の部 下が そ こで急 襲 し,情 報提 供 者 を捕 ま えた とい う.「 彼 ら(キ ル ギス)の カ ンに 向 けて
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****人 が 来 た.カ ルル ク 族 は彼 の 同盟者 の も とへ は来 なか っ た(ま た は,彼 らは カ ル ル ク族 の 同 盟者 の も

とへ は来 な か った).」 と彼(情 報提 供 者)は 言 っ た.男 た ち//〃 〃 カ ル ル ク族 〃///〃/////〃///〃////〃//

//〃 〃/〃///////〃 〃/〃///〃 〃//〃///エ ル テ ィシ ュ河 を,ア ル カ ルの河 源 地 帯 の湖 沼(?),そ こに て男 た ちが

葦 の 下側 で(支 え る)筏 に乗 せ られ て,私 は渡 河 した.11月18日 に,私 は***に 遭遇 した.[ボ]ル チ ュ

河 に いた 三姓 カル ル ク族 を私 は

そ こにて打 ち負 か した.そ こか ら私 は引 き返 して,下 馬 した(居 を落 ち 着 けた).チ クの民 を私 の千 人 隊が 駆

り立 てて 来 た./〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃 テズ の河 源地 帯 の(?)私 の墻柵 を私 は 夏営 地 と した.私 は そ こに 国境

を設 定 した.私 はチ ク の民 に都 督 を任 命 した.私 は イ シュ バ ラや タル カ ン(の 称号)を そ こ で賜 与 した.//〃/

/〃 〃/〃//〃/〃//〃///〃/〃/〃 〃〃〃 人が 来 た.カ ズ ル ク湖 付 近 の

***山 か ら彼 らは 見 た.「 敵(?)が***し てい る.」 と言 い つ つ彼 らは来 た.15日 に,//〃///〃 〃[タ イ]

ガ ン湖 に私 は集 合 した.秘 書(あ る い は帳幕 設 営 人)を そ こか ら私 は派遣 した./〃 〃/〃/〃 〃/〃 〃 カ ラ=ヨ タ

ル カ ンを越 え て連 れ て きた.[私 は]迎 えに 出 た./〃 〃〃/〃 〃 〃///〃///〃 〃//〃/〃//〃///////〃/〃 〃〃 〃

/〃 〃〃/〃/〃/////////〃/〃 〃〃 〃/〃/と なっ た.カ ルル ク族

[に向 けて]彼 は人 を派 遣 した とい う./〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 と彼 は言 っ た とい う.「 内 にて 私 は反 乱 し よう」,

「外 か ら私 は//〃 〃〃〃 しよ う」 と彼 は言 った とい う.バ ス ミル族 が敵 と な って私 の 天幕(本 営)の 方へ 向 か っ

て行 っ た.私 は彼 らを服 従 させ られ なか っ た.外 か ら三姓 カル ル ク族 が3つ の 聖[山]で あ るオ テ ユケ ン 〃 〃

/"""///"//"//"////"/〃/////////〃//////〃/〃 〃/〃///〃/////〃 〃 オ テユ ケ ン[で]私 は

〃 〃/そ こで////〃 〃//6月25日(ま た は21日)に,私 は戦 った.そ こで私 は勝 っ た.イ チ ュ イ を越 えて い っ

て,*****を 直接 私 は敗 走 させ た.そ の後,テ ユ ルギ シ ュ族 が カル ル ク族 か ら財 物 と帳幕 を掠 奪 し去 っ た

とい う.私 は私 の 天 幕(本 営)に 下 馬 した(落 ち着 い た).//〃 〃〃 〃 〃 〃〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃///〃 〃〃 〃/〃 〃/

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

敵 と な り/〃 〃//〃 〃〃 〃//〃//〃 〃 〃〃/〃/〃/立 ち上 が って,彼 らの土 地 に向 か っ て行 っ た.彼 らを 〃/〃 〃

/〃//〃 〃〃//////8月,私 は追 い かけ て進 軍 した.私 の天 幕(本 営)を エ ル セ ギ ュ ンに あ るユ ラ湖(畔)に 置

い た.そ こか ら私 は追 い か けた.〃 〃//〃////〃 〃//〃/〃 〃/////〃 〃////〃////〃/〃 〃//〃///〃 〃//////////

//////////////////////////////////////////

バ ス ミル族 を[放 置 して おい て?]//〃/////〃/〃 〃//〃/〃 〃///〃/〃 〃//*月21日 に カル ル ク族 を 〃/〃 〃

/〃/〃///〃 〃//ヨ グ ラ=ヤ リシ ュ(平 原?)で,私 はそ の軍 をそ こで敗 走 させ た.彼 らの帳 幕(群)は10日

前 に驚 い て立 ち 去 った とい う.私 はそ こか ら引 き返 して進 軍 して,下 馬 した(本 拠 に落 ち着 い た).////〃 〃/

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////〃/〃//

U[月]に(ま た は,**月11日 に)〃/〃 〃/〃 〃/〃 〃///〃/〃 〃 〃/〃 〃〃 〃〃//〃 〃 〃〃[私 は敗 走 させ

た?]/〃 〃〃/〃/私 は*****の 民 の もとへ入 った.イ ル リュ ンに あ る タラ キ ミ ンで 私 は(敵 に)追 い付 い

た.か つ て唐 に い たオ グ ズ族 と突 厥 族 が 出て きた とい う.そ こで 合流 した とい う.そ こで ベ グ たち は 〃〃〃 〃/

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

/////////

私 の軍 は3//〃////////〃//〃///////〃//〃/〃/〃/////〃/〃 〃/〃 〃〃/〃 〃//〃 〃 〃〃///500人 の軽 装 歩兵

が一 人 二 人 と散 らば って や っ て 来 た.私 の奴 婢 で あ る と民 を天地(の 神)は そ こで 仰 せ に な って下 さ っ た.そ

こで私 は(敵 に)勝 った.〃 〃///〃 〃/////〃////〃/〃/〃 〃 〃〃 〃/〃/〃//〃 〃/〃////〃/〃////〃//〃/〃/〃

/////////////////////////////////////////////////〃//////////

そ こで 民衆 は(私 に)服 属 した.〃/〃 〃 〃〃 〃 〃〃/〃/〃/〃 〃〃 〃////〃 〃//〃 〃 〃 〃〃/〃/〃 〃///〃//〃///

カル ル ク族 の方へ 逃 げて い っ た.そ こか ら私 は 引 き返 して下 馬 し(本 拠 に落 ち着 き),オ ルホ ン(河)と バ リ

ク リク(河)の 合流 点 に国 の玉 座 をそ こに 造 営 させ た.////〃/〃/〃//〃 〃 〃/〃/〃////〃 〃//〃 〃//〃 〃/〃 〃

////////////////////////////////////////////////////////////

〃〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃〃//〃 〃 〃/〃 〃〃〃 〃〃//〃 〃11月20日 に,カ ラ=ブ ル クの東 方 のス カク=ユ リ,そ こに

てチ ギ ル都督 は//〃 〃/〃//〃/〃//〃///〃 〃///〃/〃 〃/〃///〃/〃 〃〃/〃 〃/〃 〃//〃 〃//〃//〃 〃 〃/〃///〃

〃/〃

〃〃 〃〃/〃 〃//〃 〃//〃///〃 〃 〃〃〃/〃/////[私 の軍 に]ト グル グ を越 え させ て,〃///〃 〃 〃〃 〃/〃/私 は

勝 った.カ ル ル ク族 とバ ス ミル族 は////〃 〃〃/〃/〃 〃 生 き延 びて 〃/〃 〃/〃//〃//〃//////////〃//〃//〃/

///////////////////////////〃//////////////ノ////////////////////
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W1

W2

W3

W4

W5

W6

冊

W8

W9

彼 ら は 来 た./〃 〃/カ ル ル ク 族//〃///〃 〃/〃//〃 〃/〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃//ノ 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃

/////////////////////////////////////////////////////////////////////ノ//////////ノ///ノ ノ///ノ/////////////

/8月3日 に[私 は]進 軍 した./〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃//〃/〃 〃/〃/〃 〃///〃/////〃/〃////〃//〃 〃///〃/〃//〃

〃/〃/〃/〃/////〃///〃/〃///〃///〃 〃 〃//〃/〃 〃//カ ル ル ク 族 の 生 き残 りは 出 発 し て,テ ユ ル ギ シ ュ 族 の

も と に 竄 入 した.〃////再 び 下 馬 し て,

10月*日 に,〃 〃/〃 〃//〃/〃////"//"///"//"///"///"/"""///"//"////////"""////"///"/"/

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

////////////////////ノ//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

〃 〃 〃 〃 〃/〃//〃 〃//〃/〃 〃 〃 〃 〃///〃////〃 〃/〃 〃 〃///〃 私 は 下 馬 し た.そ こ か ら 国 境 ま で バ ス ミ ル 族

と カ ル ル ク 族 は い な くな っ た.羊 歳(755年)に,

////〃 〃/私 は***し,夏 営 し た(?).〃/〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃///〃/〃 〃 〃 ノ/〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃///〃 〃 〃 〃/〃

/〃 〃 〃///〃//唐 の カ ン(皇 帝)が 〃//〃 〃/〃 〃//(首 都 の 長 安 か ら)亡 命 し て い っ た と い う.////〃//〃 〃

〃 〃/〃 〃 〃 〃//彼 の 息 子 を私 は 置 い た(ま た は,放 置 し た?).〃//〃 〃 〃 〃 〃//〃 〃/〃 〃//〃 〃/〃/〃/〃/

〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃///〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃/〃/〃 〃 民 衆/〃 〃///〃 〃/〃 〃 〃//〃 〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃

///〃 〃 を 私 は 打 ち 負 か した.そ こ に 留 ま っ て,私 は 彼 の 帳 幕 の た め に作 っ た,幸 運???????纛 を.

私 の 天 幕 は 広 く,///〃 〃/〃////〃 〃 〃/〃//〃 民 衆 を,//〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃/////〃/〃 〃 〃//〃////〃 〃/〃/

〃/〃/〃/〃 〃/〃 〃/////私 の 天 幕(本 営)に,2月6日 に 下 馬 した.鶏 歳(757年)に,/〃 〃 〃/〃 〃 〃///〃

///////////////ノ///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

〃//〃///〃 〃 〃 〃////〃 〃/〃 〃////〃 〃//////〃 〃 〃 〃/〃 〃 彼 は 与 え た.彼 は 前 途 有 望 な*****を 滅 ぼ

した と い う.そ う して 彼 は や っ て 来 た.2人 の 娘 を

(私 に)奉 仕 に 出 した.///〃//〃//〃/〃///////〃/〃 〃////〃/〃/////////〃/〃//////〃//〃 〃//////〃/〃//

/〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃/////〃////〃 〃/////〃 〃///〃/////〃/〃/「 私 は あ な た の 御 言 葉 に 叛 く ま い 」 と 彼 は 言 っ た.

「私 は 誤 り を 犯 す ま い 」 と彼 は 言 っ た.以 前 の よ う に な っ た.〃/〃 〃 〃 〃/////////////////〃//〃 〃/〃 〃/〃

/〃 〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃//〃 〃///〃/〃 〃/〃 〃//〃 〃 〃/〃 〃/〃/〃/〃/〃///〃/〃/〃 私 は ソ グ ド人 と 中 国 人 に(①

ソ グ ド人 と 申 国 人 の 職 人 た ち に 命 じ て,あ る い は ② ソ グ ド人 と 中 国 人 を住 ま わ せ る た め に)セ レ ン ゲ 河 畔 に バ

イ バ リ ク(=富 貴 城)を 建 設 せ しめ た.

/////////////////////////ノ/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

/〃 〃/〃/〃/〃 〃/〃///〃 〃/〃 〃///〃 〃/〃////〃 〃//〃 〃 〃 〃 〃///〃 〃 〃/〃 〃 〃/そ の 纛 を 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃

/〃 〃 彼 らは 一 緒 に な っ て や っ て 来 た.〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃/////〃/〃[*月]21日 に 〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃//〃

〃/////〃 〃/〃/〃////〃 〃//〃/〃///〃 〃 〃///〃//〃 〃///[*月**日]に そ こ に て 私 は勝 っ た.ヤ リ シ ュ と

ア グ リ グ と の 間 で,イ ェ テ ユ ク の 河 源 地 帯 の 間 で

////////////////////ノ//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

/〃/〃 〃/〃 〃//〃 〃///〃 〃 〃/〃 〃 〃//〃//////〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃//〃/〃 〃 〃 〃/〃/万/〃//〃 〃 〃 〃/〃//〃/

//〃 〃 〃 〃 〃//勝 利 した 場 所 で/〃 〃 〃 〃 〃////〃/〃/〃/〃/〃 〃 〃 〃 〃/〃////〃 〃 〃/////〃 〃 〃//〃/////〃/

//////////////////ノ////////////ノ////////////////////////////////ノ///////////////////////ノ//////////////

〃/〃2月16日 に 三 纛

突[厥]〃/〃/〃 〃//〃 〃//〃 〃〃 〃 〃 〃〃 〃/〃///〃/〃/〃 〃//〃 〃 〃////〃/〃 〃/〃/〃///〃///〃/〃/〃 〃/

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

/〃//〃 〃 〃 〃 〃 〃//////////〃///〃 〃 〃/〃/〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃/〃//〃 〃/〃 〃//〃 〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃//〃/〃 そ こ

に て 可 敦 の 甥 で あ る オ ズ=ビ ル ゲ=ビ ュ ニ

//////////////////////////////////////////////ノ///////////////////////////////////////////////////////

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////ノ///// .

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////ノ////ノ////////////////////////

//////////////////////////////////////////ノ///////////////////////////////////////////////////////ノ

[千](頭 の)馬 が 残 っ た とい う.万(匹 の)羊 が 残 っ た と い う.

Ex仕a・a

////////////////////////////////////////////////////////ノ//////////

/知 ら な い(?)〃 〃/〃 〃***を 全 て 尽 く して,逃 げ て

繋 い だ彼 の馬////〃////////////////.

Extra・b
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〃////〃 〃〃 〃////////〃 〃 〃/〃 〃〃〃/〃////〃 〃 〃〃 麦 酒 を 〃/〃 〃/〃 〃〃///////〃 〃/〃 〃 〃〃 私 は*

**し た.こ う して碑 文 を 〃/////〃 〃//〃

Extra・C

/〃//私 は[軍 隊 の]長 で あっ た.//〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃/〃 千(頭 の)馬 と(万 匹 の)羊 を私 は 〃〃/〃 〃〃//

//私 は勝 っ た.〃 〃/〃 〃〃 〃〃 〃/〃//〃 〃/〃 〃 〃〃/〃 〃///〃 〃 〃〃/〃 〃〃 〃〃//〃 〃/〃 〃〃/〃/私 は下 馬

した.〃 〃 〃〃〃//〃 〃〃/

Ex㍑a・d

/〃〃 〃〃/〃 私 は***し た.私 は もた ら した.

訳 注

こ こで 先行 の全訳(上 記 「考 察 」 を参 照)と の 違 い をい ち い ち注 記 す る こ とは,あ ま りに煩瑣 に な るの で,行 な わな

い.ま た本碑 文 の 内容 を漢籍 史料 と比較 検討 した歴 史学 的研 究 と して,王 静 如1938,羽 田亨 「唐 代 回鶻 史 の研 究」(羽

田1957,pp.157-324),川 崎1993,片 山章 雄 「シ ネ=ウ ス碑 文 にお け る 「748年 」」(片 山1994,pp,10-14),石 見清 裕 ・

北條 祐 英 「ウ イ グル初 期(744-750年)の 碑 文 史 料 と漢 文 史料 」(片 山1994,pp,15-21)な どが あ るが,こ れ らに取 り上

げ られ た点 をい ちい ち指摘 す る こ と も,ご く一 部 の例 外 を除 き省 略す る.

Nl,taOridabo㎞i善eletmi莟bilg恥aγan:陶ddabolmi饐 なる成 句 に つい て は,護1967に 対 す る村 山七 郎 の書 評(『 東 洋

学 報 』50-4,1968,pp.139-140)中 に異 論 が あ る に もかか わ らず,護 を含 む先 学 の考 え に従 っ て 「天 よ り生 まれ た」 と訳

した い.確 か にbo1一の原 義 は村 山の 主張 す る よ うに状 態 の 変化 を示 す 「成 る」 で あ っ て,「 生 まれ る」 で は ない.実 際,

古 トル コ語 で 「生 まれ る」 を意 味 す る語 と して はtuγ一が あ る.し か し,bol一 の 反対 表 現 で あ るyoqbol一 「な くなる,存

在 しな くなる,滅 亡 す る」 は,目 の前 か らい な くな る状 態 をい うの であ っ て,そ の反 対 は 目の前 に現 わ れ る こ と と考 え

て よか ろ う.天 か らや って 来 て 目の前 に現 わ れ,存 在 す る よう にな る状 態 を指 して 「生 まれ る」 と翻 訳 して もなん ら不

都 合 で は ある まい.c£ED,p.331;Klyashtomyl982,p.343;SCMT,p.222.と こ ろで この 人 物 は,東 ウイ グル 可汗 国 第2代

登 里 曜没 蜜 施頡 翳徳 蜜 施 眦伽 可 汗,す な わち葛 勒 可汗(磨 延 畷)を 指 す.そ の在 位 は748～759年.磨 延 畷 が正 式 に可

汗 と して即位 す るの は,タ リア ト碑 文S5-S6よ り判 明 した 通 り748年 で あ るが,漢 文 史 料 とシ ネ ウス碑 文 の双 方 か ら確

認 され る よ うに初代 可 汗 は747年 に亡 くな って い る(cf羽 田1957,p.182)か ら,実 権 はそ の 時か ら握 っ てい た はず で,

漢文 史料 もそ の事 を反映 して い る(cf片 山1994,pp.18-19).な お,こ の 人物 が シネ ウス 碑 文 の主 人公 で あ るか ら,こ の

冒頭 部 に碑 文 の タ イ トルが あ っ た こ とは疑 い な い.

N2,δgr潴ehekinara:6gr薦 は ラム シ ュテ ッ ト以 来 悟g(i)伽(i)と 読 まれ て きた もので,ク ロ ー ソ ンはtagr註一si「そ の周

辺」 か と考 え た(ED,p.485b).こ れ と平 行 す る表 現 を持 つ タ リア ト碑 文 が学 界 に初 め て紹介 され た 時 も,そ の紹 介者 の

シ ネ フー はE3の 対 応箇 所 を同様 に読 ん だ(IHMH3xYYlg75,p82).Te㎞1983(T短at),p.46で もや は りta理asと してい る.

さ らに1974～1975年 に シネ ウス碑 文 を実 際 に調 査 した ク リ ャシ ュ トルヌ ィ もこの語 をtagrasiと 読 み,ラ ム シ ュテ ッ ト

が不 明 と した部 分 を含 め全 体 を6tUkanelitagrasieliekintiolu㎜i惹 と し,タ リア ト碑 文E3の 対 応 箇所 を6tUkaneli傾grasi

eliekinti(andnotekinara)と すべ きこ とを主 張 した(照yashtomy1985(Tes),pp.148-149).た だ しKlyashtomyl982(Ter㎞in),

p342で は6tUkanelitagiraseliekinaraと1し て い た.い ず れ にせ よ我 々が シネ ウス ・タ リア ト両 碑 文 を精 査 した と ころで

は,tagr註siで は な く6g薦 で あ り,ekintiで は な くe㎞Iraで あ った.確 か に シ ネ ウス碑 文 で は表 面 の風 化 が進 んで い て

読 み に くい が,タ リア ト碑 文 の対 応 箇所 は明 瞭 に読 み とれ,6gr齬 とe㎞araで あ る こ とに一 点 の 疑 い もない.な お,el

はiと1の2文 字 で も1の1文 字 の み で も表 記 され るので,シ ネ ウス碑 文 で は6gr誦eliと も読 め るが,タ リア ト碑 文 の

書 き方 と比 較 す れば や は り6gr飴eliと 読 む方 が妥 当 で あ ろ う.

N2,ermi蓉bar血i饐:cfED,p194a,

N3,s腿 ・〃 〃 ・ntaqalm讎bodunonuyγurtoquz〔 」γ瓢z血z義y睦zy"#【o且urup?】=ラ ム シ ュテ ッ トが こ こ を 「[あ る河 の流域]

に留 まっ た民衆 が 十 姓 ウ イ グル と九 姓 オ グズ の上 に百 年 間支 配 して」 と訳 す(pp.12-13)の に対 し,ハ ミル トンはバ ザ ン

の意 見 も容 れ て,「[セ レン ガ?]河 の流 域 に留 ま った者(を 含 む)人 々た る オ ン=ウ イ グル が トクズ=オ グズ の上 に百

年 間支 配 して」 と訳 した(Hamilton1962,pp.39,59).し か し私 はqalm讎 の 一iに着 目 し,こ こま でが 文 の主語 と考 え(cf

GOT,p.179),「[あ る場 所]に 留 ま った(あ るい は生 き残 った)者 が民 衆 で あ るオ ン=ウ イ グル と トクズ=オ グ ズ の上 に

百 年 間[支 配 して?]」 と解釈 す る こ とにす る.あ る場 所 に留 ま った(あ る い は生 き残 った)者 とは お そ ら く葛 勒可 汗

(磨延 畷)の 直 接 の 祖先 に な る ウイ グル の ヤ グ ラ カル 氏族,す なわ ち十 姓 ウイ グル の 中の支 配 氏 族,な い しは ヤグ ラ カ

ル氏 出身 の貴 人 た ち を指 す の で は なか ろ うか.olurupは 現 在 の残 画 が その 読 み と矛盾 しない こ とを確 認 す る こ とさえ不

可 能 であ る.な お,ト ク ズ=オ グズ(九 姓 オ グズ,九 甦 鉄 勒)と ウ イグ ルの 関係 につ い て は片 山1981を 参 照.

N4,a嫉otuzya獣ma=「 私 の26歳 の 時 に」 を西 暦 「739年 に」当 て る根 拠 は,同 じく葛 勒 可汗(磨 延 畷)の 記 念 碑 で あ

る タ リア ト碑 文E5に 「私 の28歳 の時 に,蛇 歳 に」 とあ り,そ の蛇 歳 が西 暦741年(辛 巳)に 比 定 され るか らで あ る.

N4,t恥 敬 αaγan面q:ラ ム シ ュテ ッ トが本 文(P、13)でt6r..,B乙Qと 翻 字 し,注(P.44)でtnrkQiB乙Q(Turk
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Qfb6aq)と 読 む可 能 性 を示 唆 した とこ ろ を,私 は こ の よ うに復 元す る.実 は この部 分 に キ プチ ャク(Qib乙aq～Qfpこaq)と

い う民 族集 団名 が読 み とれ るか 否 か は,ト ル コ学 のみ な らず ユ ー ラシ ア史 全体 の大 問題 で あ る .も しそ の読 み が正 しけ

れば この 名前 が 史上 に現 れ る最初 の史料 に な るか らで あ る.ク リャシ ュ トル ヌ ィ に よれ ば,ラ ム シ ュテ ッ ト自身 はそ の

翌 年 の論文 で は信 念 を もっ てQ㍑aqと 読 んだ が,慎 重 なバ ル トリ ド ・ペ リオ ・ミ ノル ス キー らは キプ チ ャ ク族 に関 す る

論 文や コメ ン トの中 で いず れ もこれ を無 視 した とい う(lqja蓉tomyj1988a,p.74).そ の一 方 で,ト ル コ文 献学 者 の マ ロ フ 『

らは,こ の読 み を踏 襲 して きた.ク リ ャシ ュ トル ヌ ィは,サ ンク ト=ペ テ ル ブ ルグ に所 蔵 され る ラム シ ュテ ッ ト拓本 で

は こQの2文 字 しか判 読 で きなか っ たが,自 身 が1974～75年 に モ ン ゴルの 学者 シ ネ フー と共 に行 なっ た現 地 調査 に よっ

て,2人 は前 半 のtU止kに 全 く疑 問 の余 地 が ない こ と,さ らに後半 も 【qf】bδaqと読 め る こ と を確 信 した といい(Klja蓉tomyj

1988a,p.75),一 文 を もの して い る.し か しなが ら私 は こ の読 み に も,そ れ を補 強 す る ため に展 開 した 同氏 の 議論 に も従

う こ とはで きな い.同 氏 らが 【qi】b乙aq即ち翻 字 に 直 せ ば 【Qi】BこQと 読 む所 を,我 々 は(Q)[G](N:)6Qと 読 む.即 ち

語 頭 のQで は一 致 す るが,3文 字 目のBとNは 異 な っ てい る.し か しル ー ン文 字 で は後舌 のBとNが 共 に右 に膨 ら

む弓形 の ス トロ ー ク を持 って い るの で あ り,文 字 が 欠 け てい る場 合 に は混 同 され やす い の で あ る.私 は,後 に黒 海沿 岸

に まで進 出す るペチ ェネ ー グ族 さえ まだ バ ルハ シ湖 の東方 にい た(cf森 安1977,pp.30,32)こ の時 代 に,キ プチ ャク族 が

そ れ よ りさ らに 東 にい た な ど と信ず る こ とは 到底 で きな い.バ ル トリ ド ・ペ リオ ・ミノ ルス キ ー ら も8世 紀 中葉 の ウイ

グル の シネ ウス 碑 文 の 冒頭 部 にい きな りキ プ チ ャク族 が現 われ るの は不 自 然 と考 えたが 故 に,ラ ム シュ テ ッ トの提案 を

無視 した ので あ ろ う.私 は,問 題 の箇所 を含 む 一文 をt㎞kqaγan乙iq註ligyilolum雌 と復 元 し,「 突厥 の可 汗(た ち)が

丸 々50年 間(ウ イグ ル に先 行 してモ ンゴ リア を)支 配 して い た とい う」 と解 釈 す る.い う まで もな くそれ は突 厥 第一

可 汗 国が オ ルホ ン河 畔 に本 拠 を置 いて,モ ン ゴ リア を約50年 間 支 配 して い た こ とを指 す に違 い ない.前 行 の 「オル ホ

ン河」 は,や や離 れ て は い るが,お そ ら くこち らの 文脈 にか か るの で あ ろ う.

N5,yIma〃 〃=従 来 のt厳hは 読 み取 れ ない.y細aの 後 には3文 字 分 のス ペ ース しか な く,そ の後 のiと あ わせ た4文

字 でtU§diと 復 元す るの は不 可 能 で あ る.

N5,bilg盞:冒 頭 のbは 墨 い れ が下 手 で 明瞭 で ない が,拓 本 の 凹凸 で は っ き り見 え る.こ のK61B童1gaQaγanは 東 ウイ グ

ル可汗 国初 代 闕 眦伽 可 汗す なわ ち骨 力裴 羅 を指 す.在 位744～747年.

N6,bioa:デ ル フ ァー は これ を,従 来 の通 説 の ような 「千 人 隊」 の意 に と らず,「 前 衛 部 隊」 の 意 味 に とるべ きで あ る

と主張 す る.そ の根 拠 の ひ とつ と して,直 前 に あ る6騨 に着 目 し,こ れ を通説 の よ うな 「東 に」 で は な く 「前 方 に ・先

に」 と解釈 し,6z雌min6月rabiOaba置 雌 を"michselbstschickteeralsVorhuげUhlervoraus(!)"と 解 釈 す る(TMEN,IV,P.86).

ベ ル タは この説 を取 り上 げ て再 検:討す る短 い論 文 を発表 した(Be質a1995) .そ の 行論 はや や乱 れ て い て論 旨 を追 い に くい

が,結 局 は従来 通 りの説 に落 ち着 い て い る.

N6,k盞yr記 註60d血n360曲nは 普 通 には 「東 に,東 へ」 の 意 で あ るが,こ こで はす ぐ前 にあ る6ηra「 東 方へ 」 との 関係

を考 慮 し,敢 え て 「ケ イ レ に東 か ら」 と解 釈 してお きたい.あ るい は60raを 「前方 へ 」 と解 し,こ こ を 「ケ イ レか ら東

に」 とすべ きか もしれ ない.

N6,yanta資mda=破 断部 を挟 んで い る ため に,ラ ム シ ュテ ッ トがyanda乙_.daと 読 み,マ ロ フがyan圃 と読 み,そ の後

もこの いず れ かが 踏襲 され て きた と ころで あ る.し か し原碑 文 を精査 した ところ,こ の 次 の文 字 はiで はあ り得 なか っ

た.私 は これ をYntる#(m)Daと 復元 ・翻 字 し,yantaδimdaと 転写 す る.す なわ ち動 詞yan一 「戻 る」 の未 来分 詞形 に一

人称 単 数 の所有語 尾 と位 格 の格 語 尾が付 いた もの とみ な し,そ れ を 「私 が戻 っ て くるであ ろ う(よ うな ・はず の ・べ き)

時 に」 と解釈 す るの で あ る.そ れで うま く文 脈 はつ なが る し,文 法的 に も 問題 ない と思 うが,た だ 同時 代 の用 例 を未 だ

見 出 し得 てい ない.

N7,bh・撤 拓 本 か らはbirlaと 読 む の は 困難 だが,文 脈 か らはそ うす る しか な さそ う.し か し1は む しろntに 見 える.

即 ち 〃ntaに 見 え る.そ してntの 前 の字 には縦 の1本 棒 が 見 え るの でs,iな どか も しれ ない.

N8,αaraquma恙n漁 ラム シ ュ テ ッ トはaヨmi蓉 を終止 形 とみ たが,バ ザ ンは後 ろの 「三 纛突 厥 の 民」 にか か る連 体形 と

み る.文 法 的 に はい ずれ も可 能で あ るが,こ こで はバ ザ ン説 に従 う.「 カ ラ=ク ム を越 え た」 とい うこ とが,漠 北か ら

漠南 へ の移 動,す なわ ちモ ン ゴ リア本土 か ら ゴ ビ砂漠 を渡 って内 モ ンゴ リ ア の大草 原 地 帯 に移 る こ とを 意 味 す る と とる

点 で は,私 もバ ザ ンや谷 の 考 え(Bazin1982;谷1984)に 賛 成 で あ る.カ ラ=ク ム につ い て は,欧 米 人 が 引用 す るチ ェ グ レー

デ ィの研 究(Czeg16dy1962)以 前 に,既 に我 国 の岩佐 の研 究 が あ る(岩 佐1936,pp.106-119).岩 佐 論 文 の当該 箇 所 を一

読 すれ ば,740年 代 に入 って ウ イ グル ・バ ス ミル ・カ ルル ク三 部 連合 の クー デ タに遭 って漠 北 の 本拠 地 を追 われ た突 厥

が,そ もそ もの突 厥復 興(突 厥 第 二 可汗 国発祥)の 地 で ある漠 南 に活路 を求 めた 様子 が 理解 で きよ う.

N8,k6g瓢r,k6m血 ・taγ,yar6g血z:こ の3つ の地 名 を漠 南 の 内 モ ン ゴ リア に求 め よ う とす るバ ザ ンの 考 え(Bazin1982)は

納得 で きるが,実 際 のバ ザ ンの比 定 に はか な り無 理 や見 落 と しが あ り,賛 成 で きな い.例 え ばk6漁rtaY「 炭 山」 を黄

河 北岸 の 「黒 山」 に比 定す るが,契 丹勃 興 に関係 あ るそ の ものず ば りの 「炭 山」 につ い て検 討 してい な い.

N8,驚tuγ 時tn而kbod組n=谷 は この 「三 纛 突厥 の民」 を当 時 の漢 文 史料 に見 え る突厥 の 「右廂 」 部 か と考 えて い る(谷

1984,pp.11-12).な お,タ リア ト碑 文E7に あ る平 行表 現 に よれ ば,こ の 直後 にantayeロnこayt6rtyeg㎞ 此 註 「そ こで7

月14日 に」 とい う語句 が 続 い て い る.

N9,0zm蹴eg藍n叩nbo1醸 」濺 タ リア ト碑 文E9の 平 行表 現 で はbolmi畄 の部分 がbohと な って い る.
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N9,a]伽 こay=ラ ム シュ テ ッ トはaOilkiay「 最 初 の月=正 月」 と読 み,オ ル ク ン(ETY)・ 王静 如(1938)・ マ ロ フ

(PDPMK)・ ア イダ ロ フ(A加apoB1971)の テ キス トで も全 て これ に従 っ てい る.さ らに この箇 所 を部分 的 に引用 した羽 田

1957,p.185お よびバ ザ ンSCMT,p.224も この読 み を積 極 的 に支 持 してい る.し か し2つ に割 れ て い る碑 文 の上 部 断片

末尾 のs助Usの 後 に は1文 字 分,下 部 断片 の上 端 のayの 前 に も1文 字分 で,両 単 語 の 問 には2文 字 分 のス ペ ー ス しか な

く,ηlkiと い う4文 字分 を必 要 とす るa加1kiが 入 る余:地は ない.ay「 月」 の前 に2文 字 くる だ けで 月名 にな るの は,

aramay「 正 月」 のRnlかal矼n乙ay「6月 」 のltnこ の いず れ か の場 合 だ けで あ る.現 地 で碑 石 を精査 した とこ ろ,上 部

断片 の末端 には1tの 右半 分 が残 っ てい る のが 見 え た.ラ ム シュ テ ッ トの写真 に はそ れ ほ ど よ く出て い ない が,我 々の撮

影 した写真 で はか な り明 白で あ る し,ビ チ ェ ース の他 の メ ンバ ー に も確 認 して もらっ た.ltとRと は書 き方 に よって は

その右 半 分 が酷似 した形 に な り得 るが,シ ネ ウス碑 文 で はそ うで はな く,か つ ま た古 代 トル コ語 にaramayが 現 われ る

のは,こ れ まで知 られ て い る限 りで は もっ と後 か らで あ る.従 っ て こ こは 「6月 」 と復 元 す る のが 正 しい であ ろ う.

Nl1=冒 頭 に2文 字分 の スペ ー スが あ る の は,石 が 堅 くて彫 れ なか った と ころ ら しい.テ キ ス トは連続 して い る.

N11,toquz[ta伽r}:こ の復 元 は タ リア ト碑 文S4と の 比較 に よるが,ほ とん ど疑 問 の余 地 は な い.

Nl1,tayb皿g装totoq=taybilgaの 部 分 は拓 本 に は よ く出 なか っ たが,ビ チ ェース の 複数 の メ ンバ ーが実 際 に確 認 した.

このtaybilgaot(刈 はE5に も現 われ,両 者 が 同一 人物 で あ り,九 姓 オ グズ を構 成 す るバ ユ ル ク部 の 「大 眦 伽都 督 」 と し

て漢籍 に見 えて い る こ と を発 見 した のは 王静 如 で あ る,王 静 如1938,p.14,cf小 野 川1943,p,361(別 刷 で はp.113).

N12;行 頭 を示 す ライ ンは,先 に彫 られ た タム ガの ヒゲ が延 び て きて い るた め,他 の行 よ り少 しだ け 下が って い る.さ

らに3文 字 分 の スペ ースが あ るの は,石 が堅 くて彫 れ な か った ところ ら しい.テ キス トと して は連 続 してい る.

N12,ya啝atadf=拓 本 に は よ く出 なか っ たが,ビ チ ェー スの複 数 の メ ンバ ーが 実 際 に碑 石 を見 て確 認 した.

Nl2,k並sg前y恥a=ラ ム シ ュテ ッ ト以 来,誤 解 され て きた部 分 で あ るが,片 山章 雄 らの研 究 グ ル ープ が正 しい読 み に気

付 き,そ れ を1994年 に発 表 した(片 山1994,p.12).た だ し1978～79年 度 に森 安 が参 加 して い たパ リ高 等研 究 学 院 の

バ ザ ン=ゼ ミで は,既 に 同 じ結 論 に達 して い た.ラ ム シ ュ テ ッ トのテ キ ス トで は文 字 に か な り欠 損 が あ る よ うに思 わ れ

るが,片 山が 指 摘 した よ うに,実 際 には ラ ム シュ テ ッ ト自 身が付 載 した シ ネ ウス碑 文 の写真 か らも,文 字 は ほ ぼ完全 に

読 み とれ る ので あ る.も ち ろん,我 々は この点 を現 地 で も確 認 したの で あ り,疑 問 の余 地 は全 くない.

El,biryaOi"a:日 付 と してのbiryaOlqa「1日 に」 は新 し く読 め た部分 で あ る.ラ ム シ ュテ ッ ト以 来誰 もこ う読 んで い

ない が,文 字 の残 画 と,す ぐ後 にekiyaoiqa「2日 に」 が現 われ る文 脈 とか ら,ほ ぼ間違 い ない.

E1,knn【artat皿1齲?】 揃n6[醐rilmi蓉:こ こは ラム シ ュテ ッ ト以 来 の読 み と全 く異 な る.k髄n「 日中,昼 」 とtUn「 夜,

夜 中」 の 読 み はほ ぼ確 実 で あ り,か つ前 後 に は単純 な過 去 ない し完 了 の終 止 形 が きて い る文 脈 で,一mi蓉 を伝 聞 過去 とみ

なす の は,ど う に もす わ りが 悪 い.む しろ こ れ を:地名 ビュ ケ グ ック にか か る完 了の 連体 形 とみ なす べ き と考 え,残 画 と

矛盾 しない語 を探 した上 で推 測 した もの で あ る.

E1,knntuγuru:OTWF,p.730で エ ル ダル は この表 現 を"throughouttheday"と 解 す べ きであ る と主 張 す るが,前 後 の文

脈 はや は り従来 の解 釈 を支持 す る と思 う.

E3,yaり 董qa=また はotuzqa.

E3,Φ 耐nqodu頭n:cfBazin/Hamilton1979.

E4,k6r瓢=ED,p.957aの 指 摘 どお り,y蚣 はk6raの 誤 りだ った こと を確 認.

E4,_さi:ラ ム シ ュテ ッ トは 一dの 前 にWを 読 んで い る ので,現 地 に赴 く前 はYGWこiす な わ ちayγuこiと で も復 元

で き るか と思 っ てい たが,原 碑 を実 見 した とこ ろ,そ れ は不 可 能 で あ った.一dの 前 の 部分 の3文 字 の うち1文 字 目はs,

q,2文 字 目はt,uk,ny,up/op,3文 字 目はW,k,y,Y,N,n乙 の いず れ かで あ る ら しい.

E4,さ…毓[iglladi:ラ ム シュ テ ッ トは こr[gl#[it】di(こ狙gitdi)と 読 ん だが,下 部 断片 の上端 のdの 前 には1文 字 分 の スペ ー

ス しか な く,し か もその 文字 はtで は な く,1か ヨのい ず れか で あ る.6甜gを 動 詞化 した こ…idgla一と読 んで お きたい.

この語 は古 代 トル コ語 には い ま だ在 証 され て い ない が,チ ャガ タイ語 には 「軍 隊 を導 く」 とい う意 味で 在 証 され て い る,

cfVWTDIII,p.1967-1968.こ こで は仮 に 「軍 隊 を展 開す る」 と解釈 してお い た.

E4,ya萄fα皿貸m=「 私 は平 定 した」 と訳 した の は,yaZI'をyasiと み な した か ら.c£ED,p.984b:`andscatterdthem(?)'.

E5,tay圃g飢ot{}q3N11,taybilgatotoqの 項 を参 照.

E6,ya伽:ベ ル タは これ をyaγiのComitative(共 格 ・随格)と み な して 「敵 と共 にそ の首 領 が進 軍 して きた」 と訳 し

てい る(Berta1995,p.10).私 もそ れ に従 う.こ のCo血taUveは 普 通 には 具格 に含 まれ る もので あ る(cfGOT,p.137,2.).

E6,qa"=ク ロ ー ソ ンは このqat・ を①`bmix;toaddto"で は な く②"tobeh田ld,firm,tough"で 解釈 す るが(ED,pp.

594-595),私 は逆 で あ ろ う と思 う.因 み にバ ザ ンは ここ を`㍗meheu血iencoreauxTatar"(SCMT,p.226)と 訳 して い る.

E7,irin:irはyir/y廿 と同 じ語 で,「 北 」 を意 味 す る.c£ED,p.954b.

E7,bo蓉un皿 〔∬m:ED,p.383aのbo蓉un一 の項 で はbo蠶unlad1mと 読 むが,従 え ない.

E8,01ay=ラ ム シュ テ ッ トはolynと 推 定 してい る.ど ち ら も可 能で あ る.

E8,tezba渤ianta=1981年3月17日 付 け の森 安 へ の個 人 的書 簡 の 中で バザ ン教 授 は,ラ ム シ ュテ ッ トが …zba蓉ia漁

と しか判 読 で きなか っ た この箇 所 をtezba営 血taと 復 元 し,こ の 場所 をテ ス碑 文 の テス に比定 す る考 え を示 され た.我 々

は現 地 で(t)iz即 ちTezと 読 め る こ とを確 認 した.S2も 参 照せ よ.
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E8,qasarq耐 ㎝h3ク ロー ソ ン は,ラ ムシ ュ テ ッ トがaqshaqorduと 読 ん だの を退 け,ラ ム シュ テ ッ トが注 で示 唆 した

別解 を少 しだ け修正 して この よ うに読 んだ(ED,PP.95b,645a),cfKlyashtomyl982,P.340,こ のQasarが 杜 環 『経 行 記』

の記事 に見 え る突厥 の可 薩部 で ある はず は な いが,タ リア ト碑 文E2のatliγint6kaba㎜ 雌qad㌃qasar註bdibarsil,テ ス碑文

N3-4のatliγint6kaba燗 畄_.註bdibarsilqadhrqasarと 比 較 して,別 の集 団名 で あ っ た可 能性 は高 い.な お,大 澤 に よるテ

ス碑 文 の訳注S2,tezigqasafquhiγqontiの 項 を参 照.

E8,嶺t=行 動 記 録1996年8月28日 の 条 を参 照.

E9,〃1〃ba蓉 〃:ラ ム シュ テ ッ トの推 測 で は6緬kanyf曲a渮a瞭alで あ るが,我 々 には こ うは読 め なか っ た.

ElO,k餬m濺(kl)msと み な したが,(b1)msま た は(br)msに も見 え る.

ElO,血r町b釜gigqara"u1置u{謹 γ:こ の箇所 は ラム シ ュ テ ッ トも推 定 復 元 してい る ところ で あ るが,我 々 もほぼ こ れに近

く読 む ことが で きた.た だ し大 き く違 うの は,ラ ム シ ュテ ッ トがBwLuQG(buluqfγ)と 推 定 した とこ ろ を,新 た に[Q]w

LuQG即 ちqulluqiγ と読 み,全 体 を 「白い(高 貴 な)ベ グ」 と 「黒 い(卑 しい)奴 隷」 とい う対 立 す る集 団 概念 の組 み

合 せ と解釈 す る 点 で あ る.「 ベ グ」 ない し 「貴族 」 とい う支 配者 集 団 と,「 平 民 」 ない し 「奴 隷 」 とい う被 支配 者 集 団

とが対 立概 念 と して組 み合 わ され て表 現 され る こ とは内 陸 ア ジア の遊牧 社 会 で は珍 しくない し,さ らに 両 者 を白 と黒 の

対 立 で象徴 する こ と もモ ン ゴル遊 牧民 の 問 で よ く知 られ て いる事 実 で あ る..シ ネ ウス碑 文 と時代 的 に近 い キルギ ス のイ ェ

ニ セイ銘 文 に見 える 髄rU加mqaram「 私 の 白 い もの と私 の黒 い もの」 とい う表 現 に対 し,マ ロ フや ク ロー ソ ンは,こ れ を

「家 畜」 とみ な して い る(cfMa∬oB1952,pp.30,81-82;ED,pp.643b-644a)が,シ ネ ウス碑 文 の新 しい読 み は,そ の解釈

に も変 更 をせ ま る こ とに なろ う.な ぜ な らシ ネ ウス碑 文 の この箇 所 を含 む 続 きに は 「白 い(高 貴 な)ベ グ と黒 い(卑 し

い)奴 隷 を彼 は 住 まわせ た とい う.彼 はキ ル ギス族 の方 へ 人 を(使 者 と し て)派 遣 した とい う」 とあ り,こ れ は キル ギ

ス ない しそ の周 囲 の民 族 集 団 に関 わ る表 現 と思 われ るか らで あ る.

E10,m競n=1人 称 単 数 主格 の代 名詞 であ るが,banで な い こ とに注 意.E12&S9に も属 格 のm註niOが あ る.一 方,よ

り古 い形 のbanは,E4,S4(2times),S6,e灘a-b,e灘a-c(2t㎞es)に 見 える.突 厥 碑 文 で は,ト ニ ュ ク ク碑 文 とキュ リ=チ ョ

ル碑 文 にはbanの みが,キ ョル=テ ギ ン碑 文 とビル ゲ可 汗碑 文 にmanの み が現 われ るの に,ウ イ グル初 期 の シネ ウス碑

文 に両者 が並 出す る の は興 味深 い現 象 で あ る.ち な み に ラム シュ テ ッ トはNlに もbanを 読 み取 るが,当 該箇 所 に残 っ

て い るの は文字bの みで あ り,ま た文 脈 か ら も確 実 とは い え ない ので,我 々は採 らなか った.

E11,tot①αba葫in=ベ ル タ と同 じ く 一血 をComit甜ve(随 格 ・共格)と み なす が,ba蓉 につ い て は人 名構 成 要 素 で はな く

普通 名詞 「隊長 ・頭」 とみ て,「 ト トク(都 督)を 隊 長 と して;ト トク(都 督)を 先頭 に」 と解 釈 す る.

El2,y益1m装sin=ベ ル タは この行 に2回 見 え るy…Umasinに つい て,前 者 を従 来 通 りに対格 とみ な しなが ら,後 者 を

Comitative(随 格 ・共格)と み な し,「 そ の(キ ルギ ス の)偵 察隊 と共 に私 の部 下(ウ イグ ル軍 人)を そ こで急 襲 し,

情 報提 供者 とな し,(私 の部 下 を捕 虜 と して)彼 ら(キ ル ギス)の カ ンに向 け て[連 れ てい った]」 と解 釈 す る,cf

Berta1995,p.10,n.5.お そ ら くそ れ は,本 文 が伝 聞過 去形 一mi聴で終 わ っ てい る ので,「 私 の部 下 」 が 主語 で は おか しい

と考 え,そ れ を 目的語 と解 釈 した いが た め であ ろ う.し か しこの解 釈 に は従 いが た い.

E12,basm濺 この 一lnf蓉の表 記 法 は,テ キ ンの い う母音 調 和 の例 外 法則(GOT,pp.59-62)に はず れ て い る.本 碑 文 で も

ほ とん どの場 合 は その 例外 法 則 に従 って,後 舌語 で あっ て も前舌 系 のmsで 表 記 され るが,こ こ を含 め5回(S5&S7,

bam蠍S8,qamm1溢;Extra.a,bam勠 だ けm蓉 と表記 され る.

S1,to飜 ラ ムシ ュ テ ッ トは 田蓉iとす る.語 源 ・語 義 不詳.文 脈 か ら仮 に 厂湖 沼 」 と訳 してお く。

S1,arαam駑a1伽yantasaHapk龍dim:こ こは …壮qami瓱 を地名 とみ る ラム シュ テ ッ トよ り,む しろそ れ を 「男 た ち,兵

士 たち」並 び に 「葦 」 の意 味 に とる クロ ー ソ ンの考 え(ED,p.131a)に 近 い が,そ れ で も全 体 の解 釈 は か な り異 な る.

S1,bol妊u=ト ニ ュ ク ク碑 文 第35行 目参 照.現 在 の イル テ ィ シュ河 上流 にあ る同名 の河 か?

S2,tezba謙 ラム シ ュテ ッ トがtszと 判読 してい た語 は,正 し くはtizで あ る.周 知 の よ うにsとiと は よ く似 てい て,

保 存状 態 の悪 い碑 文面 で は判 別 が きわめ て 困難 で あ る.E8と そ の注 を参 照 せ よ.

S2,～旗i㎞ih2飆 ㎞i血の 一nは前 舌 で あ る.後 舌語 に1人 称 語 尾 と前 舌 の+nが 付 いて い るの で あ るか ら,テ キ ン文 法 書 の

法 則(GOT,p.59;cfKoHoHoBl980,p.159)に 従 うな ら,こ の+nは 具 格(な い し共 格)で は な く対 格 と考 え ね ばな らない.

後 続 の動詞yayla一 「夏営 す る」 は普 通 は 自動 詞 で あ るが,こ こで は敢 え て 「を夏 営 地 とす る」 と他 動詞 的 に解釈 して お

きた い.

S2,at:ラ ム シュ テ ッ トの翻 字 で はTの1文 字 を抜 か してい る.従 って転 写 も して い な い.そ の後 の 諸家 もそ れ に追従

す るが,間 違 い な くT字 の残 画 が存 在 す るの で,atと 読 むべ きで あ る.OTWF,p.78で はber一 なの で"supp豆y"と 英 訳 し

てい るが,正 し くはatber一 なの で"皿ominate"と 訳 さ ねば な らな い.

S3,bidig磁:ク ロ ー ソ ンはbitig鹹"等cribe,secretary"と 同 じとす る(ED,p.304).私 も一応 そ れ に従 うが,註vedgU6i「 テ

ン ト作 り,帳 幕 設営 人 」 とい う役職 名 の 可汗 側 近 で あ る可能 性 もあ るの で は ない か と考 え てい る.

S5,ai伽 さaybe蓉(?)otuzαa:a1∬nこaybe蓉 は新 読 部分 で あ る.た だ しbe蓉 はb廿 か も しれ な い.

S6,(YG)RWYGRI)QN:WYGRはN3のWYGWRと 同 じでuyγurと 読 む こ と も可 能 で あ るが,そ れ で は文脈

が分 か らな い.疑 問の ま まに して お く.

S7,yar団a:こ こ とS7の ヤ リ シュ(yans)は,ト ニ ュ クク碑 文 の第31,36行 目に現 わ れ る ヤ リシ ュ平 原(yari蠶yazi)と 同
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じか.そ のヤ リシュ平 原 な らア ル タイ方 面 で ボル チ ュ河 に も近 か っ たはず.

S9,birekis諭P=歴ekiをbirikiと ま とめ て読 み,sa醤 一をsaる一とは別 の単 語(cfED,P.856b)と み て,「 ひ とつ に な って

驚 いて(Beingunitedandstartled)」 と解 釈 すべ きか も しれ な い.

S10,baliql琳 オル ホ ン河(Orqun)と 合 流 す るバ リク リ ク河(Bahqliγ)を,ラ ム シ ュテ ッ トは,モ ンゴル語 ハ ルハ方 言 で

「魚 の豊 富 な」 とい う意 味 を持 つD温 ㎜ant`歪 の訛 っ た現在 の ジル マ ン トゥD乏 ㎞antu二 凪x叩MaHT(ジ ルマ ンタイ

恥KHPMam泣 ・ジ ャルマ ンタ イ)河 で あ る と提 唱 し,田 坂 は さ らにそ れ を清 代 の漢 籍 に見 え る朱 爾 馬 台河 な い し済 爾瑪

台河 に比 定 し,羽 田 も同 じ結 論 を繰 り返 して い る(Ramstedtl913,p.60;田 坂1941,p.201;羽 田1957,p.200).古 ウイ グル

語 のbaliqは 「魚 」 とい う意 味(偶 然 に も 「城 郭 」 のbaliqと 同音 異義 語 で あ るの で注 意),一liγ は モ ン ゴル語 の 一tu/-tai

と同 じ所 有 を表 わす接 尾 辞 で あ るか ら,ラ ム シ ュテ ッ トの言 う通 りであ れ ば なん ら問 題 は ない が,手 元 の モ ン ゴル語辞

書 では 「魚 」 とい う意 味 を持 つ 」㎞a(n)一 」㎜1a(n)と い う語 を探 す こ とはで きなか っ た.一 般 に はモ ンゴル 語 で 「魚 」 を

い う語 はJiγasu～zaγasで あ る.敢 え て探 せ ば 漁 の卵 」 の意 味 を持 つ 」㎞ γaiが あ る.も しラム シ ュ テ ッ ト説 が正 しけ

れ ば,現 代 の ジル マ ン トゥ(ジ ルマ ンタ イ ・ジ ャル マ ン タイ)河 は確 か に カ ラ=バ ル ガス ンの西 南 の ポ トン トの方 か ら

北流 して オル ホ ン河 に合 流 してお り,カ ラ=バ ル ガス ン は両河 に囲 まれ た 場 所 に あ るか ら,葛 勒 可汗(磨 延 畷)が オル

ホ ンとバ リク リク との合 流 点 に造 営 させ た とい う 「国 の玉 座 」 の 地が こ こで あ るこ とに疑 問 の 余地 は なか ろ う(1≧ さ ら

に編 年体 の文脈 か らみ て,そ の造 営 が752年 な い し753年 にかか る こ とも確 実 で あ る(田 坂1941,p.199は753年 と し,

羽 田1958,p.200は751～754年 の い ず れか とす る),し か る に 田坂(p.201)が,6rgin「 玉座 」 とbahq「 城郭 ・都 城 」

とはあ くまで別 物 との立場 か ら,こ の年 には ま だ この地 に都 城 は な く,従 っ て葛 勒 可 汗(磨 延 畷)の 父 の初 代 可汗(裴

羅)の 時 には都 城 は お ろか宮 殿 さ えな く,あ っ たの は牙 帳 す な わち テ ン トにす ぎな い と断言 し,羽 田(1957,pp,200-201)

もほぼ そ れ と同 様 の 見方 をす る のは承 認 で き な い.我 々 はむ しろ,つ い 最 近 公 表 され た 「大 唐 安 西 阿 史 夫 人壁 記 」 の考

察 に よ り,こ の地 には ウイ グル可 汗 国成 立 以前 に既 に唐 朝 に よって都 護 城(Toγo-b副q)と い う城 郭 が建 設 され てい た と

の結 論 に至 ってい る.石 見 ・森 安1998,pp.10g-llO参 照.

W:西 面 は他 の三面 に比 べ て行 の 長 さが 長 く,か つ文 字 は小 さい の で,翻 字 の 分量 が他 の約L5倍 に な る.

w1,ba㎡p:BRiをED,p.543bで はBRpと 読 ん で い る.文 字iとpが よ く似 てい る こ とか ら来 た発想 で あ り,私 も

そ れ に従 う.

W2,yaαaγaru=「 国境 まで 」.こ れ は新 しく読 んだ箇 所 で あ る.こ こ にい う国境 とは,E8とS2と に 「私 は そ こに国

境 を設 定 した 」 とある もの と同 じはず で あ る.も ちろ ん この 時代 に現 代 的 な意 味 で の 国境 とい う概念 が ある わ けは ない

が,当 時 もそ れ な りの領 土 意 識 は あ った ら しい.

W2,bas㎞n=S4で はBヨmiL,S7,Sl2で はBヨmLで あ るが,こ こで はB蓉mlと あ って 一1の部 分 に は前舌 文 字1が 使

われ てい る.タ リア ト碑 文N4に も同様 の例 が あ る.単 な る誤刻 で あ ろ うか.

W3,〔}γhn=一nの 部 分 に は前 舌 文字nが 使 われ て い る.後 舌語 に,明 記 され た3人 称 語 尾iと 前 舌 の+nが 付 い てい るの

で あ るか ら,こ の+nが 対 格 で あ る こ とは,テ キ ン文 法書 にい う母 音調 和 の例 外 法 則(GOT,pp.59-62;c£KoHoHoB1980,

p,159)通 りで あ る.同 じよ うな現 象 が 以下 のW4,qizfn;W6,mγ1nで も見 られ,さ らに1人 称 命 令形 につ い て はW5,

yaz㎜ 亘n,yao凱may血 で見 られ る.た だ しテキ ン自 身が い う よ うに,こ の例外 法 則 は突 厥 時代 の特徴 で あ って,ウ イグ ル

で は む しろ母 音 調 和 の大 原 則 に従 う方 が 多 い.も ち ろん本 碑 文で もそ うな っ てお り,そ の 実例 はテ キ ンが 列挙 してい る

8例(GOT,p,61)以 外 に,N5,bodunim1n(BWDNmN)が あ る.に もかか わ らず そ の例 外 法則 が本 碑 文 の終 わ りの方 に

な ってや や集 中 して現 わ れ るの は,何 か特 別 の理 由が あ る ので あ ろ うか.

W3,・kib{　dun:ekibodun「2つ の人 々」 と 一dak孟bodun「 ～ にい る人 々」 の いず れ か 決 めか ね る.bodmの 後 に はGか

mの どち らか の残 画 が 見 え る.

W3,益viO註ettim=Berta1995,p.12,n.14で は この前 舌語avi頃 を後 舌語biOaと 同 じで あ る とみ な し,か つ 前舌 語e面m

まで も後 舌語id伽 と読 み換 え る こ とを提案 す る.し か しこ こは次 の行 に も2回 註v「 テ ン ト,帳 幕;家 」 が 現 わ れ る文

脈 で あ るか ら,敢 え てそ の よう な解釈 をす る必 要 は ない で あ ろ う.

w4,Φ 跏n=一nの 部分 には前 舌 文 字nが 使 われ てい る.た だ し翻字 は 瓊iznで あ ってiQizinで は ない.先 行 語 が数 詞

の 「2」 で あ るか らだ ろ うか.W3,0γ1血 の項 参照.

W5,yazmayin,yaりilmay蓋n=一may血 のnの 部 分 に は2回 と も前舌 文 字nが 使 わ れて お り,ト ル コ語 の母 音 調和 の大 原則

か らは はず れ てい る.し か しこれ も上 のW3,0Ylinの 項 で見 た の と同 じ く,テ キ ン文 法書 にい う突 厥 時代 の 母音 調和 の

例 外 法則 には合 致 してい る.

w5,yi蕊bo1∬;ラ ム シ ュテ ッ トがi6㎞di「 服 属 しなか っ た」 と読 んだ部 分 を,こ の よ うに読 み変 えた.

W5,suYd明tavγaさqasaiaOad肋aybamlyap㎜ber"m=こ の 一文 に対 しこれ まで我 が 国で は一 般 に,757年,葛 勒 可汗

(Dな お
,『 元 史 』巻2・ 太宗 本 紀,6年 甲午(1234)秋 の 条 に,太 宗 オ ゴデ イの行 営 地 と して ダ ラ ン=ダ バ ス(答 闌答 八 思 く1nong.

Dalan-Dabaa(s))と 並 記 され る 「八 里里 」 は,古 トル コ語Bal回Wの 漢字 音 写 と考 え られ る.本 報 告 書 「モ ンゴル 時代 遺 蹟 ・碑 文 現

況 」 にお い て松 田孝 一 が 指摘 す る よ うに,オ ゴ デ イ～ モ ンケ 時代 の モ ンゴ ル皇帝 は オ ル ホ ン河 ・オ ンギ 河 の流 域 に沿 っ て季 節 移 動

して お り,こ の八 里 里 くBahq埓 もこ の領域 に含 まれ て いた 蓋然 性 は高 い.お そ ら く本 シ ネ ヴス碑 文 のBaliqlfγ と同地 で あ ろ う[以

上,松 井].
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が領 土 内 の 「ソグ ド人 ・中国 人 に命 じて」 一都 市 を建 設 させ た ので あ る と解 釈 され て きた,cf『 北 ア ジ ア史(新 版)』

(世界 各 国史12),山 川 出版社,1981,p.121(護 雅 夫担 当).suγdaqtavγaこ に付 い てい る与 格 語尾 一qaは,使 役 文 の中

で は使役 され る者 を表 す か ら,文 法 的 に この解 釈 で 問題 はな い。 に もか か わ らず ク ロ ー ソ ンはED,p.872bに お い て"so

IhadBayBa聖ikbuiltontheSelengaf6撤avellingSogdiansandChiEese"と 訳 してい る."なavellhlg"と い う訳 語 は,原 文 の 首

w(GD)Q=suγdaqの 前 の..69(n)をk66gun!k6己gan"血9磁ory,紅ansitoly"(ED,P.697a)と とるか らで あ る.も しこの復

元 が正 しければ,「 定住 しない で移動 してい るソ グ ド人 ・中国人 」 とは ソグ ド人 や漢 人の 商 人 と考 え て 間違い なか ろ う.

恐 ら くクロ ー ソ ンは,ソ グ ド人 や漢 人 の商 人 が土 木 建設 に従事 す る の はい ささか無 理 と考 え て,上 の よ うな解 釈 を した

の で あろ う.た だ しこの復 元 は絶 対 で は ない.い ず れ にせ よ,実 際 の あ り ようは,遊 牧騎 馬 民 族 国家 を 内 側 か ら支 え る

道 具 ・武器 の 職 人 や 商 人や 通訳,さ らに は穀 物 を生 産す る農民,場 合 に よ っ ては 政治 顧 問 や宗 教 者 を も含 む ソ グ ド人 ・

中国人 を住 まわ せ るた め に,都 城 建 設 の技 術 を持 つ ソグ ド人 ・中 国 人の 設 計 技 師 ・土 木 職 人 らに命 じて,都 市 を建設 さ

せ た に違 い ない.

W6,to鷲n=一nの 部分 に は前 舌文 字nが 使 わ れ てい る.W3,0γ1血 の項 参照.

W9,t矼m装n=tUmNと あ って 一nの部分 には後 舌 文 字Nが 使 われ て い る.
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林 俊 雄 ・白石 典之 ・松 田孝一

(ToshioHAYASH豆!NoriyukiSHIRAISHIlK6ichiMATSUDA)

1997年 度 の調 査(林 俊 雄)

調 査 場 所:ボ ル ガ ン=ア イ マ クの ホ タ グ=ウ ン ドゥル=ソ ムか ら西へ11㎞,車 で20分 弱.セ レンゲ 河 の北 岸.北 緯

49度23分,東 経102度33分 。Aalto1966,p.18に 概 略 地 図 あ り.

調 査 日時=1997年8月21日.

調 査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法=デ ジ タ ル=メ ジ ャ ーで 四壁 の 長 さ を計 測.瓦 と レンガ の破 片採 集.石 獅 子 の ス ケ ッチ と計 測(アlatesl2d,

12e)。 聞 き取 り調査.

遺 蹟 の現 況=最 も残存 状 態 の 良 い遺 蹟 の北 壁 と東 壁 の一 部 は厚 さ3～4m,高 さ7mほ どの 版 築 の壁 が よ く残 っ てい る

が(Plate12c),そ れ以 外 の 部分 は完全 に崩 れ て なだ らか に盛 り上 が る土 塁状 を呈 してい る.よ く残 っ てい る部 分 に は補 強

用 の木 材 が朽 ちて空 洞 とな っ た孔 が水 平 に列 を な してい る.城 壁 の尾根 筋 の長 さを測 った ところ,北 ・西 ・南 壁 は238

m,東 壁 は234nlで あ った.よ り正確 に は後掲 の 白石 報 告 を参 照.

城 内 の中 心 よ りやや 南 東寄 りに方形 の 基壇 が あ り,現 在 は 寺 院 が建 て られて い る.基 壇 の東 側 に 瓦 ・レ ンガの破 片 が

積 み上 げ られ てい る.こ れ は1980年 代 の フデ ャ コフ らの 発掘 調査 の と きに集 め られた もので あ ろ う.た だ し,後 述 す

る よ うに,こ こ には近 世 の 寺 院址 が あ っ たた め に,ウ イ グル時 代 の もの と近 世 の もの とが混 在 して い る.赤 く彩 色 され

た鳳凰 形 の装 飾 瓦 の よう に明 らか に近世 に属 す る と分 か る もの もあ るが,単 純 な もの は区別 が むず か しい.

基 壇 の南 東 に は円形 の 低 い高 ま りが あ る.こ れ も何 らか の 建 物 の基 壇 で あ るか も しれ な い.方 形 基 壇 の ほ ぼ真南 に城

壁 の切 れ 目が あ り,こ こ に城 門 が あ った と思 われ る.切 れ 目のす ぐ西 側 に 円形 の花 崗岩 製 の礎 石 が2つ 並 ん で置 かれ て

お り,フ デ ャ コフは これ らを城 門の 扉 の木 柱 の礎 石 とみ な してい る(Xy朋KOBlggo,p.86).

南 壁 か ら南,つ ま り河 の 方 に750mほ ど行 く と,1辺140m前 後 の ほぼ正 方 形 の低 い 土塁 が あ る.位 置 関係 か ら見 て

同 時代 の可 能性 が 高 い.

なお 白石 に よる と,航 空 写真 で は この遺 蹟 の西 方 に さ らに大 きな都 城 址 が 見 え る とい う.後 掲 の 白石 報 告 を参 照.

遺 蹟 の 景 観=森 安担 当 「行 動記 録 」1997年8月21日 の 条参 照.

考 察=7mと い う壁 の高 さは本 来 の 高 さ に近 い と思 われ る.カ ラ;バ ル ガス ンの城壁 も現状 で高 さ7mほ どで あ る.

しか しカ ラ=バ ル ガス ンで は四壁 と もに よ く残 っ てい る の に対 し,こ こで は全 体 の2割 弱 しか残 って い ない.今 回 同行

した モ ン ゴル側 の オチ ル は,現 存 す る壁 の部 分 だ け造 っ た とこ ろで 中止 さ れ た ので は ない か,す なわ ち 未 完 成 だ った の

で は ない か とい う考 え を述 べ た が,版 築 の技 法 で は全 体 的 に少 しず つ高 く して い くので,一 部 分 だ け先 に高 くす る とい

うの は不 自然 で あ る.林 の考 えで は,人 為 的 に壊 され た可 能 性 が高 い.土 地 の古 老 の話 で は この城 内 には1930年 代 ま

で9棟 か らな る寺 院 が あ っ た とい う.こ れ らの建 物 を建設 す る ときに土 壁 の材 料 と して城 壁 の土 を削 り取 った とい う こ

とは十 分 に考 え られ る.城 壁 下 部 は ほぼ 同 じ高 さで削 り取 られ て お り,オ チ ル は これ につ い て も人 為 的 に採 られ た もの

で あ ろ う との見解 を述 べ た.

この遺蹟 は1982,1986年 に ロシ アの 考古 学 者 フデ ャ コ フに よっ て調 査 され た.彼 の 計測 で は1辺 は260mで,我 々 の

計 測 よ りもやや 長 い.彼 の提 出 した 図で は北 壁 に2つ の張 り出 しがあ るが,現 状 で は,そ れ らは 図面 に 表 わせ な いほ ど

わず か な もので あ る(p且ate12c).な お,彼 は トゥヴ ァにあ る ウ イグ ル時代 の もの と思 わ れ る城塞 址 とプラ ンが似 てい る

こと を指 摘 してい る(Xy朋KOBlggo,p.85).こ れ は確 か にそ の通 りで あろ う.

【以 下,松 田孝 一 の補 筆 】

バ イバ リク は,ウ イ グル 時代 に建設 され,そ の 時代 の都市 遺 蹟 と して考 察 され てい る が,白 石 の 報 告 に 見 られ る よ う

に,契 丹 時代 の 築城 技 術 の特 徴 も有 してお り,よ り後 世 に おい て も利 用 ・修 築 され た こ とが 技術 面 か ら推測 され る.こ

の城址 の利 用や 存在 は,『 元 史』 ・ 『元 文類 』 の 文献 史 料 や,地 図 『混一 疆 理 歴代 國都 之圖 』 に も明記 され てお り,都

市 と しての 活動 はモ ンゴル 時代 に も及ぶ.

『元文 類 』巻42・ 玉 工 の条 に よれ ば,ク ビライ は 中統2年(1261)に,カ ラコ ルム(和 林)・ バ イバ リク(白 八 里)

をは じめい くつ か の地 域 か ら,金 や玉 ・瑪瑙 な どの細 工 職 人3000余 戸 を大都(当 時 は まだ 大都 は な く,金 代 以来 の 中

都 城 の みが存 在)に 移 動 させ る よ う命 令 して い る.ま た 『元 史』 巻6・ 世 祖 本紀 に よれ ば,4年 後 の至 元2年(1265)春

正 月 癸酉 に も,同 様 の移 動命 令 が 出 され てい る.こ の記事 で は,バ イバ リ ク(百 八 里)の み な らず,モ ン ゴル西北 の チ

ンカ イ=バ ル ガス ン(鎮 海)さ らに現在 の トゥヴ ァの イ ェニ セ イ河沿 い の ケ ムケ ム ジュ ー ト(謙 謙 州)の 者 を も対 象 と

してい る(1).1261年 時点 で は,中 都 な ど中国方 面 を本 拠 と してい た ク ビ ライ は,モ ン ゴル高 原 に本 拠 をお くア リ ク=ブ

(1)『 元文 類』 と 「元史』 の記事がそれぞれ の紀年 通 りに別 々の記事 なのか
,そ れ とも本来は 同一の記事 を,『 元文類 』と 『元史』

のどち らかが誤って紀年 したものなのかは,疑 問が残 るところであるが,後 考を俟ちたい.
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ケ との帝位 継 承 戦争 にお い て,ア リク=ブ ケ を一旦 キル ギ ス方 面へ 駆 逐 して優 位 に立 っ てい た.そ して1265年 の前年 に

ア リク=ブ ケ を降服 さ せ て い る.お そ ら くク ビラ イは,皇 帝 と して,自 ら の宮 廷装 置 整 備 の必 要 か ら,金 ・玉 ・瑪瑙 な

どの特 別 な技 術 者集 団 をモ ンゴル各 地 か ら集 め た もの と思 われ る.こ の ク ビラ イ政権 樹 立初 期 の 命 令 に よ って,バ イバ

リクがモ ンゴル 時代 にお い て もモ ンゴル 高原 の都 市 と して存在 して い た こ とが 知 られ る.し か も,宮 廷 装 置 た る諸種 の

工芸 製 品 を作成 す る工房 ・工場 が バ イ バ リ クに存 在 した こ と も明 白 であ る.『 元 史』 で は西 北 部 の チ ンカ イ=バ ル ガス

ンな どと並 記 さ れ る一方,『 元文 類 』 で はバ イバ リ クが首 都 カ ラ コル ム に 次 ぐ地 名 と して た だ1つ 具体 的 に言 及 され て

い るこ とは,バ イバ リク が上 記 の ような技 術 者集 団の集 住 す る都 市 の代 表 的存 在 で あ った こ とを示 して い る.モ ン ゴル

政 権下 で のバ イバ リクの重 要 性 が想 定 され る.

参 考 文 献=xy朋KoBlggo,pp.84.8g.

1998年 度 の 調 査(白 石 典 之)

調 査 場 所:北 緯4g度22～24分,東 経102度31～34分.

調 査 日時=1998年5月21～24日.

調 査 者:白 石,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:測 量 調 査,光 波 測距 器(PenIaxPCS-225)使 用.各 土 城 の図 面 を三 次 元座 標(コ ーデ ィネ イ ト=メ ジ ャー メ

ン ト)法 に て作 製 後,相 互 の位 置 関係 を トラバ ー ス法 に よ り補 正.

遺 蹟 の現 況:土 城 が ア ルス ラ ン=ト ル ゴイ とい う比 高6mの 丘 の南 に3カ 所確 認 で きた.丘 の 東南 に位 置 し,版 築 の

高 い壁 が あ り,内 部 に寺 院の あ る城 を第1城,そ の 南約800mの 小 城 を第2城,さ ら に丘 の西南 の城 を第3城 とす る.

その3つ の城 の 内容 は次 の よ うで あ る.

1)第1城(ビ ー ブラ ク)

位 置:土 城 の 中心 か ら,磁 北 に対 して60度 西1170mに ア ルス ラ ン=ト ル ゴイの南 頂 上,比 高 は9m.

規 模:土 城 の4つ の角 の最頂 点 を結 ぶ(以 下 の土 城 も同 じ).

北 壁 長 さ235m,幅12～17m,版 築 部 高 さ7m,土 壁 部高 さ3m.

西 壁 長 さ234m,幅14m,土 壁 高 さ4.5m.方 向 は磁 北 に対 して北2度 東.

東 壁 長 さ231m,幅18m,版 築 部高 さ6.5m,土 壁 部 高 さ25m,

南 壁 長 さ239m,幅16m,土 壁 高 さ3.5m.

遺 物:契 丹(遼)の 櫛 目文灰 色 陶器,清 代 の銅 銭(嘉 慶 通 宝).ウ イグ ルの 遺物 は無 し.内 部 に 玄 武 岩 製 の石獅 子3

体 あ り.

2)第2城(ボ ル=ト ル ゴイ)

位 置:土 城 の 中心 か ら第1城 の 中心 を み る と,北2度 東950m,比 高 は6m.

規 模:北 壁 長 さ140m,幅22m,土 壁高 さL41n.

西 壁長 さ145m,幅25m,高 さ1.7m.

東 壁 長 さ145m,幅20m,高 さ1.1m.中 央 に 門 と思 われ る建 物 あ り,幅40m,高 さ2.8m.方 向 は磁 北 に対 して

4度 東.

南 壁長 さ135m,幅15m(中 央 に門 あ り,幅32m>,高 さ1.3m.

遺 物:ウ イ グ ル時代 のス タ ンプ文灰 色 陶 器,瓦,レ ンガが多 数 出土.レ ンガの 幅13.5cm,厚 さ6.Ocm(カ ラ=バ ル ガ

ス ンで 多 いの は 幅17.0× 厚 さ6.Ocm).

3)第3城(ア ル ス ラ ン=ウ ー ド)

位 置:中 心 か らア ル ス ラ ン=ト ル ゴイ をみ る と,北22度 東1050m,比 高9m.

規 模:北 壁長 さ322m,幅10m,土 壁高 さ0.4m.

西壁 長 さ318m,幅20m,高 さ0.9m,張 り出 し有 り.方 向 は磁北 に対 して4度 東 。

東壁 長 さ345nl,幅15m,高 さ0.5m,張 り出 し有 り.

南 壁 長 さ305m,幅15m,高 さ0.6m.

遺 物:ウ イグ ルの ス タ ンプ文褐 色 土器,契 丹(遼)の 櫛 目文灰 色 陶器,宋 代 鈞 窯磁 器,茶 緑 釉 甕,白 磁,瓦 が出土.

遺 蹟 の 図 面=白 石担 当.1000分 の1の 縮尺,1mコ ンタで作 製(Hates12a,12b)。

聞 き取 り調 査=ド ル ジス レ ン古 老 か らの聞 き取 り.第1城 の石 獅 子3体 は,1997年 の 「行 動 記録 」 に記 され てい る

よ うにア ルス ラ ン;ト ル ゴ イに あ った の で はな く,ア ル ス ラ ン=ウ ー ド(第3城)の 東 壁 上 に あ る 「オ ンマ ニ」 の石碑 の

脇 に建 て られ て いた とい う.現 在,ウ ラ ンバ ー トル の 国立 歴史 民 族博 物館 に あ る石 獅 子2体 は,ペ ル レー に よれ ば アル

ス ラ ン=ト ル ゴイ にあ っ た とあ るが,ド ル ジス レンは知 らない との こ とで あ った.と にか く,こ の付 近 には 玄 武 岩製 の

獅子 像 が5体 あ った とい う こ とに な る.

考 察:そ れ ぞれ の 土城 の規 模 をみ る と,唐 尺(1尺=29喬cm)が 使 用 され て い た可 能性 が 指摘 で きる.第1城 で は

800尺(237m),第2城 で は500尺(148m),第3城 で は1100尺(326m)と い うこ とに な る.こ れ ら3城 は 中国 の建 築技 術

に よ り造 られ た もの と想 定 で きる.
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さ らに,3城 の位 置 関係 を調 べ て み る.ア ル ス ラ ンコ トル ゴ イの南 頂 上 を起 点 と して 東西 南 北 に唐 里(1里=1800

尺 一533m)の 升 目を作 り,土 城 の位 置 をあ らわす と,第1城 の 中心 は頂 上 か ら東 に唐2里,南 に1里 い った ところ に

位 置 し,ま た,第2城 の 中心 は頂上 か ら東 に2里,南 に2里 半 の位 置 に,さ らに,第3城 の 中心 は頂 上 か ら西 に1里,

南 に2里 の とこ ろに あ る こ とが わか っ た.こ の こ とは,3城 が ア ル ス ラ ン=ト ル ゴイ を起 点 とす る唐 里 で 作 られ た升 目

の 中に,計 画 性 を もっ て配置 され て い た こ と を示 してい る,つ ま り,こ れ らの3城 は何 らかの 有機 的 な 関係 で結 ば れて

い るの で あ る.3城 の 同時存 在 の可 能性 を示唆 して い る.こ こで も唐 里 とい う中 国 の技術 の存 在 が うかが える.

しか し,遺 物 か ら判 断 す る と,第2・3城 は明 らか に ウイ グル の土 城 で あ るが,第1城 が ウ イグ ルの 土城 であ る か ど

うかの結 論 は 出せ な い.た だ,便 所用 に掘 り下 げた 穴 の壁 面 を観 察 す る と,深 さ1mに 及 んで,昔 の生 活面 が 何枚 も重

な って いる のが確 認 で きた.今 後 の調 査 で ウイ グル期 の 文化 層 が 見つ か る可 能 性 も否 定 で きない.

第1城 の版 築 の壁 の造 りは ウ イグ ルの カラ;バ ル カス ン宮 城 に類 似 して い るが,こ れ は契 丹 の土 城 に もみ られ る.壁

の構造 が 時代 決 定 の根 拠 に な るか ど うか は,い まの とこ ろ判 断 が難 しい.第1城 の城 壁上 面 の 状況 を比 較す る と,西,

南 には もと も と高 い土 壁 が あ り,の ち に壊 さ れた とは言 えな い.同 じよ う に北 と東 だ けに版 築 の 高 い壁 を もつ 土城 は,

トール河 流域 の 契丹 土 城 に もみ られ る.む し ろ,も とか ら無 か った可 能 性 を議論 すべ きだ と考 えて い る.こ の よ うに第

1城 に は契丹 土 城 の特 徴 が 強 くみ られ るが,こ れ は ウイ グル の城 が再 利 用 され た と も考 え られ るの で,ウ イ グ ル築城 を

否 定 す る もので は な い.付 け加 えて お くと,契 丹 の遺 蹟 と して は第1城 は モ ンゴル高 原 で最 も北 に位 置 して い る.

以上 の よ うに まだ ま だ 解 決 しなけ れ ば な らない 課 題 は多 い が,こ の3城 がバ ラバ ラ では な く,同 じ計 画 の も とに造 ら

れ てい る こ と,そ の うち第2・3城 か らは ウ イ グル の土 器 が 出て い る こ と か ら考 え て,第1城 もまた ウ イ グル時 代 に築

城 され た と想 定 して お きた い.

これ まで漠 然 と信 じ られ て い た よ うに土城 は1つ で は な く,3つ で ある とい うこ とが 明 らか にな っ た こ とは重 要 で あ

る.現 在,バ イバ リク(ビ ー ブ ラ ク)の 名 前 は第1城 にの み残 って い るが,こ の3城 が ひ とつ の コ ンプ レックス と して,

ウイグ ル時代 にバ イバ リク(富 貴 城)を 形 成 してい た可 能 性 も考 えてみ るべ きで あ ろ う.
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林 俊 雄 ・森 安孝 夫

(ToshioHAYASHI/TakaoMORIYASU)

調 査 場 所=ア ル ハ ンガ イ=ア イマ ク,ポ トン ト=ソ ム,オ ルホ ン河 の 西 岸 にあ る.南 のハ ル ホ リ ン市 か らジ ー プ で約

1時 間.北 緯47度24～26分,東 経102度38～39分.

調 査 日時:1996年8月25日;1997年8月30～31日,9月3日.

調 査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法=デ ジ タル=メ ジ ャーで 長 さを測量.宮 城 の高 さは人 間が 腕 を上 に伸 ば して巻尺 を水平 に張 る こ とを繰 り返

して測 る.各 自が 写真 ・ビデ オ撮 影.瓦 ・レ ンガの 採集 とレ ンガの 計測.ヘ リコプ タ ーで空 中撮 影.

遺 蹟 の 現 況 ・図 面 ・考 察:宮 城 は 四壁 と もに高 さ ケm前 後 まで よ く残 って い る.モ ンゴ ル に現 存 す る各 時 代 の遺 蹟

を通 じて見 て も,版 築 の土 壁 で これ ほ どよ く残 って い る例 を我 々 は知 らな い.ラ ドロ フが,隣 接 す る市 街 区域 と比 べ て

城壁 の残 りが は るか に よい の で,市 街 区域 は ウイ グル時 代 だが 城塞(我 々 のい う宮 城)は 時 代 がず っ と 新 し くモ ンゴル

帝 国 のモ ンケ 時代(1251～59)で あ ろ う と推 測(Pa即oBl892a,pp.4,6;cfKπeMe冊1895,p.51)し た くな った気 持 ち が わか

る.

これ まで に宮 城 の 平面 図 は1891年 に調 査 した ラ ドロ フ(Atlas,pl.XXVII),1949年 のキ セ リ ョフ(KHce皿eB1957,pl.1),

1979年 の フデ ャ コフ(xy雌KoB1982,p.87;xy以 照oB1990,p.85)に よっ て発表 され てい るが,年 代 が古 い 図 ほ ど信頼 性 が

高 い よ うに思 わ れ る(Plates13a,13b参 照).例 えば,宮 城 の北 壁 と南壁 にそ って塔 が列 を な して い るが,フ デ ャコ フ

は南 壁 にそ って版 築 の塔 が列 を な して い る と記 す の みで(Xy雌KOBlggo,p.85),北 壁 にそ っ て塔 が あ る とは書 い てお らず,

彼 の図 に も記 載 され て い ない.ま た彼 は宮 城 は プ ラ ンが 正 方形 で600×600mで あ る と記 してい るが(Xy朋KoB1982,p.

87;XyπgKoB1990,p.84),ラ ドロ フの 指揮 下 で調 査 した ク レメ ンツの報 告 に よれ ば北壁 が448m,西 壁が350m,南 壁 が478

瓜 東 壁 が341mの 長方 形 で あ り(K∬eMeHu1895,pp.50-51),我 々の2度 に亘 る簡 略 な測 量 で も北壁424m(1回 目は423

m),西 壁335m(1回 目も同 じ),南 壁413m(1回 目は418m),東 壁337m(1回 目は342m)で ある.

ラ ドロフが城 塞 と市 街 区域 とは時 代 が違 う と判 断 した のに 対 し,キ セ リ ョフは市 街 区域 か ら出土 す る陶器 と城塞 お よ

び城塞 内 の東 南 隅 の 「内城(取 職e恥)」 か ら出土 す る 陶器 とが 同 じで あ る こ とに基 づ い て,市 街 区域 だ けで な く宮 城 も

ウイ グル 時代 に属 す る と解 釈 した(KHce∬eB1957,p.94).残 念 なが らそ の陶 器 の図 は発 表 され て いな いが,彼 が宮 城 内の

「内城 」 と中央部 の 「宮 殿 」 か ら発 掘 した軒 丸瓦 の 瓦 当 は明 らか に唐 代 の蓮 華 紋 瓦 当で ある(KMce∬eBl959,p.167,fig.

6).し か し今 回 我 々が探 索 した 限 りで は,紋 様 の あ る瓦 当 を発 見す る こ とは で きなか った.他 遺 蹟 との比 較 の ため に完 形

の レ ンガ(磚)を 探 し求 め たが,見 つ け られな か った.我 々 が採 集 した レ ンガの 厚 さは5.Ocm(2点),5.2cm(1

点),53cm(2点),5.8cm(1点),6.Ocm(1点),6.1cm(1点),6.5cm(2点),7.Ocm(1点),

9.5cm(1点)と 実 に様 々で あ っ たが,こ れ らはお そ ら く厚 さ5cm,6cm,65cm,7cm,9.5cmの5つ の グル ー プに分 け

られ る ので あろ う.,こ の うち厚 さ6.5cmの もの は横 幅 が17cm,縦 の 長 さは不 明 な が ら34cm以 上,厚 さ7cmの もの は

横 幅が20cm,縦 の長 さは不 明 で あ った.

北 ・西 ・南壁 の外側 に は壕 の跡 が 緑 の濃 い帯 となっ て残 っ てい る(森 安担 当 「行 動 記 録」 も参 照).

城壁 お よび内部 の ひ と きわ 高 い土塔(我 々 の計 測 で は高 さ13m)に は横 木 の 朽 ち た跡 で あ る水平 の孔 が 多数 あ い てい

る.ク レメ ン ッ は これ らの横 木 を,壁 面 にベ ラ ン ダあ るい はバ ル コニ ー を取 り付 け る た め の もの だ った と考 えて い る

(K皿eMe田1895,p.51).ラ ドロ フは初 め は単 に版築 の補 強 用 とみ な して いた(Pa即oB1892a,p.6)が,Atlas第1分 冊 のpl.

㎜ に対 す る第2分 冊 の補 遺 で は ク レメ ンッ と同 じ考 え に至 って い る.し か し我 々の 考 え で は,こ れ はや は り補 強用

であ る.

内部 の 高 い塔 状 の 造 営物 につ い て,ラ ドロ フは これ を仏教 のパ ゴダ とみ な した が(Pa耶oB1892a,p.6;cfKπeMeHu1895,

p.51),そ の考 え は もは や過 去 の もの で あ る.キ セ リ ョフ は 「見張 り塔(cTopoxe6aq6a皿H∬)」 とみ な し(KMce∬eB1957,p.

94),フ デ ャコ フ もそ れ を踏 襲 して い るが(xy朋KoBl982,p,87;1990,p.85),ま だ確 証 は ない.天 山北 麓 の ビシ ュバ リク(北

庭)城 内 に も同 じよ うな高 い土 塔 が あ る.我 々 は,こ の上 に は,タ ミー ム=イ ブ ン=パ フル が伝 え る よ うなは るか 彼 方か

らも望 むこ との で きた 「黄 金 の テ ン ト(可 汗 の宮 帳)」(cfM㎞orskyl948,pp.283,295,299;森 安1979,p.218)が 建 て ら

れ て いた可 能 性 が最 も高 い と考 え てい る.

この塔 のす ぐ東 に低 い基 壇 が あ り,キ セ リ ョフ は ここ に宮 殿 が あ っ た と考 え た.瓦 や レ ンガが 集 中 してい る こ とか ら

見 て,「 宮 殿 」 とまで言 え るか どうか は とも か く,か な り立 派 な建物 が あ っ た こ とは想 像 され る.東 南 隅 の 一段 と高い

独 立 した部 分(我 々の計 測 で は高 さ12m)に つい て は キセ リ ョフ らは 「内城 」 と してい るが,こ こか ら もや は り蓮華 紋

の 瓦当 が 出土 し てい る ので,こ こ に も 「宮 殿 」 が あ っ た可 能性 はあ る.な お ラ ドロ フ は都 城 全 体 を 「宮 殿」 と呼 ん でい

る。

東壁 に城 門が あ った こ とは誰 もが 認 め てい る が,西 壁 の大 きな突 出部 につ い ては言 及 が 少な い.し か しこれが甕 城(馬

出 し)で あ る こ とは疑 い ない.こ こ には 内側 に も壁 が造 られ てい る.外 に 向か って 開 く大 門 は城 に とっ て最 も危 険 な個
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所 で あ り,防 御 施 設 も厳 重 に す る もの で あ る.大 門 の 外 側 に さ らに 壁 を 造 っ て 二 重 に す る例 は 広 く見 ら れ の で,こ こ に

も 門 が あ っ た は ず で あ る.

北 壁 と南 壁 の 外 側 に 列 を な す 小 さ な 塔 に つ い て は,そ の 役 割 が 明 か で は な い.ラ ドロ フ や ク レ メ ン ツ は こ れ を ス ブ ル

ガ ン(仏 塔)と み な した が(P明 ∬oBl892a,p.6;K∬eMeH岨895,pp.4g,52),我 々 は そ の 考 え に は 到 底 従 え な い.

本 隊 に よ る 平 面 図 は 林 が 作 成(P畳atel3a).

遺 蹟 の 調 査:森 安 担 当 「行 動 記 録 」 参 照.さ ら に 参 考 と して 掲 げ た 厂カ ラ=バ ル ガ ス ン に 関 す る 旧 来 の 報 告」 を 参 照.

遺 蹟 の 写 真:Heikel1892,pl.44;Atlas,pls.XXVII-XXIX

参 考 文 献=P訓 ∬oBl892a,pp.4-6;Adas,pls.XXVH-XXIX(こ の 解 説 は 第1分 冊 の も の よ り,第2分 冊 に あ る 補 遺 の

方 が 詳 し い);K∬eMe田1895,pp.48-59;KHce皿eBl957,pp.93。95;KMce皿eBl959,pp166-168;n3p∬331961,pp.49-51;

Xy朋KoBl982;Xy以HKoBl990,pp.84-85.

参 考 カ ラ=バ ル ガ ス ン に 関 す る 旧来 の 報 告(林 俊 雄 ・訳)

(1)ラ ドロ フ の 報 告(Pa即OBl892a,PP.4・6)

ウゲ イ=ノ ー ル(yre赫 一Hop)か ら35ヴ ェル ス タ ー(37㎞)弱 の距離 の と ころ にあ る カ ラコバ ル ガス ン遺 蹟 に到 着 す る と,

我 々は壮 大 な方 形 の土 塁 の真 中 にキ ャ ン プ を設 営 し,(1891年7月15日 か ら)7月28日 まで そ こ に留 ま った.カ ラ=

バ ル ガス ン遺蹟 は2つ の グル ー プか らなっ て い る:(1)オ ル ホ ン河 か ら遠 い西 側 にあ る ウ イグ ル(と 突 厥?)の 古代

都 市 の遺 蹟,そ して(2)オ ルホ ン河 に近 い東 側 に あ るモ ン ゴル=ハ ー ン の宮殿 址.両 者 の 間 に は,乱 暴 に こな ご なに

打 ち砕 かれ た花 崗 岩 か らなる 巨大 な石 碑 の残 りが あ る.こ の石碑 は,漢 文 碑 文 の検 討 か らわか っ た よ う に,8世 紀 後 半

に中国 の皇 帝 に よ って 「九姓 回鶻 の 可汗Aj-den-li-lo-gu-mo-mi-shi一 ㎞eづoj-lu(1)の非 軍 事面 での 賢 明 な勇 敢 さ と軍事 面 で の

非凡 な功 績(を 称 えて)」 立 て られ た.石 碑 は,幅180cm,長 さ200cm,厚 さ90cm(2)の 花 崗岩 の板 石 か ら作 られ て い る.

この板石 は ライ オ ンの形 を した花 崗岩 の台座 に据 え られて い た.板 石 の上 には 半 円形 の装 飾 が据 え られ て いた.そ の裝i

飾 は6匹 の龍 に よ って形 作 られ,龍 の真 中 の 両 面 に は題 記 の ため の五 角形 の 平 面が あっ た.そ の上 には 円形 の帯 を伴 う

石 の球 が 取 り付 け られ てい た.板 石 の片 面 には漢 字 とウ イ グ ル文字(3)による碑 文が あ り,も う一 方 の 面 に は,ミ ヌシ ン

ス ク地 区 とイ ェニセ イ河 上 流域 で は じめ て発 見 され た いわ ゆ る ルー ン状文 字 に よる碑 文 が あ った.

碑 文 の あ る板 石 は,す で に私が 述べ た よ うに,粉 々 に割 られ て い た.大 きな3つ の断 片 に はほ ぼ 全 部 の 漢文 碑 文 とほ

ぼ半 分 の ウ イグ ル文 字碑 文 が残 されて い た.そ の他 の小 さな断片(そ の うち4つ は我 々 に よって 地 中 か ら掘 り出 され た)

には,ウ イ グル 文 字碑 文 の下 半分 の 一部 が 刻 ま れて い た.こ の部分 の題 記 面 はほ ぼ完 全 に風 化 して お り,ル ー ン状文 字

碑 文 の うち残 っ てい た の はわ ず か に題記 面 と4つ の小 さ な断片 だけ で あ っ た.大 きな断 片(複 数)の 裏 面 で はル ー ン状

文 字碑 文 は3～4文 字 を 除 い て ま った く摩 滅 してい る.カ ラ=バ ル ガ ス ン に滞 在 してい た あ いだ じゅ う私 は もっぱ らこ

の碑 文 の拓 本 と りに従事 してい た.拓 本 と りは大 変 な作 業 で あ った.と い うのは石 の表 面 は ひ ど く風 化 して お り,さ ら

に多 くの 個所 が 石灰 で 覆 われ て お り,そ の除 去 が大 仕事 だ った か らで あ る.

ヤ ドリ ンツ ェ フ氏 が ペ テ ルブ ル グ に運 んで きた漢 文碑 文 の あ る石 の2つ の 断片 とはお そ ら くこの 石 碑 に属す るの で は

な く,か つ て同 じ ところ に あ った別 の 石碑 の残 りであ ろ う④.

ウイ グル の都市 遺 蹟 は 長 さ8ヴ ェ ルス ター(85㎞)に 及 ぶ広 大 な面積 を 占め てお り,そ こに は大小 さま ざ まな一 連 の

丘 や 街路 の列,溝 あ るい は壕,土 塁 が 見 られ,ど こで も瓦 や煉 瓦(せ ん)の 破 片 や平 らに削 られ た花 崗 岩 の板 石(小 さ

な石碑 の台座)な どが 散乱 してい る.し か し入念 に調 査 したに もか か わ らず,碑 文 の あ る板 石 は見 つ か ら なか った.数

ヵ所 で行 なっ た発掘 は地 中 に あ る板 石 を引 き上 げ る程 度 の もの で,そ れ以 外 の発 掘 は我 々の 道具 で は無 理 だ っ た.

石碑 か ら東 へ150歩 の とこ ろ にモ ンゴルの 宮殿 の遺 蹟 が あ る.遺 蹟 は,版 築 か らな る壮大 な土 塁 で 囲 まれ て いる.版

築 は木 の梁 で補 強 され て い る.土 塁 に は2つ の 門が あ り,そ の うち1つ は オ ル ホ ン河 の方 を向い てお り,も う1つ は ジ

ルマ ンタ イ 取MPMaH禰 河 の方 を向 い てい る.ジ ルマ ン タイ河 は遺 蹟 か ら北へ3ヴ ェ丿レス ター(3.2㎞)の と ころ を流 れ

てい る.土 塁 の 内側 には 版築 の巨大 な塔 の基 礎 が残 って い た.そ の 高 さは 回 りを囲 む壁 の高 さ2の 倍 に 達 す る.基 礎 の

残 りは今 で は円 錐 台形 を してお り,de爬sun(草?)が 生 えて い る.そ の円錐 台形 か ら塔 の 中央 部 が柱 状 に出 て お り,そ

の上 の平 らな とこ ろ は直径 約4サ ー ジ ェ ン(8.5m)で あ る.塔 の 中心 部 は あ ま りに侵食 され て い る ため,横 の 裂 け 目や洞

穴 状 の穴 に よっ て壊 され た玄 武 岩 の柱(複 数)か ら成 り立 って い るか の よ うに見 える.そ の どこで も磚 の層 と版 築 の層

とを見分 け る こ とが で きる.版 築 の層 はかつ て は木 の 梁 の列 で補 強 され て い た.今 で も数 サ ー ジ ェ ン毎 に水平 に どの方

角 に もあ る.塔 の ほか に土塁 の 内側 に は一 連 の建 物 の 跡 が見 られ,土 塁 の 外側 で は,都 市 に向 い た方 の 側 に壕 が み とめ

ω 訳者注:こ れ は 「愛登里囃汨没蜜施合眦伽」 の読み誤 りであろう.

② 訳者注:こ れ らの数値が正 しくないことについては
,本 報告書の カラ=バ ルガス ン碑文の報告 を参照.

(3)訳 者注:後 にM齟er1909に よっ て ソグ ド文 字 で ある と断定 され た
.

(4)訳 者 注:そ うで は な く
,や は りカ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文 の 断片 で あ る こ とが,ラ ドロ フのAtlas,pl.XXXIVに 対 す る第2分 冊 の補 遺

で 明 言 され て い る.
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られ,壕 のす ぐ外 に小 さな塔(お そ ら くス ブル ガ ンの あ と)が 並 んで い る.

この遺 蹟 か ら受 け る 全体 的 な印象 では,宮 殿 の部 分 は都 市 そ の もの の遺 蹟 よ り もは るか に後世 の もの で あろ う と思 わ

れ る.

5層 の巨大 なパ ゴダの こ の遺 蹟 は,1256年 にモ ンケ=ハ ー ンに よって造 営 され たの で は ない か と私 は考 えて い る.

すべ ての遺 蹟 の正確 な記 述 は,7月28日 まで残 って い た ク レメ ンツ氏 に よっ て作 成 され た.私 の 息子 と ドゥーデ ィ

ン氏 は協 力 して写 真 を と り,図 を描 い た.シ チ ェ ゴ レフ大 尉 は こ の と きオ ル ホ ン河谷 の一 部 の半 機械 測 量 を行 ない,そ

の後 カ ラ=バ ル ガス ンの 平 面 図の 測量 を行 な った.

(2)ク レ メ ン ツ の報 告(K∬eMeHロ1895a,pp.48・59)

カ ラ篇バ ル ガス ン

トイ テ ン=ト ロ ゴイTo励eH-Tomro最 か ら南 で は土 地 が変 わ る.ス テ ップ は乾燥 した平 原 か ら草 の 豊 か な平 原 に と移行

す る.地 平線 に は ジ ルマ ンタ イ左 岸 にそ っ て 伸 び る 山並 みが 見 え,南 に は 森林 に覆 わ れ た高 い 山脈 が 見 え,南 東 には オ

ル ホ ン左 岸 ぞ いの 山並 み が み とめ られ る.東 方 に だ けは平 らな ス テ ップが 見 られ,カ ラ=バ ル ガ ス ンに近 づ く とよ うや

くコク シ ン=オ ルホ ンの右 岸 にそ っ て伸 びる丘 の列 が み とめ られ る.ト イ テ ン=ト ロ ゴイか ら15ヴ ェルス ター(16㎞)

道 を行 くと,カ ラ=バ ル ガス ンの黒 い壁 が 見 えて くる.ク ク シ ン=オ ル ホ ン右 岸 の高 い とこ ろか らは,40ヴ ェ ルス ター

(43㎞)離 れ てい て もそ の壁 を見 る こ とが で きる.こ の遺 蹟 はジ ルマ ン タイ河 とオル ホ ン河 との 問 にあ る.オ ル ホ ンか ら

バ ルガ ス ンの最 も近 い 遺構 まで の距 離 は2ヴ ェル ス ター(2,1㎞),ジ ル マ ン タイか らの距 離 は1.5ヴ ェ丿レス ター(1.6㎞)

で ある.か つ て は両 河 の河 床 は もっ とバ ル ガ ス ンの近 くを通 っ てい た.こ れ らの 流路 は人工 の溝 だっ た の で は ない か と

考 え られ た.し か しこれ らの干上 がった水 路 の特 徴 そ の ものが こ の考 え と は一致 しない.こ れ らの水路 は蛇行 してお り,

岸 の斜 面 は一 様 で は な く,こ れ らの 旧河床 が と ころ ど ころで現 実 の 河床 と合 わ さ って い るの を み とめ る こ とが で きる.

現 在 の ジル マ ン タイ はバ ル ガス ンか ら南西 へ12ヴ ェ ルス ター(12.8㎞)の と ころで 狭 い谷 か ら出 て,そ の左 岸 は 山 に くっ

つ い てい る.カ ラ=バ ル ガ ス ンの ス テ ッ プ は西 と南 西 方 向 では まった く乾 燥 してお り,小 石 とロ ーム で覆 わ れ てい る.

北,東,南 東 は 沼沢 の 多 い草 原 で 囲 まれ て い る.そ の草 原 を,南 の 方 に あ る山 々か ら発 した様 々 な小 河 が 流 れ てい る.

雨 の 多 い夏 に は この沼 沢地 を越 える こ とは ほ とん ど不 可 能で あ り,ぬ か る ん だ小 道 が オル ホ ンに通 じて い る.こ の 広大

な草 原 は 昔 か ら遊牧 民 の 関 心 を惹 い て きた.そ こで我 々 が大 規 模 な集 落 址 に 出会 うの は驚 くに 当た らな い.カ ラ=バ ル

ガス ンの遺蹟 は北東 か ら南 西 の方 向 に長 く,そ の距 離 は5.5ヴ ェ ルス ター(59㎞)に 達 し,東南 東 か ら西 北 西 に か けて は

2.5ヴ ェル ス タ ー(2.7㎞)で あ る。 これ らの数 字 か らみ て,こ の遺 蹟 が モ ンケ 富ハ ー ンの カ ラ コル ム とV・うこ とは まず あ

りえない と思 わ れ る.と い うの は,そ の 目撃 者 で あ った ル ブル クの 言葉 に よれ ば,そ れ は 「フ ラ ンス の 国王 陛下 の サ ン

コ ドゥニ よ り も小 さ」 か ったか らで あ る.

か つ ての建 物 の大 多 数 の うち,残 って い るの は わず か に土 塁,小 石 の堆積,そ して そ こ ごこ に見 られ る板石,磚 あ る

い は瓦 の か け らで あ る.ほ ぼ完 全 に残 っ て い た の は,版 築 の 高 い城壁 で囲 ま れ た遺構 群,す な わ ち狭 い意 味 で の カラ;

バ ルガ ス ンそ の もの だけ で あ る,我 々 はそ こか ら開始 して,そ れ を主建 築 と呼 ぶ こ とに しよ う.

建築 を囲 む土塁 は東 南 東 か ら西 北 西 の方 向 に長 い.そ れは ほ ぼ正確 な長 方形 を な し,西 北西 に突 出部 を もつ.こ の突

出部 は また別 の 土 塁 で 囲 まれ,完 結 した やや 長 い四 角形 を な してい る.壁 を挟 ん で こ の四 角形 と反対 の 内 側 に高 い突 出

部 が あ り,こ の 突 出部 と向 き合 っ て内 部 に高 い塔 が あ る.東 南 東 を向 いた 壁 に は門 の跡 が 見 られ,南 の コ ーナ ー には壁

よ りも高 い四 角形 の土 塁 が あ る.南 東(南 西 の 間違 い か?林)の 壁 にそ って7(8の 間 違 い か?林)基,北 西(北 東

か?)の 壁 にそ っ て6基 の 小 さな版 築 の造 営 物 ス ブル ガ ン'があ る(1、囲い の 内側 には十 字 に交 差 す る土 塁 が 見 られ る.

版 築 で造 られ た外 側 の土 塁 す なわ ち城 壁 は,高 さが3.5サ ー ジ ェ ン(7.5m)で あ る.土 塁 の頂 部 は か な り侵 食 され てい る.

頂 部 の幅 は おお む ね1.5～2サ ージ ェ ン(32～4.3m)で あ る.し か し,と りわけ西 壁 と北壁 の 上 に は,何 らか の必要 が あ っ

て当初 設 け られ た ので あ ろ うが,頂 部 が広 げ られ た と ころが あ る.壁 の傾 斜 は一 様 で は ない.北 壁 と西 壁 は内側 の傾 斜

が 急 で あ る.南 壁 は外 側 の傾 斜 も急 で あ る.そ の他 の斜 面 は傾 斜 が 緩や か で あ るが,近 づ い て よ く見 る と,そ れが 土 を

盛 り上 げた だ け の土 塁 で は な く,版 築 で造 られ て い たの が崩 れ て堆積 した もので あ る こ とが わ か る.こ の よ うな傾斜 の

違 い は もと もとは なか った ので あ ろう.違 いが生 じた の は,気 象 上 の影 響 が 出や す いか どうか,ま た 造 り方が 堅牢 で あ っ

たか どうか とい うこ とのせ いで あ ろう.土 の 中に は砂 が 多いが,壁 の どこ にで も見 られ る褪 せ た 白色 か らわか る よう に,

石灰 も少 々混 入 してい る.そ れ は 人為 的 に土 の 中 に石灰 を混入 した もので は な くて,お そ ら く土 そ の も の に本来 少量 の

石灰 が含 まれ て い たか らで あ ろ う.

壁 の北,東,南 側 は 浅 い壕 で 囲 まれ て い る.壕 の 外 に版 築 の造 営 物 の遺構 が立 って いた.そ れで は か いつ まんで カ ラ

ニバ ル ガス ンにつ い て記 述 してい こ う.

東南 東 か ら西北 西 に伸 び る壁 は頂 部 で はか っ て224サ ージ ェン(478m)で あ る.内 側 の 斜 面 の幅 は6サ ー ジェ ン(12.8

m),外 側 の幅 は 璽0サ ー ジ ェ ン(21.3m)で あ るの で,頂 部 の平均 的 な幅 を合 わせ る と全体 で17.5サ ージ ェ ン(37.31n)と い

(1)訳 者 注

ろ う.

ここで 「南東 の壁 にそって7基 」とい うのはお そ らく南西 に8基 の誤 り,ま た 「北西 の壁」 とい うのは北東の誤 りであ

(2①1)
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うこ とに なる.壁 の頂 部 は3ヶ 所 で幅 が 広 くな って お り,幅3～4サ ー ジ ェ ン(6.4～8.5m)の 広 が りをな して い る.こ

の壁 の高 さは3～35サ ージ ェ ン(6.4～7.5m)で あ る.こ の壁 は あ ま り侵 食 され てお らず,壁 の上 部 か ら5～7フ ィー ト

(152～213cm)の 高 さの 部分 は まっ た く垂 直 で,深 い横 穴が あい てい る.そ れ よ り下 で は緩 や か な斜 面が 始 まる.こ の壁

の南 の コー ナ ーに は,壁 に接 した土 塁 で 囲 まれ た 四角 形 の空 間 が あ る.こ の土 塁 の 各辺 の長 さは36サ ー ジ ェ ン(76.8m)

と42サ ージ ェ ン(89.6m)で あ る.土 塁 は壁 よ りも1.5サ ー ジ ェ ン(3.2m)低 い.土 塁 に は起伏 が あ り,壁 とほ ぼ 同 じ高

さの隆起 が盛 り上 が っ てい る.こ の土 塁 の 内側 の空 間の レベ ル は土 塁 を挟 ん で反 対 側 の レベ ル よ りも1サ ージ ェ ン(2.1

m)高 い.し か し土 塁 の 内側 の 空 間 に は傾 斜 の緩 や か な穴や くぼ みが あ る.こ の四 角形 の 内側 に は2つ の面 が外 壁 に接 し

て も う1つ の もっ と高 い 四角 形 が あ る.そ の各 辺 は28サ ー ジ ェ ン(59.8m)と28サ ー ジ ェ ンで ある.こ の壁 の高 さは大

きな四角 形 の壁 の高 さの2倍 あ る.カ ラ冨バ ル ガス ンを遠 く北 の方 か ら見 る と,外 壁 の長 く黒 っぽ い帯 が 見 え,そ の上

に西 に は内部 の塔 の頂 き と南 隅 に高い コー ナ ーの 造営 物 が 見える.こ の コ ーナ ーの 四角 い塔(こ こで は塔 と呼 ん でお く)

の内側 は,全 面 的 に壁 の頂 部 まで版 築 で 覆 われ て い る.

この コー ナー の塔 の壁 は,多 くの個所 で馬 で あが れ る ほ ど に壊 され て い る.

東南 壁 の 中ほ どに幅6サ ー ジ ェ ン(12.8m)の 門が あ った.門 の と ころ は レベ ルが やや 高 くな り,ご く低 い 土塁 をな し

てい る.そ こで は壁 の頂 部 はか な り壊 され て い る.頂 部 に はい くつ か の隆 起 が あ る.壁 のふ も とか ら隆 起 の頂 点 まで の

高 さは4サ ー ジ ェ ン(8.5m)に 達 す る.こ の壁 全体 の長 さは頂 部 で測 って160サ ー ジ ェ ン(341,4m)で あ る.

北壁 の長 さは頂 部 で 測 っ て210サ ー ジ ェ ン(448.lm)で あ る.最 も高 い ところ は高 さが4サ ー ジ ェ ン(8.5m)に 達す る.

壁 の両 隅 と中ほ ど3ヶ 所 に拡 大 した ところが 残 っ てい た.既 に述 べ た よう に,壁 の 内側 の 斜 面 が きわ め て急 で,ほ とん

ど垂直 で あ り,横 に裂 け 目が 入 ってい る.こ の よ うな版築 の 壁 に は,黄 土 層 の堆 積 とま った く同 じよ う に,縦 方 向 に裂

け る力 が 著 し く発達 して い る.壁 の全 体 の幅 はそ こで は14サ ー ジ ェ ン(29.9m)に 達 す る.

西壁 は頂 部 で 測 っ て164サ ージ ェ ン(350m)で あ る.壁 の長 さの差 異 は測 量結 果 で は全 体 と してか な り大 きいが,目 で

見 る限 りで は ほ とん ど目立 た ない.と い うの は壁 が きわ め て厚 く,そ の残 って い る頂 部 も不規 則 な形 を して い るか らで

あ る.片 方 の隅 か ら60サ ー ジ ェ ン(128m),も う片 方 か ら65サ ー ジ ェ ン(138.7m)の とこ ろに,壁 に接 して特 別 の 囲 いが

あ る.囲 い は高 さ3サ ー ジ ェ ン(6.4m)の 緩 や か な土 塁 で 囲 まれ てい る.こ の土 塁 は どこ に も版 築 の 痕跡 が み とめ られ な

い.内 側 の空 間 は で こぼ こ してい る.そ こに 残 っ てい る土 の 堆積 か ら見 て,そ こは土 塁 に よっ てい くつ かの 区画 に分 け

られ て いた と推 定 され る.

この壁 か ら内 側 に長 方形 の版 築 の基 壇 が 出 てい る.そ の高 さは5サ ー ジ ェ ン(10.7皿),長 さi8サ ー ジェ ン(38.41n),幅

12サ ー ジ ェ ン(25.6m)で あ っ た.土 塁 の斜 面 は きわ めて 急 で ある.

この突 出部 か ら内側 に6サ ー ジェ ン(12.8m)の とこ ろに高 い 造営 物 が盛 り上 が っ てい る.こ れ を調 査 団長[=ラ ドロ

フ]は1256年 にモ ンケ=ハ ー ン に よっ て築 かれ た5層 の宮殿 を伴 うパ ゴ ダの遺構 とみ な す考 えに傾 い てい る.オ ル ホ ン

調査 団 の ア トラ スに載 せ られ た この遺 構 の 図 がそ れ につ い て十 分 な知 識 を 与 えて くれ て い るの で,私 と して はそ れ につ

い て若干 の 細 かい 点 を報 告 す る だけ に とどめ よう.そ の高 さは最 も よ く残 っ てい る と ころ で6サ ー ジ ェ ン(12.8m)あ る.

そ れは外 壁 と同 様 に版 築 で 造 られ て い る.そ れ には水 平 の深 い 裂 け 目が た くさん あ り,そ の南 側 はや や 崩 れ て前 に傾 い

て いた.塔 の北 側 と西 側 は草 で 覆 わ れ,南 側 と東側 は深 い 穴 だ らけで あ る.水 の流 れ が弱 か った とこ ろ で は,水 の流 れ

は石灰 を含 む土 と混 じ り,垂 直 の 壁に そ って流 れ 下 り,つ ららの よ うに固 ま った.数 カ所 で は壁全 体 が 蛇 の よ うに くね っ

て御 互 い に交差 しあ っ た こ く細 い紐 の網 目で覆 われ てい るが,そ れ は水 の滴 りの作 用 の 明 らか な結 果 で あ る.

塔 全体 にはおそ ら く中国 の磚 が張 られ てい たで あろ う.そ の こ とは,磚 の破 片 が塔 の まわ りの い た る とこ ろに散 らば っ

て いる こ とか ら証 明 され る.磚 は灰 色 で 焼成 はあ まい.塔 の遺構 の上 部付 近 に は穴 の列 が 見 られ るが,そ れ を私 は当初

土 中の 鳥の巣 と考 えたが,規 則 正 しく並 ん で い る穴 を眺 め てい る うち に私 はそ の うちの1つ に カラマ ッの 丸太 が よ く残 っ

て い るの を発見 した.こ の こ とか ら我 々 は,こ れ らの穴 が塔 の まわ りにベ ラ ン ダあ るい はバ ル コニ ー を付 け るた めの補

強用 の 丸太 で あ る と考 え る こ とが で きる.こ の よ うなバ ル コニー の補 強方 法 は モ ンゴ リア で は今 日で も使 わ れて い る.

磚 につ い ては,そ の寸 法 を明 らか にす る こ と がで きな いほ どにそ の断 片 が 少 ない とい う こ とに私 は気 が 付 い てい る.若

干 の磚 に 私 は,ト ラ河 畔 の ツ ァガ ンコバ ルガ ス ンの磚 に 見 られ る の と同 じ ような接 着 溶液 のあ とを見 出 した.こ の塔 の

ふ もとか ら南 東 方 向 に低 くな る平 らな狭 くな る土 塁が 続 き,い った ん くび れて,城 内 の 中央 に四角 形 の 小 さな基壇 を も

つ高 い建 物 が連 結 してい る.後 者 に我 々 は くぼみ を見つ け たが,こ れ はお そ ら く排 水 管 の残 りで あ ろ う.完 全 に土 で う

ず ま った管 の 中 に板 石 の残 りが あ ったが,こ れ は管 に張 られ てい た もの で あ る.発 掘 を行 な う こ とがで きな か ったた め

に,こ の施 設 が何 で あ っ たの か とい う問題 を解 決 す るこ とは で き なか った.

壁 にそ って低 い 土塁 が 伸 び,と ころ どころ でそ れ に また土 塁 が 直角 に交 差 して お り,1つ1つ の 建 物 あ るい は部 屋 の

遺構 の よ うに思 われ る.草 の茂 った 平 らな土 塁 の ほか には何 も遺構 は見 ら れ ない.こ れ らの土 塁 の規模 と配 置 は まった

く正確 に平 面 図 に示 され てい る.そ れ らにつ い て は,最 も大 きな部屋(複 数)は 門 の近 くに あ った と指 摘 す るだ け に と

どめ よう.そ こ に はお そ ら く,こ こ に独 立 した 区画 を もつ権 利 が な くて集 団で 暮 ら して い た最 下級 の使 用 人 た ちが集 中

して い たので あ ろ う.我 々は1つ の土塁 を切 断 して地 山 まで 発掘 す る こ と がで きた が,そ こ で は砂 と土,小 石 の ほか に

は何 も発見 され なか っ た.

す で に述 べ た ように,南 壁 にそ って小 さ な土 の造営 物 の 遺 構 が 見 られ る.そ の うち よ く残 って い る もの を観 察 した と
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ころ,そ れ らは2×3サ ー ジ ェ ン(4.3×6.4m)の 方形 の基礎 を もつ土 造 りの ス ブル ガ ンで あ る こ とが わか っ た.そ れ ら

の高 さ はお そ ら く約2サ ー ジ ェ ンで あっ た ろ う.こ れ らの遺構 は,こ の城 壁 で囲 まれ た遺 蹟が か つ て は 仏 教寺 院で あ っ

た こ とを示す 明 白 で争 う余 地 の な い証 拠 とな って い る.こ の よう なス ブ ル ガ ンの 遺構 は,北 壁 ぞい に も見 られ る.こ れ

らの遺 構 か ら我 々 は カ ラ=バ ルガ ス ンの 主 建 築 が北 方 に 仏 教 が浸 透 してか らあ との 時代,す な わ ち古 代 モ ン ゴル時代 に

属 す る と結 論 づ け る こ とが で きる.カ ラ=バ ル ガス ン近 くの現 在 知 られ て い る石碑 に はモ ンゴ ル文 字 の碑 文 は1つ もな

い.現 在知 られ て い るの は漢 字,ル ー ン文 字,ウ イ グル文 字 だ けで,モ ン ゴル文 字 は ない.私 が も っ と重 要 で あ る と思

うも う1つ の事実,す な わ ち,今 日の モ ンゴ リア で聖 な る文字 で ある チベ ッ ト文 字 が完 全 に欠如 して い る とい うこ と も,

指 摘 しな け れば な らない.も しカ ラ=バ ル ガス ンの建 築 が 仏教 寺 院 あ るい は よ り正確 には ク ビラ イ以前 の古 仏 教 寺 院で

あ るな らば,仏 教 がチ ベ ッ トを経 由 して モ ン ゴ リア に入 っ て きた と仮定 す るこ とが で きるで あ ろ うか.チ ベ ッ トの僧 侶

が どこか に あの有 名 な文句 オ ン=マ ニ を石 に残 さなか っ た と考 え る こ とが で きるで あ ろ う か.私 の 知 る 限 り,ク ビ ライ

以 前 にモ ンゴ リ ァ に仏 教 が広 まっ た とい う問 題 は疑 問 の余 地 が ない.ど の よ うなル ー トで ここ に浸 透 し たの か とい うこ

とにつ い て は,東 洋 史 の専 門家 に判 断 をゆ だね たい.

カ ラ=バ ル ガ ス ンの 都 市 の 遺 構

カラ=バ ル ガス ンで最 もよ く残 って い る建 築 遺 構 は仏 教 時代 の も ので ある と断 言 で き るの に対 し,そ の 他 の遺構 につ

い ては私 は こ の よう な考 え は も ってい な い.今 の ところ,都 市 の遺構 を何 らかの 特 定 の時代,あ るい は 全 体 と して あ る

1つ の時 代 の も の とす る点 につ い て は,我 々 には語 る資 格 が な い.遺 構 の 残 りが 悪 くて際 立 っ た残 り方 をせ ず,土 地が

遊 牧民 に も半 遊 牧 民 に も魅 力 的 で あ るの で,様 々 な時代 に中 国 に侵 入 を行 な っ た多種 多 様 な民 族 が そ こ に と どま り集落

を造 る こ とがで きた.し か しこの よう な判 断 は,ル ー ン文 字 とウ イグ ル文 字,漢 字 が刻 まれ た石 碑 には 当 ては ま らない.

その コ ピー は オ ル ホ ン調査 団の ア トラス の第1冊 に載せ られ てお り,そ の ほ か に石碑 の復 元 図 は フ ィ ン ラ ン ド地 理学 協

会 の刊 行物1η∫c吻'∫oη5d'Or肋oπに あ る.こ れ らの石 は調 査 団 長 の予備 報 告 に列 挙 され てい る.

カラ=バ ル ガス ンの都 市 の遺構 を部 分 ご とに述 べ てい くこ と に しよ う.

城壁 で 囲 まれ た主 建 築 の 門 と向 い合 っ て東 南 東 に25サ ー ジ ェ ン(53.4m)離 れ て,何 らか の造 営 物 を示 す土 塁 の列(複

数)が ある.土 塁 は低 く,4フ ィー ト(122cm)盛 り上 が っ てい る.土 塁遺 構群 の全 体 の大 き さは,東 南 東 か ら西北 西 に

か けて120サ ージ ェ ン(256.1m),南 南 西 か ら北北 東 にか け て200サ ー ジ ェ ン(426.8m),す な わ ち面積 は200×120=

24000平 方 サ ージ ェ ン(109,303m2)で あ る.こ の空 間 の 中央 を占 めて い るの は土 塁 で 囲 まれ た長 方 形 で,120×60=

7200平 方 サ ー ジェ ン(32,794m2)で あ る.主 建築 の門 と向 い 合 っ て土 塁 の 西壁 と東壁 に 門あ る い は通路 が あ る.こ の長

方 形 は,北 と南 を多 か れ少 なか れ土 塁 の交 差 す る列 で は さまれ てい る.北 の 部 分 は大 きさが様 々 な12の 区画 に仕 切 られ

てい る.中 央 の長 方 形 の南 側 に は22サ ー ジ ェ ン(46,9m)離 れ て もう1本 土 塁 が伸 び て い る.こ の土 塁 に は また い くつか

の 完結 しな い土 塁 が 付 い てい る.こ の 遺構 全 体 を囲 む土 塁 の うち切 れ 目が な いの は北 側 と東 側 で あ る.南 側 と西 側 で は

完 結 しない土 塁 が ま っす ぐに出 てい る.こ れ よ り先,オ ルホ ンの 方 に は,何 も遺構 は ない.我 々が 「中 央 の長 方 形」 と

呼 ぶ場 所 はお そ ら く内庭 で あ り,そ の 両側 に部屋 が 配 され てい たの で あ ろ う.

主建 築 のす ぐ北 には遺 構 は ご くわず か しか な い.主 建 築 か ら0.5ヴ ェル ス ター(534m)の ところ を,南 西 か ら北東 に

長 さ300サ ー ジ ェン(610m)に わ た って低 い 土塁 が 伸 び,そ れ か ら長 さ50～70サ ー ジ ェ ン(107～149m)の 土塁 が横 に出

てい る.こ の長 い土 塁 に対 して18サ ー ジ ェ ン(38m)雕 れ て平行 に も う1本 の約120サ ー ジェ ン(256m)と 短 い土 塁 が伸

びて い る.そ の列 か ら も横 に小 さい土 塁(複 数)が 出 て い る.さ らに遠 く北 と北 西 に1ヴ ェル ス ター(1067m)離 れ て,

何 ら完 結 した形 を な さな い土 塁 の残 り(複 数)が 伸 びて い る.全 体 と して 北 に あ る遺 構 には何 らか の 未 完 成 さが感 じ ら

れ る.そ こ には 都 市住 民 の最 貧 困層 が い た に ちがい ない.そ こに は きわめ て低 い 土塁 の ほか に は何 らの 遺 構 も見 られ な

い.

西北西には,小 さな方形の土塁の遺構(複 数)を 越えて,主 建築から約1ヴ ェルスター離れると,雑 草の生い茂った

高い土塁の列を見出す.土 塁は高さが25ア ルシン(178cm)ま であり,コ ーナーでは1サ ージェン(213cm)に も達する.

そこには明らかに何 らかの堅牢な建物があったのであろう.と いうのは土塁の中には磚の破片や円筒形の中国の瓦の断

片が見 られるか らである,土 塁で囲まれた中の空間は,外 側よりもかなり高い.こ れらのよく残った高い土塁で囲まれ

た空間は,長 さが145サ ージェン(309h1),幅 が130サ ージェン(277m)で ある.主 建築に向いた面には小通路で分けら

れた2つ の小部屋のあとが見られ,そ の背後では建物全体が3つ の細長い部屋に分けられている.こ の建物よりさらに

西には先の土塁 とほぼ同じながさの土塁が見 られるが,は るかに低く,囲 まれた内部の空間には明瞭な仕切 りの痕跡あ

るいは何らかの別の細かい点は見られない.

上記の土塁の遺構から南西には狭 く長い平坦な帯状の空間が伸びており,こ れは一方を切れ目のない土塁で区切られ,

他方は正方形と長方形の土塁で囲まれた遺構で区切られている.こ れはきっと通 りと横町の遺構であろ う.北 東から南

西に走る建物の問のスペースを私は通 りと呼 び,そ れに交わる通路を横町と呼ぶことにしよう.私 はこれらの南北方向

あるいは東西方向に細長い空間の短さと位置 とからみてこれらの用語を使 っているだけであって,南 北方向の通りの方

が東西方向の横町よりも幅広 くて長いことを示そうと思っているわけではない,

主建築の南西には都市の遺構の主要部分がある.そ こには最も多 く住民が集中していた.主 建築 のまわりの広場から

南南西の方向に,最 も幅広い大通りが伸びている.そ の長さは225ヴ ェルスター(2400m)で,幅 は約35サ ージェン(75
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m)で あ る.東 側 の広 場 に接 した部 分 で は,通 りは個 々 の方 形 の土 塁 で 区切 られ,そ れ らの 土塁 の中 には有 名 な カ ラ コル

ム碑 文 の刻 まれ た石 碑(複 数)も 立 って い るG).さ らに明瞭 な土塁 が 切 れ 目な く1ヴ ェル ス ター と370サ ー ジ ェ ン(1067

+790m)に わた っ て伸 び て い る.こ の 通 りの続 きをそ れ以 上探 求 す るこ とはで きなか っ た.お そ ら くそ れ は小 さな広場

に 出て,そ の広 場 の付 近 に は一 連 の建 物 が個 々の グル ー プ をな して無 秩 序 にひ しめ い てい た の で あ ろ う.都 市 の この南

部 につ いて は,ま た あ らた めて 述べ る こ とに しよ う.

この幅広 い通 りは西 側 が長 い 土塁 に よっ て 区切 られ て い る.そ の土塁 は370サ ー ジ ェ ン(790m)の とこ ろで東 北 東 か

ら西南 西 に伸 びる横 町 に よって 途切 れ る.そ の横 町 は1.5ヴ ェル ス ター(1600m)以 上 の長 さが あ る.こ の横 町 に は420

サ ージ ェ ン(896m)の とこ ろで南 南 西 か ら通 りが 出 てお り,480サ ー ジ ェ ン(1024m)の と ころ で北 北東 か ら通 りが 出 て

い るが,そ の こ とはす で に述 べ た.主 建築 近 くの広 場 の南 側,大 通 りの西 側,横 町 の北 側,西 の通 りの 東 側 にあ る空 間

は,四 方 を土 塁 で 閉 ざ され てい る.そ の空 間 は,西 部 に突 出部 を もつ 四角 形 で,200,000平 方サ ージ ェン あ るい は9.8

平 方 ヴ ェル ス タ ー を 占め て い る.こ れ は,我 々の考 えで は,都 市 の1区 画 そ の もの で あ っ た.我 々 はそ れ を第1区 画 と

呼 ぶ こ とに しよ う.大 通 りにそ っ て 区切 る土 塁 に は第1区 画 の 内側 に 通 じ る門 あ るい は 出入 り口 は なか っ た.そ の代 わ

り横 町の方 か ら3つ,西 の通 りか ら1つ の 出入 り口が あっ た.お そ ら くこ の第1区 画は南 北 方 向 の土 塁 あ るい は壁 に よっ

て2つ の部 分 に 分 か れ て い た ら しい.た だ し この土 塁 あ る い は壁 は,大 通 りに接 した 東 の土 塁 や西 の大 きな土 塁 よ りも

小 さい.こ の仕 切 り壁 に は北 端 に1つ 通 り抜 け られ る出 入 り口が あ った.大 きめの 建 物 はつ ね に大 通 りに面 して いた と

す る我 々が確 認 した理 解 に もか か わ らず,第1区 画 の 東 半部 には大 き くて 高 く完 結 した土 塁 は 見 られ な い.そ こにあ る

の は,外 壁 に接 した3つ の 閉 ざ され てい な い 土 塁 と,区 画 の広場 の中 の不 規則 な形 の1つ の 閉 ざ され て い ない土 塁,そ

して この空 間 に わず か に そ れ とわ か る程 度 の 様 々 な遺構 だ けで あ る.そ れ に対 して 区 画 の西 半 部 に は,ま ず 東北 隅 に広

い入 口の 間 を も つ4つ の部 分 に分 け られ た細 長 い建 物 が あ った.区 画 を分 ける 区切 り壁 に接 して2つ の 建 物 が あ った.

しか し最 も大 きな造 営 物 は横 町 と西 の通 りの交 わ る コー ナ ー にあ っ た.そ の 土塁 は長 さが175サ ー ジェ ン(373m)で,

幅 が120サ ー ジ ェ ン(256m)で あ っ た.こ の空 間全 体 が1つ の建 物 に よっ て占 め られ て いた とは とて も納 得 しが たい.

それ とは反対 に,こ の 空 間 は横 町 か ら通 じる3番 目の 出 入 り口 と並 ん でお り,西 の 通 りか ら通 じる 出入 り口か ら近 い の

で,お そ ら くこ の空 間 に そ っ て細 く曲が った ある い は壊 され た横 町が伸 び,第1区 画 の 中の また別 の小 区画 が土 塁 で 囲

まれ てい た ので は なか ろ うか.人 数 の多 い モ ン ゴルの 寺 院や,東 洋 の よ く残 っ てい る都 市 遺 蹟 や現 存 す る都 市 に見 られ

る狭 くて不 規 則 な横 町 は,こ の よ うな推 定が 許容 され るこ とを示 して い る.こ のお お きな 四角形 は 内部 が土 塁 に よって

2つ の大 きな敷 地 に分 け られ,そ の2つ が さ らに い くつ か の小 さな敷 地 に 分 け られ て い た.ウ ル ガや ウ リャス タイ,エ

ルデ ニ=ゾ ー の よ うな モ ン ゴリ アの新 しい 定住 集落 の現 存 す る見本 か ら古 い 都市 の遺構 を 判 断 す る こ とが で きる とす る

な らば,こ の土 塁 は全 体 を囲 む囲 い にす ぎず,そ の 中 にい くつ か の泥 造 り あ るい は木 造 の建 物 が あ った と推 定 す る こ と

が で きよ う.こ の横 町 を さ らに西へ 進 む と,両 側 に はず っ と小 さいが 明 瞭 な土塁 の遺構 が続 い て い る.

西 の通 りの コー ナ ーか ら250サ ー ジ ェ ン(534m)の と ころで この横 町 は ま った く折 あ し くも大 通 りや西 の通 りと平行

に走 る長 い が低 い土 塁 に よっ て さえ ぎられ る.横 町か ら北 に伸 び る土 塁 の 両側 に ば らば らに7個 の花 崗 岩 の石 を発 見 し

たが,そ れ らには碑 文 ど ころか 装飾 も細 工 もない.さ らに西 へ 進 む と,い ま言及 した 土 塁か ら70サ ー ジェ ン(149m)の

ところ に,そ れ と平 行 に,し か しそ れ よ り高 い土 塁が 走 っ てい る.そ の先 には完 結 しな いそ の他 の土 塁 が あ るの で,こ

の横 町 は まず 古 い低 い 土塁 に よ って さえ ぎ られ,そ れ か ら高 い土 塁 に突 き当 た っ てい た.こ の よ うな配 置 の不都 合 さは

す ぐ目に付 き,こ の場 所 に は後 世 に 人が住 み 着 き,プ ラ ンが 変 更 され た の で は ない か とい う考 えが 思 わ ず頭 に浮 かぶ.

この横 町 を私 は 比較 的 新 しい と考 え てい る.騎 乗 す る こ とが ほ とん どの 人 々に とって,横 切 って さ え ぎ る低 い土 塁 は道

路 作 りの障害 と は な り得 ず,越 える こ とが 困 難 な 長 い土 塁 は横 町 と比 較 し て もっ と新 しい時 期 の造 営 で あ ろ う.横 町 か

ら南 に は,大 通 りに そ って,西 側 を南 か ら横 町 に出 る広 い通 りに よって 区 切 られ た第2の 区画 が あ った.さ らに南 と西

に ある部 分 は あ えて 区画 と呼 ぼ う とは思 わ な い.と い うの は,そ れ らの部 分 に は ほ とん どま った く脈 絡 の ない土 塁 の遺

構 が あ るだ けで,完 全 な形 を もって い る もの は ないか らで あ る.第2区 画 は横 町の コー ナ ーか ら大 通 りの端 まで伸 びて

い る.横 町 か ら は 内側 に2つ の入 口 が通 じて お り,そ の うちの1つ は完全 な路 地 を形 成 してい る.第2区 画 を西側 で 区

切 る通 りの端 は明 らか で は ない.横 町へ の 出 口か ら225サ ー ジ ェ ン(480m)の とこ ろで それ を探 求 す る こ とは困難 とな

り,そ れ よ り先 で は土 塁 に よっ て形 成 され る はず の線 が 崩 れ て完全 な カオ ス と平 らな空 き地 の 申 に消 え,そ の空 き地 に

は もはや何 らの 泥造 りの仕 事 はみ とめ られ な い.第2区 画 の北 部 に は,土 塁 で 囲 まれ た6つ の 敷地 が み とめ られ る.し

か しそ れ らの形 は内側 に も外 側 に も土 塁 の突 出や付 け足 しに よっ て変 え ら れて い る.そ こ で は土塁 その もの は明 らか に

み とめ られ る もの の,第1区 画 や大 きな遺構 のす ぐ西 側 に あ る都市 の 部分 の土 塁 ほ ど広 く も高 くもない.土 塁 の上 の と

ころ ど ころに は磚 の破 片 や 中 国 の瓦 の断 片 が 落 ちて い た.そ こで我 々 は花 崗岩 の板 石 を4点 発 見 したが,そ の うち2点

は大 通 りの 土塁 の上 に あ った.し か しそ れ ら に は何 らの細工 の痕跡 もみ と め られ なか っ た.第1の 横 町 の コーナ ーか ら

1ヴ ェルス ター(1067m)の とこ ろ に西 北 西 に長 い 土塁 が伸 び てい る.そ れ を第2区 画 の南 の境 界線 とみ な さなけ れ ば な

らない.第2区 画 の ほ ぼ真 ん 中 に第1の 横 町 と平 行 に,大 通 りに は達 しな いが,土 塁 に挟 まれ た何 らか の細 長 い 空 間が

伸 びて い る.こ れ は かつ て は貫 通 す る ま っす ぐな横 町で あ っ たが,そ の後 東 側 に建 物 が で き,出 口 の な い通 路 にな って

ω 訳者注:こ れは九姓回鶻碑の ことであろう.
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しまっ たの で あ ろ う と思 わ れ る.土 塁 と遺構 の 数 の点 で は,第2区 画 は第1区 画 をは るか に上 回 っ てい る.そ の代 わ り

そ こに はは るか に小 さい 四角 形 や増 築 が 見 出 され る.こ の こ とは,そ こに 第1区 画 よ り も裕福 で は ない 住 民 が ひ しめ い

てい た とい うこ とを示 して い るか の よ うで あ る.

大通 りか ら南 に は,土 塁 の 遺 構 がエ ル デ ニコゾ ー に至 る道路 まで 伸 びて い る.そ こで は遺構 は ま った く混 沌 と して お

り,あ らゆ る方 向 に伸 び,ま った く突 然 に草 原 に消 えて い る.そ こに は湾 曲 した土 塁が 見 られ は じめ る が,そ の土 木上

の意 味 を解 明す るこ とは難 しい.

大 通 りか ら東 に は あ た か も未完 成 で あ るか の よ うな完結 しな い土 塁 の列 が見 られ る.そ の大 部 分 は きわめ て低 く,偏

平 で,ほ とん ど識 別 しが たい.主 建 築 に近 い この通 りを区切 る土 塁 が始 ま る ところ にの み,か な り形 の は っ き りと した

遣 構 が見 られ る.そ れ は長 さ90サ ー ジ ェ ン(192m),幅60サ ー ジ ェ ン(128m)の 方形 の 土 塁 で囲 まれ,南 に小 さ な突 出

部 を もち,そ の 内側 には砂 と土 か らな る2つ の 細長 い小 山が あ り,そ の上 に磚 の破片 が見 られ る.
'さ らに北 に は長 さ

225サ ー ジェ ン(480m),幅125サ ー ジ ェ ン(267m)の 低 い土 塁 で 囲 まれ た空 間 が あ る.外 壁 に接 し

て土塁 の内側 に は 四角形 の土 塁 か らな る一 連 の細 かい マ ス 目が あ る.同 じ くこの土 塁 の 内 側 に は,漢 文,ル ー ン文字,

ウイ グ ル語 の碑 文 を もつ7個 の石 が ある.う ち4個 は土 塁 の 端 の近 くに あ り,3個 はそ れ らか ら東へ100サ ージ ェ ン

(213m)離 れ てい る.石 はす べ て灰 色 が か っ た粒 の大 きい花 崗 岩 か らで きてい る.石 か ら主建 築 の外壁 まで の 距離 は220

サ ージ ェ ン(469m)で あ る.こ れ らの 石 は,調 査 団長 の予 備報 告 にお い て も また ア トラ スの ため の 解説 テキ ス トにお い

て も リス トア ッ プ され,詳 し く記述 され て い るの で,同 じ記 述 を繰 り返 す の は余 計 な こ と と考 え る.

主建 築 か ら南 東へ4ヴ ェ ルス ター(4.3㎞),大 通 りの土 塁 の 末端 か ら東 へ2.5ヴ ェル ス ター(2.7㎞),都 市南 部 の土塁 の

最 後 の痕 跡 か ら300サ ー ジ ェ ン(640m),オ ルホ ンにそ っ て伸 び る沼 沢地 の 境近 くに古 墳 の よ うな形 の 人工 の 小 山が2つ

あ り,そ こに は加工 され て い ない花 崗岩 の板 石(複 数)が あ る.そ こか ら東 へ50サ ー ジ ェ ン(107m)の とこ ろに1辺10

サー ジ ェ ン(21m)の 平 らな土 盛 りが あ り,そ の上 に版 築 の建 物 の遺構 が あ る.そ の 基礎 は1辺 が4.5サ ー ジ ェ ン(9.6m)

で,わ ず か に西 壁 の一 部 だ けが 残 っ てい た.そ の外 観 と構 造 とか ら見 る と,そ れは 主建 築 の まわ りにあ るス ブ ル ガ ンの

遺 構 に きわ めて よ く似 て い る.

カ ラ=バ ル ガス ン遺 蹟 の概 観 を終 え るに あ た っ て,私 は都 市 の様 々 な部 分 の記 述 の さいに述 べ た考 え を 繰 り返 して お

きた い.ア カデ ミー会 員 ラ ドロ フは,主 建 築 の 遺構 は古 いKholin(和 林)の 遺 蹟 にモ ンゴル 人 に よっ て築 か れ た宮殿 址

で あ る と考 え て い る.ス ブ ル ガ ンの遺構(複 数)が あ るこ とは我 々に この 宮殿 が 世俗 的 役 割 を終 えた あ と寺 院 に変 え ら

れた こ とを示 して い る と,私 には思 われ る.都 市 の土 塁 の遺構 を さ らに検 討す る と,都 市 は少 な くと も2度 造 りか え ら

れた とい う結 論 に私 は達 す る.し たが って こ の遺 蹟 は 少 な くと も3つ の時 期,す な わ ち古 い時 期,ウ イ グル期,よ り新

しい モ ン ゴル期(た だ しモ ン ゴル人 が ウイ グ ル文 字 と よ り新 しい モ ンゴル 文字 と を使 って い て,ス ブ ル ガ ン と仏教 寺 院

(複数)が 築 か れ た時期)に またが る と私 に は思 われ る.ル ー ン文字 の石 碑 につ い て は,私 に は どの よ うな推 測 も述 べ

る資格 はない.こ の 文字 は唐代 の貨 幣 や鏡,闕 特 勤 の石 碑 に知 られ てい る.お そ ら くこの 文字 は縦 書 き の ウイ グル文 字

と同時 に使 われ てい た ので あろ う.そ れ では カ ラ=バ ル ガス ン周 辺 の遺 蹟 につ いて 少 し述 べ て お こ う.

ジ ェル マ ン タイ河 にそ っ て下 り,カ ラニバ ル ガス ンか ら西 へ9ヴ ェル ス ター(9.6㎞)の,河 の左 岸 に,四 角 形 の土 塁

が あ る.そ れは 長 さが70サ ージ ェ ン(149m)で 幅 が40サ ー ジ ェ ン(85m)で あ る.土 塁 は ま った く偏 平 で,そ の 直前 に

まで近 づ か ない と見 分 けが つ か な いほ ど低 い.ジ ェル マ ン タ イ にそ って さか のぼ り,カ ラ=バ ル ガス ンか ら8ヴ ェルス

ター(8.5㎞),Beisy㎞ure(貝 子廟 か?林)の 手 前4ヴ ェ ルス タ ー(4.3㎞)の,河 の左 岸 の頁 岩 の 崖 に,ヤ ド1丿ン ッェ フ

とと もに,枝 分 かれ の ない 長 い角 を もつ4匹 の動 物 を表 した 図 を発 見 した.4匹 と もす べ て頭 を右 に 向 けて い る.

オ ルホ ンにそ っ て さか のぼ り,カ ラ=バ ル ガス ンか ら15ヴ ェ ルス ター(16㎞)の 河 の 左岸 の,小 河 が流 れ 込 む地 点 の

近 くに,私 は横 た わ った板 石,孔 の あい た 円筒 形 の石,地 面 に差 し込 まれ た上 が 丸 くな った板 石 を発見 した.そ の板 石

には漢 文碑 文 が 大 き くは っ き りと彫 られ てい た.碑 文 の拓 本 を と るた めの 道具 を この時 には私 は も って い なか った.そ

のほ か に,碑 文 はヤ ドリ ンッ ェフ に よっ てそ の第1次 調 査 の 時 に拓本 が と られ た とい う話 も私 に伝 え られ て い た.し か

しこ こに私 の と った写 真 か らコ ピー を引用 す る こ とは難 し くない ので,こ こに それ を示 そ う.板 石 の 高 さは8.5チ ェー

トヴェ ルチ(153cm),幅 は5ヴ ェル シ ョー ク(22cm)で あ る.[以 下,碑 文 の み引 用]

水 平 方 向 に 「示 青 立朔 方 」,垂 直 方 向 に 「大清 屯 区処 」.

(3)ヤ ドリ ン ツ ェ フ の 日誌(∬ 即 囲 ロeB1901,pp.18・20)

(7月)16日 に カ ラ=バ ルガ ス ン には到 達せ ず,オ ル ホ ン河 畔 に宿 泊 した.エ ル デニ=ゾ ー とカ ラ=バ ル ガス ンとの

問の河 谷 で,我 々 は多 くの"bulo"す なわ ち脱穀 用 の花 崗岩 製 の 回転 石 に注 意 を向 け た.そ れ は23個 あ り,か つ てモ ン

ゴル人 の耕 作 地 で あ った畑 に ころが って い た.

7月17日 に我 々 はカ ラ=バ ル ガ ス ンに調 査 団 が到 着 した こ とを知 った.我 々 はN.P.Levinや そ の 他 の 人 と と もに我 々

の宿 泊地 か ら前進 した.我 々 は カラ=バ ル ガ ス ンか ら15ヴ ェル ス タ ー(16㎞)の と ころ にい た.そ こで 途 中我 々 の注意

を ひい たの は外 見が 鉱 滓(か な くそ)の よう な石 であ る.我 々 がそ れ を調 べ て み る と,私 は この ような 石 か ら1つ の ケ

レクス ルが で き て い る こ とを発 見 した.ケ レ クス ルは そ こ に露頭 した 溶岩 か ら造 られ て いた.溶 岩 はオ ル ホ ンに おい て

もオ ンギ ンにお い て も1本 の 帯 とな って 露頭 して お り,そ れ か ら墓 地 が造 られ てい た.し か しだ か ら と言 っ て,こ の黒
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い 石か らカ ラ=コ ルム 黒 い 石 の堆 積 とい う名称 が 生 まれ た と決 め付 け よう とは思 わ な いが.

7月17日12時 半,カ ラ=バ ル ガス ンに我 々 の調 査班 を見 つ け る と,我 々 は馬 をギ ャ ロ ップで 飛 ば して,喜 んで仲 間

と団長 に挨 拶 した.調 査 団員 た ち はそ の前 日 に,ウ ルガ か ら20日 間 をか け てUg句 一norを 通 り過 ぎて,到 着 してい た の

で あ る.

この打 ち捨 て られ た カ ラ=バ ル ガス ン,こ れ は明 らか に され た よ うに ウイ グル の カ ラ コル ムで あ るが,今 や この周 辺

に調査 団 の注意 が集 中 した ので あ る.

我 々は遺 蹟 そ の もの の 中 に活気 あふ れ る陣 営 を現 出 させ た.土 塁 の 間 にテ ン トが広 げ られ,団 長 の丸 テ ン トが 立 て ら

れ,他 方 に はコサ ッ クの テ ン ト,台 所 テ ン トが 立 て られ,た き火 が あ か あか と燃 え,馬 と ラク ダが つ な がれて い た.我 々

は我が 家 にい る かの よ うに くつ ろ いで い た.お そ ら くこの打 ち捨 て られ て荒涼 と した遺 蹟 が,13世 紀 以来 これ ほ どの

活気 を味 わ った こ とは なか った で あ ろ う.7～8世 紀 の強 大 な可 汗 た ちの 宮殿,数 世 紀 を経 て モ ン ゴル 時代 の大 事 件 が

起 こ った場 所 に,客 とな った の で あ る.こ こ で私 が 思 い 出す の は,我 々の 半遊 牧 的 な生 活 の と きの我 々 の会 話 で あ る.

お も しろい 雑談 の中 で,ア ジ ア の古 代 史 に対 す る我 々 の尊 敬 すべ き団長 の 関心 は我 々 の注 意 をひ き,そ れか ら時 には活

気 の あ る雑 談 は ヨー ロ ッパ の 出 来事 へ と移 って い っ た.

毎 朝 我 々 は土 塁 を越 え,ウ イグ ル文,漢 文,ル ー ン文字 テ ユ ル ク文 の残 る巨大 な割 れ た花 崗 岩 の オベ リス クの まわ り

で 活気 あふ れ る作 業 を行 な った 、拓 本 を と り,図 を描 き,写 真 を撮 った.

時 には好 奇 心 を もつ モ ンゴル 人が や っ て きた り,エ ル デニ 漏ゾ ーへ 行 く巡礼 た ちが 立 ち止 まっ てい っ た り,あ るい は

調 査 団の到 着 と調 査 団へ の便 宜供 与 とに 関す る北 京 か らの命 令書 を もっ た モ ン ゴル 人 の族 長 た ちが 訪 問 しに来 た.や っ

て きた官 員 た ち は我 々の も とで 友好 的 な もて な し とご ちそ うを享 受 した に もか か わ らず,モ ン ゴル人 た ち は我 々 の生 活

を鋭 く観 察 して い た.歴 史 に対 す る知 的 関心 は,半 ば未 開 な状態 に と どま って祖 先 の功 業 や 栄 光 に関 す る記 憶 を失 って

しまっ た この種 族 に は,無 縁 の もので あ っ た.彼 らは我 々が 拓本 を とっ て い た石 碑 に も無 関 心 で あ った.そ の後 モ ン ゴ

ル当 局 は コシ ョ=ツ ァ イ ダムで の発 掘 の 試 み に際 して妨 害す ら行 な った.モ ン ゴル 人 を不 安 に させ ず,彼 ら に疑 念 を生

じさせ ない よう に,カ ラ=バ ル ガス ンでは 発掘 は行 な わな か った.我 々 は碑 文 を写 し取 り,遺 蹟 を記述 す る作 業 を行 な っ

たの で ある.た だ私 は,か つ て掘 り返 され た い くつ かの 穴 を観察 した こと を語 っ てお か なけ れ ば な らな い.私 は それ ら

の穴 の 中に磚 や 版築 の 壁 の遺 構,建 築 に関係 す る木の 残 り,ア ラバ ス ター の建 築 装 飾,漆 喰 の残 り,建 物 の崩壊 や 火 災

を示 す多 くの炭 や燃 え さ しを見 出 した.

瓦 や磚,花 崗 岩 の板 や礎 石 が 多 数 あ る こ とは,土 塁 の 申 の この宮 殿 と建 物 が 広壮 で あ っ た こ と を物 語 って い る.

カ ラ=バ ル ガス ン は石碑 か ら判 断 して ウイ グル の ブ ク=ハ ー ンの首 都 で あ った こ とが現 在 調 査 団 に よ って 明 らか に認

め られ てい るの で,こ の 建設 に関 す る考 え方 を確 認 す るた め に もいつ か こ こで 発掘 を行 な い たい もの だ.今 回の調 査 団

は その よう な作 業 を行 な う手段 を もっ て い な い.モ ン ゴル人が 侵 略 して ウ イ グ ルの首 都 を占領 した こ と は疑 いが な い.

そ の こ とにつ い て は多 くの史料 が 物 語 っ てお り,こ こに はお そ ら くモ ン ゴ ル 人の宮 殿,あ る い は寺 院 建 物 も建 設 され

た ので あ ろ う.(モ ンケ=ハ ー ンの と き に5層 のパ ゴダ が 建 設 され た こ と につ い て は尊敬 す べ き我 が調 査 団 長 も言及 さ

れ てい るが)カ ラ=バ ル ガス ンの歴 史 的 意 義 とその エ ル デニ=ゾ ー との関 係 につ い て は,よ り詳 細 な歴 史的 資料 か ら解 釈

され る.

オ ルホ ン,カ ラ=バ ル ガス ンへ の 我 々 の第1次 調 査 の ときに,そ の周 辺 を回 り,円 形 に広 が った 土塁 を 見 て,広 大 な

都 市 の痕 跡 が残 って い る面積 を過 大評 価 して い るの で は ないか と危惧 して い た.し か し今 で は測量 技 師 が 指摘 して い る

よ うに,都 市 は少 な くと も長 さが8ヴ ェ ルス ター(8.5㎞)に 達 す る こと を認 めな け れ ば な らない.我 々の 測量 技 師 の言

う ところ に よれ ば,土 塁 と壕 を詳 細 に測 量 す る に は数 ヶ月か か るで あ ろ う とい う.調 査 して 回 った結 果,様 々 な方 向 に

走 る土 塁が 少 な くと も30本 数 え られ,正 方 形 の土 塁 の 囲 い も12基 数 え られ た.い くつ か の マ ウ ン ドは200歩 や300歩

に達 した(原 注:我 々 は最 初 の旅 行 の とき に,土 塁 の遺 構 と住 居址 は カ ラ=バ ルガ ス ンか ら北 と西 へ 遠 くま で伸 び てお

り,エ ル デニ=オ ー ラの 山麓 に 中 国人 の集 落址 が あ る こ とを確 認 した).

そ こに滞 在 してい る と きに,我 々は ク レメ ンッ とと もに カ ラ=バ ル ガス ン周辺 を回 り,私 はBe掫ceH-Xype廟 の対 岸 の

ジェ ルマ ンタイ河 畔 にあ る石 の拓 本 を とる こ と を任 され た.

この石 碑 の 近 くの ジ ェ ルマ ン タ イ河 畔 の岩 に,我 々 は先 史 時代 に属 す るヤ ギの 図 が刻 ま れ た もの を発見 した.カ ラ=

バ ル ガス ン周辺 の草 原 を あ ち こち 回 った さい に1つ の 石 人 を発 見 した こと も言 及 して お こ う.

カ ラ=バ ル ガ ス ン周 辺 の様 々 な遺 蹟,た とえば ッ ァ ガ ン=ノ ー ル南方 の墓 地,ト イテ ン建 築址 や また,ウ ゲ イ;ノ ー ル

の タイ ジ ン=チ ョロ ー の よう な建築 址 は,も ちろ ん様 々 な歴 史上 の時代 に お か な けれ ば な らな い.そ して オ ル ホ ン河谷

に滞在 して,私 は あ らた めて こ こに は歴 史 ・地理 学 的研 究 の た め に広範 な 領域 が 広 が っ てお り,カ ラ コ ルム の北 や南 に

もい くつ か の宮殿 や 都市 が あ る こ とが わ か っ た.

カ ラ=バ ル ガス ンの キ ャ ンプ に我 々 は7月28日 まで 滞在 した.そ こで今 後 の我 々の ル ー トの計 画 が検 討 され,私 は調

査 団長 か ら南 へ,つ ま り南 ハ ンガ イ,オ ンギ ン河,Taua-ro∬ とTWH-ro皿 へ 向か って,途 上 の墓 や また旅 行 者 の話 か ら

ハ ンガイ斜 面 の ゴビ との境 にあ る とい う石 碑 や廃 墟 を探 索 す る よ うに とい う指示 を受 けた.[以 下 略]

(4)コ トヴ ィチ の 報 告(K①T3婀1914,p.VI)
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カラ譜バル ガス ン宮城 と都市遺址

発掘は主としてオルホンのカラ=バ ルガスンで7月17日 から8月10日 まで行なわれた.都 市遺蹟では2つ の主要な

タイプのマウン ドが5基 発掘 された.1つ は正方形のマウンドで,よ り堅牢な寺院あるいは一般的に公共の建物の遺構

と思われ,も う1つ は細長い建物で,個 人家屋の遺構 と思われる.い たるとごろに激 しい火災の跡がみとめられたが,

この火災によって都市 も城塞 も滅んだのであろう.建 物は基礎が版築で,縦 と横に梁が入っていた.こ れらの梁は大部

分が半ば朽ちた状態で残っていた.よ り堅牢 な建物は瓦葺きであり,瓦 の破片は正方形のマウンドの表面にすら大量に

見られる.木 材 は上部構造や連結部で大きな役割を果た していた.と ころ どころに赤や黄色で彩色された漆喰の残 りが

見られる.正 方形のマウンドの四隅には多くの四角い板石(城 塞では円錐形の装飾がある)が 見られるが,こ れは明ら

かに木柱の礎石の役を果たしていたのであろ う.完 形品はほとんど発見されていない.瓦 や磚でさえ壊れている.い た

るところに大量の骨(羊 と部分的に馬)が あ り,鉄 ・銅の塊や,未 焼成の土器(一 部には紋様がある)の 破片もかなり

多い.細 長いマウンドでは中国の貨幣が3点 発見された.2点 は開元(714～741)の 年号をもち,1点 は五銖銭である.

城塞の門の前には,壊 された中国語=ウ イグル語の石碑と思われる痕跡が発見された.

(5)キ セ リ ョ フ の 報 告(K皿ce∬e81957,pp.93・95)

ウイ グル 可汗 国 の時 代 に関 しては ク レ メ ンッ と ラ ドロ フの お か げで よ り明 白な状 況 が明 らか とな って い る.そ れ は,

エ ルデ ニ=ゾ ー寺 院 か ら北 へ15㎞ ,オ ルホ ン河 上流 にあ る カ ラニバ ル ガス ン,ウ イ グ ル可 汗 国 の首 都 の 調査 と関連 した

資料 で あ る.1949年 にそ こで発 掘 が行 な われ,都 市 と城 の プ ラ ンが よ り正 確 に され た(図1)(1).

カ ラ;バ ル ガス ンは オ ルホ ン左 岸 に あ り(か つ ては オ ルホ ン河 はお そ ら くそ の城壁 に迫 って いた で あ ろ う),面 積25

㎞2に 達 す る 巨大 な都 市 で あ る.ア トラス に載 せ られ てい る きわ め て不正 確 な平面 図 で は,そ の 中央 部 だ けが 示 されて

い る にす ぎな い.都 市 が 実 際 に と"れほ どで あ っ たか を示 す には,城 の長 さが隣 接 す る園 を含 めて ほ ぼ1㎞ に達 す る と

い うこ とを述べ れ ば十 分 で あ る.城 の南 西 に位 置 す る特 別 の土 塁 で 囲 まれ た都 市 中心 部 の広 さは1×1㎞ に相 当す る.

さ らに遠 ざか る と,よ り人 口 の稀 薄 な街 区 が あ り,都 市 の外 壁 の外 側 には,広 々 と した 園 圃が あ る.'

ラ ドロ フ,ヤ ドリ ンツ ェ フ,ク レメ ンッは 内城 と城 を建設 した の は モ ンケ=ハ ー ン で あ り,ウ イ グ ルの 可汗 た ち の首

都 の廃墟 であ る の は都 市 だ け で あ る と考 えた.そ れ は ま った く正 し くない 見解 で あ る.

1949年 の発掘 の結 果,内 城,城,都 市 か らの 出土 品 には差 異 が な い こ とがわ か っ た(と りわ け,都 市 か ら採 集 された

陶 器 と,内 城 ・城 か ら出土 した 陶器 とは,ま っ た く同一 種類 で あ った).

城 はた だ プ ラ ンが大 きか った だ けで は ない.そ の 城壁 は今 で も10mの 高 さが あ り,内 城 の防壁 は12mに も達 す る.

城 の 中央 に は草原 よ りも14mも 盛 り上 が っ た楼 閣望 楼 が あ る.

城 の中 に は発掘 に よ っ て宮殿 の建 物 が発 見 され たが,そ れ は美 しい瓦 当 を もつ瓦 で豪華 に装 飾 さ れ てい た.こ れ らの

紋様 は唐代 後 期 に典 型 的 な もの で あ る.城 の 東南 隅 を占 め る内城 の頂 部 で の予 備 発掘 の 結果,そ こに は 暖 房施 設,漆 喰

塗 りの壁,美 術 的 に装 飾 され た青 銅板 が張 ら れ た扉 の あ る数 階建 て の建 物 が あ った こ とが わか った.こ の 建物 の 瓦 は宮

殿 の瓦 や ま た扉 の紋 様 と も類 似 してお り,唐 代 に属 す る.

城 の 門 を出る とオル ホ ンに向 かっ て園 が伸 び て お り,そ の うち正確 に碁 盤 の 目の よ うに区切 られた 区画 が 残っ てい た.

城 の まわ りを大 きな塔 の ような形 の堡 塁 が 囲 ん でい た.

都市 の プ ラ ン を一 見 して明 らか となる こと は,そ れ が城 と 内城 の存 在 を考慮 して建 設 され た とい うこ とで あ る.内 城

に接 す る東 北 隅 で は都 市 の城 壁 線 上 に,長 方 形 の くぼ みが あ る.こ の くぼ み は軍事 的 な 目的で 意 図 的 に 造 られ た もので

あ る(城 の まわ りの近 くに は人 が住 む こ とは許 され なか っ た.そ こは空 き地 で あ り,一 種 の 障害 物 とな って い た).

城,内 城,都 市 中央 部 の ほか に,カ ラ=バ ル ガ ス ンに は神殿 の区 画が ある.そ れ は 城 の南 側 にあ り,都 市 の東 に接 す

る区画 で,お そ ら くウ イグ ルの可 汗 た ちが まつ られ てい た ので あ ろ う.お そ ら くそ こに は彼 らの廟 が あ っ たの で あ ろ う.

とい うの は ま さ し くそ こに,ウ イ グ ル王家 の 可 汗 の うち の1人 の もの で あ るウ イ グル文 ・漢文 ・オル ホ ン文(古 テ ユル

ク文)で 碑文 が刻 まれ た有 名 な石碑 が 打 ち砕 か れ た状 態 で発 見 され た か らで あ る.

都市 そ の もの は どの よ うで あ った ろ うか.今 の ところ わず か に1戸 だ け調査 す る こ とが で きた.こ の家 か らは内 城や

城 と同 じ陶器 が 出土 した.そ こで我 々が蝋 銅板,青 銅 の イ ンゴ ッ トを発 見 した こ とか ら判 断 す る と,こ の家 はお そ ら

く金属 加工 職 人 の家 で あ っ たろ う.蝋 は 明 ら か に蝋 型 を作 る さい に使 われ た もの で あ ろ う.上 記 の 内城 の扉 の装 飾 は こ

の方法 で作 られ て いた.

都市 は火 災 に遭 って い た.我 々が 調査 した とこ ろで は どこ で も(城,内 城,神 殿 区画,都 市 街 区),は なは だ しい火

災 の層 が 発見 され た.こ の火 災 は もちろ ん ウ イグ ル可汗 国 を征 服 した イ ェニ セ イ=キ ル ギズ が こ の都市 を破壊 した(840

年 頃)こ と と結 び付 け な けれ ば な らない.廃 墟 の 中で 発見 され た武 宗 の貨 幣(840年)も,こ れ と同 じ年 代 に属す る.

キ ル ギズ は都市 を徹 底 的 に破 壊 した よ うで あ る.1つ の き わ め て明 白 な細 か い点 に注 目 して み よ う.都 市 内 や また そ

の周辺 の 農耕 地 域 で は,ほ とん ど どの 家 に も製 粉用 の 臼 あ るい は碾 き臼が あ っ た.こ れ らすべ て の碾 き 臼や 臼 も,ウ イ

グル可 汗 た ちの石 柱 が壊 さ れ て い たの と同 様 に,打 ち壊 され てい た.火 災 の あ と,カ ラ=バ ル ガス ンは復 興 され なか っ

(1)訳 者 注:「 エ ル デニ ・ゾ ー寺 院 力・ら北 へ15㎞ 」 とい う数値 は不 正確 で あ る.ま た1949年 に発 掘 した城 とは,ラ ドロ フ らの い う

城 塞,我 々 のい う宮 城 で あ る.

(2①7)



Palaceandα`yofQara-Balgasun

た.た だ モ ン ゴル時代 の陶 器 片が 散 見 され るだ けで あ る.

カ ラ=バ ル ガ ス ンお よびそ の城 や 内城 の プラ ン との類 似 か ら,そ の他 の一 連 の都 市 も,お そ ら く同 じウ イ グル時 代 に

属 す る と決 定 す る こ とが で きる.そ の ような もの と しては,タ イジ ン=チ ュ ロ,ト イ テ ンニ トロ ゴイ や,ブ キ ニチ π.八.

ByKMH四 がセ レ ンガ とオル ホ ン流 域 で調 査 したそ の他 の一 連 の都市 があ げ られ る(C.B.K顕ce∬eB,MoHro∬ 矼HB即eBHoc刪.

〃3θeαη研AHCCCP,CepM∬HcTop朋HΦH∬ocoφ 班H,T.IV,1947,pp.370-371).そ れ らす べ て の特 徴 は,定 住 地 であ るこ と,

都市 の周 囲 に農地 が あ る こ と,手 工業 が存 在す る こ と,そ し てカ ラ=バ ル ガス ンで発 見 され た もの と類似 す る押 し型紋

様 の ある オ リジ ナル な陶 器 が 発見 され る こ と で ある(こ の 陶器 は モ ンゴ リ ァの外 で は 「キ ルギ ズ の壷 」 とい う名前 で広

く知 られ てい る).
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カ ラ ニバ ル ガ ス ン碑 文Q裂ra・Balgasunlnscription

森安 孝夫 ・吉 田 豊 ・片山章 雄

(TakaoMORIYASU/YutakaYOSHIDA/AkloKATAYAMA)

調 査 場 所:①:ポ トン ト=ソ ムの 文化 セ ンタ ー.北 緯47度21分 東 経102度27分.

調 査 日時:1997年8月28日.

調 査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法=断 片1個 を確 認,各 自 ビデ オ ・写 真,計 測.後 にNo.19と す る.

計 測 結 果=

考 察:こ の 断片 はHeikell892,pls,48-49に 写真 が あ り,Atlas,p1.XXX-1の 一 部 とp1,XXX-5に 模 写 が あ る.今 回,置

い て あ った状 態 か ら横 倒 しに して その 底 部 を確 認 した こ とに よっ て,こ の部 分 が碑 身(碑 文 部 分)か ら割 れ た 断片 で は

な く,碑 身 の石 とは別 造 りの 石 で その 上 部 に碑 頭 と して乗 せ られ てい た部 分 の 断片 で ある こ とが確 認 され た[片 山 ・吉

田].

調 査 場 所:②:ハ ル ホ リ ンか ら車 で約1時 間 の カ ラ=バ ルガ ス ン都市 址 内 の北 緯47度25分,東 経102度39分 の地 点 .

ア ルハ ンガ イ=ア イマ ク の ポ トン ト=ソ ム に属 す 。碑 文 断片 は カ ラ=バ ル ガ ス ン宮 城 の東 南 の 隅か ら南 南 西へ500mほ ど

の ところ に散在 して い る.

調 査 日時=正996年8月25日;1997年8月30～31日,9月3日.

調 査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法:1996年 に は片

山が 断片 の大 半 をス ケ ッチ,

一部 を計 測 し
,仮No.を 付 し

て配 置 図面 をノ ー トに記 入.

断片 は合 計17個.こ の時 の

各断 片 の位 置 を右 図 に示 す.

各 自 ビデ オ ・写 真撮 影.バ ッ

トル ガは ルー ン文 字 断片(右

図のNo.12)の 拓 本 を採 る。

1997年 には,碑 文 断片 の すべ てにNo.1か らNo.17の 番号 をふ り(昨 年 の片 山番 号 を正 式 に採 用) ,各 自 ビデ オ ・写

真 撮 影.森 安 ・林 はポ ラロ イ ドで も撮 影.こ の段 階で 西 の 方 に あ った文 字 の な い 断片 も石 質 か ら同碑 文 の 断片 と推 測 ,

断片 群 のあ る場 所 に移 動 させ てNo.18と し,一 部 を計 測 した.ま た,碑 頭(蝦 首)の ル ー ン文字 の額 の あ る断片 を除 く

文 字 断片 全部 を2セ ッ トつ つ採 拓.断 片 の接 合(Nos.10&13,16&17)と 撮 影 。上 部 碑頭 の大 断片No .16を 横 倒 しに し

てそ の底 部 を確 認.ま た 亀趺 と思 わ れ るNo.1を 再確 認 した.さ らに碑 文 を再構 成 す るた め に必要 な数値 を計 測 した .

なお碑 頭 の 部分 は2つ の 断片 が あ り,小 さい方 の1つ は遺 蹟 に近 い ポ トン ト=ソ ム の文 化 セ ン ター に保 管 され て い る

ので,そ れ をNo.19と した.

碑 文 の現 況:巨 大 な碑 文 は,1891年 にロ シア 帝 国科 学 ア カデ ミーか ら派 遣 され た ラ ドロ フ隊 が訪 れ た とき,既 に ば

らば らに なっ てい た(Pa即oお1892a,pp,4-5).李 文 田 の 『和 林 金 石録 』 の録 文 の状 態 と ラ ドロ フのAtlasと を比べ て み る

と,1889年 に ロシ アの ヤ ドリ ンッ ェ フ,1890年 に フ ィ ンラ ン ドのヘ イ ケ ルが訪 れ た と きも同 じだ った はず であ る .
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1908年 に大 谷探 検 隊 の野 村 栄三 郎 が現 地 を訪 れた 時 に は37個 あ っ た とい う(野 村1937,p.467).今 回 の調 査 に先 立つ

森 安 の予 備調 査(1994年)の 段 階 で,そ れ らの 断片 の 内 の比較 的大 きな断 片 で漢 文 を含 む ものが 存 在 してい ない こ とが

確 認 されて い た.そ の うち の2点(Atlas,pls.XXXIV-2&3)は,ラ ドロ フ探検 隊の ヤ ドリン ッェ フが サ ンク トニペ テル ブ

ル グへ 持 ち去 った こ とが,Atlas,pl.XXXIVに 対す る第2分 冊 の補 遺 よ り明 らかで あ る.従 っ て従 来知 られ て い た断片

のか な り多 くの もの につ い て は,再 調査 す る こ とが で きな い.特 に大 断片 が ほ とん と消 失 して い るの は誠 に遺憾 で ある.

その 一方 で今 回,従 来 発 表 され てい ない ソグ ド文 の あ る小 断片(No.10)を 発 見 で きた こと は幸 いで あ っ た.現 存 す る19

断片 の うち,ポ トン トの博 物 館 にあ る1個 を除 き,18断 片 が19世 紀 末 の再 発 見時 とほ とん ど同 じ場所 に あ る.

元 来 は極 め て丁寧 に 磨 き上 げ られ てい た碑 文 の 表面 は,現 在残 って い る もの で見 る限 り,前 世 紀 とほ とん ど変 わ らな

い よ うに見 え る.た だ し例外 はNo.6の 断 片 で,碑 文 面 に コケが生 え相 当 に痛 ん でい るた め,Atlasの 拓 本 と比べ る と比

較 にな らな い ほ ど文字 は 読 め な い.酸 性 雨 の ため,今 後 もっ と風 化 が 進 む懸 念 が あ る.

碑 文の 計測 値 につい て は単 純 で は ない の で 「碑 文の ス ケ ッチ ・復 元 図 ・写 真」 お よび 「考 察」 の各 項,さ らにHates

l4a,14b,14i,14m,14nな ど を参 照せ よ.

また,次 頁 には,ヘ イケ ルやAtlasの 図版 の 番号,京 大 及 び立命 館大 学 に分蔵 され る拓 本 番号,並 び に ソ グ ド語 を含

む断 片 の吉 田 の番号(こ れ はHansenl930の 番 号 と同 じ)の 対応 表(1)・(2)を 提 出す る.野 村 の ス ケ ッチ につ い て も参 考

の ため に並記 す る.

碑 文 の ス ケ ッ チ ・復 元 図 ・写 真=ヘ イケ ルの推 定 復 元 図(Heikel1892,pp.X-XIの 間 に挿入)が 有 名 で あ り,実 に

よ くで きてい る が,現 在 で は これ をそ の ま ま踏 襲 す る わけ に はい か ない.特 に碑 身の縦 横 の 長 さのバ ラ ンス と礎 石 部 の

形状 とに は問題 が あ る.Atlas第2分 冊 の 補遺 に よれ ば,ラ ドロ フの復 元 図(Adas,pl.XXX-1)は 編 集 段 階 で乱 れ が あ っ

た とい う こ とで,や や残 念 で あ る.6匹 の龍 が 彫 られ て い た碑頭 部 す な わ ち蠣 首 につ い て はヘ イ ケ ル図 の外,ラ ドロ フ

の 図(Atlas,pls.XXX-1&4)も 役 に立つ が,こ れ らの 図で は い ま ひ とつ 分 か りに くか った6匹 の龍 の相対 的位 置 関係 が,

今 回の バヤ ル の スケ ッチ に よっ て明 らか にな るで あ ろ う(Hate14p).

か な り大 きな帯状 の周縁 を持 つ 球形 の石(直 径61cm,周 縁 部 は それ よ りさ らに7～8cmせ り出す,高 さ64cm,周 縁

よ り上 の高 さ30cm)は 一体 何 を表 わ し,何 処 に使 用 され てい た のか 一 見 した だ けで は分 か らな いが,ヘ イケ ル ・ラ ド

ロフ両者 ともそ れ を碑 頭 の上 に載 って い た も の と して復 元 してい る.そ の 根 拠 は おそ ら く碑 頭 の上 端 中 央部 にわず か な

が ら 「へ こみ」 が あ る こ とで あ ろ う.そ の正 否 につ い て は保 留 せ ざ る を得 ない.し か し本碑 文 の 内容 が きわ めて マ ニ教

的 で ある こ とは 今 や 明 らか で あ るの で,も し碑 頭 の上 に さ らに この ような 帯 状 の縁 を持 つ球 形 の 石 が載 って い た と した

ら,そ れ はマ ニ ない しマ ニ 教 高僧 の 象徴 で あ る帽 子(cfLeCoqlgl3,pl.1;森 安1991,pl,XVH-b;森 安1997,pp.53-54,pls,

III-IV)を 表 現 した もの と考 え られ るの で は なか ろ うか,あ る い はそ れ を,そ の形状 か ら,マ ニ教 に とって や は り重 要 な

意 味 を持つ 日月 ない し日輪 とみ る む き もあ るか も しれ な いが,帯 状 の縁 の あ た りには花模 様 が 陰 刻 され てい る(Atlas,pl.

XXXV-3)の で,そ の よ うな見方 は無 理 で あ ろ う.逆 にこの 事実 は,ル コ ッ クが トゥル フ ァ ンのマ ニ教 寺 院址Kか ら将 来

した壁 画 の 中の マニ 教高 僧 の 帽 子 に花模 様 が あ っ た こ と と符 合す るの で はな か ろ うか.

我 々は今 回,礎 石 部 に つい て の推 定復 原図(Plate14q),碑 身本 体 につ い て は計 測結 果 に基 づ く数値 を記 入 した模 式 図

(Plate14a),碑 頭 につ い て はバ ヤ ル に よる ス ケ ッチ を基 に した模 式 図 に数 値 を記 入 した もの(Piate14m)の3種 を掲 げ,

ヘ イ ケル 図 を修正 す る よす が と した い.

写 真 に つ いて は次 を参 照.ド=ラ コス トの もの も今 とな って は貴 重 で あ る.Heike11892,pls.45-63;Atlas,pls.XXX-

XXXV;DeLacostelgl1,pls.15,17;野 村1937,pp.465-468.

拓 本 所 蔵機 関1サ ンク ト=ペ テ ル ブル グ,ア ジ ァ博 物館(c£Hansenl930,p.4);パ リ,ア ジ ァ協 会(ド=ラ コス ト採取.

ただ しロ シア隊 がサ ン ク ト;ペ テ ル ブ ルグ に将 来 した2断 片 の 分 は含 まれ ない);北 京 図書館 善 本 部(戦 備 庫,善 拓274

「回鶻 眦伽 可 汗(聖 文神 武)碑 」);北 京,中 央民 族 大学 図書 館;京 都 大 学総 合博 物 館+立 命 館 大 学文 学 部;モ ン ゴル

国科学 アカ デ ミー歴 史 学研 究 所(ご く一 部 のみ);大 阪大 学 文学 部(ご く一 部 のみ).

考 察:も と もと本 碑 文 は3種 の 文字 の書 かれ た碑 身本体 と,礎 石 にあ た る亀趺 と,碑 額 を含 む 碑 頭 部 と,さ らにヘ イ

ケル ・ラ ドロ フ 説 に依 拠 す れ ば,碑 頭 の 上 に 載 る と思 しき球 形 の 円頂 部 との4部 か ら構 成 され て い た.石 質 は,京 都 大

学 の石 坂 恭 一教 授 の分析 に よれ ば,ピ ン ク色 の カ リ長 石 が最 も多 く,石 英 と斜 長石 はほ ぼ等 量 の粗 粒 黒 雲母 花 崗 岩で あ

る.確 か に 見た 目に もピ ンク色 が か って い る.

我 々の 新編 号 のNo.7の 断片 には ソ グ ド語 面 が2面(正 面No.7a,側 面No,7b),ウ イ グ ル語面 が1面(No.7c)あ り,

碑 文 の正 面 と裏 面 さ らには側 面 を残 してい る.ど の面 も既 に拓 本が 発 表 され て い たが,相 互 の 関係 につ い ては十 分 注意

が払 わ れて こなか っ た(野 村1937,p.468に 不 十分 な記 述が ある のみ).こ の こ とは森安 の予備 調 査 に よって 明 らか に

され た こ と(cf吉 田1995,p.28)で あ り,こ れ に よっ て碑 身 の厚 さが70cm前 後 で あ るこ とが判 明 し(D,ソ グ ド文面 が 従

来考 え られ て い た よ り もはる か に長 い こ とが初 め て認 識 され た.

碑 文 を構成 す る主要 な断片 が失 わ れ てい る ため に,今 回 の 調 査 で多 くの新 発 見 を期待 す る こ とは で きな い.調 査 の主

(DPa期oB1892a
,pp.4-5で90cm,ATIM,Band1,Lieferung3,p.283で1ア ル シ ン6ヴ ェ ル シ ョLク ≒98cmと して い た の は 全 くの 誤

りで あ る.

(210)



カ ラ=バ ル ガス ン碑文

断 片No.対 照 表

〔1)Atlas図 版 との 対 照 表

A"as 記 述 Bichees Heikel 野村 京大 ・立 命 吉 田 ・Hansen 北京図書館

XXX.3 碑頭上の球状物体 15 45

XXXV.3 同 上 の レ リー フ

XXX4 碑頭の本体 16 46,47 468

同上の破片 17 46,47

XXX-5 碑頭の小断片(在 ホ トント) 19 48

XXXV4 同 上 底部 の レ リー フ

XXXV.1 ルーン面碑額 16 輜

XXXV.2 漢文 ・ソグド面碑額 16 tide 有

XXX,6 亀趺中央ホゾ穴の一部 1 63

XXX.7 亀趺本体の一部(大) 57?

XXX.3 亀趺本体の一部(小)

㎜ 漢文面上部 8 53,56下 465 京大 有

㎜ 漢文面中段 54,56上 465 京大 有

XXXII,1 ソグド面上部 ・漢文面上部右端 58,59,60 467 京大 Fr.1 有

XXXII-2 ソグド面中段 6 輜 立命2 Fr.2 有

XXXII.3 漢文右端 ・ソグド面左端中段 9a 輜 立命2 Fr.3 有

同上のルーン面(文 字破損) 9b

XXXnl4 漢文右端 ・ソグド面左端中段 467 立命12 Fr.4 有

XXXIII.2 ソグド面中段 7a 61 468 立 命8,10,11 Fr.6 有

xxxnl.3 ソグド面下端 13 輜 Fr.7 有

XXXIII4 ソグド側面 7b 57 鰡 立命9 Fr.9 有

XXXIII・5 ソグド面(位 置不明) Fr.8

ソグ ド面下端XXXm-3と 接合 10a

同 上 のル ー ン面 ・無文 字 10b

XXXlV.1 漢文下段上部 55 京大 有.

XXXIV.2 漢文下段下部
XXXIV-3 漢文下段下部右端

漢文正面 ・位置不明 5 立命1

ルーン面(ソ グ ド面の一部 ・位置不明) Fr.10

XXXV-5 ルーン面(ソ グド面上部の裏)

XXXV-6 ル ー ン面(XXXm-2,4と 同 じ石) 7c 51 468 立命7

XXXV.7 ル ー ン面 ・位 置 不 明 14 52 鯔

XXXV・8 ル ー ン面 ・位 置 不 明 12 50 鯔 立命6

XXXV.9 ル ー ン面 ・位 置 不 明 52 輜 立命5

XXXV40 位置不明
XXXV-11 位置不明

XXXV-12 位置不明
XXXV.13 位置不明

※pl.XXXIV-2&3は,ヤ ドリ ン ツ ェ フ が サ ン ク ト=ペ テ ル ブ ル グ へ 将 来 した の で,多 分 ど こ か の 博 物 館 に

収 蔵 さ れ て い る で あ ろ う.こ の 他 に 写 真 等 が な いFr,Parisが あ る(cfChavanneslPelliotl913,p.178),

眼 は碑 文 を復元 す る ため の計 測 や,構 成 部分(主 に亀 趺 と碑頭)の 確 認作 業 とい う ことに な る.漢 文 面 ・ソグ ド面 ・ルー

ン面 の行 数 の復 元 に あた っ て は,現 地 で の実 測 値 な らびに京 都大 学 と立命 館 大学 に分 蔵 され る本碑 文 拓 本 の計 測値 と を

参 考 に して い る.こ れ らか ら碑 文 の各 面 の行 数 を推 測 す る と次 の通 りで あ る:

・漢文 面(正 面 中央 よ り左 側 面 まで):34行 .縦 書 き.正 面19行(実 数)+面 取 りされ た 部分1行(実 数)

+側 面14行(推 定).推 定 の根 拠 は拓 本 の 漢文 は10行 で44～46cmあ るか ら.

・ソグ ド面(正 面 中央 よ り右 側面 まで):45行 .縦 書 き.正 面27行(推 定)+面 取 りされ た部分1行(推 定)

+側 面17行(推 定).推 定 の根 拠 は拓 本 の ソグ ド文 は行 間 が,正 面 で は3cm強,側 面 で は3.5～4cnlあ る

か ら.ラ ドロフ は正 面 を31行 と推 定 してい る(ATIM,Bandl,Lieferung3,p.283)が,お そ ら く我 々 と行 間の

数値 の 見積 も り方 が 違 うので あ ろ う.

・ル ー ン面(反 対 正 面 全体):行 数,最 大 で116行 程 度(下 記参 照).横 書 き.1行 に70～75文 字 程度(語
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(2)ビ チ ェー ス番 号 に よる対照表

Bichees
㎜

Adas 記 述 Helkel 野村 京大 ・立命 吉 田 ・Hansen 北京図書館

1 XXX看 亀趺中央ホゾ穴の一部 63

2

3 丸みあり

4 丸みあり4

5

6

ね

　

　

漢文正面 ・位置不明 立命1

6 XXXII,2 ソグド面中段 輜 立命2 Fr.2 有

7a XXXIII.2 ソグド面中段 61 468 立 命8,10,11 Fr.6 有1

7b XXXm4 ソグド側面 57 468 立命9 Fr.9 有

7c XXXV-6 ルー ン面 51 468 立命7

8 XXXI 漢文面上部 53,56下 465 京大 有
9a XXXII-3 漢文右端 ・ソグド面左端中段 鯒 立命2 Fr,3 有

9b 同上のルーン面(文 字破損)

10a ソグ ド面 下端,No。13と 接 合

10b 同上 のル ー ン面 ・無文 字

ll

i
XXXV.8 ル ー ン面 ・位 置 不 明 50 鯒 立命6

　

121
131XXXm-3　 ソグ ド面下端 4661 Fr7 有

141xxxvη ルー ン面 ・位 置 不 明 ・2囲[
115 XXX.3 碑頭上の球状物体

1

45 ・1

XXXV-3同 上 の レ リー フ
一

61

一

　
XXX4碑 頭の本体 46,47 468

XXXV-4同 上 底 部 の レリー フ

16 XXXV-1ル ー ン面 碑額 466

16 XXXV-2漢 文 ・ソ グ ド面 碑額 title 有

17 同上の破片 46,47

18
　 [一

19iXXX-5⊥ 豊 頭 の小 断 片(在 ポ トン ト) 48 1

※No.8は 最 も大 きな石 の右 上方 の ご く一 部 で あ る.あ る段 階 で この部 分 が割 れ て しま った ら しい.

※No.9bに は 本来 ルー ン文 字 が あ った はず で あ るが,現 在 は表 面 が痛 んで い て,1文 字 も残 っ てい ない.

※Nos.10a,10bは 以 下 に考 察 す る よ うに,従 来 は碑 文 の上 端 を構 成 す る断 片 で あ る と考 え られ てい た ら し

い.今 回,碑 文 の下端 を構成 す るNo.13と 接 合 す る こ とが 発見 され,正 しい位 置 に復 元 す る こ とが で き

る よ うに なっ た.

と語 を区切 る記 号:も 含 む).推 定 の根 拠 は20cmの 中 に8～9文 字 が 入 っ てい る か ら.

碑 身 の高 さは不 明で ある(1).た だ し碑 身 の幅 が176cmで あ るこ とは判 明 して い る(2)ので,か りに横 と縦 の 比率 が1:

2で あ った とす る と,高 さは352cmに な る.こ の高 さで あれ ば,漢 文 の1行 の文 字 数 は78文 字程 度 で あ っ た と考 え ら

れ る.そ の推 定 の根 拠 は,拓 本 の 漢文 は縦 玉o文 字 で約45c皿1あ る こ とで あ る.因 み にATIM,ibid.,p.285で は漢字1文

字 分 の スペ ー スは1ヴ ェル シ ョー ク≒4.445cm四 方で ある とい ってお り,我 々 の数 値 と一 致 す る.一 般 に利 用 され てい

るSchlegell896及 び羽 田1957の テ キ ス トで は1行 に75文 字 を復元 して い る.し か しな が ら断 片No,5は,拓 本 の とれ

る平 らな漢 文面 の横 幅 は615cnlし か ない が,石 全体 の横 幅が73～74cmあ るの で,最 大 幅 が71cmし か な い側 面 に収

ま りき らず,従 って側 面 で は な く正面 に属 す る こ とに な らざ る をえ ない.し か もそ の断片 に は,平 らな漢 文面 で13行

分 の幅が あ り,1行 で確 実 に7文 字 以上 残 ってい る.こ れ は既 に知 られ て い る断片 の46～49文 字 目に設定 され て いる

空 白部(3)か最下 段 か のい ず れ か に置 か ざ る を得 ない.も し断片No.5が 全体 の46文 字 目以下 に納 ま る と した ら少 な くと

σ)ラ ドロ フ はP㎎ πoBl892a
,pp.4-5で200cmと し,ATIM,ibid.,p.283で4ア ル シ ン12ヴ ェ ル シ ョ ー ク ≒338cmと す る が,前 者 は

何 か の 間 違 い で あ る.

(2)Pa耶oBl892a
,p.5で180cmと し,ATIM,ibid.,p.283で2ア ル シ ン8ヴ ェ ル シ ョ ー ク ≒ 畳78cmと す る の を,我 々 の 測 定 結 果 に 基

づ き修 正 す る.

(3)上 段 の 大 断片 と中段 の 大 断片 と は漢 文面 第8行 目で接 続 してい る ため
,各 行 の1文 字 目か ら45文 字 目 までは確 実 に復 元 で き る.

問 題 はそ の下 に来 る 中小 断片 の相 対 的位 置 で あ り,シ ュ レーゲ ル はHcikc11892,pL55=Atlas,pl.XXXIV-1に あ るテ キ ス トの最 上端
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も3文 字 以上 長 くな って78文 字 以上,も し最 下段 に来 る と した ら7文 字 以 上 長 くな って82文 字 以 上 と見 積 も らなけ れ

ばな らない(1}.仮 に1行 に80文 字 あ った と想 定 す る と碑 身の 高 さは360cm程 度 に なる.

参 考:No.5断 片(1行 目か ら19行 目 ま での どこに入 るべ き か不明)

この断 片 はヘ イケ ル ・ラ ドロフ ・シ ュ レーゲ ル ら には知 ら れ てい なか ったが,王 国維 ・羅 振 玉 に は知 られ て お り,ま

た北京 中 央民 族学 院(cf程 溯 洛1994,p。106)や 立命 館 大学 所 蔵拓 本 に も含 まれ てい る.

糊

窺

櫑

姻

獅

燭
7

8

0

0

*

*

籾

O

1

2

3

1

1

1

1

*

*

*

*

□□

□□□

□□□□□

□□□□□□□

□□□□□[コロ

ロロロロロロ囗

□□□□□□□

□□□□□□[コ

ロロロロロロ

ロ罷目蹠/狐

□山以為

進部

「進」 は 「庭 」 か も しれ ない.

碑 身本 体 の高 さが360cmで あ った とす る と,ル ー ン文字 の行 は124行 程 度 入 る.そ の根 拠 は ル ー ン文字 の行 間の平

均 が2.9cmあ る こ とで あ る.と ころ で ラ ドロフの報 告(ATIM,Band1,Liefbrung3,P.291)に よる と,碑 額 とルー ン文 の

第1行 との 間に は3～4ヴ ェル シ ョー ク(13cm弱 ～18cm強)の 空 白が あ る とい う.し か し どうや っ て ラ ドロ フは この

よ うな空 白部 を見 つ け得 たの で あ ろ うか.お おい に疑 問 で あ る.一 方,今 回,我 々 は初 め て断 片No.10の ソ グ ド文 と断

片No.13の ソ グ ド文 とが ぴた りと接 合 す る こ とを発見 した.そ の結 果,断 片No.10の 大 部 分 を構 成 す る大 きなホ ゾは,

碑 身 の上 端 で碑 頭 を受 け るた めの ホ ゾで は な くて,下 端 で基 台(我 々 は亀 趺 と考 え る)に 填 め 込 まれ て い たホ ゾ であ る

こ とが判 明 した.No.10bは ソ グ ド文 を持 つNo.10a面 の裏 にあ た り,本 来 ル ー ン文 字 が あ るはず の面 で あ る.表 面 は平

滑で破 損 が 見 られ な いの で,も とか ら文 字 が 刻 まれ てい な か った こ とが分 か る.つ ま りル ー ン面 の下 方 に は文 字 が刻 ま

れず,空 白の スペ ー スが あ っ たの で あ る.ど うや ら,ラ ドロ フは,こ の 断片No.10の ホ ゾ を碑 身上 端 の ホ ゾ とみ な し,

ル ー ン面 の 冒頭 に空 白部 が あ っ た と誤 解 した ようで あ る.実 際,ル ー ン文字 面No.10bの 底 部 か らの高 さは235cm(そ

の下 に ホ ゾが あ る)だ が,表 面 が傷 んで い な い部分 の 高 さは確 か に3～4ヴ ェル シ ョー クで あ る.し か し表 面 が痛 ん で

い ない部 分 は23.5cmあ る うちの 上方 に相 当す るか ら
.,23.5cmの 全 体 を空 白部 とみ なす べ きで あ る.我 々の 計算 で は そ

れ は8行 分 に当 た る.空 白部 は もっ と上 方 に まで 及 んで い た可 能性 が あ るか ら,結 局,ル ー ン面 は最 大 で116行 程 度 で

あ った こ とに な る.因 み に,Chavannes/PelliotlgB,p.178で 言 及 す る 同碑文 ソ グ ド面 の上端 の小 断 片 とは,我 々の 断

片No.10と 同 じもので あ ろ う.

碑 頭 は高 さ130～133cm+16～17cm(こ の16～17cmは 碑 頭 部 の下 端 にあ る碑 身 との接 合部 で整 形 して ある部 分 の

高 さ),推 定 の 横幅222cm,厚 さ72.5cm.

次 に表 裏両 面 にあ る碑 額 につ い て記 述 す る.碑 額 は両方 と も,長 方 形 の上 に平 たい二 等 辺 三 角形 が 載 っ た 「圭 」 字形

の五角 形 で ある.比 較 的残 存 状 態 の良い ル ー ン面 の碑 額 に は,幸 い二等 辺 三 角形 の 頂点部 と長 方形 の左 辺が残 ってお り,

左 辺 か ら申 央 まで が ち ょう ど30cmあ るの で,本 来の 横 幅 は60cmと 復 元 で きる.ま た その 高 ざは,二 等 辺 三 角形 の 高

さが 実測 で19cm,長 方 形 の部 分 の 高 さが推 定 で54cmで あ るの で,全 体 と して は73cm前 後 とな ろ う.文 字 が あ るの は

を50文 字 目に設定 し,王 国維本 ・羽田本 もそれに従ってい る.確 かに,第ll行 目と第17行 目の文脈 に着 目し,本 碑 の漢文に4字

か ら成 る句作 りが多い ことを考慮すれば,そ こ に最低4文 字分は必要であ り,シ ュレーゲルの想定 は一応承認 され よう.し か し,

そこにもっと多 くのスペースがあった として も,矛 盾は生 じないのである.

ω 羽田本はシュレーゲル本を底本 にしたため
,1行75文 字になっているが,羽 田自身はこれでは短す ぎることを見抜いていた(羽

田1957,pp.314317).そ の最:大の根拠 は第4代 の合骨咄禄眦伽可汗(す なわち頓莫賀達干)の 入るべ きスペ ースについての考証で

ある.そ れは十分首肯 に足る もので,た しかに最低80字 はないと不都合が生 じるのである.実 は王 国維本で も80文 字 目まで空白

のスペ ース を作 っていた.た だし,羽 田が第7代 の懐信可汗 と第8代 の保義可汗 との 間にもう一人可汗 がいたはずである として論

じているの は誤 りであ る。懐 信か ら保義へは直結するのであって,従 来その間にもう一 入いる とみなされてきた可汗が実在 しない

ことは,既 に山田信夫 によって論証 されている(山 田1951).
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長 方形 の部 分 だ けで,二 等 辺三 角 形 の 内部 に は花模 様 の陰刻 が あ る.多 分,ソ グ ド文 ・漢 文 面 の碑 額 も同様 で あ っ たろ

う.横 書 きで5行,毎 行7文 字 ず つ 現存 して い るル ー ン文 字 の碑 題 につ い て,か つ て ラ ドロ フ(ATIM,Bandl,Lieferung

3,pp.291-292)は 右 側 す なわ ち各 行 の 冒頭 には1字 分 欠 けて お り,下 端 には1行 文 の脱 落 が あ る と して テキ ス トの復 元 を

行 ない,オ ル ク ン(ETYI,p.85)も そ れ に追 従 した.そ の後,2行 目冒頭 の1字 を ηで はな くYと 修 正 してayと 読 み改

め る以外,大 枠 は ラ ドロ フ説 が定 説化 してい たが,我 々が正 確 に計測 した 結 果,現 存5行 の下 には1行 で は な く4行 分

の脱 落 が あ った はず で あ る こ とが 判 明 した.そ れゆ え,そ この文 章 は ラ ドロ フ(ATIM,ibid.)の 考 えた ような簡 潔 な体 言

止 めで は な く,ソ グ ド語 の碑 題 と同 じ ような 長 い文章 の形 に な って い たに 違 い ない.そ の ソ グ ド語 の碑 題 が,ソ グ ド語

本文 の1行 目冒頭 の文 と同 じで あ った こ とは,Atlas,p1.XXXV-2に 掲 載 された碑 額 の拓 本写 真 よ り判 読 され る4行 の ソ

グ ド文 との 比較 に よ り,ハ ンセ ンが 明 らか に した通 りで あ る(cfHansen1930,p.8).碑 額 と本 文1行 目冒頭 とが一 致す る

とい う点で は,漢 文面 も同様 で あ り,本 文1行 目冒 頭 の24文 字 「九姓 迴鶻 愛 登/里 曜 汨没 蜜 施/合 眦伽 可 汗聖/文 神

武碑 并序 」 が4行 に分 けて 刻 ま れて い た と考 え られ る.実 際,ア トラ スの 拓 本 写真 で は,碑 額1行 目末 尾 に 「登 」 が見

える だけで な く,そ の前 に 「愛 」 の 下側 の残 画が 見 え,2行 目末 尾 に は 「施」 の右 半 分 の 残画 が 見 えて い る.従 って,

ソグ ド文 ・漢文 面 につ い ては碑 額 もち ょ うど 半分 ず つ使 われ て お り,右 側 にソ グ ド文が4行,左 側 に漢 文 が4行 あっ た

こ とは疑 い ない.Atlas,pl.XXX-5はAtlas,pl,XXX-1に 復 元 されて い る通 りの位 置 に来 る碑 頭 の一 部 で あ り,碑 額 の左

下端 が僅 か に残 存 して い る こ とが注 目 され る.こ こが 漢文 碑 題 の最 終第4行 目の下端 で あ った に違 い な い.

最:後に亀 趺 と思 わ れ る断 片 につ いて補 記 す る.ヘ イ ケ ルの 推 定 復元 図で は礎 石 部 は幾何 学紋 様 に な っ てい る.一 方,

ラ ドロ フは これ を ラ イオ ン型 とみ たの で あ る(Pa即oBl892a,p.5;ATIM,Bandl,Lieferung3,p.283)が,説 得 力 は ない.

因み に ラ ドロ フはAtlas,pl.XXX-5の 解 説 の方 で も同 じ考 え を表 明 して い るが,こ こでAtlas,pl.XXX-5と あ るの はAtlas,

pl.XXX-7の ミス プ リで あ るこ とが,第2分 冊 の補遺 よ り分 か る.片 山 と林 はや は り本 碑 文 の礎 石 部 は亀 趺 で あ った と

考 え る.現 在 行方 不 明 の足 のあ る一 部 はHeikel1892,pl.62に 写真,Atlas,pLXXX-2に ス ケ ッチ,pl.XXX-7に 写 真 が あ

るが,前 者 の巻尺 の 目盛 か ら台座 を含 め た亀 趺 の高 さ を推 測 す る と,約85cmと 考 え られ る.現 存 のNo.1はHeikel1892,

pl.63に 亀 甲紋部 分 を正 面 と した写 真 が あ り,ま たAtlas,pl.XXX-6に もスケ ッチ が あ る.今 回,No.1の 観 察 に よ り,

亀 趺 の背筋 の カー ブが確 認 され,そ れ と90度 の角 度 で,碑 文 を受 ける ホゾ の一 部 や亀 甲紋 の長 軸 が 推 定 され た.と こ

ろが,野 村 栄 三郎 のス ケ ッチ(野 村1937,p.468)で は,前 記 の 行方 不 明 の断 片 の上 部 の亀 甲紋 とホ ゾの 端 を含 む側 面 ス

ケ ッチが あ るの で,こ れ らを合 わせ る と,不 明 の 断片 に対 す るNo.1の お よそ の位 置 関係 が 推 定 され るの で あ る(野 村

作 成 図 と片 山作 成P亘atel4qと を比較 参 照).

なお森 安担 当 「行 動 記録 」 には,以 上 の記 述 に含 まれ な い と ころ も多 い ので 参照 せ よ.

碑 文 を読 む ため に は,写 真 よ りも拓 本 の 方 が は るか に有利 で あ る.現 在,拓 本 を所 蔵 してい る機 関 は上記 の通 りで あ

る.そ の他 に大 谷探 検 隊 の 野村 栄 三 郎が 採拓 した ものが あっ た はず で ある が(cf野 村1937,p.467;羽 田1957,p.310),現

在 行 方不 明 で あ る.一 方,パ リには かつ て ド=ラ コス トが作 成 した拓 本(実 際 に はい わ ゆ る拓 本 で は な く,碑 面 に紙 を

押 し込 んで 型 を とっ た もの で,鏡 を使 わ ない と読 め な い もの)が あ る.ハ ミル トンに よれ ば,こ れ は比 較 的 質の 良い 資

料 で,文 字 を読 む作 業 は大 変 で は ある が,ラ ドロ フの拓 本 よ り多 くの情報 が 得 られ る場 合 が あ る よ うであ る.ド=ラ コ

ス トの拓 本 に 関す る情 報 は,Han豆lton1990,pp.125-133に 見 られ る.解 読 に は原碑 を直接 見 た り写真 を撮 る よ り,拓 本

の方 が優 れ て い る とはい え,本 碑 文 の拓 本 は どこで も貴 重 本扱 い で容 易 に 接 す るこ とが で きない.例 え ば北京 図 書館 に

あ る もの は戦備 庫 に保 管 され てい るた め,い ち い ち館 長 の サ イ ンが必 要 で あ る.そ れ ばか りで な く,た とえ接 す るこ と

がで きて もあ ま りに 巨大 なた め,読 む作 業 が きわめ て 困難 で あ る.一 般 に は ラ ドロフのAdasに 掲 載 され た拓 本 の縮 小

写真 が最 も利用 しや す い.た だ しあ くまで 原拓 の写 真版 を使 用す べ きであ っ て,ラ ドロ フの修 正(Retouch)版 に依 拠 す

るの は危 険 で あ る.

ル ー ン文 面 とソ グ ド文 面 に関 して,今 回,本 報 告 書 で テ キ ス トを提 出す る の は,我 々が拓 本 を採 る こ とが で きた 断片

に限 られ る.た だ し現在 の保存 状 況 で テ キ ス トを作 成 す れ ば,従 来 発表 さ れ て い るテ キ ス トよ り情 報量 が 少 な い もの に

なって しま う.そ れ故,こ こで は ラ ドロ フの 拓 本 写真 と今 回 とった拓 本 の2つ を参 照 してテ キ ス トを作 る こ とに した.

ル ー ン文字 で書 かれ た部 分 が ウイ グル語 で あ っ て,ヘ イ ケ ルや ラ ドロフの 報告 書 で ウイ グル 文 と説 明 さ れ てい た もの は

実 は ソグ ド文 字 ソ グ ド語 で あ る.こ の よ うな重大 な誤 りを正 した の は,ミ ュー ラ ーで あ っ た(MUIIer1909).ル ー ン文 字

は8世 紀前 半(ど んな に早 くて も7世 紀 末)の 突 厥 第 二可 汗 国 の諸碑 文 で 使 わ れ始 め,東 ウイ グ ル可汗 国第2代 葛勒 可

汗(磨 延 啜,在 位747～759年)の 諸 碑 文 で も踏襲 され てい るが,こ の両 者 の書 体 と本 カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文 の ル ー ン文

字書 体 とで はか な り大 きな違 い が あ る.こ の 差異 に気 付 い たの は トム セ ン で あ るが,森 安 は そ の歴 史 的 背 景 に まで 考察

を及 ぼ し,そ こにマ ニ教 の影 響 を認 めて い る(森 安1997,pp.58-65).

漢文 面 に 関 して は,現:地 に は ご くわず か しか残 っ てい な い の で,今 回 の報告 書 に含 め る意 義 は薄 い.こ れ まで の移録

文 と森 安 が 見 る こ との 出来 た拓 本 とを比較 検 討 した結 果 に よ り,最 も信 頼 で きるテ キ ス トを,近 い 将 来,別 に提 出 した

い.翻 訳 につ い て は,シ ュ レーゲ ルの 独訳 が 最 も よ く使 われ る が,そ の訳 に誤 りの 多 い こ とは既 にペ リ オ ・ハ ロウ ン ・

羽 田 らの 指摘 す る通 りで あ り,マ の現 代 トル コ語訳 もオゲ ルが手 厳 しく批 判 してい る.最 新 テ キ ス トを公 表 す る際 に,

それ に依拠 した英 訳 ない しは仏 訳 を付 け るつ も りで あ る.

参 考 文 献:無 名氏(撰)『 和林 金石 録 』(実 際 は李 文 田 の撰,『 霊鵜 閣叢 書』 所 収);Heikell892,pp.XI-XIII,XXVIII一
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XXXVIII,pls.44-63;Pa叩oB1892a,pp.4-5;Atlas,pls.XXX-XXXV;ATIM,Band1,Lieferung3,pp.283-298;Schlegell896;

Chavannesl897;MUUerl909;Chav㎜eslPelliotIgl3,pp.177-199;王 国 維 「唐 回 鶻 眦 伽 可 汗 聖 文 神 武 碑 圖 」(宣 統 己 未 年

=1919年 作 成) ,『 古 石 圖 録 』(上 海 ・廣 倉 學 窘 印 行 『芸 術 叢 編 』)所 収;王 国 維 「九 姓 廻 鶻 可 汗 碑 跋 」 『観 堂 集 林 』

巻20;石 田1925,pp.167-171=石 田1973,pp.293-297);李 文 田(撰)羅 振 玉(校 定)『 和 林 金 石 録 』1929(『 石 劾 史 料 新

編 』 第2集,15,台 北,新 文 豊 出 版 公 司,1979,pp.H465-469);Hansen1930;ETYI,pp.85,96;ETYII,pp.31-54;野 村

1937,pp.465-469;Henningl938,p.550f£;羽 田1957,pp.303-324;羽 田1958,pp.39-43;吉 田1988;Hamiltonl990;Yoshida

I990;程 溯 洛1994;薛 宗 正1997.

ソ グ ド面 テ キ ス ト ・翻 訳(吉 田 豊)S①gd蓋anPartofQara・Balgasunlnscription(YutakaYOSmA)

従来 の研 究 と して はM田ler1909;Hansenl930;吉 田1988;Hamilton1990;Yoshidal990が あ げ られ る.

以下 のテ キス トで は各 断片 の 中 での 行 と,碑 文全 体 の 中で の行 を同 時 に与 え てあ る.す な わ ちNo.6の1/4は,こ の

断片 で は第1行 で,碑 文全 体 で は第4行 に 当た るこ と を示 す.碑 文 の側 面 か らの 断 片No.7bで は,碑 文 全 体 にお ける行

数 は推 測 で しか分 か らな い ので,1〆*35の ように,後 者 に は*を つ け て不確 定 であ る こ と を示 した.

No.6=YoshidaFr2
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]十,x蓉,w(,)【nh

P】y1-k'x'γ'n[

]+wm't(cywy)δ'x蓉['w'nh

kw](lpyl一)k'x'γ'n(㎞)P'rp'(f)[ycw

]wxspf(pm)ZYpmxwntkyh+[

】(k)w'sp'δypr'yw(ypwrγ)+++'s(m)ws'rx[rt

】(s)t'kw'(s)p('δypゼyw)mδy('wy)t(w)k'nz一'yh[

](')'tryswcCy>δynhβ(γ)y(mr)m'nyδ(ynhp)tcx恙(δ)r

]ptkrytZKwyxr(t)k++(k)w(n)'m(z)一'y(h)s't"try(s)[wγt一

](k)ynwwm't(Z)Y's++++y.(γrβ)'x蓉'wncykw(')rk(h)+[

]typrRBkwp[tz一'n]ZYγrβ'ky'kyhγnyZY皿rt('ny一)'(㎞)[

Z】(Y)mrt'nyhs'(r)L'p(t)+++ntyZYδynhγrβ'kyh[

M1(N)"z-ym(rts'r)MNs't'yδ'ytyyxwst'yZY'ny'z一'nk[

'x蓉](y)
一wn'kwm'tkypry'kwβ βr'y蓉t'k'x蓉nyrkw耳yp[δ

xエypδ δsty'pr(wy)sprδp'蓉'yrt蓉y'x恙'w'nh"stw'r'kwZY+[

'x】蓉'w'nh(xwty)pty -cxヨrtms'δryxrl-wγtn'βtMNγnt'k+[

twrky]蓉xwβx'γ 一'nkyprδs'p'δ'δrytwrky蓉'x導'w'nδ'rwm'tZY+[

]+'wt'kcyktxm'yrZY'x蠶'w'nδ'rs'rpm1'nhβr'蓉ywy蓉'nt[

】'x蓉y-wn'kbrwc'δr'wt'ktwyptm'kyγr'nδynmyncw(p)[ts'k

'βc'np]δyxr'mtyL'wm'tpts'rc'nkwβ 胃'x恙y -wn'k[

】c'δrctβ'rkyr'np【

、

Translation

I/4

2/5

316

4/7

5/8

6/9

7/10

8/ll

9/12

10/13.

11114

12/15

13/16

14/17

kingdom

BilgaQaghan

was_fromthatkingdom

K鷲lBllgaQaghanabandoned(his)body(諞died)

he***edinrespectof(his)majestyandfortune

togetherw伽heamyhe[wen]tto***stan(unidenti5edplacename)

togetherw孟ththe***amly,hereinthelandofOt廿k註n

(insteadof?)fire-bumingreligion(you)acceptGod(like)MarM五ni's爬ligion

[hebumt]idolsattheplacenamedXartak***ku,allinξhefife

hewas_and_he[accomplished】manyworksofkingdom

inrespectofmuch㎞owledgeandwisdom(andinrespectof)abilityandmanliness

inrespectof[ability]andmanlinesshewasnot..and山ereligious㎞owledge

since(his)birthhewasdistinguishedandwasdiffbrentffomalhhe(other)people

hewasarulerwho[provided]himself幅ththecharacteristicsofAngelJakob
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15/18

16/19

17/20

..、.、._hethrewaway圧theenemy]byhlshandseverywhereandtooklhekingdom(whichbecame)emptyand___

__hehimselfacceptedthekingdom,Again,thepeopleofTh爬eQarluqs_fromtheevil[Tibetanpeople]___

.thekingof[T廿rge]蓉(people),theQaghan,whowasarulerofthe``Ten-ArrowsThreeTorge蓉(people)"and...

18/21

19/22

20/23

21/24

...__hesentorderstothelocalamirsandrulers.They___

___theruler(established?)ameasurelessandgrand頚eligiousm[onument】_.

_hedldnotproceed[ffomthewor]ld.Whenthegod(like)ruler__.

...._downwardstothefourdlrections。..__

和 訳

1/4

2/5

3/6

4/7

5/8

6/9

7/10

8/11

9/12

10/13

11/14

12/15

13/16

14/17

15/18

16/19

17/20

18/21

19/22

20/23

21/24

… 王 国 …

… ビル ゲ可 汗 …

99・ で あ っ た.そ の王 国 か ら …

・.・・キ ョル篇ビルゲ 可汗 は身体 を棄 て た(=死 んだ)…

… 栄 光 と幸 運 にお い て***し た …

・ ・9***の 軍 隊 と と もに***ス タ ンに行 った …

…***の 軍 隊 と と もに こ こオ チ ュケ ンの地 に …

… あ な た が た は ,火 を燃 や す 宗 教[の か わ りに]神 で あ る マ ー ル=マ ー ニ ーの 宗教 を受 け 入 れ な さ

い …

… 偶 像 を***と い う名前 の土 地 です べ て火 の 中 に[燃 や した]…

… で あっ た .そ して***多 くの 国家 的仕 事 を[行 った]…

… 偉 大 な知 識 と智 恵 で ,技 倆 と男 ら しさで …

…[技 量]と 男 ら しさで[劣 る]こ とな く,宗 教 の智 恵 で …

… 誕 生 以 来す べ て の 人た ち とは区別 され違 って[い た]…

…(彼 は)天 使 ヤ コブの特 徴 で わ が 身 を[飾 る?]王 で,・ ・

… 自 らの 手 で至 る所 に投 げ棄 て,王 国 を奪取 し空 に …

… 王 国 を 自 ら受 け取 った .そ して また三姓 葛 邏禄 は悪 い[チ ベ ッ ト]か ら …

…[ト ゥル ギ]シ ュ王(で あ る)可 汗 は十箭 三姓 突 騎 施 の支 配者 で あ っ た …

… 各地 の ア ミー ル と支 配 者 に命 令 を送 った .彼 らは …

… 支配 者 は下 の地 方 で計 り知 れ ない ほ ど偉大 な宗教 の秩 序(あ る い は建造 物 か?)を …

…[可 汗 は この世 か ら]出 発 してい なか った(=ま だ死 んで い な か った) .そ れ か ら神 で あ る支 配者(=

可汗)は …

… 下 で四 方 に …

No.7a=Yos血idaFr6

Text

1/10

2/11

3/12

4/13

5/14

6/15

7/16

8/17

9/18

10/19

11/20

12/21

13/22

14/23

](!)c!β'rpε(蓉m')[r

蓉jm'xwL'ptc【 匹kwnδ ぐ)[

]++++(c'δr)c'nkwβ γy(mry)nyw(rw)'nmwz一'k(')[

](m)p('r)p'(ry)cwtnkryδ'p(wlmy)skw1一[kp]y1-k'xrγ'n

】蓉yrxwpwZYpts'γtyz一 γtwδ['r]tZYwyδP'[t

j(Z)Ym(rt'n)yhMNs'ゼ'z一(')yty(yx)【w】(st)ry

]ZYcntrprδynhcywyδP'tmf[x]w[

]ynβ'ntw'蓉tnβyr'k+m+(r)[

](ty)nx(')γ 一'nyβ'try(n)CW++W++[

γ](r)βpr(wr)t'kwxw(P)[w

]+'m'X'γ 一'n+++【

n](γ)'w蓉'kt[

pt](s)'rm【

】(δ)['r](t)[

Translation

l/lO_,。._four(in)number__
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2/11

3/12

4113

5/14

6/15

7/16

8/17

.9!18

10/19

11/20

12!21

13122

14/23

youcannotaccept[thereligion工_..._

..,__downwards.Whengod(like)Mo乞ak(named)Newruw鋤

___[When】he(=d】eQaghan)田)andoned(his)body(=died),T註ngrid乞Boh皿fsBilgaQaghan[succeeded].........

_..._heheld[thekingdom】verywenandinorder.Then......_

_.._[inrespectofhisabihty]andmanliness[hewas】distinguishedf沁 皿alhhenoblemen__...

[outsideinrespectofstate]andinsideinrespectof㈹ligion.Becaロsedghtupto..._...

__...hestoodbeside...asaconsultant.***

虹eoPPressedtheQaghanof***

manytimeswell__...

***Qaghan

auditors

......_afterwards.。._...

__...has.噸 。ed.........

和 訳

1/10

2/11

3/12

4/13

5/14

6/1.5

7/16

8/17

9118

10/19

11/20

12/21

13/22

14/23

o"

● 口

09

・数 に して4つ の …

・あ な たが た は(こ の)宗 教 を受 け入 れ る こ とが で ぎない …

・下 の方 へ .神 であ る ネ ウ=ル ワ ー ン慕 闍 …

・[可 汗 が]身 体 を棄 て た(=死 ん だ)と き
,テ ング リデ=ボ ル ミス=ビ ル ゲ可 汗 が跡 を継 い だ …

・彼 は[王 国 を]と て も良 く整 った 状態 で保 持 した .そ の とき …

・[技 倆]と 男 ら.しさにお い てす べ て の 自由 人た ち か ら区別 され てい た …

・[外 側 で は 国家 に関 して]内 側 で は宗 教 に 関 して .な ぜ な らま さに …

・彼 は***の そ ばで相 談 役 で あ った.…

・彼 は***可 汗 を圧 迫 した …

・何 度 も …

・***可 汗 …

・聴 者 た ち …

・そ れか ら …
.

・彼 は***し た …

No.7b=YoshidaFrg

Text

1/*32

2/*33

3/*34

4*35

5ノ*36

61*37

7/*38

8/*39

9/*40

101*41

11/*42

121*43

]+++[

](βY)y(ZY)δyn(h)[

】+++(pr)'ywγr'n(yp)rk

]'sp(t)'kwprβ'yrぐ)t[

」(n)yZYYr'm'kWYrβz一(ynt)[]++1

]+w'nkwprRBkwγrβ'ky'㎞cnに δynhZY[.
.]
++++(t)ypYwmγ 一wnwビz一'yk'n'k'x蓉'w'nh[

】+ZY蓉ym'mprctβ'rkyr'nwyδ β'xsw'nkwZY(w)+【

】(w)βywZY㎡1sctβ'rkyr'nw'踏'w'nty(恙)[

r'亜一pwpyl-k'x'Y'n【

](k)ymδy'skw'nt[

〕+m+[

Trans亘ation

1/*32

2/*33

3ノ*34

4/*35

5/*36

6/*37

7/*38

___Godandthereligion

togetherwith..,greatanger,.,_...

(sothat)hemightexplain(it)completely

andwealthandmany[weapons?]___

.、__thuswithgI£atwisdomasregardstoreligionwithinand

Yabghu_thewholeIslamicdominion___
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8/*39

9/*40

10/*41

正1/*42

12/*43

and(his)famespreadinthefourdirectionssothat

bothinthefburdirectionsaswell,kingdoms

AlpBilgaQaghan

whoarestayinghere

和 訳

1/*32

2/*33

3ノ*34

4/*35

5/*36

6/*37

7/*38

8/*39

9/*40

10/*41

11/*42

12/*43

… 神 と宗教 …

… とと もに大 き な怒 り …

… 彼 が(そ れ を)完 全 に説 明す る ように …

… そ して富 と多 くの[武 器?]・ ・9

… か くして 内側 で は宗 教 に 関す る偉 大 な智 恵 に よって …

… 葉 護 はす べ て の大 食 の 国 を ・ ・.・

… そ して(彼 の)名 声 は 四方 に広 ま った ので
,…

… 四方 に おい て も
,国 々 …

… アル プ=ビ ル ゲ可 汗 ・ ・9

… こ こに留 まっ てい る とこ ろの …

No.9=YoshidaFr3

Text

1
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4

5

lBLANK'k(r)+(t)[

]+wltykyn'wk'[

]++1'wk'BLANK[

]t'wt(S)['r

]++++[

Translation

1

2

3

4
,

***

K61TiginUga

***1Uga

仕om

和 訳

・***…

… キ ョ ル=テ ギ ン 諞 ウ ゲ.●'

…***ル=ウ ゲ …

… か ら …

Nos.10a+13(=Yosbid盈Fr7)

Text

lOa

13
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4
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1

1

1

1
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](n)'ynty

c'n】kw

]

]x(y)

](k)['r]'k+++nwc'nkw

]yw'δynystyL'wm'tpr

]+ZY㎞'kδ βr'ntskwn噸ms貫 β

](t)δ'rt'rt'wtyZYn(γ)'w蓉'ktyγr'nwrcy一'w'kw

](y)'[n](β)'nt'nβrz-krw'styrtmsprmY一 ㎜t'z-yk'n'y

】(m)wmynxm'yrprmMNpmxwnt'kw'x蓉y。wn'k

】tδ'rtZYZKwymγ 一wnw'x蓉'w'nyhpr[]

]十十十十[.]

Translation
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カ ラ写バ ル ガス ン碑文

10a1/12

2113

3114

131115

2116

3/17

4118

5!19

6/20

7!21

8!22

9/23

… … … 【thespreadjof***s【waswilhout㎞ter麁rence】___

… … …when[QuduγB皿gaQaghanproceeded且 ・mtheworld】__ _

..凾__when......_

.........hewasnotseatedonthe山rone.Wi重h__一.

… … …Theyaregivingreligiousceremony(?)・Alsomany[times]...__

__…he**ed(and)[heestablishedlgreatpeacefor血eelectiandau(1itors___

___heappointed...asanAnvarzkara㏄achedto_AgaininthewholeIslamic[domhlionl......_

___uptoMuminAmir(譫Khalぜ)for[fear]ofthefo血matesovereign一._...

__…he***edand㎞ 山ewhole㎞gdomwi山_,,....

和 訳

10a1/12

2113

3114

131115

2116

3117

4118

5119

6/20

7!21

8!22

9/23

…***の[普 及 は遮 断 され る ことが なか った]…

…[ク トゥル グ;ビ ルゲ可 汗 が こ の世 を去 っ た]と き …

… した とき ・ ・6

… 彼 は玉 座 に就 い て い なか っ た .***で ….

… 彼 らは宗教 儀 式(?)を 与 えて い る .ま た何[度 も]…

… 彼 は***し た .そ して マ ニ教 僧侶 と聴 者 た ち に大 きな安 寧 を[与 えた]…

… 彼 は***を***に 付 随 した ア ンヴ ァルズ カル に任命 した .再 び大食 の 国 で.…

… ム ミ ン=ア ミー ル(=カ リフ)に 至 る まで
,幸 運 な る支配 者 に対 す る[畏 敬1.か ら …

… 彼 は***し た .そ して全 領 土 で***で …

ル ー ン 面 テ キ ス ト ・翻 訳(森 安 孝 夫)RunicP麒ofQar紐 ・BalgasunIhscrip"on(TakaoMoRIYAsu)

従 来 の テ キ ス ト と して は ラ ドロ フ に よ る もの(ATIM,Band1,Liefe㎜g3,pp.291-297)と,そ れ を や や 修 正 した オ ル ク

ンの も の(ETYI,pp.85,96;ETYH,pp.31-39)が あ る だ け で あ る.し か も,あ ま り に 断 片 的 な の で 翻 訳 は付 け られ て お ら

ず,前 者 に語 彙 集 が あ る の み で あ る.

以 下,翻 字(r㎜sliteradon)は バ ッ トル ガ と の 共 同 成 果 で あ る が,転 写(rmnscdption)と 翻 訳 は 森 安 の 責 任 で 提 出 す る .

碑額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

丁鮭蓋eintheFrontispiece

Tmnslitera髄on

匸B】W切rikn

[Y】t勾ridaQ

[W]TBWLmsL

[P】bilgat可

【r】(iWYGWR)Q

[GN]〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃///〃/

〃Ibitdmz玉

Transcription

butaor麺(an

【ay亅ta:〕ri(箆q-

utbu㎞i'蓉al-

pb江gat勘 一

nuyγur(la一

γan〃 〃 〃

////////

/〃 〃///

〃 陬d㎞z】

1ヤansl釦tion

「Wehavewhtten】this[insc血P並onincommemorationof】thegod-1ikeUyγurTaqriQaγan(en藍tled)AyT砌ridaQutBu㎞ 〔鴬Alp

Big乱

和 訳

この 主 君 アイ=テ ング リ デニク ト=ブ ル ミ シュ=ア ル プ=ビ ル ゲ とい う(称 号 の)神 な る ウ イグ ルの 可汗[を 称 え る碑

文 を 〃 〃 〃 〃 〃/我 々 は書 い た.]
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Qara・Ba置gas"nInscriμion

訳 注

ラ ドロ フや オル ク ンは この碑 題 を漢 文 面 の碑 題 と同 じよ う に体 言 止 め で復 元 したが,そ れ は正 し くな く,ソ グ ド文 の

ように 主語 ・述 語 の あ る文 章 の形 に復 元 すべ き事 に つい て は,上 記 の 「考察 」 を参 照 せ よ.

ソグ ド面 第1行 の碑 題 「このayta加daqutbulm駑alpbil顫(と い う名 の)神 な る ウイ グル の可 汗 を称 え る記 念碑 を

[我々 は]書 い た」(吉 田1988,pp.32,37),並 び に漢 文面 第1行 目の碑 題 「九姓 迴鶻 愛 登 里 囃 汨没 蜜 施合 眦伽 可 汗 聖

文神 武碑 并序 」 と比 較 す るな らば,こ の ルー ン面 の碑 額 の2行 目冒頭 に欠 け てい る1文 字 がYで あ り,そ れ をayと 読

むべ きで あ るこ とに,全 く疑 問 の余 地 は ない,で あ れ ば,そ の前 に くるta加kanは 称号 の一 部 で は な く,そ れ と切 り離

され るべ きもの で,以 下 の称 号 全 体 に かか る修 飾 語(形 容詞)で あ るか,以 下 との 同格 語(名 詞)の い ず れか と考 え ら

れ る.白 瞬kanの 意 味 につ い て は,お お まか にみ て2つ の解 釈 が あ る.か つ ての"sacred,divine"と す る解 釈 に クロー ソ

ンは納得 せ ず,こ れ を"devo鵬pious"(ED,p.525)で あ る と したが,ハ ミル トンは これ に反論 を加 え て再 び か つて の考 え

を支 持 し,こ れ を君 主 ・主 君 ・支 配者 ない しそれ に近 い人 の尊 称 と考 えて い る(MOT}Lpp.51,253).私 は基 本 的 にハ ミ

ル トン説 に賛成 で あ る.

と ころで ソグ ド文 の方 で 厂神 な る ウイ グル の可 汗」 と訳 され てい る原 文 は βγy'wyγwrズ ゾnで あ り,こ れ は語順 か ら

み て ウイ グル文 の 惚加uyγurqaγanに 相 当 す る と考 え るの が 自然 で あ る.そ うで あ れ ば,ウ イ グル語 のta加 が ソグ ド語

の βγyに 対応 す る こ とにな る.ハ ンセ ンや ス ミル ノ ヴァ は既 にそ の よう に考 えて い た.し か る に リフ シ ツが それ に反 論

し,ブ グ ト碑 文 や テ ユ ル ギシ ュ の コ イ ン銘 文 や カ ラ=バ ル ガス ン碑 文 に見 られ る ソ グ ド語 の βγyは 「主君 ・主 人」 で あ っ

て,決 して 「神 ・天」 で はな い と主 張 した.テ ユ ルギ シ ュの コ イ ン銘 文 を扱 っ た護 の論 文 は,リ フシ ッ 説 に敬 意 を払 い

す ぎた ため 論 旨が い ささか 紛糾 して い るが,結 局 は護 もリ フシ ッ説 を退 け,コ イ ン銘 文 の βγytwrky蓉x'ゾnを 「天 の(ま

た は神 な る)テ ユル ギ シ ュ可汗 」 と解 してい る ので あ る(護1992,pp.189-195).も はや リフ シ ッ説 に固 執 す る必要 は

な く,本 碑 文 ソ グ ド語面 の βγy'wyγwrx、ゾnも ウイ グル語 面 のt的duyγurqaγanも 均 し く 「神 な る ウイ グ ル可 汗」 と訳 し

て よい.

で は も とに戻 っ て 戯加kanは 一体 ど う訳 す べ きか,後 続 の称 号 全 体 にか け て 「神 聖 な」 とい う形容 詞 に とるべ きか,

そ れ とも 「神 な る ウ イグ ル可 汗」 と同格 の名 詞 と とるべ きか.吻dkanの 用 例 を見 る限 り,や は りほ とん どの場 合 は名

詞 と して使 用 さ れ てお り,し か も 「我 々 の」 とい う所 有語 尾 を持 って い る 例が 多 い ので ある.そ れ ゆ え,私 は こ こで も

これ を名詞 と と り,ソ グ ド語 で も本 来 「神 ・天」 を意 味 す る βγyが 「主 君 ・主人 」 に転 用 され てい った ように,古 代 ト

ル コ語 で も 陶d「 天 ・神 」 が 白加kanと い う派生 語 の 形 で 「主君 ・主 人」 の 意 に転 用 され た もの と考 えた い.

No.7c

Translitera纐on

l///////a//ノ//////!1//

2///////ki:s///ノ/!//!//

3/〃 〃WGi:Qm(G)〃 〃//〃 〃

4//ノ////ir:ilin///1/////

5〃 〃 〃/Qa:NWGw忌[k】 〃 〃 〃

6/////////:rg111a:i//!///

7ノ ノ/ノ ノ/ノ/kida:yig///ノ/ノ

8〃 〃[i](1)grU(:)kUn:TWG蓉WQ/〃

9〃 〃:isdp:YηiLYW:WL/〃

10/〃kiru:kun:BTヨiQ〃 〃 〃

ll///〃//lk/.a:(y)//ノ1//!/1

12〃/〃 〃dinBRan6〃 〃 〃 〃

13////////ノ/////:y///1///11

14/1!///////////(m)/11/////1

Transcrip"on

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/

/1/////ノ/qamaY1///////

///1//11elin-1/!1///ノ//

〃 〃 〃一qanuγo蓉ak〃 〃/〃

〃 〃 〃/狙gm証 〃/〃 〃 〃

/ノ//ノ/ノーkid註yeg[j㎞ni?】///

//1!/ilg洫nkUntuγsuq/11

//!//e蓉idipya夏 〕ilayu///1!/

ノ//ker廿k廿nbatsiq1!/11

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/

//////dinavaran6///////

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/

〃 〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃//

Tramslation

l〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1/〃1

2//////1/////////1!ノ/11/

3〃 〃 〃 〃/all〃 〃 〃 〃//〃

4////////hiscountry///////11!

5〃 〃 〃 〃Ma澱ichaeanaud畫tors〃 〃/〃

6/////////////11///1///1

7〃/〃 〃 〃 〃 〃twenty?1〃/

8〃/〃eastwardstowardsthesunrise1〃

和 訳

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃!〃 〃

/〃 〃 〃/〃 全 ての 〃 〃 〃 〃 〃

〃/〃 〃 〃 彼 の 国 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃/マ ニ教 信者/〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃

/////11//////111//20?///

〃 〃 〃 東 方,太 陽の生 まれ る方1〃
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カ ラ冩バ ルガ スン碑 文

9/〃 〃hearing/11〃,renewing〃1/11〃

10///westwardstowardsthesunset〃 〃/

ll〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/〃///〃 〃

12〃 〃 〃Manichaeanfbmalepriest〃 〃 〃

13〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1/〃 〃

14//////////11///!1//////1

〃 〃 〃 聞 い て,新 た に しつつ 〃 〃 〃

〃/西 方,太 陽 の 沈 む方.〃〃1

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃1〃 〃

〃 〃 〃 マ ニ教 尼僧 〃 〃1〃 〃/

/〃 〃 〃〃 〃 〃 〃 〃 〃/11〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/1〃 〃

訳 注

No.7c-5,nロ γo蓉ak:我 々の拓 本で はNW///1の み,立 命 館 拓本 で もNWG//!ま で しか 見 え ない が,Atlas,pl.

XXXV-6(そ の右 端 の 図版)で はNWGW蓉/と 見 え る.ラ ドロ フはAnuγu蓉 アヌ グ シ ュ とい う人 名 か何 か だ ろ う とい う

が,全 くの誤 解 で ある.オ ル ク ンは5文 字 目 を 蓉で は な くrと 読 む(ETYII,p.38)が,そ れ も正 し くな い.漢 文 ・ソグ ド

文 の 内容 か ら知 られ る本 碑 文 の マ ニ教 的性 格,さ らに 漢文 面 第22行 に 「聴 士 」 とあ り,ソ グ ド文 第19行 と第21行 に

nγ'w蓉'k「聴 者 ・聴 衆」 とあ る こ とを考慮 す れ ば,こ れがNWGW蓉[k】=nuγo蓉akで ある こ とが 推測 され る.マ ニ教 で

一 般信徒 を指 す 厂聴 衆」 とい う衛 語 は マ ニ文 字や ウイ グル 文字 で はnγo蓉akと 書 か れ
,ル ー ン文 字 で もNGW甑 と書 か

れ て い るか らで あ る.実 は この点 には早 くに トムセ ンが気付 き,ハ ンセ ン もそ れ に言 及 してい る(Thomsenl910,pp.300-

301,footnote;Hansenl930,p.39).し か しなが ら彼 らの時 点 で知 られ てい た のは,あ くまで,普 通 に はniγo恙akと 転 写 さ

れ る形 で あ って,ま だnuγo蓉akと い う形 は在 証 され て お らず,推 定 に留 まっ てい た.し か し今 や,ル ー ン文 字 でNWG

W蓉[klと 表 記 された 例が わず か1つ で は あ るが他 に も見 つ か っ てい るの で(c£ 森安1997,pp.46,49),か つ て の推 定 は確 定

した ので あ る.後 続 の 円唇 母 音 に引 きず られ て,nf一 がnu一 に変 化 した に違 い ない.

No.7c・6,5rigm益=動 詞ar一"tobe"に 連体 形 を作 る活 用語 尾 一離1aが 付 いた形 で あ ろ うか.あ るい は 狙gimaと 転 写 して,

arig"advi㏄"(ED,p,221)に1人 称 所 有語 尾+mと 与 格語 尾 柄 が 付 い た形 とみ なすべ きで あ ろ うか.

No.7c・12,dinavaran…=前 舌系 文 字 と後 舌系 文 字 とが混 じっ てい た こ と もあ り,従 来 明解 の なか っ た箇所 で あ る.ル ー

ン文字 文献 で前 舌 系 文字 と後 舌系 文 字 とが 混 じって い る場 合,そ れ はほ と ん ど例 外 な く外 来 語 と考 え て よい.そ して今

回,私 は これ が ソ グ ド語 の δyn'βr(罷n吾βar)「マ ニ教僧 侶 」 の女 性 形 δyn'βr'nc(廃naβaranc)と 全 く同 じ形 を してい る こ と

に気 付 い た.こ れ は東方 マ ニ 教会 の 公用 語 の1つ で あ った パ ルチ ア語 のdenaβar(中 世 ペ ル シ ア語 で はde頂war)か らソ

グ ド語 に入 り,そ して ソ グ ド語 で 女性 形 を形 成す る接 尾 辞 一'ncが付 き,さ らに ウイ グル語 に借 用 され たマ ニ教 専 門用 語

に違 いな い.中 世 イラ ン語 にお け る これ らの 語 の本 来 の意 味 は 「宗 教 を持 つ 者,信 心 深 い 人」 で あ るが,東 方 マ 亭教 会

で は 「選 ばれ た者,純 善 人」 と同義 の マニ 教僧 侶 を指 す 語 と して使 われ た(cfChavannes/Pemotl911,pp,554-555;W,

Sunde㎜ann,"Din互v面ya",inEηcyc'o卿 跏1厂 傭cα,VII-4,1995,pp418-419;Sundemlann1997,p.127).お そ ら くこ この

(hnavaranこの 直前 には男 性 形 のdinavarが あ り,両 者相 俟 って 「マ ニ僧 」 全体 を指 したの で あ ろ う.そ して それ は表 現 と

して は漢文 面 第10行 の 「慕 闍 の徒 衆」 や 第22行 の 「僧 徒」 に当 た る に相 違 なか ろ う.こ れ らの 「徒 衆」 と 「僧徒 」 に

つ い ては,既 に シ ャヴ ァ ンヌ ・ペ リオが 一 般信 徒 で は な くマニ 教僧 侶 で あ る とみ な して い た(Chavannes/Pelliotl913 ,p.

196).本 断片No.7の 全 体 の 中 の位 置 を考 慮 すれ ば,No.7cに 残 され た ウイ グル語 テキ ス トは,漢 文 テ キ ス ト第19～22

行 目に対 応 す る可 能性 が あ る.た だ し断定 は で きな い.

ところで,こ の ウイ グル語 形 に,マ ニ教徒 が 使用 した3種 の 中世 イラ ン語 の うち ソグ ド語 に しか ない接 尾辞 が付 い て

い る事実 は,ウ イ グル にマ ニ教 を伝 え たの が ソ グ ド人で あ っ た とす る見方 を傍証 す る.実 際,9世 紀 に書 かれ た と推 定

され るソ グ ド語 の あ る書 簡 に δyn'βr'nc(～溏naβaranc)「 マ ニ教 尼 僧」 とい う語 が在 証 され て い る(cfSunde㎜ ㎜1984,p.

305).こ の よ うな語 が カ ラ=バ ル ガス ン碑 文 の 中 に,ウ イグ ル語 を含 む古 代 トル コ語 文献 の 実 例 と して初 め て発見 され

た意 義 は決 して小 さ くないω.

No.12

Transhteration

l/〃TN:YRT〃 〃1

2///.(t)//:din1/1/

Tran㏄ription

1//ath1(or-tn1)yarat-/!/11/

〃 〃 〃1din[avar?1〃/

(1)こ のdinavaranこ を は じ め
,今 回 私 が 新 た に読 ん だ い くつ か の マ ニ 教 用 語 に つ い て,念 の た め パ リ の ハ ミル ト ン氏 と ベ ル リ ン の

ッ ィ ー メ 氏 と に 問 い 合 わ せ た と こ ろ,次 の よ う な 返 事 を い た だ い た.い ず れ も 貴 重 な 情 報 で,両 氏 に深 く感 謝 す る.1998年8月4

日,ハ ミル ト ン よ り"Ihavcjustch㏄kcdmydcciphc㎜cntof止eRunictcx鵬f齢QaraBalgassuninsc加tionwhichIn㈱dinthecarly60's

basedmainlyonmyrcadingsofthecstampagesofBouillancdcLacostc.Ifindthat,likoyou,Ialso㎎adaftadan(inRadloffsp.293,L7).Inmy

b,1.5(Radloff'sL3),Ircadnughosh.,andinmy1.12(RadloffsLlO)Ircaddinvranch,whichnodoubtrcpresentsdinavaranchasyousuggesし";

1998年8月21日,ツ ィ ー メ よ り"Asmcndonedearlicr,齢tc㎜dinavaranchappcarsinanunpublishedManichacanにxtofBerlincollecdon

with6brokenlines:U248vcrso(?)1ine5aftcrasentcncemark(:)dinavaranch,(line6)[._亅ishladi.AstheirisnofUrthcrcontext,isisdifficult

tojudgctowhichtextitbelongs,butasonther㏄to(?)sidethereisanamcwhichmightbcJulia,its㏄mstomcthatitbelongstoakindof

"churchhisto曙"
,butl㎜notsureaboutit.lnfo㎜crly面itedtexts血ete㎜d㏄snotap陣."
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Qara-Ba匪gasunInscription

3〃/(m)/〃:DN(Q)【a】 〃//

4〃/:t(q)[r]i:mr:(N)//〃

5/〃.:tUrUn:YY/〃

6〃 〃un:yma:Qw./〃

7〃/〃:BTaDN:aT/〃

8////(r)ginta:in///

9〃[bi]rla:WLWG:〃/

10////ki:ugrn～5/////

11〃 〃i:QnlG:〃 〃 〃

12〃 〃Di:nta[:亅 〃/〃/

13〃 〃Ranこ:〃 〃 〃 〃

!/ノ//1/!adinqa1/11

/〃 悟ηrimarn一 〃/〃/〃

//1/t6rUnyay-1//

〃 〃 〃yema〃 〃/

////aftadanata-1//

/!1[6]rginta?in-///

11bh71auluγ/!//

〃1-ki6grUn6〃 〃1

/11/1qamaγ1/11///

///////anta//////

1[dinava】ran乙 〃 〃 〃 〃

Translation

l〃 〃 〃nlakehimfamous(or,makef止om)〃 〃 〃/〃

2〃 〃 〃/〃 〃[Manichaeanpriest?1〃 〃 〃/

3/////////////totheother/////

4〃 〃 〃god-likeMarN-/1〃 〃〃

5//〃 〃/bythelaw//〃1////111

6//////////and//////1/

7〃 〃 〃nonhnateanaftadan(Manichaeanbishop)/〃/

8//////at(orfrolll)thethrone?///!/////

9〃//withbig(orgreat)///////

10////////joy(orjoyfu1)//1///1

11/////////all///1/////1/

12/////1///!/there//1//////

13〃/[Manichaeanfemalepriesq〃 〃 〃 〃 〃 〃

和 訳

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

〃 〃 〃 そ の名 声 を作 る(ま た は,～ か ら作 る)〃 〃 〃 〃〃 〃

〃 〃 〃 〃/〃 〃 〃[マ ニ教僧 侶?]/〃 〃 〃 〃

〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 そ の他 の もの に 〃 〃 〃

〃 〃/〃 神 聖 なマ ー ル=N一 〃////〃〃 〃 〃

〃〃/〃 〃 法 で もっ て〃 〃/〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 また 〃/〃 〃 〃

〃〃 〃 ア フタ ダ ンに任 命 〃 〃

〃 〃 〃 玉 座?に て(ま たは,よ り)〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 と一 緒 に大 き な1〃 〃 〃

〃 〃/〃 〃 〃 喜 び 〃/〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃/〃 全 て 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃/

〃/〃 〃/〃 〃 〃 〃 そ こに て 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃[マ ニ教尼 僧]〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

訳 注

No.12・2,din[avar?」&No.12・13,[dinava}r跏 さ=上 記 のNo.7c-12,dinavaran6に 対 す る 注 を 参 照.din【avar?1は も し か した

らdin[dar?】 か も しれ な い が,意 味 は 同 じ で あ る.こ のdin[avar?】/din[dar?】 の 直 前 の 語 を ラ ドロ フ はta加 と復 元 して い

る が,ス ペ ー ス か らみ て そ れ は 無 理 の よ う で あ る.

No.12・4,t勾rimarn・ 〃〃〃=marの 一rは 前 舌 の 文 字 で 書 か れ て い る.こ の 読 み は 絶 対 で は な い が,直 前 に 陶dが あ る

の で,そ の よ う に 推 測 で き る.marは ア ラ ム 語mry/mr(m互r)か ら 入 っ た マ ニ 教 用 語 で,元 来 「(我 が)主 」 を意 味 す

る(cfBoyce1977,p.57)が,ウ イ グ ル の マ ニ 教 会 で は 第1位 モ ジ ャ ・第2位 ア フ タ ダ ン ・第3位 マ ヒ ス タ ク と い う高 位

聖 職 者(cf森 安1991,pp.71-72)の 称 号 の 構 成 要 素 と な っ て い た.㎜ の 読 み に は 早 く に バ ン グ が 気 付 い た だ け で な く

(Bang1909,p.417;cfHansen1930,p13),さ ら に彼 は こ の 陶dmarn-//〃/〃/を,本 碑 文 と ほ ぼ 同 時 代 の ト ゥル フ ァ ン文 書

TJID.173a2に 見 え る テ ン グ リコマ ル=ニ ウ マ ニ=マ ヒ ス タ ク な る 人物(cf森 安1979,p.216)に 比 定 し て い る.こ の 比 定 は

魅 力 的 で は あ る が,ま だ 情 報 が 余 りに 少 な い 時 だ か ら こ そ で きた 大 胆 な も の で,倉 卒 に は 従 え な い.一 方,護 は,バ ン
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カ ラ=バ ル ガス ン碑文

.グ説 を知 らず,不 確 実 で あ る と断 りなが ら も,ソ グ ド面 の 防m'm'nyを 陶dmar[mani]に 対 応 させ て い る(護1992,p,

193).た だ しこの箇 所 の 酸加 ㎜ の直 後 は,や は りバ ングが ヘ イ ケル本 め写真 か ら読 んだ よ うにN字 の残 画 ら し く,

少 な くともm字 で は ない の で,残 念 なが らそれ を 「神 なるマ ール置マ ー ニ ー」 と復 元 し,こ の 断片 を ソグ ド文 第10～11

行 の牟 羽可 汗 の記事(b£ 吉 田1988,pp33,38)と 対応 させ る こ とは で きな い.吉 田 に よれ ば,我 々 の断 片Nα7aの ソグ ド

文3行 目(本 体 の12行 目)に βγy(mry)nyw(rw知mwz一'k(')と あ るの で,む しろ これ と比較 す べ きか も しれ な い.因 み

に,10世 紀 の敦煌 出土 ウイ グ ル文書 には,陶dmar .号,な い しmar号 を持 つマ ニ 高僧 が何 人 も在 証 され る(cfMOTH,

1ex陀7:森 安1991,P.200).

No.12・7,譜adan:ラ ドロフ は この箇 所 を全 く誤読 してbtaad血 と して お り(ATIM,Bandl,Lie勧ung3,p.293),オ ル クン

も改 善案 を出 して い ない(ETYII,p.37).し か し正 し くはa食adan(>chin.拂 多 誕.マ ニ教 教 団 第2位 の 高僧 ア フ タダ ン,

cf石 田1925,p.162=石 田1973,p.289;森 安1991,p.71)と 読 まね ば な らない.ル ー ン文字 文献 の 中 に この語 が在 証 され

る のは これ で2度 目で ある(c£ 森 安1997,p.46,L4&p.50,note).

吉 田 に よれ ば,こ の 語 は ソ グ ド面 に も現 われ るが,そ の ソ グ ド文 の あ る断 片 は まだ全 体 の 中 に お ける位 置 が 決定 して

い ない ので,残 念 なが らル ー ン文 字 断片 の 方 も相対 的位 置 は決 め られ な い.し か し両 断片 が 内容 的 に対 応 す る ことは ほ

ぼ確 実 だ ろ う.

以下 は吉 田 の コ メ ン トで あ る.吉 田 は,カ ラ=バ ル ガス ン碑 文 の ル ー ン文字 面(ウ イグ ル語)にaftadan,ソ グ ド面 に

'βt'δ'nyhが現 われ る こ とにつ いて
,次 の よ うに推 定 して い る.ウ イ グル の牟 羽可 汗 が マニ 教 に改 宗 して か ら,こ の碑 文

が建 立 され るまで の あ る時 期 に,オ ル ドゥ=バ リ クの都 に ア フ タダ ン(拂 多 誕)が 座 す る マ ニ教 会 が 設置 さ れ た.そ の

こ とを記 録 した 部 分 が,こ の部 分 で あ る.ど ち らの 断片 も碑 文 の 中の 本来 の位 置 を確 定す る こ とが で き な いが,比 較 的

に保 存 の良 い 漢 文 面 を参 考 にす れ ば,後 半 に あ った こ とは 間違 い ない で あ ろ う.現 在 碑 文 の 断片 が 散 在 してい る所 に,

碑 文 が 本来 立 っ てい た のな ら,こ の場 所 は宮 城 か ら500mほ ど離 れた 所 に ある.碑 文 の そ ば にあ っ た建物 はマ ニ教 の寺

院 であ っ て,そ の 敷地 の ど こか に碑文 が 建 て られ,そ の寺 院 に アフ タ ダ ンの座 が あ った ので はな い だろ うか.

No.14

Transhtera髄on

1〃 〃 〃 〃mQa/〃 〃 〃 〃!

2〃//〃,iDG蓉:z〃 〃/〃 〃

3〃 〃 〃QiN:Qnyu:〃 〃//〃

4〃 〃/ynla:biz:W.〃 〃/〃1

5〃/〃k驚IUg:BWLTW〃/〃

6〃 〃mz:WLWRG蓉z:bil(g)[a】 〃/

7〃1(n1)zQa:(QW)RQ(w)Nw:YNw:iNnこLG:!〃

81〃(i)r:ki:DQ〃 〃:mgksizn:b〃 〃

91〃RmQ:QwNw蓉mQ:TRT舊mQ:〃 〃

10/〃n:蓉N:(iこ)gUn:(mq)//〃 〃 〃 〃

Transcription

〃 〃 〃 〃 一mqa〃 〃 〃 〃

/〃/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

/1/!!/-qinqanyu1/!///

/////yenlabiz1///////

11///kU～ …1廿gboltu//111

////一 ∬血zoluruγsuzbi19註1//

/〃 一mi2qaqorq㎜uyanufna皿 こliγ/〃

〃bir?eki〃 〃 〃amgaksizin〃 〃

〃/-mlaqqunu蓉maqtart駑maq〃 〃

〃 〃a蓉iniこ9血nmaOa?〃/〃/

Trans且a髄on

l〃 〃 〃 〃tomy〃 〃/〃 〃 〃

2/////////////〆//////〆///

3/〃 〃 〃 〃what(orwhich)〃 〃 〃 〃/

4/〃 〃 〃andwe1〃 〃 〃 〃 〃 〃/

5〃 〃/〃becanlepowerful〃 〃/〃

6〃 〃 〃 〃 〃thatseedless(notwell-bom),wise〃 〃

7/〃beingaffaidofour//〃,trustworthy//11

8〃one?ortwo〃 〃 〃 〃withoutpain///〃

9/11-ing,robbingandfighUngoneanother/1/11

10/!1//foodanddrinktome?/!//!1/!!ノ

和 訳

1〃 〃 〃 〃/私 の 〃 〃/に 対 し 〃 〃 〃 〃 〃 〃

21//ノ/////////1!1/1////1//1!///1///1/

3/〃 〃 〃 〃 〃 〃 何(ま た は,ど の)/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

4〃 〃 〃 〃 ま た 私 た ち/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

5〃 〃 〃 〃 力 強 く な っ た/〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
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Qara。Balgas皿nInscription

6

7

8

9

01

/〃 〃 〃 〃 〃 あの 貴種 で はな い,賢 い 〃 〃

/〃 私 た ちの 〃 〃 〃 〃 〃 に恐 れ を抱 き,信 頼 に値 す る 〃 〃

〃 一?・ 二 の 〃 〃 〃 〃/苦 痛 の ない/〃 〃 〃

/〃～す るこ と,奪 い合 う こ と,闘 争 す る こと 〃 〃 〃/

〃/〃 〃 食料 と飲料 を,私 に?〃 〃 〃 〃 〃 〃/
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